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Version Manager へよ う こそ

Serena ChangeMan Version Manager をお買い上げいただきあ りがと う ございます。 このソ フ ト
ウ ェ アは、 ソ フ ト ウ ェ アの開発手法に革命的な変化を もたらす、 多機能で強力なバージ ョ ン管理シス
テムです。 Version Manager の使用によ り、 個々のフ ァ イルへの変更の保存や追跡から開発サイ ク
ル全体の管理や監視に至るまで、 ソ フ ト ウ ェ ア開発プロジ ェ ク ト の各段階の構成管理および保守管理
を行う こ とができます。

このマニュアルの
内容

このマニュアルでは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し
て、 Version Manager のプロジ ェ ク ト やアーカ イブを設定、 管理、 および維持する方法について説
明し ます。

詳細について Version Manager のマニュアルセ ッ ト について、 Version Manager の基本的な操作方法、 および
オン ラ インヘルプの使用方法については、 『Serena ChangeMan Version Manager 入門ガイ ド』 を
参照し て く ださい。

対応バージ ョ ン このマニュアルの内容は Serena ChangeMan Version Manager バージ ョ ン 8.1.3 （日本語版） 以
降を対象と し ています。 この版によ って、 このマニュアルの旧版は廃版と な り ます。

表記上の規則

オン ラ インマニュアルおよびオン ラ インヘルプでは、 以下の表記規則を採用し ています。 ド キュ メ ン
ト を使用する場合は、 これらの表記規則を参考にし て く だ さい。 ただ し、 各種製品コ ンポーネン ト お
よびホス ト オペレーテ ィ ングシステムについては、 それぞれの表記規則に従って く だ さい。

表記例 意味

斜体 ド キュ メ ン ト 内でまだあま り使われていない新しい用語を
紹介し、 時と し て強調を示すために使われます。

太字 重要な情報やフ ィ ールド名を強調し ます。

大文字 使用可能なキーまたはキーの組合せを示し ます。 例 : 
ENTER キーを押し ます。

固定幅フ ォ ン ト 構文例、 ユーザ指定が可能な値、 システムから返される結
果値などを表し ます。

固定幅斜体 ユーザが特定の値を指定する箇所を表し ます （例 ：
filename）。

固定幅太字 実行されたコマン ドの結果を表し ます。

横棒 （－） と縦棒
（|）

メ ニューと メ ニューに関連する コマン ド を区切り ます。 例 : 
［フ ァ イル］ | ［コ ピー］ を選択は、 ［フ ァ イル］ メ ニューの
［コ ピー］ を選択する こ と を意味し ます。

また、 縦棒 （|） は、 構文のコマン ド ラ インで使用され、 棒
の左右の値のう ちどち らかを指定し なければならないこ と
を示し ています。

角括弧 ［］ オプシ ョ ン項目を示し ます。 オプシ ョ ンの項目を表し ます。
たと えば、 SELECT [DISTINCT] とい う文で、 DISTINCT
はオプシ ョ ンのキーワー ド です。
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マニュアルの使用法

Serena® ChangeMan® Version Manager™ マニュアルは、 Adobe PDF 形式を使用し ています。 
PDF フ ァ イルの表示には、 Adobe® Reader® を使用し て く だ さい。 これは、 www.adobe.com/
jp から無償で入手する こ とができます。

こ こでは、 Adobe Reader の主な機能をい く つか説明し ます。 Adobe Reader の詳細については、
Adobe Reader のオン ラ インヘルプを参照し て く だ さい。

PDF 形式のマニュアルには次の機能があ り ます。

� しおり ： すべてのマニュアルには、 特定の項目に移動できる しおりが用意されています。 デフ ォ
ル ト では、 しおりは各オン ラ インマニュアルの左側に表示されます。

� リ ン ク ： マニュアル内の相互参照リ ン クによ り、 マウスを ク リ ッ クするだけでマニュアル内の他
のページあるいは他のマニュアルへ移動できます。 リ ン クは青で表示されています。

� 印刷 ： マニュアルを参照中に、 現在のページ、 ページ範囲、 あるいはマニュアル全体を印刷する
こ とができます。

� 高度な検索 ： Adobe Reader のバージ ョ ン 6 以降では、 指定デ ィ レ ク ト リ内の複数の PDF フ ァ
イルから検索できる高度な検索機能が用意されています。 次の手順を参照し て く ださい。

一度に複数の PDF 文書から検索するには、 次の手順に従います （Adobe Reader バージ ョ ン 6 
以降）。

1 Adobe Reader から、 ［編集］ － ［検索］ を選択し ます （あるいは SHIFT+CTRL+F を押し ま
す）。

2 テキス ト ボ ッ クス内に検索する単語または文を入力し ます。

3 〈以下の場所にあるすべての PDF 文書〉 オプシ ョ ンを選択し、 検索する フ ォルダを参照し ます。

4 必要に応じ て、 〈完全に一致する語のみ〉、 〈大文字と小文字を区別〉 など、 その他のオプシ ョ ン
を選択し ます。 

5 【検索】 を ク リ ッ ク し ます。

. . . 複数の値を持つ場合がある コマン ド引数を表し ます。

ク リ ッ クするシ ョ ー ト カ ッ ト アイ コ ンを示し ます。 シ ョ ー
ト カ ッ ト アイ コ ンは余白に置かれます。

表記例 意味

注  必ず、 Adobe Reader のフルバージ ョ ンをダウンロー ド し て く だ さい。 基本バージ ョ ンには検索
機能があ り ません。

注  さ らに強力な検索オプシ ョ ンを使用するには、 Reader ウ ィ ン ド ウの右下の 〈高度な検索オプ
シ ョ ンを使用〉 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。
（リ ン クが 〈基本的な検索オプシ ョ ンを使用〉 になっている場合はすでに高度な検索オプシ ョ ンが有
効になっています。） 詳細については、 Adobe Reader のオン ラ インヘルプを参照し て く ださい。
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技術サポー ト へのお問い合わせ
技術サポー ト へのお問い合わせ

登録ユーザは、 http://support.serena.com/ にログインする こ とができます。
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第 1 章

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用した Version 
Manager の設定

はじめに

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し た Serena ChangeMan Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ手順
を理解するには、 Version Manager のプロジ ェ ク ト データベース と プロジ ェ ク ト に関する理解が必
要です。 この章では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し て Version Manager プロジ ェ ク ト データ
ベースの計画と定義を行う と きに役立つ情報を記載し ています。 

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し た Version Manager のセ ッ ト ア ッ プについては、 53 
ページの 『コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用した Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ』 を参照
し て く ださい。

Version Manager プロジ ェ ク ト について

プロジ ェ ク ト とは、 Version Manager 内に保存する互いに関連したフ ァ イルのセ ッ ト で、 Version 
Manager はこれを使用し てフ ァ イルの整理を行います。 プロジ ェ ク ト 内には、 次の図に示すよ う に
サブプロジ ェ ク ト と フ ァ イルを配置できます。

はじめに 15

Version Manager プロジ ェ ク ト について 15

Version Manager プロジ ェ ク ト データベースについて 17

プロジ ェ ク ト データベースの計画 19

プロジ ェ ク ト データベースのセ ッ ト ア ッ プ 24

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境での Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ 41

次のステ ッ プ 51
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Version Manager プロジ ェ ク ト は、 フ ァ イルシステムのデ ィ レ ク ト リ に似ています。 デ ィ レ ク ト リ
と同様、 プロジ ェ ク ト は作成と メ ンテナンスの可能なフ ァ イルのセ ッ ト になっています。 また、 デ ィ
レ ク ト リ と同じ く プロジ ェ ク ト は階層構造になっており、 プロジ ェ ク ト やほかのサブプロジ ェ ク ト の
下にはサブプロジ ェ ク ト が存在する こ とがあ り ます。 ただ し、 プロジ ェ ク ト ではデ ィ レ ク ト リ と異な
り、 古いバージ ョ ンのフ ァ イルがアーカ イブ中にデルタ フ ァ イルと し て保存されます。 デ ィ レ ク ト リ
では古いバージ ョ ンのフ ァ イルは保存されません。

Version Manager プロジ ェ ク ト は、 すべて Version Manager プロジ ェ ク ト データベースに格納さ
れます。

プロジ ェ ク ト

サブプロジ ェ ク ト  A

フ ァ イル A1
フ ァ イル A2
フ ァ イル A3

サブプロジ ェ ク ト  B

フ ァ イル B1
フ ァ イル B2
フ ァ イル B3
サブプロジ ェ ク ト  B_A

フ ァ イル B_A1
フ ァ イル B_A2

フ ァ イル 1
フ ァ イル 2

注  変更ログ

サブプロジ ェ ク ト やバージ ョ ン管理フ ァ イルの追加や削除など、 プロジ ェ ク ト の内容に対する変更
は、 プロジ ェ ク ト データベースのルー ト デ ィ レ ク ト リにある change.log フ ァ イルに記録されま
す。 詳細については、 304 ページの 『プロジ ェ ク ト に対する変更の表示 （change.log）』 を参照し
て く ださい。
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Version Manager プロジ ェ ク ト データベースについて

プロジ ェ ク ト データベースは、 プロジ ェ ク ト のための格納場所と な り ます （下図参照）。

プロジ ェ ク ト データベースには、 そのプロジ ェ ク ト データベース内にあるすべてのプロジ ェ ク ト に対
し、 Version Manager がどのよ う に動作するかが定義されています。 デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク
ト の設定はプロジ ェ ク ト データベースから引き継がれます。 設定はプロジ ェ ク ト ご とに変更できま
す。

Version Manager を最初に実行する と きには、 空 （から） のプロジ ェ ク ト データベースが開かれる
よ う にする こ とができます。 このプロジ ェ ク ト データベースはすでに設定されていますが、 プロジ ェ
ク ト はまった く 含まれていません。 この空のプロジ ェ ク ト データベースは、 Version Manager がイ
ンス ト ールされたデ ィ レ ク ト リの下の newdb とい う デ ィ レ ク ト リに作成されます。

プロジ ェ ク ト データベースの作成時に作成されるデフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルは次のとおり
です。

� archives デ ィ レ ク ト リ

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

� アクセスコ ン ト ロールデータベース

� work デ ィ レ ク ト リ

� pvcsuser デ ィ レ ク ト リ

� ツールコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

� lib デ ィ レ ク ト リ

� システム識別フ ァ イルと メ タデータ フ ァ イル

サブプロジ ェ ク ト  A

フ ァ イル A1
フ ァ イル A2
フ ァ イル A3

サブプロジ ェ ク ト  B

フ ァ イル B1
フ ァ イル B2
フ ァ イル B3
サブプロジ ェ ク ト  B_A

フ ァ イル B_A1
フ ァ イル B_A2

フ ァ イル 1
フ ァ イル 2

プロジ ェ ク ト  1

プロジ ェ ク ト データベース

プロジ ェ ク ト  2

注  プロジ ェ ク ト データベースの作成については、 システム管理者によ り権限が与えられていない場
合があ り ます。 この権限が与えられていない場合は、 最初に Version Manager を実行した と きに
新しい空のプロジ ェ ク ト データベースは作成されません。
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archives
デ ィ レ ク ト リ

archives デ ィ レ ク ト リ にはまだ、 アーカ イブ フ ァ イルは含まれていません。 アーカ イブ フ ァ イルは
プロジ ェ ク ト データベース内にプロジ ェ ク ト を作成し、 そのプロジ ェ ク ト にフ ァ イルを追加した と き
に配置されます。 このデ ィ レ ク ト リの場所は、 プロジ ェ ク ト データベースを作成する と き指定し ま
す。

コ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イル

デフ ォル ト では、 archives デ ィ レ ク ト リ に新しいコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが作成されます。
セキュ リ テ ィ 上の理由によ り、 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称は暗号化されて表示されま
す。 たと えば、 「c6bonpj1.cfg」 のよ う な名称が設定されます。 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
には、 プロジ ェ ク ト データベース内のすべてのプロジ ェ ク ト に対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン設定が記
録されます。

Version Manager はこのフ ァ イルをほかのどのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルよ り も先に読み込み
ますが、 これによ り確実に、 すべてのユーザに同一のオプシ ョ ン設定を共有させる こ とができます。
このフ ァ イル中の設定は、 必要に応じ て変更できます。 また、 必要に応じ て、 プロジ ェ ク ト データ
ベースの作成時に既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用した り、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルをデフ ォル ト の場所 （archives デ ィ レ ク ト リ） にコ ピーするよ う に指定する こ と もできま
す。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの詳細については、 75 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト の
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル』 を参照し て く だ さい。

アクセスコ ン ト ロー
ルデータベース

デフ ォル ト では、 archives デ ィ レ ク ト リ に新しいアクセスコ ン ト ロールデータベースが作成されま
す。 このフ ァ イルは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中では使用し ないよ う に設定されています。 セ
キュ リ テ ィ 上の理由によ り、 このアクセスコ ン ト ロールデータベースの名称は暗号化されて表示され
ます。 たと えば、 「c6bonpj1.db」 のよ う な名称が設定されます。

アクセスコ ン ト ロールデータベースではプロジ ェ ク ト に対し て作業を行う こ とが承認されたユーザが
定義され、 またそのユーザが行える作業が定義されます。 また、 必要に応じ て、 プロジ ェ ク ト データ
ベースの作成時に既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するか、 既存のアクセスコ ン ト
ロールデータベースをデフ ォル ト の場所 （archives デ ィ レ ク ト リ） にコ ピーするよ う に指定する こ
と もできます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースの詳細については、 202 ページの 『アクセスコ
ン ト ロールデータベースについて』 を参照し て く だ さい。

work デ ィ レ ク ト リ work デ ィ レ ク ト リは空で、 Version Manager アーカ イブから リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と
きのデフ ォル ト の場所と な り ます。 このデ ィ レ ク ト リの場所は、 プロジ ェ ク ト データベースの作成時
に指定し ます。

pvcsuser デ ィ レ ク
ト リ

pvcsuser デ ィ レ ク ト リには、 プ ラ イベー ト ワークスペースの設定などのユーザ情報が含まれます。

ツールコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イル

ツールコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 Serena ChangeMan Dimensions がシステムにインス
ト ールされている場合、 PVCS TeamLink を起動するためのカス タムツールが 1 つ含まれています。
このフ ァ イルにはカス タムツールを追加できます。 182 ページの 『カス タムツールの追加』 を参照
し て く ださい。

lib デ ィ レ ク ト リ lib デ ィ レ ク ト リには、 プロジ ェ ク ト データベースの作成に使用した Version Manager のバージ ョ
ン （リ リース） に関する情報が含まれています。

メ タデータ フ ァ イル フ ァ イルなどを識別するための pvcsid.ser とい う名称のフ ァ イルが作成されます。 このフ ァ イルの
移動や削除は行わないで く ださい。 また、 pvcsroot.ser および pvcsproj.ser とい う フ ァ イルが作
成され、 使用される コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルおよび、 作業フ ァ イルやアーカ イブの場所などに
関する メ タデータが含まれる場合があ り ます。
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プロジ ェ ク ト データベースの計画

アーカ イブが含まれる Version Manager プロジ ェ ク ト データベースは、 通常はネ ッ ト ワーク上の
フ ァ イルシステムに置かれ、 開発者はフ ァ イルに対する作業をローカルのマシン上で行います。 この
作業の流れは次のよ う にな り ます。

プロジ ェ ク ト データベースを定義するには、 次の情報が必要と な り ます。

� ソース管理を行う作業フ ァ イル （ソースフ ァ イル） をど こに置 く か。 19 ページの 『作業フ ァ イ
ル』 を参照し て く ださい。 

� フ ァ イルのアーカ イブをど こに置 く か。 20 ページの 『アーカ イブの場所』 を参照し て く だ さい。 

� デフ ォル ト で、 ど こでユーザは作業フ ァ イルを編集するか。 作業フ ァ イルの場所は、 多 く の場合
にはフ ァ イルが最初に置かれていたデ ィ レ ク ト リ です。 20 ページの 『作業フ ァ イルの場所』 を
参照し て く ださい。 

� ソース管理を行う フ ァ イルのいずれかが、 2 つ以上のプロジ ェ ク ト またはサブプロジ ェ ク ト に
よ って共有されているかど うか。 21 ページの 『共有アーカ イブ』 を参照し て く だ さい。 

� 新バージ ョ ンの Version Manager にア ッ プグレー ド すべきバージ ョ ン 5.3/6.0 の Version 
Manager アーカ イブ と プロジ ェ ク ト が存在するかど うか。 22 ページの 『バージ ョ ン 5.3/6.0 
プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド』 を参照し て く だ さい。 

� 変換すべき SourceSafe のフ ァ イルが存在するかど うか。 23 ページの 『SourceSafe データ
ベースの変換』 を参照し て く ださい。 

� 使用する環境がク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境かど うか。 23 ページの 『ク ロスプラ ッ ト フ ォーム
環境』 を参照し て く ださい。 

� プロジ ェ ク ト データベースを Serena Builder と統合するかど うか。 24 ページの 『Serena 
Builder』 を参照し て く だ さい。 

作業フ ァ イル

プロジ ェ ク ト データベースをセ ッ ト ア ッ プする と きは、 作業フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ構造をそのまま
採用し て く ださい。 たと えば、 次のデ ィ レ ク ト リ構造がある とする と、 MyApp とい う名称のプロ
ジ ェ ク ト データベース と、 その下に include、 resource、 および source の 3 つのプロジ ェ ク ト を
定義する こ と をお勧めし ます。

アーカ イブ

リ ビジ ョ ンを作業

フ ァ イルの場所に

チ ェ ッ クアウ ト

作業フ ァ イルを編集

作業フ ァ イルをアーカ イブに

チ ェ ッ ク イン
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デフ ォル ト では、 Version Manager は作業フ ァ イルの構造を反映したアーカ イブの場所を自動的に
作成し ます。 これらの場所の定義は、 プロジ ェ ク ト データベースの作成時に変更する こ とができま
す。

アーカ イブの場所

アーカ イブの場所とは、 作業フ ァ イルのための新規アーカ イブが置かれる場所です。 通常は、 この場
所は、 許可されたすべてのユーザがアクセスできる、 ネ ッ ト ワーク上のフ ァ イルシステム上に指定さ
れます。 デフ ォル ト ではアーカ イブの場所はプロジ ェ ク ト データベースの下のデ ィ レ ク ト リ にな り ま
すが、 ほかの場所もプロジ ェ ク ト データベースの作成時に指定できます。

UNIX ユーザのみ ： Version Manager フ ァ イルは、 アーカ イブにさ らにセキュ リ テ ィ レベルを追加
するため、 setuid モー ド でインス ト ールされます。 setuid ではユーザは自分自身と し てログイン し
ますが、 Version Manager は実行フ ァ イルを所有するユーザと し てパブ リ ッ クアーカ イブを作成し
ます。 この目的のため、 pvcs とい う名称のユーザを作成する こ と をお勧めし ます。 これがアーカ イ
ブ との読み込みと書き込みを行える唯一のユーザと な り ます。

setuid モー ド で実行する と きには、 作業フ ァ イル、 一時使用フ ァ イル、 pvcspriv プロジ ェ ク ト ド メ
イン、 および $HOME/.islvrc を除き、 すべてのフ ァ イルはユーザ pvcs のも と で作成されます。
アクセスコ ン ト ロールの権限は、 Version Manager のアクセスコ ン ト ロールデータベースによ って
コ ン ト ロールされます （201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照）。 pvcs でない個々のユーザ
は、 Version Manager のコマン ド を使用し ている と きにのみ、 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リの修正、
追加、 または削除を行う こ とができます。

setuid モー ド で実行し ていない場合は、 アーカ イブデ ィ レ ク ト リへの許可を持っている任意のユー
ザが、 基本的な UNIX コマン ド を使用し てアーカ イブの移動、 名称変更、 破壊、 および削除を行う
こ とが可能と な り ます。

作業フ ァ イルの場所

作業フ ァ イルの場所とは、 アーカ イブからチ ェ ッ クアウ ト された リ ビジ ョ ンが置かれる場所です。 通
常はアーカ イブの場所はプロジ ェ ク ト データベースの下のデ ィ レ ク ト リにな り ますが、 どの場所でも
プロジ ェ ク ト データベースの作成時に指定できます。 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と、 それが作
業フ ァ イルにな り ます。

プロジ ェ ク ト データベース中のそれぞれのプロジ ェ ク ト にも、 作業フ ァ イルの場所があ り ます。 これ
は、 たと えば c:¥prjdb¥work¥project1、 c:¥prjdb¥work¥project2、 のよ う に指定され
ます。

注  Version Manager File Server を使用し ている場合は、 アーカ イブはサーバ上にある可能性が
あ り ます。 129 ページの 『Version Manager File Server の設定と使用』 を参照し て く だ さい。

注  Version Manager File Server を使用し ている場合、 setuid を使用し てアーカ イブを保護する
必要はあ り ません。 129 ページの 『Version Manager File Server の設定と使用』 を参照し て く だ
さい。

注  ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境内で実行し ている場合は、 setuid を使用できる可能性があ り ます。
ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境における setuid の設定については、 『Serena ChangeMan Version 
Manager インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。 setuid を無効にする方法については、 43 
ページの 『setuid の無効化』 を参照し て く だ さい。
20 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



プロジ ェ ク ト データベースの計画
プロジ ェ ク ト データベース と そのプロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所は、 ワークスペース内に保存さ
れます。 ワークスペースは、 パブ リ ッ クまたはプラ イベー ト のいずれかで使用されます。 それぞれの
プロジ ェ ク ト データベースご とに、 デフ ォル ト のパブ リ ッ クワークスペース （「ルー ト ワークスペー
ス」 とい う名前の） が作成されます。

管理者はほかのパブ リ ッ クワークスペースを作成し、 それが元の作業フ ァ イルの場所に優先するよ う
設定できます。 たと えば、 承認を得たすべてのユーザによ ってアクセス可能な、 ネ ッ ト ワーク上の
フ ァ イルシステム上に作業フ ァ イルの場所を定義するよ う、 パブ リ ッ クワークスペースを作成できま
す。 これによ り、 ユーザがデフ ォル ト の作業フ ァ イルの場所にアクセスできる こ とが保証されます。

次にユーザは、 フ ァ イルに対する作業をローカルで行えるよ う、 作業フ ァ イルの場所をローカルの
ハー ド ド ラ イブに変更し て、 プラ イベー ト ワークスペースを作成できます。 あるいは共通し て使用さ
れるローカルド ラ イブを、 デフ ォル ト の作業フ ァ イルの場所と し て指定できます （例 ： Windows で
は C:）。 ワークスペースの作成については、 179 ページの 『パブ リ ッ クワークスペースの作成』 を参
照し て く ださい。

既存のフ ァ イルに対し てプロジ ェ ク ト をセ ッ ト ア ッ プする と きは、 通常はその既存のフ ァ イルがある
デ ィ レ ク ト リ を作業フ ァ イルの場所と し ます。

作業フ ァ イルの場所には、 そのパスのルー ト にある $HOME を含める こ とができます （例 ： UNIX 上
で $HOME/workは /usrs/cherylc/work に展開できます）。 HOME 環境変数の値が置換され、
作業フ ァ イルの場所が決定されます。 $HOME の使用によ り、 ユーザは、 自分の HOME 環境変数の
値に応じ て、 自動的に自分用のパスを定義する こ とができます。

共有アーカ イブ

Version Manager では、 複数のプロジ ェ ク ト がアーカ イブを共有する こ とができます。 この場合は、
次の図に示すよ う に、 フ ァ イルを保存するアーカ イブを 1 つ設定し、 多数のプロジ ェ ク ト にその
フ ァ イルを参照させます。

たと えば、 ある企業が、 同一のラ イセンス契約を使用する 3 種類のソ フ ト ウ ェ ア製品を開発、 販売
する と し ます。 このラ イセンス契約は 3 つの製品すべてで共有する こ とができます。 この場合は、
ラ イセンス契約のためのアーカ イブを 1 つのプロジ ェ ク ト 内に作成し、 ほかの 2 つのプロジ ェ ク ト
にこのアーカ イブを参照させます。

注  ルー ト ワークスペースで作業中に、 プロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所を削除する と、 そのプロ
ジ ェ ク ト 用の作業フ ァ イルの場所はプロジ ェ ク ト データベースデ ィ レ ク ト リの直下に設定されます。

アーカ イブ

プロジ ェ ク ト  1 プロジ ェ ク ト  2 プロジ ェ ク ト  3 多数のプロジ ェ ク ト

バージ ョ ン管理された多数

1 つのアーカ イブ

のフ ァ イル
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アーカ イブを共有する と、 各製品のラ イセンス契約が同一である こ とが保証されます。 その反対に、
共通フ ァ イルのコ ピーを複数作成し て、 それぞれのプロジ ェ ク ト ご とのアーカ イブに保存する と、 1 
つが更新されたが、 ほかのものが更新されなかった とい う よ う な、 フ ァ イルの不一致が発生する こ と
が防止されます。

複数のプロジ ェ ク ト の間でフ ァ イルを共有するには、 共有されるすべてのフ ァ イルに対し てプロジ ェ
ク ト を 1 つ設定し、 共有されるすべてのフ ァ イルに対するアーカ イブを このプロジ ェ ク ト に含めま
す。 次にバージ ョ ン管理フ ァ イルをほかのプロジ ェ ク ト にコ ピーし ます。 ほかのプロジ ェ ク ト は、 コ
ピーされたフ ァ イルのアーカ イブの実体を含まず、 元のプロジ ェ ク ト のアーカ イブを参照し ます。

プロジ ェ ク ト を定義し たら、 ［編集］ メ ニューの ［コ ピー］ を選択し ていつでも フ ァ イルを コ ピーで
きます。 バージ ョ ン管理フ ァ イルのコ ピーが、 そのアーカ イブを参照する コ ピー先プロジ ェ ク ト に作
成されます。

バージ ョ ン 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド

既存の Version Manager 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト に対し て、 新しい Version Manager の全機能を使
用するには、 そのプロジ ェ ク ト を 新しいフ ォーマ ッ ト の Version Manager プロジ ェ ク ト データ
ベースにコ ピーする必要があ り ます。

Version Manager Development Interface を使用し て作成した 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト をア ッ プグ
レー ド する こ と もできます。 Version Manager Development Interface で作成された 5.3/6.0 プ
ロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する方法については、 『Serena ChangeMan Version Manager IDE 
ク ラ イアン ト 操作ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト を コ ピーせず、 Version Manager から 5.3 プロジ ェ ク ト を開いた場合でも、 そのプロ
ジ ェ ク ト は認識および表示されますが、 Version Manager の機能のすべてを使用する こ とはできま
せん。 ただし、 次のものを含めて、 大半の機能はサポー ト されます。

� フ ォルダの作成と削除

� アーカ イブ とのフ ァ イルのチ ェ ッ ク インおよびチ ェ ッ クアウ ト

� 作業フ ァ イルの追加 （ただし、 デ ィ レ ク ト リ構造は追加できない）

� ワークスペースの定義と設定

� リ ビジ ョ ンの削除

� プロモーシ ョ ンモデルとバージ ョ ン ラベルの使用

� アーカ イブのインポー ト （ただし、 デ ィ レ ク ト リ構造は追加できない）

サポー ト されない機能は次のとおり です。

� 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト 内での新しいプロジ ェ ク ト の作成

� 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト からのプロジ ェ ク ト の削除

� 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト 内でのサブプロジ ェ ク ト の作成

� 新しいフ ォーマ ッ ト のプロジ ェ ク ト データベースから 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト への、 プロ
ジ ェ ク ト 、 サブプロジ ェ ク ト 、 およびバージ ョ ン管理フ ァ イルのコ ピー

� 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト の設定

� アクセスコ ン ト ロールデータベース内でのセキュ リ テ ィ 設定の変更

新規プロジ ェ ク ト データベースでは名称とパス名が表示されますが、 Version Manager で 5.3/6.0 
プロジ ェ ク ト ルー ト を開いた場合は、 パス名のみがプロジ ェ ク ト 表示部に表示されます。 また、 5.3/
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プロジ ェ ク ト データベースの計画
6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト を示すアイ コ ンの色は青と な り、 新しいフ ォーマ ッ ト のプロジ ェ ク ト データ
ベースのアイ コ ンは黄色いフ ォルダで表示されます。

SourceSafe データベースの変換

Visual SourceSafe データベースのフ ァ イルを Version Manager アーカ イブに変換する こ とがで
きます。 変換によ り次の動作が実行されます。

� 変換する各 SourceSafe フ ァ イルに関する履歴と コ メ ン ト を保持する。

� 変換中の SourceSafe プロジ ェ ク ト に対応した Version Manager プロジ ェ ク ト を作成する。

� ユーザによ り定義されたラベルを保持する （318 ページの 『ユーザ定義ラベル』 参照）。

� ブラ ンチを変換する。

� 変換中に見つかった共有フ ァ イルを使用するよ う プロジ ェ ク ト を設定する。

SourceSafe フ ァ イルの Version Manager アーカ イブへの変換の詳細については、 317 ページの第
12 章 『Version Manager の SourceSafe 用変換ユーテ ィ リ テ ィ の使用』 を参照し て く ださい。

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用する こ とによ り、 Windows と  UNIX の間でコ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 プロジ ェ ク ト データベース、 お
よびアーカ イブを共有できます。 プロジ ェ ク ト データベースを経由し て UNIX に保存されたアーカ
イブに Windows からアクセスでき、 またその逆も可能です。

File Server 対応のクロスプラ ッ ト フ ォーム環境

Version Manager File Server は、 OS にかかわらず、 Version Manager のアーカ イブやク ラ イア
ン ト と連動し ます。 ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境を有効にする際、 特別な手順は一切不要です。

Version Manager File Server の詳細については、 129 ページの 『Version Manager File Server 
の設定と使用』 を参照し て く ださい。

ネッ ト ワーク対応のクロスプラ ッ ト フ ォーム環境

ネ ッ ト ワーク対応のク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境でプロジ ェ ク ト データベースにアクセスするには、
Windows 環境の Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト からそのプロジ ェ ク ト データベース

プロジ ェ ク ト データベース

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト
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を作成する必要があ り ます。 Windows で作成されたプロジ ェ ク ト データベースには （それが UNIX 
環境にあるか、 Windows 環境にあるかにかかわらず） Windows と  UNIX の両方からアクセスでき
ますが、 UNIX で作成されたプロジ ェ ク ト データベースには UNIX 環境の Version Manager デスク
ト ッ プク ラ イアン ト からのみアクセスできます。

Serena Builder

Version Manager データベースで Serena Builder を使用するには、 プロジ ェ ク ト データベースへ
のパスに ドル記号 （$） が含まれないこ と を確認する必要があり ます。 これは Builder との統合の場
合にのみ必要です。

Serena Builder の詳細については、 『Serena ChangeMan Builder for Professional ユーザガイ
ド』 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト データベースのセ ッ ト ア ッ プ

次に、 Version Manager プロジ ェ ク ト データベースをセ ッ ト ア ッ プするための基本的手順の概要を
示し ます。 詳細な手順については、 以降のセクシ ョ ンで説明し ます。

1 プロジ ェ ク ト データベースを作成し ます。 これはそのプロジ ェ ク ト の存在するアーカ イブを定義
し ます。 プログラムを最初に実行する と きに、 自動的に空のプロジ ェ ク ト データベースが作成さ
れるよ う に Version Manager を設定できます。 新し く プロジ ェ ク ト データベースを作成するか
わりに、 この空のプロジ ェ ク ト データベースを使用する こ と もできます。

2 必要に応じ て、 データベース内にプロジ ェ ク ト を作成し ます。 これはプロジ ェ ク ト 中のフ ァ イル
に対する作業フ ァ イルの場所を定義し ます。

既存のフ ァ イルに対し てプロジ ェ ク ト をセ ッ ト ア ッ プする と きは、 プロジ ェ ク ト を作成する必要
はあ り ません。 単にデ ィ レ ク ト リ をプロジ ェ ク ト データベースに追加すれば、 自動的にプロジ ェ
ク ト が作成されます。 個別のフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に追加する場合および、 フ ァ イルを現在の
作業フ ァ イル構造以外の方法で整理する場合にのみ、 プロジ ェ ク ト を作成し て く だ さい。

3 作業フ ァ イルをプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に追加し ます。

4 必要に応じ て、 フ ァ イルを、 アーカ イブを共有するそれぞれのプロジ ェ ク ト に追加し ます。

5 必要に応じ て、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト を新しいフ ォーマ ッ ト のプロジ ェ ク ト にア ッ プグレー ド し
ます。

プロジ ェ ク ト データベースの作成

プログラムを最初に実行する と きに、 自動的に空のプロジ ェ ク ト データベースが作成されるよ う にす
る こ とができます。 作業を開始するには、 プロジ ェ ク ト データベースを新し く 作成する こ と も、 ある
いはこのプロジ ェ ク ト データベースを使用する こ と も可能です。

注  ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境内で実行し ている場合は、 setuid を使用できる可能性があ り ます。
ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境における setuid の設定については、 『Serena ChangeMan Version 
Manager インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。 
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プロジ ェ ク ト データベースのセ ッ ト ア ッ プ
プロジ ェ ク ト データベースを作成するには

1 ［管理］ － ［プロジ ェ ク ト データベースの作成］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト データベースの作
成〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2 〈名前〉 フ ィ ールド にプロジ ェ ク ト データベースの名前を入力し ます。 

名前には、 最初と最後にタ ブおよびスペースを使用できないこ と以外に、 使用できる文字の制限
はあ り ません。

3 〈場所〉 フ ィ ールド で、 プロジ ェ ク ト データベースの場所を指定し ます。

この場所は、 このプロジ ェ ク ト データベースにアクセスするすべてのユーザからアクセス可能な
場所である こ とが必要です。 プロジ ェ ク ト データベースは、 ほかのプロジ ェ ク ト データベースの
下に作成する こ とはできません。 し たがって、 ド ラ イブのルー ト レベルにはプロジ ェ ク ト データ
ベースを作成し ないこ と をお勧めし ます。

4 アーカ イブを、 デフ ォル ト 以外の場所に置 く 場合は、 〈アーカ イブの場所〉 フ ィ ールド に場所を
指定し ます。 

デフ ォル ト の場所は、 プロジ ェ ク ト データベースの場所の下にある archive とい う デ ィ レ ク ト
リ です。 これは、 アーカ イブにアクセスする全ユーザがアクセス可能な場所である必要があり ま
す。

注  

� プロジ ェ ク ト データベースは既存の 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト 以外の場所に作成し て く
ださい。

� Serena Builder と統合する場合、 パスに ドル記号 （$） を入れる こ とはできません。 24 
ページの 『Serena Builder』 を参照し て く ださい。 
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5 〈作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ールド に作業フ ァ イルの場所を指定し ます。 このフ ィ ールドは必ず
指定し なければな り ません。 

UNIX では、 作業フ ァ イルの場所にパスのルー ト と し て $HOME を含める こ とができます （た と
えば、 $HOME/work は /usrs/cherylc/work に展開できます）。 Version Manager は、 作
業フ ァ イルの場所を判断する と きに、 HOME 環境変数の値を置き換えます。 $HOME を使用する
こ とによ り、 パスは自動的にユーザの HOME 変数の値に応じ て個別に設定されます。 ユーザの 
HOME 変数の値が定義されていない場合は、 作業フ ァ イルの場所を判断する と きにスペースで
置き換えられます。

6 必要に応じ て、 〔詳細〕 タ ブを ク リ ッ ク し、 このプロジ ェ ク ト データベースに関連する コ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルと アクセスコ ン ト ロールデータベースを指定し ます。

指定し ない場合は、 Version Manager によ り、 プロジ ェ ク ト データベースに対する新規コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルおよびアクセスコ ン ト ロールデータベースが作成されます。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト データベースの場所に、 い く つかのデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルが作成されます。 作成
されるデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルについては、 17 ページの 『Version Manager プロジ ェ ク ト
データベースについて』 を参照し て く だ さい。

プロジ ェ ク ト の作成

既存のフ ァ イルに対し てプロジ ェ ク ト をセ ッ ト ア ッ プするには、 プロジ ェ ク ト を作成する必要はあり
ません。 その代わりに ［フ ァ イル］ から ［作業フ ァ イルの追加］ を選択し てデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イル

注  ほとんどのユーザにアクセス可能な、 ネ ッ ト ワーク上のド ラ イブを指定する こ と を推奨し ま
す。 ユーザは必要に応じ て、 作業フ ァ イルの場所を変更するためのプラ イベー ト なワークス
ペースをローカルド ラ イブに作成する こ とができます。
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プロジ ェ ク ト データベースのセ ッ ト ア ッ プ
をプロジ ェ ク ト データベースに追加すれば、 プロジ ェ ク ト が自動的に作成されます。 この場合、 プロ
ジ ェ ク ト はデ ィ レ ク ト リ と同じ名称で作成され、 そのプロジ ェ ク ト にデ ィ レ ク ト リ内のフ ァ イルが追
加されます。

デ ィ レ ク ト リにサブデ ィ レ ク ト リがある場合は、 必要に応じ て Version Manager にサブプロジ ェ ク
ト を自動的に作成させ、 そのサブプロジ ェ ク ト に該当する フ ァ イルを含める こ とができます。

バージ ョ ン管理フ ァ イルを現在の作業フ ァ イル構造以外の方法で整理する場合、 または個別のフ ァ イ
ルをプロジ ェ ク ト に追加する場合は、 プロジ ェ ク ト を作成する こ と もできます。

プロジ ェ ク ト の作成時には、 以下のデ ィ レ ク ト リが作成されます。

� プロジ ェ ク ト データベースのアーカ イブデ ィ レ ク ト リの下にプロジ ェ ク ト のアーカ イブデ ィ レ ク
ト リ （例 ： ¥myapps¥ProjectDB1¥archives¥ProjectA）

� 指定し た場所にプロジ ェ ク ト の作業デ ィ レ ク ト リ。 デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト データベース
作業デ ィ レ ク ト リの下です。 （例 ： ¥myapps¥ProjectDB1¥work¥ProjectA）

� プロジ ェ ク ト データベースの場所の下にプロジ ェ ク ト のメ タデータデ ィ レ ク ト リ。 このデ ィ レ ク
ト リ名は、 セキュ リ テ ィ 上の理由によ り暗号化されて表示されます （例 ： p1otxdt.prj）。 プロ
ジ ェ ク ト に作業フ ァ イルを追加する と、 こ こに pvcsproj.ser とい う フ ァ イルが 1 つ作成されま
す。 このフ ァ イルには、 サブプロジ ェ ク ト 、 バージ ョ ン管理フ ァ イル、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル、 アーカ イブ と作業フ ァ イルの場所などのプロジ ェ ク ト メ タデータが記録されます。

プロジ ェ ク ト を作成するには

1 プロジ ェ ク ト を作成するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［プロジ ェ ク ト の作成］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の作成〕 ダイアログボッ ク
スが表示されます。

3 〈名前〉 フ ィ ールド で、 このプロジ ェ ク ト を識別できる名称を指定し ます。

プロジ ェ ク ト データベース中の同一レベルでは、 それぞれのプロジ ェ ク ト に異なる名称が必要で
す。 この名称の最初と最後には、 タ ブまたはスペースは使用できません。 名称にはアス タ リ スク
（*）、 コ ロン （:）、 縦棒 （|）、 スラ ッ シュ （/）、 円記号 （¥）、 疑問符 （?）、 および山かっ こ （< 
>） 以外のすべての文字を使用できます。 ピ リオ ド  2 つ （..） または 1 つ、 または @ のみの名
称を付ける こ とはできません。

4 作業フ ァ イルをデフ ォル ト 設定以外の場所に置 く 場合は、 〈作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ールド で
場所を指定し ます。

デフ ォル ト の場所は、 この新しいプロジ ェ ク ト が属するプロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト データ
ベースの、 作業フ ァ イルの場所の下にあるサブデ ィ レ ク ト リ です。 た と えば、
¥myapps¥ProjectDB1 にあるプロジ ェ ク ト データベースの下に ProjectA とい う名称のプロ
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ジ ェ ク ト を作成する場合は、 この新しいプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の作業フ ァ イルの場所は 
¥myapps¥ProjectDB1¥work¥ProjectA にな り ます。

UNIX では、 作業フ ァ イルの場所にはパスのルー ト と し て $HOME を含める こ とができます （た
と えば、 $HOME/work/projecta は /usrs/cherylc/work/projecta に展開できます）。
Version Manager は、 作業フ ァ イルの場所を判断する と きに、 HOME 環境変数の値を置き換え
ます。

$HOME を使用する こ とによ り、 パスは自動的にユーザの HOME 変数の値に応じ て個別に設定さ
れます。 ユーザの HOME 変数の値が定義されていない場合は、 作業フ ァ イルの場所を判断する
と きにスペースで置き換えられます。

作業フ ァ イルの追加

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト には、 デ ィ レ ク ト リ ツ リー、 単独のデ ィ レ ク ト リ、 ま
たは個別のフ ァ イルを追加できます。 デ ィ レ ク ト リ を追加する と きには、 次の作業が自動的に行われ
ます。

� デ ィ レ ク ト リ と同じ名称のプロジ ェ ク ト を作成し、 デ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルをプロジ ェ ク ト に
追加する。

� デ ィ レ ク ト リ中の各フ ァ イルについてアーカ イブを作成する。

� 新しいアーカ イブを参照する、 バージ ョ ン管理フ ァ イルを作成する。

� サブデ ィ レ ク ト リが追加されたと きにサブプロジ ェ ク ト を作成し、 そのサブデ ィ レ ク ト リ中の
フ ァ イルをサブプロジ ェ ク ト に追加する。

デフ ォル ト では、 作業フ ァ イルがチ ェ ッ ク イン された と きに、 「最初のリ ビジ ョ ン」 とい う コ メ ン ト
が使用されます。 このコ メ ン ト は、 〔作業フ ァ イルの追加〕 ダイアログボッ クスからは変更できませ
ん。

Issue の関連付け Tracker TrackerLink または TeamTrack SourceBridge を インス ト ールし ている場合は、 〔作業
フ ァ イルの追加〕 ダイアログボ ッ クスから 【Issue の関連付け】 を使用し て、 TrackerLink または 
SourceBridge から Issue （不具合、 変更要求、 タ スクなど） を作業フ ァ イルに関連付ける こ とがで
きます。 チ ェ ッ ク イン時に Issue との関連付けを義務付けるために TrackerLink または 
SourceBridge を自動的に起動するよ う  Version Manager を設定する こ とができます。 120 ページ
の 『TrackerLink と  SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プ』 を参照し て く ださい。

初期デフ ォル ト 値 プロジ ェ ク ト に作業フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を追加する と きには、 次のデフ ォル ト 設定が使用さ
れます。

� 選択されたデ ィ レ ク ト リからプロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所へ、 作業フ ァ イルを コ ピーす
る。

� サブデ ィ レ ク ト リのあるデ ィ レ ク ト リ を追加する場合は、 フ ァ イルをサブデ ィ レ ク ト リ に追加す
る。

� プロジ ェ ク ト 中に同じ名称のバージ ョ ン管理フ ァ イルが存在する場合は、 作業フ ァ イルを追加せ
ず、 バージ ョ ン管理フ ァ イルがすでに存在する とい う警告を表示する。

� 作業フ ァ イルの読み取り専用のコ ピーを保持する。 つま り、 フ ァ イルの追加後に作業フ ァ イルを
削除し ないか、 またはリ ビジ ョ ンをロ ッ ク されたままにし ます。

� バージ ョ ン ラベルを割り当てないか、 またはブラ ンチを作成し ない。

注  ほとんどのユーザがアクセスできるネ ッ ト ワーク上のド ラ イブを指定し て く だ さい。 ユーザ
は、 作業フ ァ イルの場所を変更するためのプラ イベー ト なワークスペースをローカルド ラ イブ
に作成する こ とができます。
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� 作業フ ァ イルをアーカ イブにチ ェ ッ ク インする。 このデフ ォル ト 設定は、 SuperUser の権限を
持っている場合にのみ変更できます。 持っていない場合は、 デフ ォル ト 設定以外は使用できませ
ん。

作業フ ァ イルを追加するには

1 作業フ ァ イルを追加するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの追加］ を選択し ます。 〔作業フ ァ イルの追加〕 ダイアログボッ ク
スが表示されます。

3 〔全般〕 タ ブで以下の操作を行います。

a 〈追加される作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ールド に追加する作業フ ァ イルのある場所を入力する
か、 【...】 を ク リ ッ ク し てその場所を選択し ます。 

b （デ ィ レ ク ト リが選択されている場合のみ） 選択したデ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ にある
フ ァ イルもすべて追加する場合は、 〈サブデ ィ レ ク ト リの作業フ ァ イルも含む〉 チ ェ ッ クボッ
クスを選択し ます。

c 〈コ メ ン ト 〉 フ ィ ールド に、 追加する作業フ ァ イルの説明を入力し ます。 このフ ィ ールド には
必ず入力し なければな り ません。 こ こに説明を入力するまでは、 【OK】 は無効です。

d （複数の作業フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ全体を追加する場合のみ） 各フ ァ イルの一意なコ メ
ン ト の入力を求めるよ う にするには、 〈このコ メ ン ト をすべてに適用〉 チ ェ ッ クボッ クスの選

注  5.3/6.0 プロジ ェ ク ト に作業フ ァ イルを追加し ている場合は、 〈アーカ イブの場所〉 リ ス ト ボッ
クスから、 作業フ ァ イルのアーカ イブを保管するアーカ イブデ ィ レ ク ト リ を選択する必要があり ま
す。

注  * または *.* 以外のフ ィ ルタ を持つパス （た と えば c:¥files¥*.cpp） を指定する
と、 フ ィ ルタの条件を満たすフ ァ イルは最上位のプロジ ェ ク ト を作成せずに直接追加されま
す。 ただし、 サブデ ィ レ ク ト リ も追加される場合は、 サブプロジ ェ ク ト がそれらに対し て作
成され、 フ ィ ルタの条件を満たすフ ァ イルのみが追加されます。
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択を解除し ます。 解除し ないと、 同じ コ メ ン ト が各フ ァ イルに対し て使用されるよ う にな り
ます。

e 〈バージ ョ ン管理フ ァ イルが存在する場合〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト で、 プロジ ェ ク ト に同名の
バージ ョ ン管理フ ァ イルがすでに含まれる場合の動作を選択し ます。

• 「上書き し ない」 を選択する と、 プロジ ェ ク ト 内に存在する同名のバージ ョ ン管理フ ァ イ
ルが上書き されず、 警告も表示されません。

• 「上書きせずに警告を表示」 を選択する と、 プロジ ェ ク ト 内に存在する同名のバージ ョ ン
管理フ ァ イルが上書き されず、 プロジ ェ ク ト 内に同名のフ ァ イルが存在し ている こ と を告
げる警告が表示されます。 これがデフ ォル ト の設定です。

f 〈チ ェ ッ ク イン後の作業フ ァ イル〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト で、 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク イン し
た後の動作を選択し ます。

• 「書き込み禁止で残す」 を選択する と、 作業フ ァ イルの場所に読み取り専用の作業フ ァ イ
ルが保持されます。 これがデフ ォル ト の設定です。

• 「チ ェ ッ クアウ ト 状態を保持」 を選択する と、 チ ェ ッ ク イン後の新しいリ ビジ ョ ンがロ ッ
ク されます。

• 「削除する」 を選択する と、 チ ェ ッ ク イン後に、 作業フ ァ イルが作業フ ァ イルの場所から
削除されます。

g （プロモーシ ョ ンモデルが作成されている場合のみ） 〈プロモーシ ョ ングループ〉 ド ロ ッ プダ
ウン リ ス ト で、 以下のいずれかを選択し ます。

• 追加する作業フ ァ イルの最初のリ ビジ ョ ンに割り当てる最下位のプロモーシ ョ ングループ

• リ ビジ ョ ンにプロモーシ ョ ングループを割り当てない場合は、 「な し」

デフ ォル ト 値は 「デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループ」 です。 これは、 このアクシ ョ ンに使
用する最下位のプロモーシ ョ ングループを定義するワークスペース設定です。 このワークス
ペース設定の値が定義されておらず、 こ こでも値を選択し ない場合は、 リ ビジ ョ ンにはプロ
モーシ ョ ングループが割り当てられません。

h （SuperUser または Unlimited 権限を持っている場合のみ） 作業フ ァ イルを追加 （アーカ イ
ブを作成） するが、 バージ ョ ン管理フ ァ イルの最初のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク イン し ない場合
は、 〈チ ェ ッ ク イン し ない〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

i （TrackerLink および SourceBridge ユーザのみ） 追加する作業フ ァ イルと  Issue を関連付
ける場合は、 【Issue の関連付け】 を ク リ ッ ク し ます。 〔TrackerLink または SourceBridge 
の関連付け〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

注  Version Manager が、 作業フ ァ イルを追加する と きに Issue との関連付けを要求する
よ う設定されている場合は、 TrackerLink または SourceBridge が自動的に起動し ます。 
120 ページの 『TrackerLink と  SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プ』 を参照し て く だ さい。
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4 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする場合は、 必要に応じ て、 〔詳細〕 タ ブで以下の操作を行う こ と
ができます。

a 〈バージ ョ ン ラベル〉 フ ィ ールド に、 チ ェ ッ ク インする リ ビジ ョ ンのバージ ョ ン ラベルを入力
し ます。 または、 【...】 を ク リ ッ ク し て、 バージ ョ ン管理フ ァ イルに割り当てられている既存
のバージ ョ ン ラベルを選択し ます。 バージ ョ ン ラベルでは、 大文字と小文字が区別されます。

b バージ ョ ン ラベルを常に最新のリ ビジ ョ ンに割り当ててお く には、 〈浮動ラベル〉 チ ェ ッ ク
ボ ッ クスを選択し ます。

c 以下のいずれかを行って、 追加する作業フ ァ イルの場所を選択し ます （以下のオプシ ョ ンは、
〔全般〕 タ ブで 〈チ ェ ッ ク イン し ない〉 チ ェ ッ クボッ クスが選択されているか、 作業フ ァ イル
がすでに作業フ ァ イルの場所にある場合は設定できません）。

• フ ァ イルを現在の場所からプロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所にコ ピーするには、 〈プロ
ジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所にコ ピー〉 ラジオボタ ンを選択し ます。 プロジ ェ ク ト の作
業フ ァ イルの場所が、 作業フ ァ イルの場所と し て使用されます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 作業フ ァ イルの場所に同名の作業フ ァ イルがあった場合の
動作 （「上書き し ない」 または 「上書きする」） を選択する こ とができます。

• 作業フ ァ イルの現在の場所を、 作業フ ァ イルの場所と し て使用するには、 〈既存の作業
フ ァ イルの場所を使用〉 ラジオボタ ンを選択し ます。

注  作業フ ァ イルの場所以外から作業フ ァ イルを追加し ている場合は、 上記の設定のみが選
択可能です。 作業フ ァ イルがすでに作業フ ァ イルの場所にある場合は、 ラジオボタ ンの選択
を変更する こ とはできず、 以下の図のよ う に 〈プロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所を使用〉
ラジオボタ ンが自動的に選択されます。
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5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

アーカ イブの共有

複数のプロジ ェ ク ト によ って使用される フ ァ イルが存在する場合は、 それらのフ ァ イルのアーカ イブ
をほかのプロジ ェ ク ト と共有できます。 共有フ ァ イルについては、 プロジ ェ ク ト ご とにアーカ イブを
作成する必要はあ り ません。 その代わり、 バージ ョ ン管理フ ァ イルをほかのプロジ ェ ク ト にコ ピー
し、 既存の場所にあるアーカ イブを使用し ます。 コ ピーされたバージ ョ ン管理フ ァ イルは、 元のアー
カ イブを参照し ます。

アーカ イブを共有するには

1 共有 （コ ピー） するバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。

2 ［編集］ から ［コ ピー］ を選択し ます。 〔コ ピーフ ァ イル〕 ダイアログボッ クスが表示されます。
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3 対象と なるプロジ ェ ク ト を選択し ます。 このプロジ ェ ク ト は、 手順 1 で選択し たバージ ョ ン管
理フ ァ イルのアーカ イブを共有し ます。

4 【終了】 を ク リ ッ ク し ます。

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のプロジ ェ ク ト データベースへのコ ピー

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド するには、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト データベー
スにコ ピーし ます。 また、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト を コ ピーし て、 新しいプロジ ェ ク ト データ
ベースにア ッ プグレー ド する こ と もできます。 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト を コ ピーする前にプロ
ジ ェ ク ト データベースを作成し てお く 必要はあ り ません。

また、 Version Manager Development Interface を使用し て作成された 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト も
ア ッ プグレー ド する こ とができます。 これらのプロジ ェ ク ト のア ッ プグレー ド について詳し く は、
『Serena ChangeMan Version Manager Development Interface 操作ガイ ド』 を参照し て く ださ
い。

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト を コ ピーするには

1 コ ピー （ア ッ プグレー ド） する 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。
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3 プロジ ェ ク ト のコ ピー先のプロジ ェ ク ト データベース、 またはプロジ ェ ク ト データベース内のプ
ロジ ェ ク ト を選択し、 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 2 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログ
ボ ッ クスが表示されます。

4 次のいずれかを選択し て、 新しいプロジ ェ ク ト の構造を決定し ます。

� 既存の 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト 構造に基づ く ： 新規プロジ ェ ク ト を既存の 5.3/6.0 プロジ ェ
ク ト の構造を基に構成するには、 このラジオボタ ンを選択し ます。 この構造には、 プロジ ェ
ク ト とサブプロジ ェ ク ト とい う  2 つのレベルのみが含まれます。 デフ ォル ト では、 このオプ
シ ョ ンが選択されています。

• アーカ イブの場所にある フ ォルダを含むすべてのアーカ イブを コ ピーする場合は、 〈フ ォ
ルダ内の全項目を コ ピー〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 これはデフ ォル ト で選択され
ています。
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• フ ォルダに含まれないアーカ イブ （5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のルー ト にあるアーカ イブ）
を コ ピーする場合は、 〈フ ォルダにないアーカ イブ も含む〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ま
す。 これはデフ ォル ト で選択されています。

� 既存の 5.3/6.0 作業フ ァ イル階層構造に基づ く ： 作業フ ァ イルの階層構造と同じ構造のプ
ロジ ェ ク ト を作成する場合は、 このラジオボタ ンを選択し ます。 この構造には、 作業フ ァ イ
ルの場所と完全に一致する数のサブプロジ ェ ク ト が含まれます。

� SCC 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト をア ッ プグレー ド する場合は、 〈SCC プロジ ェ ク ト の移行〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 このためには、 〈既存の 5.3/6.0 作業フ ァ イル階層構造に
基づ く 〉 ラジオボタ ンが選択されている必要があ り ます。

5 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 3 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

6 〈アーカ イブ〉 グループから、 次のいずれかを選択し ます。

� 〈既存のアーカ イブの場所を使用〉 を選択する と、 引き続き、 現在の場所にある既存のアーカ
イブを参照し ます。 つま り、 コ ピーされたプロジ ェ ク ト は 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト と アーカ イ
ブを共有し ます。 これが、 デフ ォル ト の設定です。

このプロジ ェ ク ト については、 プロジ ェ ク ト データベースの archives デ ィ レ ク ト リの下に、
新しいアーカ イブデ ィ レ ク ト リが作成されます （た と えば 
prjdb¥archives¥copiedprj）。 コ ピーされたプロジ ェ ク ト に新し く 追加されたフ ァ イル
は、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のアーカ イブの場所ではな く 、 プロジ ェ ク ト データベースのアー
カ イブ場所を参照し ます。

� 〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ ピー〉 を選択する と、 アーカ イブのコ ピーが作成さ
れ、 新規プロジ ェ ク ト の下の新しい archives デ ィ レ ク ト リに置かれます。 オ リ ジナルの
アーカ イブは現在の場所に置かれたままです。

注  （SCC プロジ ェ ク ト を移行し ている場合のみ） 変換し ているプロジ ェ ク ト が、 ほかの 
Development Interface プロジ ェ ク ト と共有されている場合は、 アーカ イブを新しいプロ
ジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リに移動し ないこ と をお勧めし ます。 アーカ イブを移動する と、 アーカ
イブ とほかのプロジ ェ ク ト との関連付けが失われます。
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7 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 4 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されま
す。

8 対象とするプロジ ェ ク ト がコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用し ない場合には、 〈コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イル〉 グループ内のオプシ ョ ンはグレー表示にな り ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルが使用されている場合には、 次のいずれかを選択し ます。

� 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用〉 を選択する と、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルが、 引き続き参照されます。 したがって、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト と新しいプロジ ェ
ク ト によ り、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが共有されます。 いずれかのプロジ ェ ク
ト がアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用し ている場合は、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルを使用し ないこ と をお勧めし ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 グループボッ クスのオ
プシ ョ ンはグレー表示と な り ます。

� 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを コ ピー〉 を選択する と、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルのコ ピーが作成され、 新しいプロジ ェ ク ト の構造中に配置されます。 これがデ
フ ォル ト の設定です。 

� 〈新規コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成〉 を選択する と、 プロジ ェ ク ト に対し て新しいコ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが作成され、 これには設定は定義されていません。

9 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 グループで既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの使用を選
択し た場合は、 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 オプシ ョ ンはグレー表示と な り ます。 そ
れ以外の場合は、 次のいずれかを選択できます。

� 〈既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のアク
セスコ ン ト ロールデータベースが引き続き参照されます。 これがデフ ォル ト の設定です。

� 〈アクセスコ ン ト ロールを他の場所にコ ピー〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のすべてのア
クセスコ ン ト ロールデータベースのコ ピーが作成され、 新しいプロジ ェ ク ト の構造中に配置
されます。

� 〈新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成〉 を選択する と、 新しいアクセスコ ン ト ロー
ルデータベースが作成されます。 デフ ォル ト では、 この新しいアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースには操作を行っている管理者の ID によるユーザが 1 名含まれ、 SuperUser 権限が
割り当てられます。
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10 【終了】 を ク リ ッ ク し ます。

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト を コ ピーするには

1 コ ピーする 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト を選択し ます。

2 ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボッ クスが
表示されます。

3 〈名前〉 フ ィ ールド に新しいプロジ ェ ク ト データベースの名前を入力し ます。 名前には、 最初と
最後にタ ブおよびスペースを使用できないこ と以外に、 使用できる文字の制限はあ り ません。

4 〈場所〉 フ ィ ールド で、 プロジ ェ ク ト データベースの場所を指定し ます。 この場所は、 このプロ
ジ ェ ク ト データベースにアクセスするすべてのユーザからアクセス可能な場所である こ とが必要
です。

プロジ ェ ク ト データベースは、 ほかのプロジ ェ ク ト データベースの下に作成する こ とはできない
ため、 ド ラ イブのルー ト レベルには作成し ないで く だ さい。 また、 既存の 5.3/6.0 プロジ ェ ク
ト ルー ト と同じ場所にプロジ ェ ク ト データベースを作成する こ と もできません。

5 アーカ イブをデフ ォル ト 設定以外の場所に置 く 場合は、 場所を 〈アーカ イブの場所〉 フ ィ ールド
で指定し ます。 デフ ォル ト の場所は、 プロジ ェ ク ト データベースの下の archives とい う名称の
デ ィ レ ク ト リ です。 この場所は、 このプロジ ェ ク ト データベースにアクセスするすべてのユーザ
からアクセス可能な場所である こ とが必要です。

6 〈作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ールド に作業フ ァ イルの場所を指定し ます。 このフ ィ ールドは必ず
入力する必要があ り ます。 入力し なければ、 次の手順に進めません。

UNIX では、 作業フ ァ イルの場所にはパスのルー ト と し て $HOME  を含められます （たと えば、
$HOME/work は /usrs/cherylc/work に展開できます）。
Version Manager は、 作業フ ァ イルの場所を判断する と きに、 HOME 環境変数の値を置き換え
ます。
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$HOME を使用する こ とによ り、 パスは自動的にユーザの HOME 変数の値に応じ て個別に設定さ
れます。 ユーザの HOME 変数の値が定義されていない場合は、 作業フ ァ イルの場所を判断する
と きにスペースで置き換えられます。

7 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 2 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

8 次のいずれかを選択し て新しいプロジ ェ ク ト データベースの構造を指定し ます。

� 〈既存の 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト 構造に基づ く 〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存の 5.3/6.0 
プロジ ェ ク ト ルー ト に基づいて、 新しいプロジ ェ ク ト データベースが作成されます。 このプ
ロジ ェ ク ト 構造には、 プロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト の 2 つまでのレベルが含まれます。
これがデフ ォル ト の設定です。

この構造は後日、 プロジ ェ ク ト をほかのプロジ ェ ク ト に移動し て変更する こ とができます。
プロジ ェ ク ト をほかのプロジ ェ ク ト に移動し ても、 移動されたプロジ ェ ク ト は、 同じ アーカ
イブおよび作業フ ァ イルの場所を参照し ます。

• アーカ イブの場所にある フ ォルダを含むすべてのアーカ イブを コ ピーする場合は、 〈プロ
ジ ェ ク ト と フ ォルダを含む〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 これはデフ ォル ト で選択さ
れています。

• フ ォルダに含まれないアーカ イブ （5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のルー ト にあるアーカ イブ）
を コ ピーする場合は、 〈フ ォルダにないアーカ イブ も含む〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ま
す。 これはデフ ォル ト で選択されています。

� 〈既存の 5.3/6.0 作業フ ァ イル階層構造に基づ く 〉 を選択する と、 新しいプロジ ェ ク ト は、
5.3/6.0 プロジ ェ ク ト の作業フ ァ イル階層構造に基づ く ものにな り ます。 このオプシ ョ ンの
利点は、 作業フ ァ イルの整理にサブデ ィ レ ク ト リ を使用し ていた場合に、 ネス ト されたプロ
ジ ェ ク ト 構造が作成される こ と です。

� 〈SCC プロジ ェ ク ト の移行〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 SCC 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト が
ア ッ プグレー ド されます。 このためには、 〈既存の 5.3/6.0 作業フ ァ イル階層構造に基づ く 〉
ラジオボタ ンが選択されている必要があ り ます。

注  ほとんどのユーザにアクセス可能な、 ネ ッ ト ワーク上のド ラ イブを指定する こ と を推奨し ま
す。 ユーザは必要に応じ て、 作業フ ァ イルの場所を変更するためのプラ イベー ト なワークス
ペースをローカルド ラ イブに作成する こ とができます。
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9 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 3 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

10 〈アーカ イブ〉 グループから、 次のいずれかを選択し ます。

� 〈既存のアーカ イブの場所を使用〉 を選択する と、 現在の場所にある既存のアーカ イブを引き
続き参照し ます。 これがデフ ォル ト の設定です。

プロジ ェ ク ト データベースに対し ては archives デ ィ レ ク ト リが作成され、 プロジ ェ ク ト
データベースの各プロジ ェ ク ト ご とに個別にデ ィ レ ク ト リが設定されます （た と えば 
prjdb¥archives¥projecta、 prjdb¥archives¥projectb など）。

コ ピーされたプロジ ェ ク ト に新し く 追加されたフ ァ イルは、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のアーカ
イブの場所ではな く 、 プロジ ェ ク ト データベースのアーカ イブ場所を参照し ます。

� 〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ ピー〉 を選択する と、 アーカ イブのコ ピーが作成さ
れ、 新規プロジ ェ ク ト の下の新しい archives デ ィ レ ク ト リに置かれます。
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11 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 4 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

12 対象とするプロジ ェ ク ト がコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用し ない場合は、 〈コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イル〉 グループボ ッ クスのオプシ ョ ンはグレー表示にな り ます。 コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルが使用されている場合は、 次のいずれかを選択し ます。

� 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルが引き続き参照されます。 したがって、 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト ルー ト
と新しいプロジ ェ ク ト データベースによ り、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが共有さ
れます。 プロジ ェ ク ト ルー ト またはその下のいずれかのプロジ ェ ク ト がアクセスコ ン ト ロー
ルデータベースを使用し ている場合は、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用し ない
こ と をお勧めし ます。

このオプシ ョ ンを選択する と、 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 グループボッ クスのオ
プシ ョ ンはグレー表示と な り ます。

� 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを コ ピー〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのコ ピーが作成され、 新しいプロジ ェ ク ト の構造中に配置されま
す。 これがデフ ォル ト の設定です。

� 〈新規コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成〉 ラジオボタ ンを選択する と、 プロジ ェ ク ト に対
し て新しいマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが作成されます。

13 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 グループボッ クスで既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの
使用を選択し た場合は、 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 グループボッ クスのオプシ ョ ン
はグレー表示と な り ます。 それ以外の場合は、 次のいずれかを選択できます。

� 〈既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のアク
セスコ ン ト ロールデータベースが引き続き参照されます。 これがデフ ォル ト の設定です。

� 〈アクセスコ ン ト ロールを他の場所にコ ピー〉 ラジオボタ ンを選択する と、 既存のすべてのア
クセスコ ン ト ロールデータベースのコ ピーが作成され、 新しいプロジ ェ ク ト データベースの
構造中に配置されます。

� 〈新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成〉 ラジオボタ ンを選択する と、 新しいアクセ
スコ ン ト ロールデータベースが作成されます。 デフ ォル ト では、 この新しいアクセスコ ン ト
ロールデータベースには操作を行っている管理者の ID によるユーザが 1 名含まれ、
SuperUser 権限が割り当てられます。

14 【完了】 を ク リ ッ ク し ます。
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クロスプラ ッ ト フ ォーム環境での Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ

このセクシ ョ ンでは、 Version Manager を設定し て、 UNIX と  Windows との間でアーカ イブ、 コ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およびプロジ ェ ク ト データベー
スを共有し、 デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルに権限を割り当てる手順について説明し ます。

注  アーカ イブに対するすべてのアクセスに Version Manager File Server を使用し ている場合は、
このセクシ ョ ンの説明は一部のみが適用されます。 該当箇所の左には、 それを示すグラ フ ィ ッ クが付
いています。 Version Manager File Server の詳細については、 129 ページの 『Version Manager 
File Server の設定と使用』 を参照し て く だ さい。

このセクシ ョ ンの手順では、 次の 2 つを前提と し ています。

� Version Manager が Windows と  UNIX の両方のシステムにインス ト ールされている こ と。

� UNIX と  Windows の間でフ ァ イルシステムを共有するために、 NFS または Samba が使用さ
れている こ と。

次に、 Version Manager を ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境で使用するための、 基本的な設定手順を示
し ます。 手順の詳細については以降のセクシ ョ ンで説明し ています。

1 UNIX では、 pvcs などの Serena 管理者ユーザ ID と、 （まだ作成されていない場合は） すべて
の PVCS ユーザを含む pvcsgrp などのグループを作成する こ と をお勧めし ます。 このグループ
をプラ イマ リグループ とするか、 各 PVCS フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのグループ所有権を PVCS 
グループに変更し ます。

Serena 管理者は、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、
nfsmap フ ァ イル、 および Version Manager 実行フ ァ イルを含むすべてのデ ィ レ ク ト リ、 およ
びそれらのデ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルのすべてを所有し ている必要があ り ます。

ユーザ ID とグループの作成については、 オペレーテ ィ ングシステムのマニュアルを参照し て く
ださい。

2 ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境で Version Manager を使用するには、 setuid モー ド を終了し ま
す。

注  Windows から Version Manager を実行し ているが、 アーカ イブは UNIX に保存し ている場合
は、Windows NFS ト ラ ンスレーシ ョ ンのために、Windows ユーザのすべてのユーザ ID が同一の 
UNIX プラ イマ リグループに属し ている必要があ り ます。

Version Manager を実装するために作成する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 Windows パス
も含める必要があ り ます。 Windows ド ラ イブ番号または UNC パスは、 nfsmap フ ァ イルによ り、
対応する UNIX パス名に対し てマ ッ プ されるため、 同一のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを UNIX 
と  Windows の両方に使用できます。

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境の UNIX における setuid の使用については、 『Serena ChangeMan 
Version Manager イ ンス ト ールガイ ド』 を参照し て く だ さい。 
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3 Windows と  UNIX システムの両方のユーザがコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを共有できるよ
う、 UNIX 上で mfsmap フ ァ イルを編集し て Windows のド ラ イブ番号をそれに対応する 
UNIX のパス名にマ ッ プ し ます。

4 UNIX と  Windows で適切な権限を割り当てます。

� UNIX の場合 ：

� Windows の場合 ：

注  

� この手順はアーカ イブを作成する前に行う必要があ り ます。

� nfsmap フ ァ イルのエン ト リ数は 26 有効 （コ メ ン ト ではない） エン ト リ に制限されてい
ます。 それ以上のエン ト リは無視されます。

ユーザ 割り当てる権限 対象

PVCS ユーザ
および管理者

読み込み、 書き込み、 実
行

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで指定され
たデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み、 実行 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イル

注  アクセスコ ン ト ロールデータベースに自動的にユーザが作成されるよ う にし、 ユー
ザが自分のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセスコ ン ト
ロールデータベースへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。

PVCS 管理者 読み込み、 書き込み、 実
行

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ

PVCS 管理者 読み込み、 書き込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イル

ユーザ 割り当てる権限 対象

PVCS ユーザ
および管理者

すべての権限 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで指定され
たデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルお
よびアクセスコ ン ト ロールデータベースを
含むデ ィ レ ク ト リ とそのデ ィ レ ク ト リ内の
フ ァ イル

注  アクセスコ ン ト ロールデータベースに自動的にユーザが作成されるよ う にし、 ユー
ザが自分のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセスコ ン ト
ロールデータベースへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。

PVCS 管理者 すべての権限 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルお
よびアクセスコ ン ト ロールデータベースを
含むデ ィ レ ク ト リ とそのデ ィ レ ク ト リ内の
フ ァ イル
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5 Windows 上で、 プ ラ ッ ト フ ォーム間で共有するプロジ ェ ク ト データベースを作成し ます。 プロ
ジ ェ ク ト データベースの作成は、 Windows 版 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を
使用し て行う必要があ り ます。 UNIX 版 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し
てプロジ ェ ク ト データベースを作成する と、 Windows ユーザからはアクセスできな く な り ま
す。

6 Version Manager を次のよ う に設定し ます。

� 新規作成および既存のアーカ イブを書き込み可能にする。

� テキス ト フ ァ イルが保存された、 新規作成および既存のアーカ イブの行末 （EOL） シーケン
スを変換する。

� データの破損を防ぐため、 バイナ リ フ ァ イルが保存された新規作成および既存のアーカ イブ
の行末 （EOL） シーケンスは変換し ない。

� Windows と  UNIX の間でユーザ ID が同様に読まれるよ う、 ユーザ ID で大文字と小文字
が区別されないよ う に設定する。

7 Windows と  UNIX の間で、 共有される フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの名称で、 大文字と小文字の区
別を一致させます。

setuid の無効化

UNIX 上では、 次のコマン ド を使用し て Version Manager 実行フ ァ イルの setuid 権限を禁止し ま
す。

chmod u-s executable

こ こで executableは次のいずれかです。

nfsmap フ ァ イルの編集

Version Manager には、 Windows と  UNIX システムでユーザがコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
共有できるよ う、 nfsmap フ ァ イルが用意されています。 nfsmap フ ァ イルは、 Windows のド ラ イ
ブ番号または UNC パス名を、 それに対応する UNIX パス名にマ ッ プ し ます。 このフ ァ イルは UNIX 
上で保存されます。 このフ ァ イルが存在する場合は、 Version Manager はコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル内のパス名の読み込みおよび書き込み時に MS-DOS パスフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

get regen vjournal

ident vcompres vlog

vmrg put vcs

vpromote pvcsvmsuid vdel

vsql vdiff

注  この手順は、 アーカ イブを作成する前に完了する必要があ り ます。
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UNIX 上で nfsmap フ ァ イルを編集するには

1 nfsmap フ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ で開きます。 nfsmap フ ァ イルのデフ ォル ト の場所は、
以下のとおり です。

Install_Location/vm/common/bin/OS/nfsmap

こ こで、 OS はオペレーテ ィ ングシステムの名前です。 た と えば、 Solaris の場合、 パスは次の
よ う にな り ます。

Install_Location/vm/common/bin/solaris/nfsmap

2 各マ ッ ピングをそれぞれの行の 2 列を使用し て入力し ます。 左の列にはド ラ イブ文字または 
UNC パス名を、 右の列にはそれに対応する UNIX デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。 UNC パス名にス
ペースが含まれる場合は、 それを二重引用符 （"） で囲む必要があ り ます。

例 1 ： M: ド ラ イブを UNIX デ ィ レ ク ト リ である /product/dev にマ ッ プするには、 次のよ う
に入力し ます。

M /product/dev

例 2 ： UNC パス名 "¥¥myserver¥vol2 abc" を UNIX デ ィ レ ク ト リ である /product/
dev にマ ッ プするには、 次のよ う に入力し ます。

"¥¥myserver¥vol2 abc" /product/dev

3 変更を保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

権限の割り当て

UNIX と  Windows の両方において、 ユーザに次のよ う に権限を割り当てます。

� ユーザは、 アーカ イブの読み込みと書き込みが可能である、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イル （nfsmap フ ァ イルは 
UNIX 上のみ） については読み込みのみが可能。

� 管理者は、 アーカ イブ、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータ
ベース、 および nfsmap フ ァ イル （nfsmap フ ァ イルは UNIX 上のみ） の読み込みが可能。
ユーザには Version Manager の設定を変更する可能性があるため、 マス ターコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イルに対する書き
込み権は割り当てない。

UNIX および Windows で権限を割り当てるには

1 UNIX 上で、 PVCS ユーザと  Serena 管理者に、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で指定された
以下のデ ィ レ ク ト リ （および該当するサブデ ィ レ ク ト リ） に対する読み込み、 書き込み、 および
実行の権限を割り当てます。

• アーカ イブデ ィ レ ク ト リ （VCSDir）

• セマフ ォデ ィ レ ク ト リ （SemaphoreDir）

重要！ ド ラ イブ文字、 UNC パス、 UNIX デ ィ レ ク ト リはそれぞれ一意である必要があり ます。
同じ ド ラ イブ文字、 UNC パス、 UNIX デ ィ レ ク ト リ を別のマ ッ ピングで繰り返し使用する こ と
はできません。

注  アクセスコ ン ト ロールデータベースに自動的にユーザが作成されるよ う にし、 ユーザが自分
のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセスコ ン ト ロールデータベー
スへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。
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• 内部使用の一時フ ァ イルが含まれるデ ィ レ ク ト リ （WorkDir）

• 一時使用のアーカ イブ フ ァ イルデ ィ レ ク ト リ （ArchiveWork）

• 参照用デ ィ レ ク ト リ （ReferenceDir および VCSDir）

• ジャーナルフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ （Journal）

それぞれのデ ィ レ ク ト リについて、 次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+rwx directory

2 UNIX 上で、 PVCS ユーザに Version Manager のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ
ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ に対する読み込みと実
行の権限を割り当てます。 また、 Serena 管理者には、 このデ ィ レ ク ト リに対する読み込み、 書
き込み、 および実行の権限を割り当てます。

それぞれのデ ィ レ ク ト リについて、 次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+rx,u+w directory

3 UNIX 上で、 PVCS ユーザに手順 2 に記載されたフ ァ イルについて読み込みの権限のみを割り当
てます。 また、 Serena 管理者には、 これらのフ ァ イルについて読み込みと書き込みの権限を割
り当てます。

それぞれのデ ィ レ ク ト リに移動し、 それぞれのフ ァ イルについて次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+r,u+w file_name

4 Windows 上で、 PVCS ユーザと  Serena 管理者に、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で指定さ
れた以下のデ ィ レ ク ト リ （および該当するサブデ ィ レ ク ト リ） に対するすべての権限を割り当て
ます。

• アーカ イブデ ィ レ ク ト リ （VCSDir）

• セマフ ォデ ィ レ ク ト リ （SemaphoreDir）

• 作業デ ィ レ ク ト リ （WorkDir）

• アーカ イブ作業デ ィ レ ク ト リ （ArchiveWork）

• 参照用デ ィ レ ク ト リ （ReferenceDir および VCSDir）

• ジャーナルフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ （Journal）

5 Windows 上で、 PVCS ユーザに Version Manager のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセ
スコ ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ に対する読み込み
権限のみを割り当てます。 ユーザには、 これらのフ ァ イルの変更は許可し ません。

6 Windows 上で、 手順 5 に記載されたフ ァ イルに対するすべての権限を Serena 管理者に割り
当てます。 管理者にはこれらのフ ァ イルの変更を許可し ます。

Version Manager の設定

このセクシ ョ ンでは、 Version Manager を次のよ う に設定し ます。

� アーカ イブを書き込み可能にする。

� テキス ト フ ァ イルの EOL シーケンスを変換し、 バイナリ フ ァ イルの EOL シーケンスは変換し
ない。

� ユーザ ID の大文字と小文字を区別し ないよ う にする。
管理者ガイ ド 45



アーカ イブへの書き込み許可

Windows と  UNIX でアーカ イブを共有する場合は、 アーカ イブ フ ァ イルが書き込み可能と なってい
る必要があ り ます。 Windows 上で、 次の作業を行います。

1 次の作業によ り、 新規作成のアーカ イブが書き込み可能と なるよ う、 各プロジ ェ ク ト データベー
スを設定し ます。

a 設定するプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

b ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示
し ます。

c 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

d 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト ボ ッ クスで、 「アーカ イブ」 の下の 「新規アーカ イブの属性」 を選択し
ます。 右側に 〈新規アーカ イブの属性〉 表示部が表示されます。

e 〈書き込み不可にする〉 チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し ます。

f 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。
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2 ユーザが 〈書き込み不可にする〉 の選択を変更できないよ う に、 各プロジ ェ ク ト データベースを
設定し ます。 次の作業を行います。

a 〔許可 / 禁止〕 タ ブを選択し ます。 このタ ブには設定オプシ ョ ンのチ ェ ッ クボッ クスからなる
ツ リーが表示され、 それぞれについて許可または禁止を設定できます。

b 〈書き込み不可にする〉 オプシ ョ ンのチ ェ ッ クボッ クスにプラス記号 （+） が表示されている
場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ッ ク し てマイナス記号 （-） にし ます。 マイナス記号
（-） は、 そのオプシ ョ ンが許可されていないこ と を示し ます。

c 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

3 次の作業を実行し て、 プロジ ェ ク ト データベース中の既存の Version Manager アーカ イブを、
すべて書き込み可能と し ます。

a 書き込み可能にする既存のアーカ イブのあるプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。
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b ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスが表示
され、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

c 〈書き込み禁止〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト で 「変更な し」 を選択し ます。

d 〈サブプロジ ェ ク ト のフ ァ イルも含む〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 プロジ ェ ク ト データ
ベース中のすべてのプロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト について、 既存のアーカ イブの属性が
変更されるよ う にな り ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

4 プラ ッ ト フ ォーム間で共有するプロジ ェ ク ト データベースご とに、 手順 1 から 3 までを繰り返
し ます。

EOL シーケンスの変換

UNIX と  Windows でアーカ イブを共有するには、 テキス ト フ ァ イルのリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インす
る と き、 キャ リ ッ ジ リ ターン （CR） である UNIX 上の EOL （行末） シーケンスをキャ リ ッ ジ リ ター
ン＋ラ イン フ ィ ー ド （CR+LF） に変換し、 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きには逆に変換する
よ う、 各プロジ ェ ク ト データベースを設定する必要があ り ます。 

テキス ト フ ァ イルの EOL シーケンスを変換するには

1 新規に作成されたアーカ イブにおいて、 テキス ト フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン と チ ェ ッ クアウ ト 時に 
EOL シーケンスを変換するよ う、 各プロジ ェ ク ト データベースを設定し ます。 次の作業を行い
ます。

a 設定するプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

注意！ バイナリ フ ァ イルの EOL シーケンスを変換する と、 作業フ ァ イルが破損する こ とがあ り ま
す。
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b ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表
示され、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

c 〔フ ァ イルタ イプ〕 タ ブを選択し ます。

d 左側の 〈フ ァ イルタ イプ〉 リ ス ト から、 EOL シーケンスを変換する フ ァ イルタ イプ （テキス
ト フ ァ イルの拡張子） を選択し ます。

e 〈改行コー ドの変換〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

f テキス ト フ ァ イルの各拡張子について、 手順 d と  e を繰り返し ます。 【OK】 を ク リ ッ ク し ま
す。

2 次の作業を行い、 プロジ ェ ク ト データベースの既存のすべてのアーカ イブについて EOL シーケ
ンスを変換するよ う に設定し ます。

a ［表示］ － ［フ ィ ルタ］ － ［ワイルド カー ド］ を選択し て、 テキス ト フ ァ イルの拡張子を持つ
バージ ョ ン管理フ ァ イルをすべて表示し ます。 た と えば、 拡張子が .txt である フ ァ イルをす
べて表示し ます。

b 手順 a でフ ィ ルタ された、 バージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。

c ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスが表示
され、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。
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d 〔詳細〕 タ ブを選択し ます。 〈改行コー ドの変換〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト で 「はい」 を選択し
ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 選択されたすべてのフ ァ イルについて、 EOL シーケンスの変換が
有効にな り ます。

f ほかのタ イプのテキス ト フ ァ イルについて手順 2 を繰り返し ます。

3 デフ ォル ト では、 バイナ リ フ ァ イルの EOL シーケンスは変換されません。 したがって、 バイナ
リ フ ァ イルについてこのオプシ ョ ンを無効にする必要はあ り ません。 しかしバイナ リ フ ァ イルに
ついてこのオプシ ョ ンが有効になっている疑いがある場合は、 必ず無効にし て く だ さい。

ユーザ ID での大文字と小文字の区別

UNIX と  Windows でユーザ ID が同様に読み込まれるよ う にするには、 ユーザ ID の大文字と小文
字が区別されないよ う、 各プロジ ェ ク ト データベースを設定する必要があ り ます。

各プロジ ェ ク ト データベースでユーザ ID で大文字と小文字が区別されないよ う設定するには

1 設定するプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。
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次のステ ッ プ
4 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「ログイン ソース」 を選択し ます。 〔ログイン ソース〕 グループボッ クス
が右側に表示されます。

5 〈ユーザ ID で大文字と小文字を区別〉 チ ェ ッ クボッ クスの選択を解除し ます。

6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

7 プラ ッ ト フ ォーム間で共有するプロジ ェ ク ト データベースご とに、 手順 1 から 6 までを繰り返
し ます。

フ ァ イル名およびデ ィ レ ク ト リ名の大文字と小文字の使用

Windows と  UNIX で共有される フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの名称において、 大文字と小文字が一貫し
て使用されるよ う、 すべての名称について小文字を使用する こ と をお勧めし ます。 その場合、 UNIX 
でも名称を読むこ とができます。

Windows で新規にアーカ イブを作成する場合は、 VCS コマン ド を使用し てアーカ イブ中の作業フ ァ
イルの名称の大文字と小文字の使用を修正し ます。

次のステ ッ プ

Version Manager プロジ ェ ク ト データベースのセ ッ ト ア ッ プが終わったら、 次の作業を行う こ とが
できます。

� プロジ ェ ク ト データベース と プロジ ェ ク ト の設定。 69 ページの 『Version Manager の設定』
を参照し て く ださい。

� セキュ リ テ ィ の追加。 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し て く だ さい。
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� プロモーシ ョ ンモデルの定義。 245 ページの 『プロモーシ ョ ンモデルの使用』 を参照し て く だ
さい。

� イベン ト ト リ ガの定義。 271 ページの 『イベン ト ト リ ガの使用』 を参照し て く だ さい。
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第 2 章

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用した 
Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ

はじめに

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの使用によ り、 Serena ChangeMan Version Manager を多様な
管理ス タ イルやプロジ ェ ク ト 規模に使用できるよ う にな り ます。 この章ではまず最初に、 コマン ド ラ
インイン ターフ ェ イスの使用方法について説明し ます。 次に、 Version Manager のさ まざまな設定
方法について理解するため、 い く つかのプロジ ェ ク ト の例を示し ます。 また、 セ ッ ト ア ッ プ計画、 複
数のユーザが関与するネ ッ ト ワークベースのプロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ手順、 およびク ロスプラ ッ
ト フ ォーム環境で使用するための Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ手順についても説明し ていま
す。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し た Version Manager のセ ッ ト ア ッ プについては、 15 ページの
『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し た Version Manager の設定』 を参照し て く だ さい。

Version Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスについて

Version Manager 5.3/6.0 のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス と同様に、 現在のバージ ョ ンの 
Version Manager コマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスを使用する と、 アーカ イブを直接操作する こ と
ができます。

ただし、 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト はプロジ ェ ク ト データベースを経由し てアー
カ イブにアクセスするため、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では使用できても コマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスでは使用できないコマン ドがい く つか存在し ます。 さ らに、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イ
ス とデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のどち ら を経由し てアクセスするかにかかわらず、 同一のデフ ォル ト
アーカ イブ拡張子テンプレー ト が使用される こ と を保証するため、 どち らのイン ターフ ェ イスを使用
する場合もアーカ イブ更新時は同一のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する必要があ り ます。 こ
のセクシ ョ ンでは、 これらの問題についても説明し ます。
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デフ ォル ト のアーカ イブ拡張子テンプレー ト

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのどち ら を経由し
てアクセスする場合にも、 アーカ イブには同一のアーカ イブ拡張子テンプレー ト を使用する必要があ
り ます。 アーカ イブ拡張子テンプレー ト は、 アーカ イブの拡張子を決定する と きに Version 
Manager が使用するパターンを規定し ます。 Version Manager のデスク ト ッ プク ラ イアン ト と コ
マン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 デフ ォル ト のアーカ イブ拡張子テンプレー ト は共通ではあり ま
せん。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト 用テンプレー ト を使用する と、 アーカ イブの名前に基づいてフ ァ イル名を
簡単に識別できるよ う にな り ます。 ただし、 アーカ イブにデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ イ
ンイン ターフ ェ イスの両方からアクセスする場合は、 両方のイン ターフ ェ イスにおいて同じ拡張子テ
ンプレー ト をアーカ イブに適用する必要があ り ます。

同じ テンプレー ト が両方のイン ターフ ェ イスに使用されている こ と を保証するためのも っ と も簡単な
方法は、 同じ コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを コマン ド ラ インイン ターフ ェ イス とデスク ト ッ プ ク ラ
イアン ト の両方に使用する こ と です。 詳し く は、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド
ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

使用時のガイ ド ラ イン

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で作成されたアーカ イブに、 コマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスでアクセスするには、 次のガイ ド ラ インに従って く だ さい。

� Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で作成された同じ コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
を常に使用する。

� Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト には 「取得」 とい う コマン ドが追加されており、
これによ りデフ ォル ト のリ ビジ ョ ンの読み込み専用コ ピーが一時的にテンポラ リデ ィ レ ク ト リ
（Windows 版では ¥temp¥pvcs、 UNIX 版では /tmp/pvcs） に抽出されます。 テンポラ リデ ィ
レ ク ト リは、 Windows 版では TEMP 環境変数、 UNIX 版では pvcsvmux スク リ プ ト によ り定
義されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスからは、 GET コマン ド と コマン ド オプシ ョ ンを使用し て、 デ
フ ォル ト のリ ビジ ョ ンの最新バージ ョ ンの書き込み可能コ ピーをチ ェ ッ クアウ ト し ます。 これら 
2 つのコマン ドは同様のものですが、 イン ターフ ェ イスによ ってその動作が若干異な り ます。

制限事項

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で作成されたアーカ イブにコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスからアクセスする場合は、 次の制限事項が適用されます。

� プロジ ェ ク ト データベースを作成する、 開 く 、 名称変更する、 または閉じ るなど、 プロジ ェ ク ト
データベースに関連する機能のコマン ドは使用できない。 コマン ド ラ インは、 直接アーカ イブに
対し て動作し ます。

� プロジ ェ ク ト を作成する、 開 く 、 名称変更する、 または閉じ るなど、 プロジ ェ ク ト およびサブプ
ロジ ェ ク ト に関連する機能のコマン ドは使用できない。 コマン ド ラ インは直接アーカ イブに対し
て動作し ます。

Version Manager 
イン ターフ ェ イス

アーカ イブ拡張子テンプ
レー ト

アーカ イブ拡張子の例

デスク ト ッ プ ク ラ イア
ン ト

+-arc readme.txt-arc

コマン ド ラ イン ??V___ readme.txv
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プロジ ェ ク ト 組織のシナリ オ
� ワークスペースを作成する、 開 く 、 名称変更する、 または閉じ るなど、 ワークスペースに関連す
る機能のコマン ドは使用できない。 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 作業フ ァ イルの場所
は通常、 現在のデ ィ レ ク ト リにな り ます。 フ ァ イルと と もに別のパスを指定する こ とによ り、 ほ
かの作業フ ァ イルの場所も指定できます。 次にその例を示し ます。
get foo.c-arc(e:¥temp)

� リ ス ト フ ァ イルも使用できる。 これについては 『Serena ChangeMan Version Manager コマ
ン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 に説明されています。 

プロジ ェ ク ト 組織のシナリ オ

このセクシ ョ ンでは、 小規模な 1 名のみのプロジ ェ ク ト から、 複数のス タ ッ フが関わるネ ッ ト ワー
クベースのプロジ ェ ク ト まで、 プロジ ェ ク ト 組織のさ まざまなシナ リ オを示し ます。

小規模な単一ユーザのプロジ ェ ク ト

このタ イプのプロジ ェ ク ト では、 単一の開発者によ り最大 25 までのフ ァ イルが操作されます。
Version Manager のデフ ォル ト 設定は、 このサイズのプロジ ェ ク ト に適し ています。

すべてのソースおよびオブジ ェ ク ト フ ァ イル、 ビルド スク リ プ ト 、 およびその他のフ ァ イルは、 バッ
クア ッ プを簡単にするため、 通常は 1 つのデ ィ レ ク ト リに置かれます。 アーカ イブはソースフ ァ イ
ルと同じデ ィ レ ク ト リに置かれ、 エラーに備えて書き込み保護が設定されます。 これはフ ラ ッ ト な
（階層のない） 構造です。

プログラマはフ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト し てロ ッ ク をかけ、 フ ァ イルを更新したあと再びチ ェ ッ ク イ
ンする必要があ り ます。

大規模な単一ユーザのプロジ ェ ク ト

このタ イプのプロジ ェ ク ト では、 1 名のプログラマが多数のフ ァ イルを保守し ます。 関連する フ ァ イ
ルは機能に応じ てデ ィ レ ク ト リにま とめられます。 これは階層的な構造です。

各デ ィ レ ク ト リ内のフ ァ イル数を減らすため、 1 つのデ ィ レ ク ト リに関連フ ァ イルをま とめて入れ、
各デ ィ レ ク ト リにはフ ァ イルのアーカ イブを格納するサブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 また、 セキュ
リ テ ィ のため、 アーカ イブには書き込み保護を行う こ と もお勧めし ます。

ネ ッ ト ワーク を使用した複数ユーザのプロジ ェ ク ト

開発者がネ ッ ト ワーク を使用する場合は、 プロジ ェ ク ト チームの全員がプロジ ェ ク ト フ ァ イルにアク
セスできるよ う、 フ ァ イルをネ ッ ト ド ラ イブに配置できます。 関連する フ ァ イルは、 機能に応じ て
デ ィ レ ク ト リにま とめられ、 階層的な構造と な り ます。

チームメ ンバーは通常、 プロジ ェ ク ト デ ィ レ ク ト リの構造を自分のワークステーシ ョ ンに複製し ま
す。 開発者が一度に更新するプロジ ェ ク ト ソースフ ァ イルは、 一般にわずかな数に過ぎないため、
ワークステーシ ョ ンには使用中のフ ァ イルのみが保存されます。
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Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ計画

Version Manager のセ ッ ト ア ッ プを行う には、 あらかじめ次のよ う な情報が必要と な り ます。

� ソース管理を行う作業フ ァ イル、 またはソースフ ァ イルはど こにあるか。

� フ ァ イルのアーカ イブをど こに配置するか。

� ユーザにど こで作業フ ァ イルを編集させるか。

� 使用環境がク ロスプラ ッ ト フ ォームかど うか。

作業フ ァ イル

複数のユーザによる大規模プロジ ェ ク ト 、 および大規模な単一ユーザのプロジ ェ ク ト では、 ソース管
理を行う作業フ ァ イルが機能ご とにデ ィ レ ク ト リにま とめられていれば、 すでにかな りの作業が終了
し ています。 フ ァ イルは機能に従ってデ ィ レ ク ト リにま とめ、 この構造をアーカ イブ と作業フ ァ イル
の場所にも適用する こ と をお勧めし ます。

小規模な単一ユーザのプロジ ェ ク ト では、 すべてのフ ァ イルはアーカ イブを含めて 1 つのデ ィ レ ク
ト リに入れられます。

アーカ イブの場所

アーカ イブの場所とは、 作業フ ァ イルに対するアーカ イブを保管するためのデ ィ レ ク ト リ です。 複数
のユーザによる大規模プロジ ェ ク ト では、 この場所は通常、 許可を得たユーザがすべてアクセスでき
る、 ネ ッ ト ワーク上の共有デ ィ スクにな り ます。 また、 アーカ イブの場所の階層構造は、 作業フ ァ イ
ルの場所の階層構造と同一にする こ と をおすすめし ます。

作業フ ァ イルの場所

作業フ ァ イルの場所とは、 アーカ イブからチ ェ ッ クアウ ト された リ ビジ ョ ンが、 Version Manager 
によ って格納される場所です。 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と、 作業フ ァ イルにな り ます。

複数のス タ ッ フによる大規模プロジ ェ ク ト では、 ユーザは自分のローカルのワークステーシ ョ ン上
に、 アーカ イブ構造を反映し た作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リ を作成する こ と をお勧めし ます。

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境

Version Manager のコマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスの使用によ り、 Windows と  UNIX で、 コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およびアーカ イブを共有できま
す。

アーカ イブを UNIX に保存し て Windows からアクセスする こ と も、 その逆も可能です。

注  Version Manager File Server を使用し ている場合は、 アーカ イブはサーバ上にある可能性が
あ り ます。 129 ページの 『Version Manager File Server の設定と使用』 を参照し て く だ さい。
56 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



ネ ッ ト ワーク を使用した複数ユーザのプロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ
ネ ッ ト ワーク を使用した複数ユーザのプロジ ェ ク ト のセ ッ ト ア ッ プ

次に、 単一プラ ッ ト フ ォーム環境において、 ネ ッ ト ワーク を使用した複数のユーザによるプロジ ェ ク
ト をセ ッ ト ア ッ プするための、 基本的な手順を示し ます。 手順の詳細については、 以降のセクシ ョ ン
で説明し ています。

1 ネ ッ ト ワーク上に、 プロジ ェ ク ト のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 デ ィ レ ク ト リの階層
構造は、 プロジ ェ ク ト の構造を反映する必要があ り ます。

2 ローカルのワークステーシ ョ ン上で、 手順 1 で作成し たアーカ イブデ ィ レ ク ト リ構造と同じに
なるよ う デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 これらのデ ィ レ ク ト リが作業フ ァ イルの場所にな り ます。
管理者と し て作業フ ァ イルを自分のワークステーシ ョ ン上のデ ィ レ ク ト リに移動し、 これらの
デ ィ レ ク ト リから作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インできるよ う にし ます。

3 手順 2 で作成した各作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リ内に、 それらの作業フ ァ イルに対するアーカ イ
ブデ ィ レ ク ト リの場所を定義する、 ローカルのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル （vcs.cfg） を作
成し ます。 アーカ イブデ ィ レ ク ト リ を定義するデ ィ レ クテ ィ ブは VCSDir です。

4 作業フ ァ イルの最初のリ ビジ ョ ンをアーカ イブデ ィ レ ク ト リにチ ェ ッ ク イン し、 各フ ァ イルに対
するアーカ イブを作成し ます。

5 ネ ッ ト ワーク上にマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成し、 このフ ァ イル内で 
WorkDir と  ArchiveWork デ ィ レ クテ ィ ブをネ ッ ト ワーク上でな く ローカルの場所に設定し ま
す。 こ う する と、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クが減少し てパフ ォーマンスが向上し、 また複数の
ユーザが同じ名前のテンポラ リ フ ァ イルを作成し て名前が衝突する こ と も防止できます。

また、 Semaphore デ ィ レ クテ ィ ブを使用し てアーカ イブに対し て同時に更新が行われる こ と を
防ぎ、 SemaphoreDir デ ィ レ クテ ィ ブを使用し て共有セマフ ォデ ィ レ ク ト リ を設定し ます。

6 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの場所をすべてのユーザに対し て設定するため、
VCONFIG コマン ド を使用し てマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称を Version 
Manager に埋め込みます。

アーカ イブデ ィ レ ク ト リの作成

1 プロジ ェ ク ト の組織を反映する、 階層構造を持つアーカ イブデ ィ レ ク ト リ構造を作成し ます。 関
連する フ ァ イルは、 機能ご とにデ ィ レ ク ト リにま とめる必要があ り ます。

3 タ イプのプロジ ェ ク ト （たと えば include、 resource、 および source） がある場合は、
MyApp などの名称の ト ッ プレベルのデ ィ レ ク ト リ を各フ ァ イルタ イプに対し て作成し ます。

注  このセ ッ ト ア ッ プが正し く 機能するためには、すべてのユーザが同じ場所にインス ト ールされた 
Version Manager を使用し ている必要があり ます。 そのためには、 全員がネ ッ ト ワーク インス ト ー
ルを行うか、 ネ ッ ト ワーク インス ト ールのワークステーシ ョ ンインス ト ールを行う必要があり ます。
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2 このアーカ イブデ ィ レ ク ト リに対する読み込み / 書き込み （および UNIX では実行） の権限が開
発者に与えられている こ と を確認し ます。

ローカルワークステーシ ョ ンでの作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リの作成

この作業の手順 1 は、 管理者と し て各開発者のワークステーシ ョ ンに対し て行うか、 各開発者に情
報を提供し て各自に行わせます。

1 ローカルのワークステーシ ョ ン上に、 ネ ッ ト ワークのアーカ イブデ ィ レ ク ト リ構造と同じ構造を
持つ作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

2 ワークステーシ ョ ンから ソース管理を行う フ ァ イルをチ ェ ッ ク インできるよ う、 フ ァ イルを作業
フ ァ イルデ ィ レ ク ト リに移動し ます。 これらのフ ァ イルは、 ローカルのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルを作成し た後にチ ェ ッ ク イン し ます。

ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの作成

Version Manager がネ ッ ト ワークサーバ上のアーカ イブを見つけられるよ う、 各作業フ ァ イルデ ィ
レ ク ト リ ご とにローカルのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル （vcs.cfg） を作成し ます。 このフ ァ イル
には、 Version Manager がアーカ イブを探すデ ィ レ ク ト リ を指定する VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブを含
める必要があ り ます。

1 テキス ト エデ ィ タ を使用し て新規フ ァ イルを作成し ます。 このフ ァ イルに次の行を入力し ます。

VCSDir = archive_path

こ こで、 archive_path は、 アーカ イブのデ ィ レ ク ト リパスで、 現在使用中のド ラ イブ と同じ
でない場合は、 ド ラ イブの記号 （Windows の場合） も含まれます （例 ：
f:¥myapps¥source）。

2 フ ァ イルを vcs.cfg とい う名前で、 対応する作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リに保存し ます。

3 各作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リについて、 手順 1 と  2 を繰り返し ます。

4 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの詳細な情報については、 79 ページの 『コマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスでのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル』 を参照し て く だ さい。

作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン

1 作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リに移動し ます。

2 各フ ァ イルを、 vcs.cfg フ ァ イルで定義された適切なアーカ イブデ ィ レ ク ト リ にチ ェ ッ ク イン し
ます。 次のコマン ド を入力し ます。

put workfile_name

こ こで、

注  アーカ イブに対するすべてのアクセスに Version Manager File Server を使用し ている場
合は、 アーカ イブデ ィ レ ク ト リに対する読み取り / 書き込み許可または実行許可を有効にする
必要はあ り ません。 129 ページの 『Version Manager File Server の設定と使用』 を参照し て
く ださい。
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workfile_name は、 現在のデ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルの名称です。 現在のデ ィ レ ク ト リから
すべてのフ ァ イルをチ ェ ッ ク インする場合には、 「*」 を指定し てすべてのフ ァ イルを同時に
チ ェ ッ ク インできます。

たと えば、 現在のデ ィ レ ク ト リからすべてのフ ァ イルをチ ェ ッ ク インするには、 次のよ う に入力
し ます。

put *

また、 現在のデ ィ レ ク ト リから retry.c とい う名称のフ ァ イルをチ ェ ッ ク インするには、 次のよ
う に入力し ます。

put retry.c

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの作成

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 Version Manager の全体的な動作を定義する、 共通
の設定オプシ ョ ンが含まれます。 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 どのコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルよ り も先に Version Manager に読み込まれるため、 特定のデ ィ レ クテ ィ ブについて
すべてのユーザが同一の設定を共有する こ とが保証されます。 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
（たと えば vcs.cfg フ ァ イル） がマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の共通設定よ り優先され
るのを防ぐには、 Disallow デ ィ レ クテ ィ ブを使用し てユーザが設定を リ セ ッ ト できないよ う にし ま
す。 詳細については、 79 ページの 『コマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスでのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル』 を参照し て く ださい。

ネ ッ ト ワーク を使用し た複数ユーザのプロジ ェ ク ト では、 WorkDir と  ArchiveWork デ ィ レ クテ ィ
ブをローカルの場所に設定し ます。 こ う する と、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を減ら し てパフ ォーマン
スを向上させ、 複数のユーザが同名のテンポラ リ フ ァ イルを作成し て名前が衝突するのを防止できま
す。 ユーザはローカルの環境に合わせて、 ローカルのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル （vcs.cfg） 内
の設定を変更できます。

アーカ イブに対し て同時に更新が行われる こ と を防ぐため、 全員が同じ タ イプのセマフ ォ を使用する
必要があ り ます。 この場合は、 File セマフ ォ を使用し ます。 また、 セマフ ォデ ィ レ ク ト リの定義も必
要なため、 SemaphoreDir デ ィ レ クテ ィ ブを共有デ ィ レ ク ト リに設定し ます。 次に、 ユーザが 
Semaphore および SemaphoreDir デ ィ レ クテ ィ ブを再定義できないよ う、 それらに対するアクセ
ス権を禁止する必要があ り ます。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 これら以外にも多数の設定を行えます。 コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン設定と コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの詳細については、 69 ページの 『Version 
Manager の設定』 を参照し て く だ さい。 本製品には、 デフ ォル ト のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルが添付されています。
このフ ァ イルは、 インス ト ールデ ィ レ ク ト リの lib サブデ ィ レ ク ト リ （たと えば、 Windows では 
C:¥Program Files¥Serena¥vm¥win32¥lib、 UNIX では /usr/pvcs/vm/solaris/lib）
にあ り、 名称は default.cfg です。

注  Version Manager フ ァ イルサーバに作成し たプロジ ェ ク ト データベースの場合、 デフ ォル ト の
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 defaultfs.cfg とい う名前にな り ます。 

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに次の行を追加し ます。

WorkDir = path_name
ArchiveWork = path_name
Semaphore = File
Semaphore = network_path_name
Disallow Semaphore NoSemaphore
Disallow SemaphoreDir
管理者ガイ ド 59



こ こで、 path_name は任意のローカルデ ィ レ ク ト リ です。 た と えば WorkDir については 
C:¥PVCSTMP、 ArchiveWork については C:¥ARCTMP と定義できます。 これらのデ ィ レ ク ト リは、
各ユーザのワークステーシ ョ ン上に存在し なければならないこ とに注意し て く だ さい。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル名の埋め込み

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと し て作成したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを Version 
Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスで使用するには、 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
の名称を Version Manager に埋め込む必要があ り ます。

フ ァ イル名を埋め込むには、 次のよ う に VCONFIG コマン ド を使用し ます。

vconfig -cconfig_filename vm_filename

こ こで、

config_filename は、 埋め込むコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称です。

vm_filename は次のいずれかにな り ます。

� Windows ： VMWFVC.DLL

� UNIX ： vmufvc.a

VCONFIG コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

クロスプラ ッ ト フ ォーム環境での Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ

このセクシ ョ ンでは、 Windows と  UNIX でコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロール
データベース、 およびアーカ イブを共有するための Version Manager の設定、 およびデ ィ レ ク ト リ
と フ ァ イルへの権限の割り当てについて説明し ます。

注  アーカ イブに対するすべてのアクセスに Version Manager File Server を使用し ている場合は、
このセクシ ョ ンの説明は一部のみが適用されます。 該当箇所の左には、 それを示すグラ フ ィ ッ クが付
いています。 Version Manager File Server の詳細については、 129 ページの 『Version Manager 
File Server の設定と使用』 を参照し て く だ さい。

このセクシ ョ ンの手順では、 次の 2 つを前提と し ています。

� Version Manager が Windows と  UNIX の両方のシステムにインス ト ールされている こ と。

注  Version Manager に埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 そのフ ァ イルが
埋め込まれた Version Manager のコ ピーを使用する、 すべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト および
コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスユーザに影響し ます。
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� UNIX と  Windows の間でフ ァ イルシステムを共有するために、 NFS または Samba が使用さ
れている こ と。

次に、 Version Manager を ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境で使用するための、 基本的な設定手順を示
し ます。 手順の詳細については以降のセクシ ョ ンで説明し ています。

1 UNIX では、 pvcs などの Serena 管理者ユーザ ID と、 （まだ作成されていない場合は） すべて
の PVCS ユーザを含む pvcsgrp などのグループを作成する こ と をお勧めし ます。 このグループ
をプラ イマ リグループ とするか、 各 PVCS フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのグループ所有権を PVCS 
グループに変更し ます。

Serena 管理者は、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、
nfsmap フ ァ イル、 および Version Manager 実行フ ァ イルを含むすべてのデ ィ レ ク ト リ、 およ
びそれらのデ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルのすべてを所有し ている必要があ り ます。

ユーザ ID とグループの作成については、 オペレーテ ィ ングシステムのマニュアルを参照し て く
ださい。

2 ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境で Version Manager を使用する場合は、 setuid モー ド を終了し
ます。

3 Windows と  UNIX システムの両方のユーザがコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを共有できるよ
う、 UNIX 上で nfsmap フ ァ イルを編集し て Windows のド ラ イブ番号をそれに対応する 
UNIX のパス名にマ ッ プ し ます。 43 ページの 『nfsmap フ ァ イルの編集』 を参照し て く ださい。

4 UNIX 上で、 管理者および各ユーザは、 nfsmap フ ァ イルおよび Windows では 
VMWFVC.DLL、 UNIX では vmufvc.a を含むデ ィ レ ク ト リの場所に、 PVCS_BINDIR 環境変
数を設定する必要があ り ます。

注  Windows から Version Manager を実行し ているが、 アーカ イブは UNIX に保存し ている場合
は、Windows NFS ト ラ ンスレーシ ョ ンのために、Windows ユーザのすべてのユーザ ID が同一の 
UNIX プラ イマ リグループに属し ている必要があ り ます。

Version Manager を実装するために作成する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 Windows パス
も含める必要があ り ます。 Windows ド ラ イブ番号または UNC パスは、 nfsmap フ ァ イルによ り、
対応する UNIX パス名に対し てマ ッ プ されるため、 同一のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを UNIX 
と  Windows の両方に使用できます。

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境の UNIX における setuid の使用については、 『Serena ChangeMan 
Version Manager イ ンス ト ールガイ ド』 を参照し て く だ さい。

注  

� この手順はアーカ イブを作成する前に行う必要があ り ます。

� nfsmap フ ァ イルのエン ト リ数は 26 有効 （コ メ ン ト ではない） エン ト リ に制限されてい
ます。 それ以上のエン ト リは無視されます。
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5 UNIX と  Windows で適切な権限を割り当てます。

� UNIX の場合 ：

� Windows の場合 ：

6 Version Manager を次のよ う に設定し ます。

� 新規アーカ イブに対し ては NoWriteProtect デ ィ レ クテ ィ ブ、 既存のアーカ イブに対し ては
vcs -pw コマン ド を使用し て、 アーカ イブを書き込み可能とする。

� 新規アーカ イブに対し ては Translate デ ィ レ クテ ィ ブ、 既存のアーカ イブに対し ては vcs 
+pt コマン ド を使用し て EOL シーケンスを変換する。

� データの破損を防ぐため、 バイナ リ フ ァ イルの新規アーカ イブに対し ては NoTranslate デ ィ
レ クテ ィ ブ、 既存のアーカ イブに対し ては  vcs -pt  コマン ド を使用し て、 バイナ リ フ ァ
イルの EOL シーケンスが変換されないよ う にする。

� Windows と  UNIX でユーザ ID が同様に読み込まれるよ う、 NoCase=VCSID デ ィ レ ク
テ ィ ブを使用し て、 ユーザ ID の大文字と小文字が区別されないよ う に設定する。

ユーザ 割り当てる権限 対象

PVCS ユーザ
および管理者

読み込み、 書き込み、 実
行

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで指定され
たデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み、 実行 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イル

注  ユーザが自分のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセス
コ ン ト ロールデータベースへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。

PVCS 管理者 読み込み、 書き込み、 実
行

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ

PVCS 管理者 読み込み、 書き込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イル

ユーザ 割り当てる権限 対象

PVCS ユーザ
および管理者

すべての権限 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで指定され
たデ ィ レ ク ト リ

PVCS ユーザ 読み込み マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ

注  ユーザが自分のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセス
コ ン ト ロールデータベースへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。

PVCS 管理者 すべての権限 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 およ
び nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ
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7 Windows と  UNIX の間で、 共有される フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの名称で、 大文字と小文字の区
別を一致させます。

setuid の無効化

UNIX 上では、 次のコマン ド を使用し て Version Manager 実行フ ァ イルの setuid 権限を禁止し ま
す。

chmod u-s executable

こ こで executableは次のいずれかです。

nfsmap フ ァ イルの編集

Version Manager には、 Windows と  UNIX システムでユーザがコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
共有できるよ う、 nfsmap フ ァ イルが用意されています。 nfsmap フ ァ イルは、 Windows のド ラ イ
ブ番号または UNC パス名を、 それに対応する UNIX パス名にマ ッ プ し ます。 このフ ァ イルは UNIX 
上で保存されます。 このフ ァ イルが存在する場合は、 Version Manager はコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル内のパス名の読み込みおよび書き込み時に MS-DOS パスフ ォーマ ッ ト を使用し ます。

UNIX 上で nfsmap フ ァ イルを編集するには

1 nfsmap フ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ で開きます。 nfsmap フ ァ イルのデフ ォル ト の場所は、
以下のとおり です。

Install_Location/vm/common/bin/OS/nfsmap

こ こで、 OS はオペレーテ ィ ングシステムの名前です。 た と えば、 Solaris の場合、 パスは次の
よ う にな り ます。

Install_Location/vm/common/bin/solaris/nfsmap

2 各マ ッ ピングをそれぞれの行の 2 列を使用し て入力し ます。 左の列にはド ラ イブ文字または 
UNC パス名を、 右の列にはそれに対応する UNIX デ ィ レ ク ト リ を入力し ます。 UNC パス名にス
ペースが含まれる場合は、 それを二重引用符 （"） で囲む必要があ り ます。

例 1 ： M: ド ラ イブを UNIX デ ィ レ ク ト リ である /product/dev にマ ッ プするには、 次のよ う
に入力し ます。

M /product/dev

� get � regen � vjournal

� ident � vcompres � vlog

� makedb � vconfig � vmrg

� put � vcs � vpromote

� pvcsvmsuid � vdel � vsql

� readdb � vdiff

注  この手順は、 アーカ イブを作成する前に完了する必要があ り ます。
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例 2 ： UNC パス名 "¥¥myserver¥vol2 abc" を UNIX デ ィ レ ク ト リ である /product/
dev にマ ッ プするには、 次のよ う に入力し ます。

"¥¥myserver¥vol2 abc" /product/dev

3 変更を保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

PVCS_BINDIR の設定

UNIX 上で、 PVCS_BINDIR 環境変数を nfsmap フ ァ イルと アクセスコ ン ト ロールデータベースの
ある場所に設定し ます。

PVCS_BINDIR 環境変数を設定するには

ユーザのシ ェルに応じ て、 次のいずれかのコマン ド を入力し ます。

csh の場合： setenv PVCS_BINDIR directory

または、

sh、 ksh、 bash の場合： PVCS_BINDIR=directory; export PVCS_BINDIR

こ こで directory は、 nfsmap フ ァ イルと アクセスコ ン ト ロールデータベースのある場所です。
通常は、 これらのフ ァ イルは UNIX の Version Manager インス ト ールデ ィ レ ク ト リにあ り ます。 デ
フ ォル ト のデ ィ レ ク ト リは /usr/pvcs です。

権限の割り当て

UNIX と  Windows の両方において、 ユーザに次のよ う に権限を割り当てます。

� ユーザは、 アーカ イブの読み込みと書き込みが可能である、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イル （nfsmap フ ァ イルは 
UNIX 上のみ） については読み込みのみが可能。 ユーザには Version Manager の設定を変更す
る可能性があるため、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータ
ベース、 および nfsmap フ ァ イルに対する書き込み権は割り当てない。

� 管理者は、 アーカ イブ、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータ
ベース、 および nfsmap フ ァ イル （nfsmap フ ァ イルは UNIX 上のみ） の読み込みが可能。

重要！ ド ラ イブ文字、 UNC パス、 UNIX デ ィ レ ク ト リはそれぞれ一意である必要があり ます。
同じ ド ラ イブ文字、 UNC パス、 UNIX デ ィ レ ク ト リ を別のマ ッ ピングで繰り返し使用する こ と
はできません。

注  この変数は /etc/profile と /etc/.login に設定するか、 あるいは各ユーザの .profile 
および .cshrc フ ァ イルに設定するのが最適です。

注  vcompres、 vdel、 vdiff、 vsql、 readdb、 および makedb の 6 つのコマン ド ラ イン コマン ド
は nfsmap フ ァ イルを読み込みません。

注  ユーザが自分のパスワー ド を変更できるよ う にするには、 PVCS ユーザにアクセスコ ン ト
ロールデータベースへの読み込みおよび書き込み権限が必要です。
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ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境での Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ
UNIX および Windows で権限を割り当てるには

1 UNIX 上で、 PVCS ユーザと  Serena 管理者に、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で指定された
デ ィ レ ク ト リ （および該当するサブデ ィ レ ク ト リ） に対する読み込み、 書き込み、 および実行の
権限を割り当てます。 このデ ィ レ ク ト リには、 アーカ イブデ ィ レ ク ト リ （VCSDir）、 セマフ ォ
デ ィ レ ク ト リ （SemaphoreDir）、 内部使用の一時フ ァ イルが含まれるデ ィ レ ク ト リ
（WorkDir）、 一時使用のアーカ イブフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ （ArchiveWork）、 参照デ ィ レ ク ト リ
（ReferenceDir および VCSDir）、 およびジャーナルフ ァ イルデ ィ レ ク ト リ （Journal） が含ま
れます。

それぞれのデ ィ レ ク ト リについて、 次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+rwx directory

2 UNIX 上で、 PVCS ユーザに Version Manager のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ
ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ に対する読み込みと実
行の権限を割り当てます。 また、 Serena 管理者には、 このデ ィ レ ク ト リに対する読み込み、 書
き込み、 および実行の権限を割り当てます。

それぞれのデ ィ レ ク ト リについて、 次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+rx,u+w directory

3 UNIX 上で、 PVCS ユーザにコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アクセスコ ン ト ロールデータベー
ス、 および nfsmap フ ァ イルについて読み込みの権限のみを割り当てます。 また、 Serena 管理
者には、 これらのフ ァ イルについて読み込みと書き込みの権限を割り当てます。 

それぞれのデ ィ レ ク ト リに移動し、 それぞれのフ ァ イルについて次のコマン ド を入力し ます。

chmod ug+r,u+w file_name

4 Windows 上で、 PVCS ユーザと  Serena 管理者に、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で指定さ
れたデ ィ レ ク ト リ （および該当するサブデ ィ レ ク ト リ） に対するすべての権限を割り当てます。
このデ ィ レ ク ト リにはアーカ イブデ ィ レ ク ト リ （VCSDir）、 セマフ ォデ ィ レ ク ト リ
（SemaphoreDir）、 ワークデ ィ レ ク ト リ （WorkDir）、 アーカ イブワークデ ィ レ ク ト リ
（ArchiveWork）、 および参照デ ィ レ ク ト リ （ReferenceDir および VCSDir） が含まれます。

5 Windows 上で、 PVCS ユーザに、 Version Manager のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 アク
セスコ ン ト ロールデータベース、 および nfsmap フ ァ イルと、 これら を含むデ ィ レ ク ト リ に対
する読み込み権限のみを割り当てます。 ユーザには、 これらのフ ァ イルの変更は許可し ません。 

6 Windows 上で、 手順 5 に記載されたフ ァ イルに対するすべての権限を Serena 管理者に割り
当てます。 管理者にはこれらのフ ァ イルの変更を許可し ます。

Version Manager の設定

このセクシ ョ ンでは、 Version Manager を次のよ う に設定し ます。

� アーカ イブを書き込み可能にする。

� テキス ト フ ァ イルの EOL シーケンスを変換し、 バイナリ フ ァ イルの EOL シーケンスは変換し
ない。

� ユーザ ID の大文字と小文字を区別し ないよ う にする。

アーカ イブへの書き込み許可

Windows と  UNIX でアーカ イブを共有する場合は、 アーカ イブ フ ァ イルが書き込み可能と なってい
る必要があ り ます。
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1 次の行をマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに記入し、 新規作成のアーカ イブが書き込み可
能と なるよ う  Version Manager を設定し ます。

NoWriteProtect

2 次の行をマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに記入し、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルの WriteProtect および NoWriteProtect デ ィ レ クテ ィ ブを禁止し ます。

Disallow WriteProtect, NoWriteProtect

3 各アーカ イブに対し て次のコマン ド を使用し、 既存のすべての Version Manager アーカ イブを
書き込み可能と し ます。

vcs -pw archive_name

EOL シーケンスの変換

UNIX と  Windows でアーカ イブを共有するには、 テキス ト フ ァ イルのリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インす
る と きに、 UNIX 上の EOL シーケンスをキャ リ ッ ジ リ ターン （CR） からキャ リ ッ ジ リ ターン + ラ
イン フ ィ ー ド （CR+LF） に変換し、 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きには逆に変換するよ う、
各プロジ ェ ク ト データベースを設定する必要があ り ます。 

次の行をマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに記入し ます。

NoTranslate
Translate .ext

こ こで .ext はアーカ イブに入れるテキス ト フ ァ イルのフ ァ イル拡張子です。 アーカ イブに入れるテ
キス ト フ ァ イルの各タ イプご とに Translate の行を入力する必要があ り ます。 このデ ィ レ クテ ィ ブで
指定できるのは、 1 行ご とに 1 つのフ ァ イル拡張子のみです。 Translate デ ィ レ クテ ィ ブの詳細につ
いては 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て
く ださい。

Translate デ ィ レ クテ ィ ブはアーカ イブを新規作成する と きのデフ ォル ト のみを定義し、 既存のアー
カ イブには影響し ません。 既存のアーカ イブに対し ては、 テキス ト フ ァ イルについて変換を行う には 
vcs +pt コマン ド、 バイナリ フ ァ イルが変換されないよ う にするには vcs -pt コマン ド を使用し
ます。

ユーザ ID での大文字と小文字の区別

UNIX と  Windows でユーザ ID が同じ よ う に読み込まれるよ う にするには、 次の行をマス ターコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに記入し ます。

NoCase=VCSID

フ ァ イル名およびデ ィ レ ク ト リ名の大文字と小文字の使用

Windows と  UNIX で共有される フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リの名称において、 大文字と小文字が一貫し
て使用されるよ う、 次のいずれかを行います。

� デフ ォル ト の作業フ ァ イル名で使用される大文字と小文字が正し く なるよ う、 新規アーカ イブは
すべて UNIX で作成する。

注意！ バイナリ フ ァ イルの EOL シーケンスを変換する と、 作業フ ァ イルが破損する こ とがあ り ま
す。
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次のステ ッ プ
� Windows で作成されたアーカ イブに、 VCS コマン ド を使用し て、 アーカ イブ中の作業フ ァ イル
名で使用される大文字と小文字を修正する。 小文字の使用をお勧めし ます。

次のステ ッ プ

Version Manager のセ ッ ト ア ッ プが完了したら、 次の作業を行う こ とができます。

� Version Manager の設定。 69 ページの 『Version Manager の設定』 を参照し て く だ さい。

� セキュ リ テ ィ の追加。 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し て く だ さい。

� プロモーシ ョ ンモデルの定義。 245 ページの 『プロモーシ ョ ンモデルの使用』 を参照し て く だ
さい。

� イベン ト ト リ ガの定義。 271 ページの 『イベン ト ト リ ガの使用』 を参照し て く だ さい。
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第 3 章

Version Manager の設定

はじめに

15 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用した Version Manager の設定』、 または 53 ページ
の 『コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用した Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ』 で説明したよ
う に、 基本的なプロジ ェ ク ト モデルを設定した後、 Version Manager のデフ ォル ト の動作が目的に
そぐわない場合はその動作を定義できます。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト での Version Manager のデ
フ ォル ト の動作は 72 ページの 『デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのデフ ォル ト 設定』、 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスでのデフ ォル ト 動作は 74 ページの 『コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが使用されな
い場合のデフ ォル ト 設定』 に説明されています。

Version Manager は必要に応じ てプロジ ェ ク ト データベースレベルまたはプロジ ェ ク ト レベル、 あ
るいはその両方で設定する こ とができます。 たと えば、 次のよ う に設定できます。

� すべてのプロジ ェ ク ト データベースの動作を同じにするには、 Version Manager にコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込む。

� 特定のプロジ ェ ク ト データベース内のすべてのプロジ ェ ク ト の動作を同じにするには、 プロジ ェ
ク ト レベルの代わりにプロジ ェ ク ト データベースに関連する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを設
定する。

� プロジ ェ ク ト データベース内で一部のプロジ ェ ク ト の動作を変えるには、 それらのプロジ ェ ク ト
に対し て固有のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成する。 たと えば、 一部のプロジ ェ ク ト には
プロモーシ ョ ンモデルを定義し、 他には定義し ないこ とができます。

この章ではまず、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン設定のオプシ ョ ンについて説明し、 用意されているオプシ ョ
ンの表を示し ます。 次に、 当初のデフ ォル ト 設定が使用可能かど うかを判断するため、 オプシ ョ ンの
デフ ォル ト を示し ます。 3 番目にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 および Version Manager がそれ
をどのよ う に使用するかについて説明し ます。 最後に、 すべてのプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
オプシ ョ ンについて使用可能な設定を示し、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン
ターフ ェ イスを使用し てどのよ う にそれら を設定するかを説明し ます。
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コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンについて

コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ン とは、 Version Manager の動作を規定する一連の設定です。 た と
えば、 作業フ ァ イルがチ ェ ッ ク イン後に削除されるかど うか、 どのアクセスコ ン ト ロールデータベー
スが使用されるかなどは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンによ って制御されます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で設定され、 単独のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルあるいは複数のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルについて設定を行う こ とができ
ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの詳細については、 75 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル』 および 79 ページの 『コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでのコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イル』 を参照し て く ださい。

表 3-1 に使用可能なコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを示し ます。

表 3-1 ： コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 目的

アーカ イブの作成 � アーカ イブを排他的にロ ッ クする。

� アーカ イブの所有権を割り当てる。

� アーカ イブにアクセスできるユーザを指定する。

� アーカ イブを読み取り専用フ ァ イルにする。

� フ ァ イルにチ ェ ッ ク インする と きに Version Manager がフ ァ イ
ルのアーカ イブを見つけられない場合は、 自動的にアーカ イブを
作成する。

ブラ ンチ � ブラ ンチが開始される リ ビジ ョ ンを識別するためのバージ ョ ン ラ
ベルを指定する。

� ブラ ンチ リ ビジ ョ ンに割り当てるバージ ョ ン ラベルを指定する。

� リ ビジ ョ ンが指定されていない場合に使用する リ ビジ ョ ンを特定
する。

� ブラ ンチが作成される前にユーザに警告を発する。

ロ ッ ク � ユーザに複数のリ ビジ ョ ンをロ ッ クする こ と を許可する。

� リ ビジ ョ ンご とに複数のロ ッ ク を許可する。

� 変更されていないリ ビジ ョ ンを保存する場合にロ ッ ク を解除する。

プロモーシ ョ ンモデル � プロモーシ ョ ンモデルを定義する。

アクセスコ ン ト ロールデータ
ベース

� アクセスコ ン ト ロールデータベースを指定する。

� アクセスコ ン ト ロールデータベースを使用できるよ う にする。

ジャーナルフ ァ イル � アーカ イブの操作に関するログを保存する。

ログイン ソース � ユーザ ID ソースを指定する。

� アクセスコ ン ト ロールデータベースにユーザが自動的に作成され
るかど うかを指定し、 作成される場合には各ユーザに割り当てら
れるデフ ォル ト の権限を指定する （デスク ト ッ プク ラ イアン ト の
み）。

作業フ ァ イルの属性 � 作業フ ァ イルを保存後に削除する。

� 作業フ ァ イルを保存後に、 その書き込み禁止コ ピーを保存する。

� 作業フ ァ イルを保存後に、 その書き込み許可コ ピーを保存する。
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キーワー ド展開 � キーワー ドの展開に使用されるパス区切り文字を指定する。

� キーワー ドの展開時にタ イムス タ ンプを更新する。

参照用デ ィ レ ク ト リ � 現在の作業フ ァ イルのコ ピーが自動的に保存されるデ ィ レ ク ト リ
を指定する。

� 各アーカ イブデ ィ レ ク ト リ ご とに参照用デ ィ レ ク ト リ を保持する。

� ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンのみを保存する。

� 参照用デ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルを書き込み禁止にする。

アーカ イブ検索パス （コマン
ド ラ インイン ターフ ェ イスの
み）

� フ ァ イルに対し て作業を行う と きに、 Version Manager が検索
する場所を指定する。

� ワイルド カー ド を指定した場合に、 最初に一致する ものが見つ
かったアーカ イブデ ィ レ ク ト リ以外のデ ィ レ ク ト リにある ものも
一致する ものと見なすかど うかを指定する。

� 作業フ ァ イル名のみが指定されている場合に、 Version Manager 
のアーカ イブの検索方法を指定する。

コマン ド ラ イン （コマン ド ラ
インイン ターフ ェ イスのみ）

� 版権とバージ ョ ンを表示する。

� 詳細な メ ッ セージを表示する。

� コマン ド ラ インのエデ ィ タ を指定する。

� テンポラ リ フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を指定する。

� メ ッ セージフ ァ イルの拡張子を指定する。

� メ ッ セージフ ァ イルを読んだ後に削除する。

セマフ ォ � セマフ ォ フ ァ イルが作成されるデ ィ レ ク ト リ を指定する。

� セマフ ォ フ ァ イルに使用される拡張子を指定する。

� アーカ イブにアクセスを試みる回数を指定する。

� 共有アーカ イブにアクセスを試みる間隔を指定する。

テンポラ リ フ ァ イル � テンポラ リ アーカ イブフ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を指定する。

� テンポラ リ内部フ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ を指定する。

フ ァ イルタ イプ � アーカ イブの拡張子を指定する。

� デルタ を保存する。

� EOL シーケンスを変換する。

� キーワー ド を展開する。

� キーワー ド展開時のコ メ ン ト 接頭辞を指定する。

� キーワー ド展開時の改行コー ド を指定する。

� フ ァ イル比較時の桁を指定する。

� マスク された桁に番号を付け直す。

� 論理レ コー ドの長さ を指定する。

イベン ト ト リ ガ � Version Manager イベン ト の前または後に、 ユーザ定義の命令
を実行する。

許可 / 禁止 � ユーザがコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定を変更できない
よ う にする。

オプシ ョ ン 目的
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デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのデフ ォル ト 設定

プロジ ェ ク ト が作成される と きに、 デフ ォル ト ではマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが作成さ
れ、 プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられます。

このマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 Version Manager のインス ト ール時にインス ト ー
ルされる default.cfg フ ァ イルを コ ピーし て作られます。 デフ ォル ト ではこのフ ァ イルは次の場所に
置かれています。

� Windows の場合 ：
drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

注  フ ァ イルサーバに作成したプロジ ェ ク ト データベースの場合、 デフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルは、 defaultfs.cfg とい う名前にな り ます。 

default.cfg フ ァ イル中の設定は必要に応じ て変更でき、 Version Manager はこの変更されたフ ァ
イルを使用し て新しいコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成し ます。

このフ ァ イル中のコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定を変更せず、 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルを定義し ない場合は、 Version Manager はこのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の
設定に従って動作し ます。 このフ ァ イルの設定は、 プロジ ェ ク ト データベースを選択し、 ［管理］ －
［詳細設定］ を選択するか、 テキス ト エデ ィ タ でフ ァ イルを開いて変更できます。 〔プロジ ェ ク ト の詳
細設定〕 ダイアログボ ッ クス中の設定は、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の設定を反映し ていま
す。 Version Manager は次のよ う に動作し ます。

� アーカ イブ拡張子は +-arc （例 ： text.txt-arc）。 112 ページの 『アーカ イブ拡張子の変更』 を
参照し て く ださい。

� アーカ イブが存在し ない場合は、 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時に自動的に作成される。

� アーカ イブは書き込み禁止。

� ブラ ンチが作成される と きは、 ユーザに警告が表示される。

� 作業フ ァ イルはチ ェ ッ ク イン時に削除されない。

� バイナ リ フ ァ イルではキーワー ドは展開されない。 テキス ト フ ァ イルでは、 特定の拡張子を持っ
たフ ァ イルの場合、 キーワー ドが展開されます。 この動作は新規に作成されるアーカ イブにのみ
適用され、 既存のアーカ イブには影響し ません。

� バイナ リ フ ァ イルでは EOL シーケンスは変換されない。 UNIX テキス ト フ ァ イルでは、 特定の
拡張子を持ったフ ァ イルの場合、 変換されます。 この動作は新規に作成されるアーカ イブにのみ
適用され、 既存のアーカ イブには影響し ません。

� 単一のリ ビジ ョ ンに対し て複数のロ ッ ク を設定する こ とは認められない。

� 1 人のユーザが、 アーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定できる。

� 1 つのアーカ イブ中では複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定できる。

� フ ァ イルセマフ ォが指定される。

� セマフ ォの拡張子は +-sem （例 ： text.txt-sem）。

� アーカ イブのセマフ ォは、 アーカ イブ と同じデ ィ レ ク ト リに作成される。

� Version Manager によるアーカ イブへのアクセスのリ ト ラ イ回数は 6 回。

� Version Manager によるアーカ イブへのアクセスのリ ト ラ イ間隔は 3 秒。

� フ ァ イルサーバ以外のプロジ ェ ク ト データベースの場合 ： ログイン ソースはホス ト 。 デスク ト ッ
プ ク ラ イアン ト では、 ユーザが存在し ない場合は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中に自動
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的に作成され、 Unlimited 権限セ ッ ト が割り当てられます。 
フ ァ イルサーバプロジ ェ ク ト データベース ： ログイン ソースは VLOGIN です。 ユーザはアクセ
スコ ン ト ロールデータベースに自動的に追加されません。 

� フ ァ イルサーバ以外のプロジ ェ ク ト データベースの場合 ： ユーザ ID では、 大文字と小文字は区
別されない。 
フ ァ イルサーバプロジ ェ ク ト データベースの場合 ： ユーザ ID では、 大文字と小文字は区別され
る。 

� チ ェ ッ ク インがキャ ンセルされた場合は、 変更されていないリ ビジ ョ ンに対するロ ッ クは解除さ
れる。

� リ ビジ ョ ンは、 そのフ ァ イルをロ ッ ク したユーザによ ってチ ェ ッ ク イン されなければならない。

� バイナ リ フ ァ イルの場合、 リ ビジ ョ ンはデルタセ ッ ト と し ては保存されない。 リ ビジ ョ ンは、 特
定の拡張子を持つテキス ト フ ァ イルの場合に、 デルタセ ッ ト と し て保存されます。 この動作は新
規に作成されるアーカ イブにのみ適用され、 既存のアーカ イブには影響し ません。

� Version Manager がチ ェ ッ ク イ ン時にキーワー ド を展開する と きは、 タ イムス タ ンプは更新さ
れない。

� チ ェ ッ ク イン後の作業フ ァ イルのコ ピーは、 参照用デ ィ レ ク ト リには置かれない。

� CTRL+Z の後の文字は無視されない。

� 自動ブラ ンチは設定されない。

� フ ァ イルサーバ以外のプロジ ェ ク ト データベースの場合 ： 有効なアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースはない。 
フ ァ イルサーバプロジ ェ ク ト データベースの場合 ： アクセスコ ン ト ロールは有効。 

� ジャーナルフ ァ イルは保存されない。

� キーワー ド展開時には、 スラ ッ シュ （/） がデ ィ レ ク ト リの区切り文字と し て使用される。

� 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インするには、 リ ビジ ョ ンにロ ッ ク を設定する必要がある。

以下の動作は、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスにのみ適用されます。

� メ ッ セージフ ァ イルは読んだ後も削除されない。

� メ ッ セージフ ァ イルの拡張子は +-msg （例 ： text.txt-msg）。

� 版権とバージ ョ ンは表示される。

� 詳細な メ ッ セージが表示される。

� VCSDir はプロジ ェ ク ト のアーカ イブのルー ト に設定され、 その下のデ ィ レ ク ト リはすべてアー
カ イブのデ ィ レ ク ト リ と し て取り扱われれる。

� アーカ イブを探すと きには、 指定された作業フ ァ イルパスが使用される。

� デフ ォル ト のエデ ィ タは指定されていない。

� デフ ォル ト の日付フ ォーマ ッ ト は mm/dd/yyyy hh:mm:ss （年 / 日 / 月 時 : 分 : 秒）。

� 月と午前 / 午後の表示には、 January （1 月）、 February （2 月）、 March （3 月）、 April （4 
月）、 May （5 月）、 June （6 月）、 July （7 月）、 August （8 月）、 September （9 月）、
October （10 月）、 November （11 月）、 December （12 月） および AM （午前）、 PM （午
後） が使用される。
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コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 Version Manager にデフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルは設定されていません。 ただし、 製品にはデフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、
default.cfg が添付されています。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは次の場所に置かれています。

� Windows の場合 ： drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスで、 このフ ァ イルをマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと し て
使用するには、 このフ ァ イルのコ ピーを作成し、 必要に応じ てオプシ ョ ンを変更し、 さ らにコ ピーさ
れたフ ァ イルを VCONFIG コマン ド によ り  Version Manager に埋め込んで く ださい。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する と きに Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルを関連付けない場合、 またはデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用する と きにプロジ ェ ク ト データ
ベースまたはプロジ ェ ク ト から コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの関連付けを解除した場合は、
Version Manager は次のよ う に動作し ます。

� アーカ イブ拡張子のテンプレー ト は ??V___ と な り、 アーカ イブのフ ァ イル名は text.txv のよ
う になる。 112 ページの 『アーカ イブ拡張子の変更』 を参照し て く だ さい。

� アーカ イブが存在し ない場合は、 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時に自動的に作成される。

� アーカ イブは書き込み禁止。

� Version Manager は、 現在のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ内でアーカ イブを探す。

� 参照用デ ィ レ ク ト リは指定されない。

� ブラ ンチが作成される と きに、 ユーザには警告は表示されない。

� 作業フ ァ イルはチ ェ ッ ク イン時に削除される。

� キーワー ドは展開されない。

� EOL シーケンスは、 .c、 .h、 .pas、 .mak、 .for、 .bas、 .asm、 .bat を除き、 すべてのフ ァ イ
ルタ イプについて変換されない。

� 単一のリ ビジ ョ ンに対し て複数のロ ッ ク を設定する こ とは認められない。

� 1 人のユーザは、 アーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定できない。

� 1 つのアーカ イブ中では複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定できる。

� セマフ ォの拡張子は ??$___ （例 ： text.tx$）。

� Version Manager によるアーカ イブへのアクセスのリ ト ラ イ回数は 3 回。

� Version Manager によるアーカ イブへのアクセスのリ ト ラ イ間隔は 1 秒。

� ログイン ソースは Host。

� 変更されていないリ ビジ ョ ンに対するロ ッ クは解除されない。

� アーカ イブは圧縮されない。

� デルタは圧縮されない。

� アーカ イブに配置される当初のフ ァ イルのコ ピー （作業イ メ ージ） は圧縮されない。

� メ ッ セージフ ァ イルは読んだ後も削除されない。

� 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インするには、 リ ビジ ョ ンにロ ッ ク を設定する必要がある。

� リ ビジ ョ ンは、 そのフ ァ イルをロ ッ ク したユーザによ ってチ ェ ッ ク イン されなければならない。
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� リ ビジ ョ ンはデルタのセ ッ ト と し て保存される。

� アーカ イブを探すと きは作業フ ァ イルパスが使用される。

� Version Manager がチ ェ ッ ク イ ン時にキーワー ド を展開する と きに、 タ イムス タ ンプが更新さ
れる。

� CTRL+Z の後の文字は無視されない。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

設定に関するオプシ ョ ンは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに保存されます。 デスク ト ッ プ ク ラ イア
ン ト には、 次の 2 つのタ イプのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがあ り ます。

� マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 プロジ ェ ク ト データベース とそのすべてのプロ
ジ ェ ク ト に対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンが含まれます。

� プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 プロジ ェ ク ト に対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
オプシ ョ ンが含まれており、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで禁止されていないかぎ
り、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の設定よ り優先されます。 個々のプロジ ェ ク ト に
対し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを設定する必要はな く 、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル中の設定を使用できます。

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト は、 次の場合にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用
し ます。

� プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられている場合。 プロジ ェ ク ト データ
ベースに関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルと呼ばれます。

� Version Manager に埋め込まれている場合。 118 ページの 『Version Manager へのマス ター
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込み』 を参照し て く だ さい。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルによ って リ セ ッ
ト されないオプシ ョ ンを設定でき、 Version Manager の動作を標準化する こ とができます。 マス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でオプシ ョ ンを変更禁止に設定する と、 Version Manager は
マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定に従って動作し ます。

たと えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで新規フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時に自動的にアー
カ イブを作成するオプシ ョ ンを設定し、 次にこのオプシ ョ ンを変更禁止に設定する と、 このオプシ ョ
ンは、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルからは変更できず、 Version Manager は自動的にアー
カ イブを作成し ます。 つま り、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中のオプシ ョ ンを設定し、 さ
らにそのオプシ ョ ンを変更禁止に設定する とほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルではそのオプシ ョ
ンを変更する こ とができません。

デフ ォル ト のマスターコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル

プロジ ェ ク ト データベースを作成する と、 自動的にマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが作成さ
れます。 このフ ァ イルの設定は必要に応じ て変更できます。 セキュ リ テ ィ 上の理由のため、 このコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称は暗号化されます。 た と えば、 このフ ァ イルには c6bonpj1.cfg な
どの名前が付けられます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルはアーカ イブデ ィ レ ク ト リに置かれます。
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このマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 Version Manager のインス ト ール時にインス ト ー
ルされる default.cfg フ ァ イルを コ ピーし て作成されます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは 
Version Manager のイ ンス ト ール時に次の場所に置かれます。

� Windows の場合 ： drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

注  フ ァ イルサーバに作成したプロジ ェ ク ト データベースの場合、 デフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルは、 defaultfs.cfg とい う名前にな り ます。 

default.cfg フ ァ イルの設定は必要に応じ て変更でき、 新規マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
の作成は、 変更されたフ ァ イルに基づいて行われます。

マスターコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イルの埋め込み

オプシ ョ ン と し て、 Version Manager にマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込むこ と も
できます。 このフ ァ イルは、 すべてのプロジ ェ ク ト データベースに対する Version Manager の動作
を コ ン ト ロールし ます。 Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込むと、 その
フ ァ イルがマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにな り、 各プロジ ェ ク ト データベースに関連付け
られたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでな く 、 プロジ ェ
ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと な り ます。 したがって、 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル中の変更禁止オプシ ョ ンはすべて無視されます。

Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込むこ とによ り、 すべてのユーザが同一
のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン設定を使用し、 また、 ユーザが別のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
を使用できないこ とが保証されます。

Version Manager に埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 それが埋め込まれた 
Version Manager を使用するすべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスユーザに影響し ます。 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込む手順については、
118 ページの 『Version Manager へのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込み』 を参照
し て く ださい。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ン
設定のガイ ド ラ イン

このセクシ ョ ンでは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でのマス ターおよびプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルに設定する、 オプシ ョ ンのタ イプに関するガイ ド ラ インを示し ます。

マスターコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 Version Manager のプロジ ェ ク ト データベースに対す
る動作を規定し、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルによ っては変更できないオプシ ョ ンを指定
（禁止に設定） し ます （前述のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関する説明を参照し て く だ
さい）。 次にその例を示し ます。

� Version Manager がユーザを識別するためのログイン ソース。

� アクセスコ ン ト ロールデータベースなど、 すべてのユーザがアクセスできなければならないプロ
グラムフ ァ イルの場所。

注  default.cfg フ ァ イルは、 プロジ ェ ク ト データベースに対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの
作成に使用されるため、 これを Version Manager に埋め込むこ とはし ないで く だ さい。 埋め込む
と、 埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと、 プロジ ェ ク ト データベースのコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定が、 最初は同じにな り ます。
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デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
� リ ビジ ョ ンへのアクセス と並行開発に影響するロ ッ クのオプシ ョ ン。

� 同時にアクセスが発生し た場合の、 Version Manager によるアーカ イブの破損防止に影響する
セマフ ォオプシ ョ ン。

� すべてのプロジ ェ ク ト が使用する必要のあるプロモーシ ョ ンモデル。

プロジ ェ ク ト コ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル

プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで変更禁止
に設定されていない、 プロジ ェ ク ト ご とのオプシ ョ ンの設定に使用し ます。 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン設定は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定に優先し ます。 各プロジ ェ ク ト に
対し てオプシ ョ ンを設定し、 Version Manager がどのよ う にそのプロジ ェ ク ト に対し て動作するか
を決定し ます。 次にその例を示し ます。

� プロジ ェ ク ト 用にカス タ マイズされたプロモーシ ョ ンモデル。

� プロジ ェ ク ト ご とのジャーナルフ ァ イル。

� プロジ ェ ク ト ご との参照用デ ィ レ ク ト リ。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト による コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの
読み込み

Version Manager は常に、 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを読み込む前に、 マス ター
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを読み込みます。 これは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに
は、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでは再設定できないオプシ ョ ンが定義されているためで
す。

プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定は、 そのオプシ ョ ンがマス ターコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルによ って変更禁止に設定されていないかぎ り、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルの設定よ り優先されます。 たと えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでアーカ イブ拡張子
が +rev に設定され、 さ らにこのオプシ ョ ンが変更禁止に設定されていない場合に、 プロジ ェ ク ト コ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでアーカ イブ拡張子が _src に設定される と、 そのプロジ ェ ク ト コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定が使用されます。

Version Manager がマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルまたはプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルを見つけられない場合は、 各オプシ ョ ンについてデフ ォル ト の設定が使用されます。
74 ページの 『コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが使用されない場合のデフ ォル ト 設定』 を参照し て く
ださい。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのプロジ ェ ク ト データベースおよび
プロジ ェ ク ト への関連付け

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のデフ ォル ト では、 作成されるプロジ ェ ク ト データベースご とにマス ター
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられます。 プロジ ェ ク ト データベースを作成する と きに
は、 必要に応じ て既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用できます。

プロジ ェ ク ト は、 デフ ォル ト ではプロジ ェ ク ト データベースに関連付けられていません。 プロジ ェ ク
ト にプロジ ェ ク ト データベースを関連付けるには、 次の手順を実行し ます。

注  プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定がマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの
設定に優先する こ との例外と し て、 プロモーシ ョ ンオプシ ョ ンがあ り ます。 248 ページの 『プロ
モーシ ョ ンモデルの定義』 を参照し て く だ さい。
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1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関連付けるプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示され、
〔プロジ ェ ク ト 〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 フ ィ ールド に、 プロジ ェ ク ト に関連付ける コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルの場所と名称を入力し ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが存在し ない場合
は、 こ こに指定し た場所と名称によ り自動的に作成されます。 デフ ォル ト の名称は project.cfg 
です。 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルではオプシ ョ ンが設定されていないので、 この後でプ
ロジ ェ ク ト を設定する必要があ り ます。 81 ページの 『コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定』
を参照し て く ださい。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

設定されたプロジ ェ ク ト データベース と プロジ ェ ク ト では、 次の作業が必要と なる場合があり ます。

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称変更。

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの移動。

� 複数のプロジ ェ ク ト データベースの 1 つのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルへの関連付
け、 および複数のプロジ ェ ク ト の 1 つのプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルへの関連
付け。

� すべてのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの、 1 か所の安全な場所への保存。

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル名の変更

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名
称を変更するには、 次の手順を実行し ます。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのコ ピーを作成し ます。

2 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称を変更し ます。

3 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト から、 名称を変更されたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルを、 該当するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けます （［フ ァ イ
ル］ － ［プロパテ ィ ］）。
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コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
4 必要に応じ て、 古いコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを削除し ます。

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イルの移動

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを移
動するには、 次の手順を実行し ます。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのコ ピーを作成し ます。

2 コ ピーされたフ ァ イルを新しい場所に移動し ます。

3 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト から、 コ ピーされたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルを、 該当するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けます （［フ ァ イル］ －
［プロパテ ィ ］）。

4 必要に応じ て、 古いコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを削除し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに保存されます。 コマン ド ラ イ
ンイン ターフ ェ イスには、 次の 2 つのタ イプのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがあ り ます。

� マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル。 Version Manager がすべてのアーカ イブ と コマン ド
に対し、 どのよ う に動作するかを規定する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンが含まれます。

� ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのあるデ ィ レ ク ト リ に
保存されたフ ァ イルに対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンが含まれます。 このフ ァ イルは、
デフ ォル ト では vcs.cfg とい う名称です。

Version Manager のコマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスは、 次の場合にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルを使用し ます。

� Version Manager に埋め込まれている場合。 埋め込まれたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルはマ
ス ターと な り ます。 118 ページの 『Version Manager へのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルの埋め込み』 を参照し て く ださい。

� コマン ドの発行時にコマン ド ラ インで指定した場合。 ほとんどのコマン ド では、 -C コマン ド ラ
インオプシ ョ ンを使用し て、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを指定できます。 『Serena 
ChangeMan Version Manager コマン ド リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

� VCSCFG 環境変数で定義された場合。 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

� 現在の作業デ ィ レ ク ト リ内にローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがある場合。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルによ って リ セ ッ
ト できないオプシ ョ ンを設定でき、 Version Manager の動作を標準化する こ とができます。 マス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でオプシ ョ ンを変更禁止に設定する と、 Version Manager は
マス ターの設定に従って動作し ます。 たと えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで新規フ ァ
イルのチ ェ ッ ク イン時に自動的にアーカ イブを作成するオプシ ョ ンを設定し、 次にこのオプシ ョ ンを
変更禁止に設定する と、 このオプシ ョ ンはほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルからは変更できず、
Version Manager は自動的にアーカ イブを作成し ます。 つま り、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
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フ ァ イル中のオプシ ョ ンを設定し、 さ らにそのオプシ ョ ンを変更禁止に設定する と、 ほかのコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルではそのオプシ ョ ンを変更する こ とができません。

Version Manager は、 default.cfg とい う デフ ォル ト のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
インス ト ールし ます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルは Version Manager のインス ト ール時に次の
場所に置かれます。

� Windows の場合 ： drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

このフ ァ イルの設定は必要に応じ て変更できます。 このフ ァ イルを コマン ド ラ インイン ターフ ェ イス
のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと し て使用するには、 このフ ァ イルのコ ピーを作成し、 オ
プシ ョ ンを必要に合わせて変更し、 次にコ ピーしたフ ァ イルを VCONFIG コマン ド によ り  Version 
Manager に埋め込んで く だ さい。 Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込む
こ とによ り、 すべてのユーザが同一のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン設定を使用し、 またユーザが別のマス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用できないこ とが保証されます。

Version Manager に埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 それが埋め込まれた 
Version Manager を使用するすべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスユーザに影響し ます。 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込む手順については、
118 ページの 『Version Manager へのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込み』 を参照
し て く ださい。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
オプシ ョ ン設定のガイ ド ラ イン

このセクシ ョ ンでは、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでのマス ターおよびローカルコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルに設定する、 オプシ ョ ンのタ イプに関するガイ ド ラ インを示し ます。

マスターコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 全体的なオプシ ョ ンを設定し、 ほかのコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルでは変更できないオプシ ョ ンを指定 （禁止に設定） し ます （前述のマス ターコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルに関する説明を参照し て く だ さい）。 次にその例を示し ます。

� Version Manager がユーザを識別するためのログイン ソース。

� アクセスコ ン ト ロールデータベースなど、 すべてのユーザがアクセスできなければならないプロ
グラムフ ァ イルの場所。

� リ ビジ ョ ンへのアクセス と並行開発に影響するロ ッ クのオプシ ョ ン。

� 同時アクセスが発生し た場合の、 Version Manager によるアーカ イブの破損防止に影響するセ
マフ ォオプシ ョ ン。

� すべてのプロジ ェ ク ト が使用する必要のあるプロモーシ ョ ンモデル。

ローカルコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イル

ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 ユーザご とのオプシ ョ ンの設定に使用し ます。 ローカル
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでのオプシ ョ ン設定は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでの
設定について例外を作成する場合に行います。 大半のユーザに対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ
ン と、 少数のユーザに対する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを別々に設定する場合に、 ローカルコ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する こ とができます。

たと えば、 プロジ ェ ク ト が特定のバージ ョ ン ラベルに対し て作業を行う よ う に設定されているが、 1 
人のユーザが別のバージ ョ ン ラベルに対し て作業を行う必要がある場合は、 この例外を定義するため
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にローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用できます。 また、 プロジ ェ ク ト が参照用デ ィ レ ク ト
リ を保持するよ う に設定されていない場合に、 個々のユーザがローカルコ ンピ ュータ上で変更する
フ ァ イルの参照コ ピーを保持できるよ う、 ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを定義する こ とが
できます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスによる コ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルの読み込み

Version Manager は常に、 ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを読み込む前に、 マス ターコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを読み込みます。 これは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、
ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでは再設定できないオプシ ョ ンが定義されているためです。
ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定は、 そのオプシ ョ ンがマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルによ って変更禁止に設定されていないかぎ り、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設
定よ り優先されます。 たと えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでアーカ イブへの複数の
ロ ッ クが許可され、 このオプシ ョ ンが変更禁止にされていないが、 ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルがアーカ イブへの複数のロ ッ ク を許可し ていない場合は、 このローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルによるアーカ イブのロ ッ ク設定が使用されます。

Version Manager が、 マス ターまたはローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを見つけられない場
合は、 各オプシ ョ ンについてデフ ォル ト の設定が使用されます。 オプシ ョ ンのデフ ォル ト 設定につい
ては、 74 ページの 『コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが使用されない場合のデフ ォル ト 設定』 を参照
し て く ださい。

ほとんどのコマン ド では、 -C コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを使用し て、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルを指定できます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト で作成されたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルのコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの使用

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で作成と保守が行われる コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ イ
ンイン ターフ ェ イスにも対応し ています。 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスではアーカ イブの場所を
探すために VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブを使用する必要があり ますが、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では必
要あ り ません。 ただし、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でも VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブは設定できます
（［管理］ － ［詳細設定］ － 〔全般〕 タ ブ－ 「その他」 － 「アーカ イブ検索パス」）。

デフ ォル ト では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でプロジ ェ ク ト データベースを作成した場合は、
VCSDir がデータベースのアーカ イブの場所と し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内に設定されま
す。 作業フ ァ イルをプロジ ェ ク ト データベースに追加し、 これらのフ ァ イルのアーカ イブの場所をプ
ロジ ェ ク ト データベースのアーカ イブ構造外に設定した場合は、 コマン ド ラ インから操作を行えるよ
う、 VCSDir の設定を変更する必要があ り ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定

このセクシ ョ ンでは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでコ ン フ ィ
グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを設定する手順について説明し、 それぞれのコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ
ンを定義し ます。 オプシ ョ ンによ っては、 このマニュアルのほかの個所で詳細に説明されている場合
もあ り ます。 その場合は参照先が示されています。
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デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがすでに関連付けられているプロジ ェ ク ト は、 デスク ト ッ プ ク ラ イア
ン ト では黒いタ ブ付きのフ ォルダと し て表示されます。

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 用のコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを設定するには

1 設定するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられ
ている場合は、 手順 3 に進みます。 それ以外の場合には次の作業を実行し てコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルを関連付けます。

a ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示され、
〔プロジ ェ ク ト 〕 または 〔プロジ ェ ク ト データベース〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。 以
下は、 プロジ ェ ク ト の 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスです。

b 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 フ ィ ールド に、 プロジ ェ ク ト に関連付ける コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルの場所と名称を入力し ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがまだ存在し て
いない場合は、 こ こに指定し た場所と名称によ り自動的に作成されます。

c 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

3 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

4 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し て、 選択可能なすべての
オプシ ョ ンを表示し ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられた
プロジ ェ ク ト
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5 定義するオプシ ョ ンを 〔全般〕 タ ブの 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から選択するか、 ほかのタ ブを選択
し ます。 各オプシ ョ ンについては、 この章の後のセクシ ョ ンで説明されています。

6 オプシ ョ ンの定義を終えたら 【OK】 を ク リ ッ クするか、 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定を保存し、
ほかのオプシ ョ ンの定義を続けます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

主に Version Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合は、 テキス ト エデ ィ タ を
使用し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできます。 また、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン
ト を使用し て Version Manager を設定し、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできま
す。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト によ って設定したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスでも有効です。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを手作業で編集するには、 そのフ ォーマ ッ ト を理解する必要があり ま
す。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには、 デ ィ レ クテ ィ ブを挿入し ます。 デ ィ レ クテ ィ ブ とはコ ン
フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの名称で、 た と えば ArchiveSuffix はアーカ イブに使用される拡張子
を指定するデ ィ レ クテ ィ ブです。 デ ィ レ クテ ィ ブによ っては、 ArchiveSuffix = +-arc のよ う
に値を指定し なければならないものもあ り ます。 ほかのデ ィ レ クテ ィ ブ、 た と えばアーカ イブの更新
後にジャーナルフ ァ イルに記入を行う よ う  Version Manager に指示する Journal には、 値は必要
あ り ません。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには次のルールがあ り ます。

� 通常のテキス ト フ ァ イルでなければならない。

� コ メ ン ト 行はシャープ （#） で開始し なければならない。

オプシ ョ ン 参照先ページ
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� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で行を継続するには、 行の終端に円記号 （¥） を記入する。 こ
の円記号は、 行の最後の文字でなければならず、 その後にはスペースは付けられません。

� Disallow デ ィ レ クテ ィ ブは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内でのみ使用できる。

コ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イルでの条件文の使用

条件に応じ て Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の異なる個所を読み込ませるた
め、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中では条件文を使用できます。

たと えば、 システム管理者が時間を節約するため、 多大な メ ンテナンスを必要とするプロジ ェ ク ト ご
とのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル設定の代わりに、 すべてのプロジ ェ ク ト に関する設定情報を 1 
つのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに含める場合などが該当し ます。

詳細については 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 の
『コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでの条件文の使用』 を参照し て く だ さい。

アーカ イブ作成時のオプシ ョ ン

アーカ イブ作成時オプシ ョ ンは、 新規に作成されるアーカ イブにのみ影響し ます。
これらのオプシ ョ ンを既存のアーカ イブに適用するには、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では ［管理］ －
［アーカ イブ属性］ を選択し、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは VCS コマン ド を使用し ます。

アーカ イブ作成時オプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 以下が可能と な り ます。

� 1 つのアーカ イブに対する複数ロ ッ クの防止。 複数のロ ッ ク を許可する と、 アーカ イブ中の異な
る リ ビジ ョ ンに対し、 異なるユーザが同時にロ ッ ク を設定し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ ク
テ ィ ブは ExclusiveLock です。

� アーカ イブの所有権の設定。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Owner です。

� アーカ イブへのアクセスを許可されたユーザとユーザのグループを特定する、 アーカ イブのアク
セス リ ス ト の定義。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは AccessList です。

� アーカ イブへの書き込み禁止の設定。 これによ り、 アーカ イブを不注意による削除や更新から保
護できます。 Version Manager のコマン ドはアーカ イブを更新する前に書き込み禁止を自動的
に削除し、 後で元に戻し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは WriteProtect です。

� 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする時に Version Manager がアーカ イブを見つけられない場合
の、 アーカ イブの自動作成。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは AutoCreate です。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「アーカ イブ」 の下の 「新規アーカ イブの属性」 を選択し ます。 右側に
〈新規アーカ イブの属性〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロ

注  MultiLock と  ExclusiveLock デ ィ レ クテ ィ ブは、 同時には使用できません。 MultiLock 
デ ィ レ クテ ィ ブは作成されるアーカ イブに対し ては影響し ませんが、 ExclusiveLock デ ィ レ ク
テ ィ ブは影響し ます。 MultiLock については、 86 ページの 『ロ ッ クオプシ ョ ン』 を参照し て く
ださい。
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ジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で
現在定義されている設定です。

4 オプシ ョ ンを設定するには、 次のいずれかの作業を行います。

� 各アーカ イブに許可されるロ ッ クについて、 〈1 つ〉 または 〈複数〉 を選択し ます。

� 〈所有者〉 フ ィ ールド に、 新規アーカ イブの所有者のユーザ ID を入力する。 値、 < 現在の
ユーザ > は、 アーカ イブが作成された と きに Version Manager を実行し ていたユーザで
す。

� 〈アクセス リ ス ト 〉 フ ィ ールド に、 新規に作成されたアーカ イブにアクセスできるアクセス リ
ス ト グループおよびユーザ ID を入力する。 このフ ィ ールドの値は合計で 254 文字を超える
こ とはできません。 指定するグループ とユーザ ID は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース
で定義されている必要があ り ます。 値はコ ンマで区切り ます。 アクセス リ ス ト については、
201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し て く だ さい。

� 〈書き込み不可にする〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 アーカ イブを書き込み禁止に設定する。
このオプシ ョ ンの設定によ り、 アーカ イブが不注意による削除や更新から保護されます。

� 〈新規チ ェ ッ ク インの時、 アーカ イブを自動生成する〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する。 これ
で、 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時に Version Manager がアーカ イブを見つけられなかっ
た場合に、 自動的にアーカ イブが作成されます。 選択されていない場合には、 アーカ イブが
作成されないとい う メ ッ セージが表示されます。 このオプシ ョ ンはコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスにのみ適用されます。

� 〈作成時に分割する〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する。 これで、 新しいアーカ イブが Version 
Manager File Server によ って リ ビジ ョ ンパスにマ ッ プ されている場合に、 それらのアーカ
イブが別々のメ タデータ と リ ビジ ョ ン コ ンポーネン ト に自動的に分割されます。 このデ ィ レ
クテ ィ ブは、 Version Manager File Server のリ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能と と もに使用でき
ます。 詳細については、 158 ページの 『リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リの作成』 を参照し て く だ さ
い。
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5 オプシ ョ ンの定義を終えたら 【OK】 を ク リ ッ クするか、 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定を保存し、
ほかのオプシ ョ ンの定義を続けます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

アーカ イブ作成オプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� ExclusiveLock | NoExclusiveLock。 デフ ォル ト は NoExclusiveLock で、 各アーカ イブ
に対し て複数のロ ッ クが許可されます。

� Owner。 デフ ォル ト はそのアーカ イブを作成し たユーザです。

� AccessList。 デフ ォル ト ではアクセス リ ス ト は存在し ません。

� WriteProtect | NoWriteProtect。 デフ ォル ト ではアーカ イブは書き込み禁止に設定され
ます。

� AutoCreate | NoAutoCreate。 デフ ォル ト では、 アーカ イブが自動的に作成されます。

� RFSSplitOnCreate | NoRFSSplitOnCreate。 デフ ォル ト では、 新しいアーカ イブは分
割されません。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

ブラ ンチオプシ ョ ン

ブラ ンチオプシ ョ ンによ り、 プロジ ェ ク ト に自動ブラ ンチを設定できます。 ブラ ンチは、 開発時に別
のラ インを設定する こ と で、 ト ラ ン クまたはほかの開発ブラ ンチから 1 つまたはそれ以上のリ ビ
ジ ョ ンが分岐可能です。 ブラ ンチによ り、 ト ラ ン ク上で作業を行っているほかの開発者と平行し て、
別のバージ ョ ンのフ ァ イルを開発できます。 自動ブラ ンチを設定するためのデ ィ レ クテ ィ ブは 
DefaultVersion、 BaseVersion、 および BranchVersion の 3 つです。

デフ ォル ト では、 ブラ ンチオプシ ョ ンにはデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスでは値は設定されておらず、 自動ブラ ンチは定義されていません。

ブラ ンチに関する詳細な情報と そのセ ッ ト ア ッ プ手順については、 259 ページの 『フ ァ イルのブ ラ
ンチと マージ』 を参照し て く ださい。

ロ ッ クオプシ ョ ン

アーカ イブに対するロ ッ クに関するオプシ ョ ンでは、 次のよ う な設定を選択できます。

� 1 人のユーザに対し て複数のリ ビジ ョ ンに対するロ ッ ク、 またはリ ビジ ョ ンご とに複数のロ ッ
ク、 またはその両方を許可する。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Multilock です。 複数の
ロ ッ クに関する詳細については、 266 ページの 『ブ ラ ンチのための多重ロ ッ クの使用』 を参照
し て く ださい。

� 変更されていないリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イン時にロ ッ ク を解除し、 チ ッ プ リ ビジ ョ ン番号を増や
さ ないよ う、 Version Manager を設定する。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは ForceUnlock 
です。

注  MultiLock と  ExclusiveLock デ ィ レ クテ ィ ブは、 同時には使用できません。 MultiLock 
デ ィ レ クテ ィ ブは作成されるアーカ イブに対し ては影響し ませんが、 ExclusiveLock デ ィ レ ク
テ ィ ブは影響し ます。 ExclusiveLock については、 84 ページの 『アーカ イブ作成時のオプシ ョ
ン』 を参照し て く ださい。
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デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「アーカ イブ」 の下の 「ロ ッ ク」 を選択し ます。 右側に 〈アーカ イブの
ロ ッ ク〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト データ
ベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義されて
いる設定です。

4 オプシ ョ ンを設定するには、 次のいずれかの作業を行います。

� 各リ ビジ ョ ンに許可されるロ ッ クについて、 〈1 つ〉 または 〈複数〉 を選択する。 単一のリ ビ
ジ ョ ンに複数のロ ッ ク設定が許可されている場合を次に図示し ます。

� 各ユーザに許可されるロ ッ クについて、 〈1 つ〉 または 〈複数〉 を選択する。 ユーザご とに複
数のロ ッ ク設定が許可されている場合を次に図示し ます。

1.3

1.2

1.1

1.0
アーカ イブ

AnnaB によるロ ッ ク

AdamJ によるロ ッ ク

SarahL によるロ ッ ク

アーカ イブ中では各ユーザに許可さ
れるロ ッ クは 1 つまでですが、1 つ
のリ ビジ ョ ンに対する複数のロ ッ ク
は認められます。
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� 〈無変更のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク を自動解除〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し、 変更されていないリ
ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イン中にロ ッ ク を解除し、 チ ッ プ リ ビジ ョ ン番号を増加し ないよ う に 
Version Manager を設定し ます。 このオプシ ョ ンを選択し ない場合はチ ェ ッ ク インがキャ
ンセルされ、 ロ ッ クは有効なまま と な り ます。

5 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

アーカ イブに対するロ ッ ク設定を定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� MultiLock | NoMultiLock。 デフ ォル ト は NoMultiLock で、 複数のユーザが複数のリ ビ
ジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定できますが、 同一のリ ビジ ョ ンに対し ては設定できないこ と を意味
し ます。

� ForceUnlock | NoForceUnlock。 デフ ォル ト は NoForceUnlock で、 変更されていないリ
ビジ ョ ンはチ ェ ッ ク イン されず、 ロ ッ クが有効なまま と なる こ と を意味し ます。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

プロモーシ ョ ンオプシ ョ ン

プロモーシ ョ ンオプシ ョ ンでは、 各プロモーシ ョ ングループを次に高いレベルのグループに関連し て
定義する こ とによ り、 プロモーシ ョ ンモデルを定義し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
Promote です。

デフ ォル ト では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスにはプロモー
シ ョ ンモデルは定義されていません。

プロモーシ ョ ンモデルの詳細な説明と定義の手順については、 245 ページの 『プロモーシ ョ ンモデ
ルの使用』 を参照し て く ださい。

アクセスコ ン ト ロールデータベースのオプシ ョ ン

アクセスコ ン ト ロールデータベースのオプシ ョ ンは、 Version Manager がどのアクセスコ ン ト ロー
ルデータベースを使用するかを指定し、 また指定されたアクセスコ ン ト ロールデータベースを有効に
し ます。 これらのオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは、 それぞれ AccessDB と  AccessControl | 
NoAccessControl です。

デフ ォル ト では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスには、 使用でき
るアクセスコ ン ト ロールデータベースはあ り ません。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 プロジ ェ ク ト
データベースの作成時にアクセスコ ン ト ロールデータベースが作成されますが、 不使用に設定されて
います。

アクセスコ ン ト ロールデータベースの詳細な説明と指定の手順については、 201 ページの 『セキュ
リ テ ィ の使用』 を参照し て く ださい。

1.3

1.2

1.1

1.0
アーカ イブ

AnnaB によるロ ッ ク

SarahL によるロ ッ ク

ユーザはアーカ イブの複数の
ロ ッ ク を設定できますが、リ ビジ ョ
ンご とに設定できるロ ッ クは 
1 つのみです。

AnnaB によるロ ッ ク
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ジャーナルフ ァ イルのオプシ ョ ン

ジャーナルフ ァ イルには、 ユーザがアーカ イブに対し て行う作業が記録されます。 ユーザがアーカ イ
ブを更新する作業を行う たびに、 その作業に関する情報がジャーナルフ ァ イルに記録されます。
ジャーナルフ ァ イルはジャーナルレポー ト の生成に使用できます。 293 ページの 『ジャーナルレ
ポー ト の生成』 を参照し て く ださい。

ジャーナルフ ァ イルに関し ては次の 3 つのオプシ ョ ンが存在し ます。

� ジャーナルフ ァ イルを保持し ません。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは NoJournal です。

� アーカ イブご とに journal.vcs とい う名称のジャーナルフ ァ イルを保持し、 それをアーカ イブ
デ ィ レ ク ト リに保存し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Journal です。

� プロジ ェ ク ト 中のすべてのアーカ イブについて単一のジャーナルフ ァ イルを保持し、 その名称と
保存する場所を指定し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Journal = 
Path¥File_Name です。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「ジャーナルフ ァ イル」 を選択し ます。 右側に
〈ジャーナルフ ァ イル〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロ
ジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で
現在定義されている設定です。

4 3 つのオプシ ョ ンからいずれかを選択し ます。

注  パスを指定し ない場合、 指定した名前のジャーナルフ ァ イルが各アーカ イブデ ィ レ ク ト リに
作成されます。
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〈名前をつけてジャーナルフ ァ イルを保存する〉 を選択した場合は、 ジャーナルフ ァ イルの名称
を指定する必要があ り ます。 フ ァ イル名と と もにパスを指定し ない場合は、 ジャーナルフ ァ イル
はアーカ イブデ ィ レ ク ト リに入れられます。 このオプシ ョ ンでは、 プロジ ェ ク ト 中のすべての
アーカ イブに対し て単一のジャーナルフ ァ イルが保持されます。

5 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

ジャーナルフ ァ イルのオプシ ョ ンは、 Journal デ ィ レ クテ ィ ブによ り設定し ます。 デフ ォル ト では
ジャーナルフ ァ イルは保持されません （NoJournal）。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

ログイン ソース

ユーザが Version Manager を使用するには、 Version Manager がユーザ ID をログイン ソースか
ら得るよ う に設定する必要があ り ます。 ログイン ソース とは、 Version Manager がユーザ ID を取
得するために使用するオペレーテ ィ ングシステム、 ネ ッ ト ワーク、 またはユーテ ィ リ テ ィ です。
Version Manager はログイ ン ソースから取得したユーザ ID を、 アーカ イブ作業の作成者と し て使
用し ます。

Version Manager は、 アクシ ョ ンを実行する前に、 〔プロジ ェ ク ト の設定〕 ダイアログボッ クスで指
定された各ログイン ソースからユーザ ID を取得し よ う と し ます。 Version Manager がユーザ ID 
を取得できない場合は、 エラー メ ッ セージを表示し て終了し ます。 ユーザ ID が取得された と きに、
有効なアクセスコ ン ト ロールデータベースが存在し ない場合は、 どのユーザもアーカ イブにアクセス
可能と な り ます。

有効なログイン ソースは次のとおり です。

Host ID ホス ト オペレーテ ィ ングシステム。 このソースは、 UNIX や Windows などのユー
ザ ID を供給する メ カニズムを備えたシステム、 あるいは複数のネ ッ ト ワークが使
用されている環境において使用し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
LogIn=HOST です。

LDAP ID Lightweight Directory Access Protocol （LDAP）。 このソースを使用する と、
LDAP サーバに対し てユーザ ID とパスワー ドが認証されます。 認証されたユーザ 
ID はアクセスコ ン ト ロールデータベースに渡されます （アクセスコ ン ト ロール
データベースが存在する場合）。 アクセスコ ン ト ロールデータベースでは、 パス
ワー ドは無視されます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは LogIn=LDAP です。

LDAP はコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス （CLI） では動作し ません。 LDAP が指
定された最初のログイン ソースの場合、 CLI は次のログイン ソースを使用し ます。
その他のログイン ソースが指定されていない場合、 CLI コマン ドは失敗し ます。

注 ： Microsoft Active Directory は LDAP を使用し ます。

〔ログイン〕 ダイアログボ ッ クス
Version Manager デスク ト ッ プおよび Web ク ラ イアン ト ク ラ イアン ト のログイ
ンユーテ ィ リ テ ィ 。 このソースでは、 ユーザ ID とパスワー ドが設定されている場
合は、 ユーザが Version Manager を使用する前にそれら を入力する必要があり ま
す。 パスワー ド を使用するには、 アクセスコ ン ト ロールデータベースの定義が必要
です。 このログイン ソースはデスク ト ッ プおよび Web ク ラ イアン ト での操作のみ
に適用されます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは LogIn=VLOGIN です。
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Netware ID Novell NetWare （Windows のみ）。 このソースは、 Windows でな く 、 Novell 
NetWare サーバからのユーザ ID の取得に使用し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ
クテ ィ ブは LogIn=NETWARE です。

VCS ID ユーザの PVCS ID。 Version Manager は VCSID 環境変数の値から これを取得し
ます。 このオプシ ョ ンによ り使用されるデ ィ レ クテ ィ ブは LogIn=VCSID です。

ユーザによる、 別のユーザと し てのログインや VCSID 環境変数の値の変更が可能
と なるため、 ユーザ ID のソース と し て VCSID を使用する こ とは安全とは言えま
せん。

WNet ID Microsoft Windows ネ ッ ト ワーク。 Version Manager は Microsoft WNET API 
からユーザ ID を取得し ます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは LogIn=WNET 
です。

Version Manager を実行する と、 ログイ ン ソースを指定した順にユーザ ID が検索されます。 した
がって、 ログイン ソースの順番を指定する と きには、 最も脆弱なシステムが確実に保護されるよ う
に、 オペレーテ ィ ングシステムと ログイン ソースのセキュ リ テ ィ 制限を考慮する必要があ り ます。

UNIX ユーザの場合 ： UNIX デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と  PCLI では、 Host ID、 LDAP ID、 Login 
Dialog （PCLI ではダイアログではな く 、 PCLI_ID 環境変数、 または -id スイ ッ チを使用し ます） お
よび VCS ID ログイン ソースのみがサポー ト されます。 UNIX CLI では、 Host ID と  VCS ID のみ
がサポー ト されます。 デフ ォル ト 値は Host ID です。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト ユーザの場合 ： Version Manager は、 ユーザ ID を取得する と、 アクセ
スコ ン ト ロールデータベースをチ ェ ッ ク し てユーザ ID がそこに存在するかど うかを調べます。
Version Manager を設定し て、 ユーザ ID が存在し ない場合に、 アクセスコ ン ト ロールデータベー
ス内にユーザ ID を自動的に作成し、 ユーザに権限を割り当てる こ とができます。

これは、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するかど うかをまだ決定し ていない場合に便利で
す。 アクセスコ ン ト ロールデータベース内にユーザ ID が自動的に作成されるよ う に Version 
Manager を設定し ておけば、 後でアクセスコ ン ト ロールを導入する と き、 すでにユーザが定義され
ているので、 セキュ リ テ ィ を設定するための時間を節約できます。 また、 権限が限定されたゲス ト ア
カウン ト も簡単に設定できます。

ユーザ ID では、 大文字と小文字を区別するど うかを設定する こ とができます。 ただ し、 大文字と小
文字の差以外はまった く 同じ である複数のユーザ ID を定義する こ とはできません。 大文字と小文字
の区別を制御するデ ィ レ クテ ィ ブは CASE です。

Web ク ラ イアン ト ユーザの場合 ： Version Manager Web ク ラ イアン ト は、 次のログイン ソース と
使用可能です。 Host ID、 LDAP ID、 および Login Dialog。 これらのログイン ソースがいずれも使
用できない場合、 Web ク ラ イアン ト はデフ ォル ト で Login Dialog にな り ます。

シングルサインオン

管理者は、 Version Manager または別の Serena アプ リ ケーシ ョ ンにすでにログイン し ているユー
ザを認識するよ う、 Version Manger プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト データベースを設定する こ とがで
きます。 シングルサインオンが有効になっている場合、 ユーザは、 Serena License Manager から
の有効なラ イセンスを持っているかぎ り、 一度ログインするだけで、 ログイン し直さ な く てもシング
ルサインオンが有効になったすべてのプロジ ェ ク ト にアクセスできます。 シングルサインオンがほか

注  VLOGIN または LDAP がログイン ソース と し て設定されている場合は、 〔ログイン〕 ダイアログ
ボ ッ クスが表示されます。 こ こで 【キャ ンセル】 を ク リ ッ クする と、 ログイン操作がキャ ンセルさ
れます。 その他のログイン ソースは使用されず、 プロジ ェ ク ト データベースにもプロジ ェ ク ト にも
ログインできません。
管理者ガイ ド 91



の Serena アプ リ ケーシ ョ ンでも有効になっている場合、 ユーザは、 ログイ ン し直さ な く ても  
Serena アプ リ ケーシ ョ ン間を切り替える こ とができます。

ト ラ ブルシューテ ィ
ング

シングルサインオンは、 FLEXlm ラ イセンス機能と連動し ます。 シングルサインオンで問題が発生す
る場合は、 ラ イセンスの設定をチ ェ ッ ク し て く ださい。 FLEXlm のラ イセンスについては、 『Serena 
ChangeMan Version Manager インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。

シングルサインオンを有効にするには、 次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

ログインソースの設定

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「ログイン ソース」 を選択し ます。 〔ログイン ソース〕 グループボッ クス
が右側に表示されます。

これらのフ ィ ールド には、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト と関連付けられたコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで定義された現在の設定が表示されます。

4 使用する コ ン フ ィ グレーシ ョ ンに適切なログイン ソースを選択し ます。

デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト データベースの作成時に、 Host ID がログイン ソース と し てマス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内に作成されます。

注  シングルサインオンを使用するには、 Version Manager のユーザ ID と  OS のユーザ ID を一
致させる必要があ り ます。
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5 上下の矢印ボタ ンを使用し て、 ログイン ソースを希望の順番に並べます。 こ こで定義する順番が 
Version Manager がユーザ ID を探す順番にな り ます。 検索は、 成功する最初のログイン ソー
スで終了し ます。

6 選択し たログイン ソースを設定し て、 アクセスコ ン ト ロールデータベース内にユーザ ID を自動
的に作成するには、 次の手順に従って く だ さい。

a ログイン ソースを選択し ます。

b 〈以下の権限で自動的にユーザを作成するデフ ォル ト 権限〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

c ユーザに割り当てられるデフ ォル ト の権限を指定し ます。 権限の詳細については、 206 ペー
ジの 『権限について』 を参照し て く だ さい。

デフ ォル ト では、 Host ID ログイン ソースはアクセスコ ン ト ロールデータベース内に自動的に
ユーザを作成し、 Unlimited の権限セ ッ ト を割り当てます。

7 ユーザ ID で大文字と小文字が区別されるよ う にするには 〈ユーザ ID で大文字と小文字を区別〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のデフ ォル ト では、 ユーザ ID の大
文字と小文字は区別されません。

8 選択し たプロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト データベースへのシングルサインオン形式のアクセス
を可能にするには、 〈シングルサインオンを許可〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 詳細につい
ては、 91 ページの 『シングルサインオン』 を参照し て く だ さい。

9 オプシ ョ ンの定義を終えたら 【OK】 を ク リ ッ クするか、 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定を保存し、
ほかのオプシ ョ ンの定義を続けます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� LogIn。 有効な値は HOST、 LDAP （CLI ではサポー ト されません）、 NETWARE、 VCSID、 お
よび WNET です。 HOST はすべてのプ ラ ッ ト フ ォームに対し てデフ ォル ト です。

� Case。 デフ ォル ト では、 ユーザ ID の大文字と小文字が区別されます。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

Version Manager へのログインソースの埋め込み

Version Manager にログイ ン ソースを埋め込むこ とによ り、 すべてのユーザについて同じ ログイン
ソースを使用し てユーザ ID が取得される こ とが保証されます。 ユーザによるログイン ソースの変更
を防止するには、 すべてのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにおいて LogIn デ ィ レ クテ ィ ブ
を変更禁止に設定し、 ユーザには Configure Project 権限を与えないよ う にし ます （デスク ト ッ プ
ク ラ イアン ト のみ）。

Version Manager に埋め込まれたログイ ン ソースは、 そのログイン ソースが埋め込まれた Version 
Manager を使用するすべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス
ユーザに影響し ます。

注  VLOGIN または LDAP がログイン ソース と し て設定されている場合は、 〔ログイン〕 ダイア
ログボ ッ クスが表示されます。 こ こで 【キャ ンセル】 を ク リ ッ クするかログインに失敗する と、
ログイン操作がキャ ンセルされます。 その他のログイン ソースは使用されず、 プロジ ェ ク ト
データベースにもプロジ ェ ク ト にも ログインできません。

注  シングルサインオンを使用するには、 Version Manager のユーザ ID と  OS のユーザ ID 
を一致させる必要があ り ます。
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デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

ログイン ソースを埋め込むには

1 該当するログイン ソースが設定されたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関連付けられ
た、 プロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［管理］ － ［設定の保護］ を選択し ます。 〔設定の保護〕 ダイアログボッ クスが表示されます。

3 〈ログイン ソース〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ クボッ クスの隣のフ ィ ールド に、
埋め込まれるログイン ソースが表示されます。 このフ ィ ールドは表示専用です。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

フ ァ イル名を埋め込むには、 次のよ う に VCONFIG コマン ド を使用し ます。

vconfig -isource[,source...] vm_filename

こ こで、

source は埋め込むログイン ソースの名称です。 有効な値は、 HOST、 NETWARE、 VCSID、 WNET、
および VLOGIN （デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のみ） です。

vm_filename は次のいずれかにな り ます。

� Windows ： VMWFVC.DLL 

� UNIX ： vmufvc.a

ログイン ソースを埋め込んだ後、 フ ァ イル （VMWFVC.DLL または vmufvc.a） を Version 
Manager 実行フ ァ イルと同じ場所に移動する必要があり ます （まだそこにない場合）。 また、 この場
所に対し ては書き込み許可を設定し ないよ う注意し て く だ さい。 ユーザには Version Manager への
ログイン ソースの埋め込みを許可し ないよ う にし ます。

VCONFIG コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

注  vconfig は、 bin デ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ、 admin にあり ます。
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LDAP コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ン

Version Manager を Lightweight Directory Access Protocol （LDAP） サーバと併用するには、
以下が必要です。

� 機能する LDAP サーバがある。

� ログイン ソースの 1 つに 「LDAP ID」 を選択する。 詳し く は 90 ページの 『ログイン ソース』 を
参照し て く ださい。

� LDAP サーバを指定する。 詳し く は次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

� LDAP のコ ン フ ィ グレーシ ョ ンを指定する。 詳し く は 96 ページの 『LDAP コ ン フ ィ グレーシ ョ
ンの指定』 を参照し て く ださい。

LDAP サーバの指定

LDAP サーバを指定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「LDAP サーバ」 を選択し ます。 〔LDAP サーバ〕 グループボ ッ クスが右
側に表示されます。

これらのフ ィ ールド には、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト と関連付けられたコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで定義された現在の設定が表示されます。

4 〈LDAP サーバ〉 リ ス ト でサーバを選択し、 以下のいずれかを行います。

� 選択し たサーバの 〈LDAP サーバ〉 リ ス ト における位置を変更するには、 上下の矢印ボタ ン
を ク リ ッ クする。 このリ ス ト の一番上から順にログイン認証が自動的に検索されます。
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� 選択し たサーバを リ ス ト から削除するには、 【削除】 ボタ ンを ク リ ッ クする。

� 選択し たサーバへの接続をテス ト するには、 【テス ト 】 ボタ ンを ク リ ッ クする。

5 〈LDAP サーバ〉 リ ス ト にサーバを追加するには、 以下のフ ィ ールド に値を入力し ます。

a 名前 ： LDAP サーバのホス ト 名または IP ア ド レスを、 myserver.mydomain.com などの
よ う に入力し ます。

b ポー ト ： LDAP サーバのポー ト 番号を入力し ます。 通常、 LDAP サーバは、 SSL の場合に
ポー ト  389 と  636 を使用するよ う設定されています。

c 追加 ： 〈LDAP サーバ〉 リ ス ト にサーバを追加する際にク リ ッ ク し ます。

6 〈サーバの設定情報を格納する フ ァ イルの名前〉 フ ィ ールドのサーバ設定情報を格納する フ ァ イ
ルのパス と名前 （*.ini） を入力し ます。

特記事項 � ServerConfigInfoPath デ ィ レ クテ ィ ブが埋め込まれている場合、 このフ ィ ールドは使用で
きません。

� この .ini フ ァ イルを使用する と、 Version Manager および LDAP が有効になっているほ
かの Serena アプ リ ケーシ ョ ンの間で LDAP 設定情報を共有する こ とができます。 LDAP コ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを共有するには、 フ ァ イルをアクセス可能な場所に置 く 必要が
あ り ます。 

� デフ ォル ト では、 LDAP コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルはプロジ ェ ク ト データベースのルー
ト に作られます。

� File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し てク ラ イアン ト 名に LDAP 保護を割り当てた場
合、 Version Manager File Server は、 次のフ ァ イルから コ ン フ ィ グレーシ ョ ン情報を探し
ます。

VM_Install¥vm¥common¥bin¥OS¥pvcsldap.ini 

7 【OK】 または 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。

LDAP コ ンフ ィ グレーシ ョ ンの指定

LDAP コ ン フ ィ グレーシ ョ ンを指定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

注  冗長サーバを使用し ている場合は、 各サーバを リ ス ト に追加し て く だ さい。 一意のサー
バ間の検索に参照を使用し ている場合、 リ ス ト で必要と なるサーバは 1 つだけです。
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3 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「LDAP の設定」 を選択し ます。 〔LDAP の設定〕 グループボ ッ クスが右
側に表示されます。

これらのフ ィ ールド には、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト と関連付けられたコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで定義された現在の設定が表示されます。

4 Secure Socket Layer （SSL） を有効にするには、 〈SSL の使用〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ま
す。

5 Version Manager が LDAP サーバ間で参照をたどれるよ う にするには、 〈参照に従う〉 チ ェ ッ
クボ ッ クスを選択し ます。 この機能は、 正し く 設定された非冗長の分散サーバで使用し て く だ さ
い。

6 基本ユーザコ ンテキス ト （識別名） を、 〈基本ユーザコ ンテキス ト 〉 フ ィ ールド に指定し ます。
こ こからユーザを検索し ます。

7 〈ユーザ命名属性〉 リ ス ト からユーザ命名属性を選択し ます。 LDAP サーバは、 この属性の中に
ユーザ ID の値を保持し ます。

8 LDAP サーバがユーザリ ス ト を取得する と きの検索方法を選択し ます。

� 匿名で検索するには、 〈匿名でバイン ド〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 LDAP サーバは、
匿名ユーザがユーザ、 属性リ ス ト を取得できるよ う に設定されていなければな り ません。

� 検索の際のユーザ ID とパスワー ドの入力を必須にするには

a 〈ユーザ DN〉 フ ィ ールド に、 完全なデ ィ レ ク ト リユーザ名を指定し ます。

b 〈パスワー ド〉 フ ィ ールド に、 ユーザパスワー ド を指定し ます。

注  Microsoft の Active Directory サーバでは匿名での検索はできません。
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9 〈接続のタ イムアウ ト 〉 フ ィ ールド に、 LDAP サーバへの接続がタ イムアウ ト するまでのアイ ド
ル状態の時間の長さ を秒単位で入力し ます。

10 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

LDAP のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン例

以下は、 一般的な LDAP のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン例を示したものです。

例 1 ： Microsoft Active Directory サーバ

サーバ名 ： myserver.mydomain.com

サーバポー ト 番号 ： 389 （SSL 未使用時は 636）

SSL の使用 ： 非選択 （または選択）

基本ユーザコ ンテキス ト ： ou=people, dc=mydomain, dc=com

ユーザ命名属性 ： sAMAccountName

匿名でバイン ド ： 非選択

ユーザ DN ： cn=User One, cn=Users, dc=mydomain, dc=com

パスワー ド ： OpenSesame

例 2 ： Netscape Server

サーバ名 ： myserver.mydomain.com

サーバポー ト 番号 ： 389 （SSL 未使用時は 636）

SSL の使用 ： 非選択 （または選択）

基本ユーザコ ンテキス ト ： ou=people, dc=mydomain, dc=com

ユーザ命名属性 ： uid

匿名でバイン ド ： 選択

ユーザ DN ： 無し

パスワー ド ： 無し

作業フ ァ イル属性のオプシ ョ ン

作業フ ァ イルの属性に関し、 次のよ う な項目の指定を行う こ とができます。

� チ ェ ッ ク イン後、 作業フ ァ イルをその場所から削除するかど うか。 チ ェ ッ ク イン後に削除されて
いない作業フ ァ イル中のキーワー ドは更新されます。 このオプシ ョ ンは、 作業フ ァ イルをチ ェ ッ
ク インする と きに 〔オプシ ョ ン〕 ダイアログボッ クス （［表示］ － ［オプシ ョ ン］） で設定を行う
こ とによ り変更できます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは [No]DeleteWork です。

� 作業フ ァ イルのロケーシ ョ ンに残された作業フ ァ イルが書き込み禁止 （読み込み専用） に設定さ
れるかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは NoDeleteWork=[No]WriteProtect です。
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デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「作業フ ァ イル」 の下の 「属性」 を選択し ます。 右側に 〈作業フ ァ イル
の属性〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト データ
ベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義されて
いる設定です。

3 〈チ ェ ッ ク イン後の作業フ ァ イル〉 グループのオプシ ョ ンから、 いずれか 1 つを選択し ます。

� 〈削除する〉 を選択する と、 チ ェ ッ ク イン後に作業フ ァ イルは削除されます。

� 〈書き込み許可で残す〉 を選択する と、 チ ェ ッ ク イン後も作業フ ァ イルは削除されず、 作業
フ ァ イルは書き込み可能モー ド で残されます。

� 〈書き込み禁止で残す〉 を選択する と、 チ ェ ッ ク イン後も作業フ ァ イルは削除されず、 作業
フ ァ イルは書き込み禁止モー ド に設定されます。

4 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

作業フ ァ イル属性は [No]DeleteWork で設定し ます。 デフ ォル ト では作業フ ァ イルは削除されま
す。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

キーワー ド展開オプシ ョ ン

キーワー ドは、 展開されたと きにアーカ イブに関する情報を定義するよ う、 作業フ ァ イル中に記述で
きる特殊な文字列です。 たと えば、 キーワー ド、 $Archive$ はアーカ イブの完全なパス名を定義し
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ます。 作業フ ァ イルがチ ェ ッ ク イン された と きにキーワー ド を展開するよ う、 Version Manager に
キーワー ド オプシ ョ ンを設定する こ とができます。

以下の表は、 Version Manager のキーワー ドの定義の一覧です。 キーワー ド では、 大文字と小文字
が区別されます。 

キーワー ドは、 $Keyword:text$ とい う形式に展開されます。 こ こで、 Keyword はキーワー ド、
text はキーワー ドの現在の値です。 たと えば、 キーワー ド、 $Revision$ が展開された と きの値は 
$Revision: 1.0$ など と な り ます。 $Log$ は展開テキス ト がドル記号で囲まれていない点でほかの
キーワー ド とは異な り ます。 代わりに、 $Log$ キーワー ド を含む行の後に記述の変更が挿入されま
す。 記述の変更は、 作業フ ァ イル中で発生と逆の順に蓄積されます。

固定長キーワードの展開

フ ァ イルのタ イプによ っては、 行の長さが固定されていないと正確に読み込めない場合があり ます。
このタ イプのフ ァ イルには、 桁に意味がある フ ァ イル、 非テキス ト フ ァ イル、 ワー ド プロセ ッサフ ァ
イル、 データベースフ ァ イルおよびスプレ ッ ド シー ト フ ァ イルがあ り ます。 このよ う に行長を保持す
るために、 キーワー ド と最後のドル記号 （$） の間に必要な数の文字を入れ、 展開後のキーワー ドの
長さ を揃える こ とができます。 以下に例を示し ます。

$Keyword::$123456::$

各パラ メ ータの意味は次のとおり です。

� Keyword はキーワー ド です。

� 123456 は長さ区切り文字です。 長さは文字数で決ま り ます。 任意の文字 （::$ 以外） を長さ区
切り文字に使用する こ とができます。

� ::$ は、 長さ区切り文字の初めと終り を示し ます。

キーワー ド 定義

$Archive$ アーカ イブの完全なパス名。

$Author$ リ ビジ ョ ンの作成者のユーザ ID。

$Date$ 作業フ ァ イルがチ ェ ッ ク イン された日付。

$Header$ アーカ イブ名、 リ ビジ ョ ン番号、 リ ビジ ョ ンの日付、 お
よび作成者のユーザ ID。

$Log$ 蓄積されたチ ェ ッ ク イン時のメ ッ セージ。

$Modtime$ 最終更新時刻。

$Revision$ リ ビジ ョ ン番号。

$Workfile$ Version Manager アーカ イブに保存されている フ ァ イル
名。

注意！ バイナリ フ ァ イルでキーワー ド を展開する と、 フ ァ イルが破壊されるため、 デフ ォル ト では、
特定の拡張子を持つテキス ト フ ァ イルを除き、 キーワー ド展開は無効になっています。 バイナリ
フ ァ イルの場合は、 キーワー ド展開を有効にし ないで く だ さい。
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展開されたキーワー ドが指定し た文字数よ り少ない場合は、 その差がスペースで埋められます。 ま
た、 指定し た文字数よ り多い場合は、 指定した文字数を超える部分は切り捨てられます。

デ ィ レ クテ ィ ブ

キーワー ド展開に関し て設定可能なオプシ ョ ンは次のとおり です。

� 展開されたキーワー ド にスラ ッ シュ （/） と円記号 （¥） のどち らのパス区切り文字を使用する
か。 この区切り文字は、 $Archive$ などの展開されたキーワー ド にあるパス指定を区切るため
に使用されます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは PathSeparator です。

� チ ェ ッ ク イン後にキーワー ド を展開する と きに、 作業フ ァ イルのタ イムス タ ンプを更新するかど
うか。 キーワー ド を展開し ても、 チ ェ ッ ク イン日時および最終更新日時は影響を受けません。 こ
のオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは ExpandKeywords Touch です。

上記以外のキーワー ド展開のオプシ ョ ンについては、 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設
定されるオプシ ョ ン』 も参照し て く ださい。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「作業フ ァ イル」 の下の 「キーワー ド展開」 を選択し ます。 右側に
〈キーワー ド展開〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク

注意！ 固定長キーワー ド展開の構文が更新されま した。 古い構文 （こ こでは省略） も使用する こ と
ができますが、 新しい構文を使用する こ と をお勧めし ます。 古い構文を使用する と、 キーワー ド テキ
ス ト に文字 $ が含まれる場合、 フ ァ イルが破損する可能性があ り ます。
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ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定
義されている設定です。

4 〈パスの区切り文字〉 で 「スラ ッ シュ （/）」 と 「円記号 （¥）」 のいずれかを選択し ます。

5 〈展開時、 タ イムス タ ンプを更新する〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 チ ェ ッ ク イン後に 
Version Manager がキーワー ド を展開する と きに作業フ ァ イルのタ イムス タ ンプを更新し ます。

6 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� PathSeparator。 デフ ォル ト はスラ ッ シュ （/） です。

� ExpandKeywords Touch。 デフ ォル ト ではタ イムス タ ンプが更新されます。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

参照用デ ィ レ ク ト リのオプシ ョ ン

参照用デ ィ レ ク ト リは、 アーカ イブにチ ェ ッ ク インするたびに各作業フ ァ イルのコ ピーが自動的に保
存される場所です。 参照用デ ィ レ ク ト リは、 作業フ ァ イルを参照、 印刷、 およびコ ピーするための集
中保管場所と な り ます。 これらの参照コ ピーによ り、 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する こ と な く コー
ドの再使用と検証が可能と な り ます。

書き込み禁止フ ァ イルに対し、 読み込みも含めてまった く アクシ ョ ンを実行できないワークベンチま
たは統合開発環境を使用し ているのでないかぎ り、 常に参照用デ ィ レ ク ト リ （このセクシ ョ ンで説
明） または作業フ ァ イルの場所 （98 ページの 『作業フ ァ イル属性のオプシ ョ ン』 で説明） に作業
フ ァ イルの書き込み禁止コ ピーを置 く こ と をお勧めし ます。 作業フ ァ イルを書き込み禁止にし てお く
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と、 まずアーカ イブをロ ッ ク し てから作業フ ァ イルを更新し な く てはいけないこ とが、 すぐにユーザ
にわかり ます。

参照用デ ィ レ ク ト リに対し て設定可能なオプシ ョ ンは次のとおり です。

� 参照用デ ィ レ ク ト リの場所。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは ReferenceDir です。

� チ ッ プ リ ビジ ョ ンのコ ピーについて、 ト ラ ン クのチ ッ プ リ ビジ ョ ンのみコ ピーするか、 ト ラ ン ク
とすべてのブラ ンチの両方のチ ッ プ リ ビジ ョ ンを コ ピーするか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ
ブは ReferenceDir=TrunkOnly | All です。

� 参照用デ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルを書き込み禁止とするかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ ク
テ ィ ブは ReferenceDir=[No]WriteProtect です。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「作業フ ァ イル」 の下の 「参照用デ ィ レ ク ト リ」 を選択し ます。 右側に
〈参照用デ ィ レ ク ト リ〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロ
ジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で
現在定義されている設定です。

4 〈参照用デ ィ レ ク ト リ〉 フ ィ ールド に参照用デ ィ レ ク ト リの場所を入力し ます。

〈アーカ イブデ ィ レ ク ト リ ご とに参照用デ ィ レ ク ト リ を作成〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、
参照用デ ィ レ ク ト リの名称をアーカ イブのデ ィ レ ク ト リ構造を反映したものにできます。 た と え
ば、 d:¥refdir¥project1¥foo.c と d:¥refdir¥project2¥bar.c に対し て、
c:¥db¥archives¥project1¥foo.c-arc と c:¥db¥archives¥project2¥bar.c-
arc を作成し ます。
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5 ト ラ ン クからのチ ッ プ リ ビジ ョ ンのコ ピーのみを保持するには、 〈 ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンのみ参照
用デ ィ レ ク ト リ を保存〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 

6 参照用デ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルを書き込み禁止に設定するには、 〈読み込み専用の参照用フ ァ
イル〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

7 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

参照用デ ィ レ ク ト リのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは ReferenceDir です。 デフ ォル ト では
現在の作業デ ィ レ ク ト リに参照用デ ィ レ ク ト リが作成され、 参照用デ ィ レ ク ト リ中のフ ァ イルが書き
込み可能と な り ます。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

アーカ イブ検索パスのオプシ ョ ン

アーカ イブ検索パスのオプシ ョ ンは、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの操作にのみ適用されます。
ただし、 このオプシ ョ ンの設定は、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの
どち らでも行えます。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のアーカ イブ検索パスは自動的に定義され、 プロジ ェ ク ト データベース中
で定義または更新されたアーカ イブの場所に基づき、 自動的に定義されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 アーカ イブ検索パスによ り次のものが指定できます。

� フ ァ イルに対し て作業を行う と きの、 アーカ イブの検索場所。 これによ り アーカ イブが保存され
ている場所がわからな く ても、 フ ァ イルに対する作業を行えます。 詳細な情報については
『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 の 『Version 
Manager によるアーカ イブの検索』 を参照し て く だ さい。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
VCSDir です。

� 指定されたワイルド カー ド を、 最初のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ中のアーカ イブのみを探すかど う
か。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは FirstMatch です。 このデ ィ レ クテ ィ ブは、 VCSDir 
デ ィ レ クテ ィ ブ と組み合わせて使用されます。 VCSDir のみが使用されている場合は、 ワイルド
カー ドの指定はすべてのアーカ イブデ ィ レ ク ト リ中のアーカ イブを探すと解釈されます。

� 作業フ ァ イルの名称のみが指定されている場合に、 どのよ う にアーカ イブが検索されるか。 この
オプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは IgnorePath です。 このデ ィ レ クテ ィ ブが使用されている と、 作
業フ ァ イルに対し て使用されたパスはすべて無視され、 VCSDir 中のアーカ イブが検索されま
す。

デフ ォル ト では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト 内でプロジ ェ ク ト データベースを作成する と きに、
VCSDir がマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中のデータベースのアーカ イブの場所に設定され
ます。 カス タ マイズによ り、 サブプロジ ェ ク ト のためのほかのデ ィ レ ク ト リにアーカ イブの場所が追
加されている場合は、 コマン ド ラ インからの操作が機能するよ う  VCSDir の設定を更新する必要があ
り ます。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「その他」 の下の 「アーカ イブ検索パス」 を選択し ます。 右側に 〈アー
カ イブ検索パス〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト
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データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義
されている設定です。

4 〈パス〉 フ ィ ールド に、 アーカ イブを検索するデ ィ レ ク ト リのリ ス ト を入力し ます。 各デ ィ レ ク
ト リはセ ミ コ ロン （;） で区切り ます。 このデ ィ レ ク ト リは、 絶対パス と相対パスのどち ら を使
用する こ と もできます。 次に Windows での例を示し ます。 

..¥vcs; c:¥proj¥archives 

リ ス ト 中のデ ィ レ ク ト リは、 左から右に順に検索されます。

5 〈検索時は作業フ ァ イルを無視〉 チ ェ ッ クボッ クスが選択されている と、 ユーザによ り指定され
た作業フ ァ イルのパス名は無視され、 前述の 〈パス〉 フ ィ ールド に指定されたデ ィ レ ク ト リのみ
が検索されます。

6 〈フ ァ イルが見つかった時点で検索を中止〉 チ ェ ッ クボッ クスが選択されている と、 ワイルド
カー ド検索は最初に一致する ものが見つかった時点で終了し ます。 選択されていない場合は、 指
定されたアーカ イブデ ィ レ ク ト リがすべて検索されます。

7 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

アーカ イブ検索パスのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� VCSDir。 アーカ イブを検索する際にデ ィ レ ク ト リの指定を可能と し ます。 デフ ォル ト は現在の
作業デ ィ レ ク ト リ です。

� IgnorePath。 作業フ ァ イルの名称のみが指定された際に、 どのよ う に検索が行われるかを指
定し ます。 デフ ォル ト は NoIgnorePath です。

� FirstMatch。 ワイルド カー ド検索時に、 指定されたデ ィ レ ク ト リ をすべて検索するか、 ある
いは最初のマ ッ チングの後に停止するかを指定し ます。 デフ ォル ト ではすべてのデ ィ レ ク ト リが
検索されます。
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これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

コマン ド ラ インオプシ ョ ン

コマン ド ラ インオプシ ョ ンは、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの操作にのみ適用されます。 ただ
し、 このオプシ ョ ンの設定は、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのどち
らでも行えます。

コマン ド ラ インオプシ ョ ンでは、 以下を指定する こ とができます。

� 版権とバージ ョ ンの情報を表示するかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは SignOn で
す。

� 詳細な メ ッ セージを表示するかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Quiet | Verbose 
です。

� 作業フ ァ イルの入力と記述の変更に使用するエデ ィ タ。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
VCSEdit です。

� コマン ド プロンプ ト に使用されるテンポラ リ フ ァ イルの名称と場所。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ ク
テ ィ ブは VCSEdit です。

� メ ッ セージフ ァ イルの拡張子。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは MessageSuffix です。

� メ ッ セージフ ァ イルを読んだ後に削除するかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
DeleteMessageFile です。

メ ッ セージフ ァ イル

メ ッ セージフ ァ イルは、 リ ビジ ョ ンのコ メ ン ト を Version Manager に伝えるために作成する フ ァ イ
ルです。 メ ッ セージフ ァ イルでは、 リ ビジ ョ ンのコ メ ン ト をテキス ト フ ァ イルと し て記入できます。
これによ り、 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする と きに、 〈コ メ ン ト 〉 フ ィ ールド に入力する代わり に
このメ ッ セージフ ァ イルの内容を使用する こ とができます。

作業フ ァ イルへのチ ェ ッ ク イン時に メ ッ セージフ ァ イルを使用するには、 PUT -M コマン ド を使用し
ます。 使用する メ ッ セージフ ァ イルを指定する （put-m@message_file） か、 メ ッ セージ拡張子
で指定する値を使用し て作業フ ァ イルの名称から作成される名称のメ ッ セージフ ァ イルを読み込むよ
う （put -m@） に指定できます。 後者の場合は、 メ ッ セージフ ァ イルの拡張子を指定し ます。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「その他」 の下の 「コマン ド ラ イン」 を選択し ます。 右側に 〈コマン ド
ラ イン〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト データ
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コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定
ベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義されて
いる設定です。

4 〈コマン ド ラ イン出力〉 グループでは、 以下を指定し ます。

� 〈版権とバージ ョ ンを表示〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 VCS などの特定の Version 
Manager コマン ドが使用された場合に版権とバージ ョ ンの情報が表示されます。

� 〈詳細情報を表示〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 作業フ ァ イルと アーカ イブの名称、 およ
び現在と以前のバージ ョ ン番号など、 コマン ド操作の詳細が表示されます。

5 〈コマン ド ラ インエデ ィ タ〉 グループでは、 以下を指定し ます。

� 作業フ ァ イルの入力または記述の変更に使用するテキス ト エデ ィ タの実行フ ァ イルの場所と
名称。 エデ ィ タ を指定し ない場合は、 内部の簡単なラ インエデ ィ タが使用されます。

� 使用する コマン ド ラ インエデ ィ タ を指定した場合は、 テンポラ リ フ ァ イルの場所と名称を入
力する必要があ り ます。 テンポラ リ フ ァ イルにはプロンプ ト 行が 2 行コ ピーされます。 これ
は何についてコ メ ン ト を記入し ているのかを示すためのものです。 プロンプ ト 行は削除し な
いで く ださい。 残し ておけば、 Version Manager によ って自動的に削除されます。 テンポ
ラ リ フ ァ イルは使用後に削除されます。

6 〈コ メ ン ト フ ァ イル〉 グループでは、 以下を指定し ます。

� 〈コ メ ン ト フ ァ イルの拡張子〉 フ ィ ールド に メ ッ セージフ ァ イルの拡張子を入力し ます。
Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のデフ ォル ト では、 拡張子に +-msg が使用
されます。 たと えば、 作業フ ァ イルの名称が windev.c である場合、 windev.c-msg とい う
メ ッ セージフ ァ イルが検索され、 そこから変更コ メ ン ト が読み出されます。

� 〈チ ェ ッ ク イン後にコ メ ン ト フ ァ イルを削除〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 変更コ メ ン ト
が読み出された後、 メ ッ セージフ ァ イルが削除されます。

7 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。
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コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

コマン ド ラ インのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� SignOn。 デフ ォル ト では、 Windows では版権とバージ ョ ン情報が表示され、 UNIX では表示
されません。

� Quiet | Verbose。 デフ ォル ト ではコマン ド ラ イン操作の詳細が表示されます。

� VCSEdit。 デフ ォル ト のテキス ト エデ ィ タは Windows ではメ モ帳、 UNIX では vi です。

� MessageSuffix。 コマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスのデフ ォル ト の拡張子テンプレー ト は 
??@___ で、 作業フ ァ イル名の拡張子の 3 番目の文字がア ッ ト マーク （@） で置き換えられま
す。 たと えば作業フ ァ イルの名称が windev.cpp である場合、 変更コ メ ン ト を読み出すために
検索される メ ッ セージフ ァ イルの名称は windev.cp@ にな り ます。

� DeleteMessageFile。 デフ ォル ト ではメ ッ セージフ ァ イルは削除されません。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

セマフ ォオプシ ョ ン

セマフ ォオプシ ョ ンは、 マルチユーザおよびマルチ タ スクの環境において、 プログラムと プロセスに
よる活動を調整し てデータの破損を防ぐのに使用し ます。 このよ う な環境では、 セマフ ォ を使用し
て、 共有アーカ イブ、 ジャーナルフ ァ イル、 およびアクセスコ ン ト ロールデータベースに対し て 
Version Manager のプロセスが排他的なアクセスを行えるよ う にし ます。 セマフ ォによ って、 同時
にフ ァ イルに書き込みを行えるのは 1 つのプロセスのみである こ とが保証されます。

セマフ ォはアクセスが開始されたと きに作成され、 終了した と きに削除されます。 ほかのユーザやプ
ログラムがそのフ ァ イルにアクセス し よ う とする と、 そのアーカ イブが使用中である こ とがセマフ ォ
によ って示されます。

Version Manager には次のタ イプのセマフ ォが存在し ます。

� フ ァ イルセマフ ォは、 フ ァ イルが使用中である こ と を示すもので、 フ ァ イルが更新される と き、
および読み出されている と きに作成されます。 異機種が混在するネ ッ ト ワーク環境では、 必ず
フ ァ イルセマフ ォ を使用し て く ださい。 UNIX 版の Version Manager では、 フ ァ イルセマフ ォ
のみがサポー ト されます。

� コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのみ ： Novell NetWare API コールの使用によ り、 NetWare 
セマフ ォが作成されます。 これはコマン ドが異常に終了した場合に、 NetWare によ って自動的
に削除されます。 このタ イプのセマフ ォは、 更新される フ ァ イルに対し てのみ作成されます。

セマフ ォに設定できるオプシ ョ ンは次のとおり です。

� セマフ ォ フ ァ イルが作成されるデ ィ レ ク ト リ。 アーカ イブのユーザはセマフ ォについて、 全員が
同じデ ィ レ ク ト リ を使用する必要があ り ます。 別々のデ ィ レ ク ト リがユーザご とに指定された場
合は、 セマフ ォによる保護はすべて失われます。 このため、 セマフ ォデ ィ レ ク ト リはマス ターコ
ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で設定し、 オプシ ョ ンを変更禁止にし ます。 このオプシ ョ ンの
デ ィ レ クテ ィ ブは SemaphoreDir です。

� Version Manager がアーカ イブに対し て排他的なアクセスを試みる間隔。 このオプシ ョ ンの
デ ィ レ クテ ィ ブは SemaphoreDelay です。

� Version Manager がアーカ イブに対し て排他的なアクセスを試みる回数。 このオプシ ョ ンの
デ ィ レ クテ ィ ブは SemaphoreRetry です。

注  コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのみ ： アーカ イブのユーザが全員、 同じ タ イプのセマフ ォ
を使用するよ う、 Version Manager を設定し ます。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト ではフ ァ イルセ
マフ ォのみが使用可能なため、 問題あ り ません。
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� セマフ ォ フ ァ イルの拡張子。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは SemSuffix です。

� コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのみ ： ローカルド ラ イブ、 および （存在すれば） ネ ッ ト ワーク
ド ラ イブ上に保存されたアーカ イブに対し て使用するセマフ ォのタ イプ。 このオプシ ョ ンのデ ィ
レ クテ ィ ブは Semaphore です。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの NetWare セマフ ォ

NetWare セマフ ォは更新中のアーカ イブに対し てのみ作成され、 セマフ ォのチ ェ ッ クは更新中の
アーカ イブに対し てのみ行われます。

アーカ イブが更新されないと きは、 セマフ ォは作成されません。 ほかの更新を伴わないプロセスが
アーカ イブを読み出す必要がある と きは、 そのアーカ イブがフ ァ イル共有モー ド で開かれます。

アーカ イブの更新中にはセマフ ォが作成され、 そのアーカ イブは書き込み禁止モー ド で開かれます。
このアーカ イブはアーカ イブのテンポラ リ フ ァ イルデ ィ レ ク ト リにコ ピーされ、 アーカ イブ自体は閉
じ られます。 この段階で、 アーカ イブを更新し ている コマン ド には、 そのアーカ イブの専用のコ ピー
が得られます。 セマフ ォの存在は、 ほかのすべての Version Manager コマン ド に対し、 更新が進行
中であ り、 ほかの更新操作を行えないこ と を示し ます。

アーカ イブの専用コ ピーへの更新が終了する と、 オ リ ジナルのアーカ イブはその専用コ ピーによ って
置き換えられます。 そのと きにほかのプロセスがそのアーカ イブを読み出し ている場合は、 アーカ イ
ブを更新し よ う と し ているプロセスに対し て共有違反エラーが戻されます。 セマフ ォに対し て リ ト ラ
イオプシ ョ ンを設定し ている場合は、 更新プロセスはアーカ イブが利用できるよ う になるまで待ち、
それから更新を行います。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「その他」 の下の 「セマフ ォ」 を選択し ます。 右側に 〈セマフ ォ〉 表示
部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプ
ロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義されている設定です。
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3 〈セマフ ォデ ィ レ ク ト リ〉 グループから、 次のいずれかを選択し ます。

� 〈アーカ イブデ ィ レ ク ト リ〉。 選択する と、 セマフ ォ フ ァ イルは各アーカ イブデ ィ レ ク ト リ に
置かれます。

� 〈ほかのデ ィ レ ク ト リ〉。 選択する と、 アーカ イブデ ィ レ ク ト リ以外の、 セマフ ォ フ ァ イルを
置 く デ ィ レ ク ト リ を指定する こ とができます。

4 〈セマフ ォの拡張子〉 フ ィ ールド に、 セマフ ォ フ ァ イルの拡張子を指定し ます。 デフ ォル ト では 
+-sem が使用されます。 た と えば、 アーカ イブのフ ァ イル名が windev.c-arc である場合、 セ
マフ ォ フ ァ イルの名称は windev.c-arc-sem にな り ます。

5 〈リ ト ラ イ回数〉 フ ィ ールド に、 ネ ッ ト ワーク環境のアーカ イブまたはジャーナルフ ァ イルに対
し、 Version Manager が排他的なアクセスを試みる回数を指定し ます。

6 〈リ ト ラ イ間隔 （秒）〉 フ ィ ールド に、 アーカ イブ、 ジャーナルフ ァ イル、 およびアクセスコ ン ト
ロールデータベースに対し て排他的なアクセスを試みる間隔を秒単位で指定し ます。

7 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

セマフ ォのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� Semaphore。 デフ ォル ト ではセマフ ォが使用されます。

� SemaphoreDelay。 アーカ イブ、 ジャーナルフ ァ イル、 およびアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースに対し て排他的なアクセスを試みる間隔を指定し、 Semaphore デ ィ レ クテ ィ ブ と組み合
わせて使用されます。 デフ ォル ト は 10 （1 秒） です。

� SemaphoreDir。 デフ ォル ト ではセマフ ォ フ ァ イルはアーカ イブデ ィ レ ク ト リ に作成されます。

� SemaphoreRetry。 デフ ォル ト は 3 回です。

� SemSuffix。 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのデフ ォル ト の拡張子テンプレー ト は ??$___ 
で、 フ ァ イル名拡張子の 3 番目の文字がドル記号 （$） で置き換えられます。 た と えばアーカ イ
ブ フ ァ イルの名称が windev.c_v である場合、 セマフ ォのフ ァ イル名は windev.c_$ にな り ま
す。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

テンポラ リ フ ァ イルのオプシ ョ ン

テンポラ リ フ ァ イルは、 Version Manager によ って作成と削除が行われるバッ クア ッ プ用フ ァ イル
で、 アーカ イブ と その内部データ を保護するために使用されます。 た と えば、 ネ ッ ト ワークに保存さ
れたアーカ イブから フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する間にネ ッ ト ワークが停止し、 このネ ッ ト ワークの
ク ラ ッ シュによ り アーカ イブが破損し た場合に、 ネ ッ ト ワークが回復した後で破損し ていないアーカ
イブのコ ピーをテンポラ リ フ ァ イルから取り出すこ とができます。

Version Manager では次の 2 つのタ イプのテンポラ リ フ ァ イルが作成されます。

� デルタ処理やその他のアーカ イブ操作に関する情報を含むもの。 デフ ォル ト ではデルタ処理に関
するテンポラ リ フ ァ イルは現在の作業デ ィ レ ク ト リに置かれます。 テンポラ リ フ ァ イルに設定さ
れる名称は PVnnnnnn.TMP で、 nnnnnn はプログラムが指定する文字列です。 テンポラ リ
フ ァ イルの名称は指定できません。

� テンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルを含むもの。 デフ ォル ト ではテンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルは現
在の作業フ ァ イルデ ィ レ ク ト リに作成されます。 テンポラ リ フ ァ イルに設定される名称は 
PVCSnnnn.TMP で、 nnnn は 16 進数です。 テンポラ リ フ ァ イルの名称は指定できません。 テ
ンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルは、 ほかのデ ィ レ ク ト リ を指定し て保存する こ と もできます。
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テンポラ リ フ ァ イルのオプシ ョ ンでは、 次の項目について指定できます。

� デルタ処理のと きに生成されるテンポラ リ フ ァ イルの保存場所。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ
ブは WorkDir です。

� アーカ イブを更新する前に、 その一時的なコ ピーを保存する場所。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ ク
テ ィ ブは ArchiveWork です。

重要！ Version Manager File Server を使用し ている場合は、 既存の OS のド ラ イブマ ッ ピングに
よ ってアクセス可能な場所でないかぎ り、 WorkDir または ArchiveWork を File Server にマ ッ
プ されたデ ィ レ ク ト リに設定し ないで く だ さい。 File Server 自体は、 デ ィ レ ク ト リのアクセスに使
用する こ とはできません。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

2 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト で、 「その他」 の下の 「テンポラ リ フ ァ イル」 を選択し ます。 右側に 〈テン
ポラ リ フ ァ イル〉 表示部が表示されます。 各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト
データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義
されている設定です。

3 テンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルを保存するデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

4 テンポラ リ な内部フ ァ イルを保存するデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。

5 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。
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コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

テンポラ リ フ ァ イルのオプシ ョ ンを定義するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� WorkDir。 デルタ処理やほかのアーカ イブ フ ァ イル操作の際に作成されるテンポラ リ フ ァ イル
について、 デ ィ レ ク ト リの指定を行います。 このデ ィ レ ク ト リはテンポラ リのバッ クア ッ プアー
カ イブ フ ァ イルが保存される場所ではあ り ません。 デフ ォル ト は現在の作業デ ィ レ ク ト リ です。

� ArchiveWork。 テンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルの作成とその保存先デ ィ レ ク ト リ を指定し ま
す。 デフ ォル ト では、 テンポラ リ アーカ イブ フ ァ イルが作成され、 現在の作業デ ィ レ ク ト リ に保
存されます。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

フ ァ イルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン

〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〔フ ァ イルタ イプ〕 タ ブからは、 フ ァ イルご との
タ イプに基づいて次のオプシ ョ ンを設定できます。

� アーカ イブ拡張子。 アーカ イブ拡張子については、 112 ページの 『アーカ イブ拡張子の変更』
を参照し て く ださい。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは ArchiveSuffix です。

� デルタ を保存するかど うか。 113 ページの 『デルタの保存』 を参照し て く だ さい。 このオプ
シ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは GenerateDelta です。

� EOL シーケンスを変換するかど うか。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Translate です。

� キーワー ド を展開するかど うか。 キーワー ド を展開する場合は、 $Log$ キーワー ド展開の行の前
に挿入する コ メ ン ト 接頭辞と、 $Log$ キーワー ド展開の EOL シーケンスのインジケータの 2 
つのオプシ ョ ンが使用できます。 これらのオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは、
ExpandKeywords、 CommentPrefix、 および NewLine です。 $Log$ キーワー ド について
は、 99 ページの 『キーワー ド展開オプシ ョ ン』 を参照し て く だ さい。

� カ ラムマスク と リナンバ。 これについては、 113 ページの 『カ ラムマスク と リナンバ』 で説明
し ています。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは、 ColumnMask と  Renumber です。

� 論理的行数に基づいてデルタ を生成するための固定長フ ァ イルのレ コー ドの長さ。 これによ り固
定長のレ コー ド を処理する と きのパフ ォーマンスが向上し ます。 可変長のフ ァ イルについてはこ
のオプシ ョ ンは使用し ないで く ださい。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは RecordLength 
です。

アーカ イブ拡張子の変更

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のデフ ォル ト では、 アーカ イブの拡張子は作業フ ァ イルの名称の最後に -
arc を追加し たもの （たと えば myfile.txt-arc） で、 これによ り互いに識別可能なアーカ イブ名が作
成されます。 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのデフ ォル ト では、 作業フ ァ イル名の拡張子の 3 番
目の文字が V で置き換えられ （たと えば myfile.txv） 同一のアーカ イブ名が作成される場合があ り
ます。 たと えば、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのデフ ォル ト 拡張子を使用する こ とによ り、
myfile.cpp と  myfile.cpy とい う名称の 2 つの作業フ ァ イルからは、 いずれも myfile.cpv とい う
名称が作成されます。

アーカ イブ拡張子の定義には 2 とおりの方法があ り ます。 1 番目の方法では、 作業フ ァ イル名の後
に文字が追加されます。 この場合は、 アーカ イブ拡張子をプラス記号 （+） で始めます。 このプ ラス
記号以降の文字は作業フ ァ イル名の後に追加されます。 た と えば、 アーカ イブ拡張子が +-arc で作
業フ ァ イルの名称が main.c である場合、 アーカ イブの名称は main.c-arc にな り ます。

注意！ キーワー ドの展開はバイナリ フ ァ イルを破壊するため、 Version Manager のデフ ォル
ト では、 特定の拡張子を持つテキス ト フ ァ イル以外のキーワー ドは展開できないよ う設定され
ています。 バイナ リ フ ァ イルについてはキーワー ド展開を使用し ないよ う にし て く だ さい。
112 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定
2 番目の方法では、 たと えば ??V___ のよ う に、 拡張子マスク とデフ ォル ト 拡張子の 2 つの部分か
ら成るアーカ イブ拡張子を定義できます。 最初の 3 文字は拡張子マスクで、 作業フ ァ イルの拡張子
が 3 文字で構成されている場合に、 どの文字をアーカ イブ拡張子に使用するかを決定し ます。 たと
えば、 デフ ォル ト の拡張子マスクにある疑問符は、 作業フ ァ イル拡張子が存在する場合にその 1 番
目と  2 番目の文字を使用する こ と を指示し ます。 文字 V は、 作業フ ァ イル拡張子が存在する場合に、
その 3 番目の文字を V で置き換える こ と を示し ます。 チ ェ ッ ク イン された作業フ ァ イルが 
main.asm である場合は、 作成されるアーカ イブは main.asv にな り ます。

2 番目の 3 文字は拡張子のデフ ォル ト で、 作業フ ァ イルの拡張子に文字が存在し ない場合に、 拡張
子と し て使用する文字を指定し ます。 たと えば、 デフ ォル ト 拡張子のアンダースコア （_） は、 作業
フ ァ イルの拡張子に文字が存在し ない場合にアンダースコアで代用する こ と を示し ます。 チ ェ ッ ク イ
ン された作業フ ァ イルが main.c である場合は、 作成されるアーカ イブは main.c_v にな り ます。

??V___ によるアーカ イブ拡張子の定義は、 拡張子中の 3 番目の文字が V である作業フ ァ イルでは、
作業フ ァ イルと アーカ イブの名称が同じになって し ま う （た と えば、 作業フ ァ イル、 test.java の
アーカ イブの名称は test.java） ため使用できません。

デルタの保存

デルタ とは変更個所を意味し、 これによ り各リ ビジ ョ ンが定義され、 結果と し てアーカ イブのサイズ
が小さ く な り ます。 デフ ォル ト では、 Version Manager がフ ァ イルを ( 拡張子を判別し て ) テキス
ト フ ァ イルと認識し たら、 そのフ ァ イルのチ ッ プ リ ビジ ョ ンは完全に保存され、 チ ッ プ リ ビジ ョ ンで
はないものはデルタ と し て保存されます。

作業フ ァ イルがバイナ リ フ ォーマ ッ ト の場合は、 デルタのセ ッ ト は作業フ ァ イル自体と同程度の大き
さになる こ とが多 く 、 デルタの計算に時間がかかり ます。 この場合には、 作業フ ァ イルの完全なコ
ピーを保存し た方がよい場合があ り ます。 デフ ォル ト ではバイナ リ フ ァ イルについてはデルタは保存
されません。

カ ラムマスク と リナンバ

作成と更新を行う フ ァ イルがたと えば COBOL ソースコー ド フ ァ イルのよ う に行番号を含む場合は、
カ ラム （桁） マスク を行う必要があ り ます。 カ ラムマスクによ り、 チ ェ ッ ク イン と同時にスペースに
変換される桁、 およびフ ァ イルの比較またはマージ時にスペース と し て処理される桁が指定されま
す。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは ColumnMask です。 このデ ィ レ クテ ィ ブはアーカ イブの作
成時にのみ影響し ます。

COBOL フ ァ イルに対し て行の追加または削除を行う場合は、 フ ァ イルの行番号は自動的に再設定さ
れます。 デルタ または相違点レポー ト の生成時には、 行ご との比較が行われます。

マスク を行わない場合は、 行番号が異なるため、 新しいフ ァ イルのすべての行が変更されたものと見
な されます。 これによ りデルタ と相違点レポー ト のサイズが大き く な り ます。

リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きにも行番号を挿入するよ う、 リナンバオプシ ョ ンを設定できま
す。 Version Manager は、 桁 1 からはじ まるマスク された桁のみを リ ナンバし ます。 行番号は左側
に 0 が記入されます （000010、 000020 等）。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは Renumber で
す。

デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

注  レ コー ドの終端を超える桁を指定した場合、 行にスペースは挿入されません。
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2 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

3 〔フ ァ イルタ イプ〕 タ ブを選択し ます。 右側に 〈参照用デ ィ レ ク ト リ〉 表示部が表示されます。
各オプシ ョ ンについて表示される値は、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付
けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で現在定義されている設定です。

4 左側の 〈フ ァ イルタ イプ〉 リ ス ト から、 オプシ ョ ンを定義する フ ァ イルタ イプを選択し ます。
［未定義］ はデフ ォル ト のフ ァ イルタ イプで、 特に指定のないすべてのフ ァ イルタ イプです。 ［未
定義］ フ ァ イルタ イプの設定はほかのタ イプに変更する こ とができます。

5 次のいずれかの操作を行い、 フ ァ イルタ イプ リ ス ト を管理し ます。

� 完全に新しいフ ァ イルタ イプを追加し ます。 新規のフ ァ イルタ イプは ［未定義］ フ ァ イルタ
イプで定義されたデフ ォル ト の設定を継承し ます。

� 既存のフ ァ イルタ イプを複製する こ とによ り追加し ます。 新規のフ ァ イルタ イプは複製元の
フ ァ イルタ イプの設定を継承し ます。

� フ ァ イルタ イプを削除し ます。

6 〈アーカ イブ拡張子〉 フ ィ ールド にアーカ イブの拡張子を入力し ます。 112 ページの 『アーカ イ
ブ拡張子の変更』 を参照し て く ださい。

7 チ ッ プ リ ビジ ョ ン以外のすべてのリ ビジ ョ ンをデルタのセ ッ ト と し て保存するには、 〈デルタ形
式で格納〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 113 ページの 『デルタの保存』 を参照し て く だ さ
い。

注  Version Manager からは、 .c、 .h、 .pas、 .mak、 .for、 .bas、 .prg、 .asm、 .bat、
.obj、 .lib、 .doc、 .y、 .l、 .o、 および .a のフ ァ イルタ イプは削除できません。 デスク ト ッ
プ ク ラ イアン ト ではリ ス ト から削除できますが、 次回にこのダイアログボッ クスを開いた と
きに、 これらのフ ァ イルタ イプが再度表示されます。
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8 EOL シーケンスを変換するには 〈改行コー ドの変換〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 テキス
ト フ ァ イルについては、 常にこのオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。

9 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする と きにキーワー ド を展開するには、 〈キーワー ド展開〉 チ ェ ッ
クボ ッ クスを選択し ます。 キーワー ドの説明については、 99 ページの 『キーワー ド展開オプ
シ ョ ン』 を参照し て く ださい。

このオプシ ョ ンを選択する と、 以下を実行する こ とができます。

� $Log$ キーワー ドのコ メ ン ト 接頭辞を定義するには、 〈コ メ ン ト の接頭辞〉 に値を入力し ま
す。 コ メ ン ト 接頭辞はコ メ ン ト 行を見やす く するためのものであ り、 ソースフ ァ イルのコ メ
ン ト 中への $Log$ キーワー ドの挿入は、 開発者が行う必要があ り ます。

� 〈改行コー ド〉 フ ィ ールド に値を入力し て、 $Log$ キーワー ドの改行コー ド を定義し ます。
デフ ォル ト では、 $Log$ キーワー ドのために追加された行の終端には、 キャ レ ッ ジ リ ターン
（CR） と行送り （LF） の組み合わせが挿入されます。 使用するオペレーテ ィ ングシステムが
これ以外の EOL シーケンスを必要とする場合には、 それを こ こで指定し ます。

10 作成と変更を行う フ ァ イルに行番号が使用されている場合は、 〈カ ラムマスク / リ ナンバ〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この場合は次のよ う な作業を行えます。

� COBOL フ ァ イルに対するデフ ォル ト の COBOL マスク定義を使用するには、 〈COBOL マス
ク〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 これは 73-80 桁をマスク し、 第 1 桁目が数値の場合
にのみ、 1-6 桁をマスク し ます。

� 〈COBOL マスク〉 を選択し ない場合は、 マスクする最初と最後の桁を入力し ます。 た と え
ば、 1 と  6 を入力する と、 第 1 桁から第 6 桁目までが無視されます。 マスキングを数値に
よる フ ィ ールドのみに限定するには、 範囲の隣にアス タ リ スク （*） を入力し ます。 た と え
ば、 1-6* を指定する と、 第 1 桁目が数値の場合にのみマスキングが行われます。
また、 1-6*,10-12 のよ う に複数の範囲を入力する こ と もできます。 それぞれの範囲はコ ン
マで区切り ます。

� COBOL フ ァ イルに対するデフ ォル ト の行番号再設定の定義を使用するには、 〈COBOL リナ
ンバ〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 これによ り、 第 1 桁から第 6 桁目までが、 10 から
開始し て 10 ずつ増加する番号で再設定されます。

� 〈COBOL リ ナンバ〉 を選択し ない場合は、 次のよ う に入力し ます。

• 番号の再設定を行う桁の範囲を 〈カ ラムの範囲〉 フ ィ ールド に入力。 た と えば、 第 1 桁
から第 6 桁目までに対し て番号を再設定するには 1-6 と入力し ます。

• 〈開始カ ラム〉 フ ィ ールド に最初の行番号を入力。

• 〈増加分〉 フ ィ ールド に行番号の増加分を入力し ます。 た と えば、 最初の番号に 20 を入
力し、 増加分を 5 と入力し た場合は、 最初の行の番号は 000020、 次の行は 000025、
3 番目は 000030 のよ う にな り ます。 こ こでは 6 桁の番号を再設定する ものと仮定し て
います。

カ ラムマスク と リナンバの説明は、 113 ページの 『カ ラムマスク と リナンバ』 を参照し て く だ
さい。

注意！ バイナリ フ ァ イルではこのオプシ ョ ンは選択し ないで く だ さい。 アーカ イブが壊れる こ
とがあ り ます。

注意！ バイナリ フ ァ イルではこのオプシ ョ ンは選択し ないで く だ さい。 アーカ イブが壊れる こ
とがあ り ます。
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11 固定長のレ コー ド を持つフ ァ イルでは、 〈レ コー ド長〉 フ ィ ールド にレ コー ドの長さ を入力する
こ とによ り、 論理行に基づいてデルタが生成されます。 

12 オプシ ョ ンの定義が終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 または 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定
を保存し て、 さ らにオプシ ョ ンを定義し ます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

フ ァ イルタ イプのオプシ ョ ンをサポー ト するデ ィ レ クテ ィ ブは次のとおり です。

� ArchiveSuffix。 デフ ォル ト 値は ??V___ です。

� GenerateDelta。 デフ ォル ト ではデルタが生成されます。

� Translate。 デフ ォル ト では EOL シーケンスは変換されません。

� ColumnMask。 デフ ォル ト では COBOL フ ァ イルについて第 1 桁から第 6 桁目までがマスク さ
れます。 このデ ィ レ クテ ィ ブは作成されるアーカ イブのみに影響し、 既存のアーカ イブには影響
し ません。 既存のアーカ イブに関し てカ ラムマスク を変更するには、 VCS コマン ド を使用し ま
す。

� Renumber。 デフ ォル ト ではリナンバは行われません。 このデ ィ レ クテ ィ ブは作成されるアーカ
イブのみに影響し、 既存のアーカ イブには影響し ません。 既存のアーカ イブに関し て リ ナンバオ
プシ ョ ンを変更するには、 VCS-XRenumber コマン ド を使用し ます。

� RecordLength。 デフ ォル ト のレ コー ド長はあり ません。

これらのデ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ
ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

イベン ト ト リ ガ

〔イベン ト ト リ ガ〕 タ ブでは、 指定し た Version Manager イベン ト が発生する前、 または発生した
後に実行するプログラムを指定できます。 イベン ト とは Version Manager による処理中に発生する
特定のアクシ ョ ンを意味し、 たと えばフ ァ イルのチ ェ ッ ク イン、 バージ ョ ン ラベルの割り当て、 およ
びジャーナルフ ァ イルへの項目追加などが含まれます。 このオプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブは 
EventTrigger です。

デフ ォル ト では、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスにはイベン ト ト
リ ガは定義されていません。

イベン ト ト リ ガと そのセ ッ ト ア ッ プに関する詳細な説明は、 271 ページの 『イベン ト ト リ ガの使用』
を参照し て く ださい。

オプシ ョ ンの変更許可と変更禁止

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でオプシ ョ ンを変更許可または変更禁止に設定する こ とに
よ り、 ユーザが自分のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でそのオプシ ョ ンを変更できるかど うかが決
定されます。 オプシ ョ ンを変更禁止に設定する と、 ユーザはそのオプシ ョ ンを変更できな く な り ま
す。 オプシ ョ ンの変更禁止はマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内でのみ設定できます。 〔許可
/ 禁止〕 タ ブはプロジ ェ ク ト データベースを設定する と きにのみ使用できます。

ユーザ ID を取得するために Version Manager が使用する ソース リ ス ト 、 アクセスコ ン ト ロール
データベース、 セマフ ォデ ィ レ ク ト リ、 ロ ッ ク設定、 および監査を行う と きは、 ジャーナルオプシ ョ
ンなどの設定で、 すべてのプロジ ェ ク ト について同一の設定を行う こ と をお勧めし ます。

注意！ 可変長のフ ァ イルについてはこのオプシ ョ ンは使用し ないで く だ さい。 使用する と、
アーカ イブが破損し た り、 ほかの予想されない結果が生じ る こ とがあ り ます。
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コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの設定
デスク ト ッ プク ラ イ
アン ト

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でこれらのオプシ ョ ンを設定するには

1 オプシ ョ ンを変更禁止に設定するマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関連付けられた、 プ
ロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れます。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

4 〔許可 / 禁止〕 タ ブを選択し ます。

5 このタ ブには変更の許可と禁止を設定できる コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンの、 チ ェ ッ クボッ
クスを含むツ リーが表示されます。 マイナス記号 （-） が表示されたオプシ ョ ンは変更禁止、 プ
ラス記号 （+） が表示されたオプシ ョ ンは変更許可に設定されています。

オプシ ョ ンのステータ スを変更するには、 オプシ ョ ンの隣のチ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 親
オプシ ョ ンの選択によ り、 関連するオプシ ョ ン全体の変更の許可と禁止が設定されます。 た と え
ば、 「ブラ ンチ」 の隣のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し てマイナス記号 （-） を表示させる と、 ブラ ン
チを変更禁止に設定できます。

6 各オプシ ョ ンのデ ィ レ クテ ィ ブの名称を表示するには、 〈デ ィ レ クテ ィ ブ名を表示〉 チ ェ ッ ク
ボ ッ クスを選択し ます。 これが選択されている と、 オプシ ョ ンの右側にデ ィ レ クテ ィ ブの名称が
かっ こ内に表示されます。

7 オプシ ョ ンの定義を終えたら 【OK】 を ク リ ッ クするか、 【適用】 を ク リ ッ ク し て設定を保存し、
ほかのオプシ ョ ンの定義を続けます。

コマン ド ラ インイン
ターフ ェ イス

コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを変更禁止に設定するためのデ ィ レ クテ ィ ブは Disallow です。
マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中のデ ィ レ クテ ィ ブをすべて変更禁止に設定するには、
Disallow をデ ィ レ クテ ィ ブ と （存在する場合には） デ ィ レ クテ ィ ブの No- 形、 た と えば 
MultiLock と  NoMultiLock の両方に対し て使用する必要があり ます。 デ ィ レ クテ ィ ブのみを変
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更禁止に設定し た場合は、 ほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルからデ ィ レ クテ ィ ブの No- 形を指
定できます。 たと えば MultiLock の使用を禁じ るには、 次のよ う に指定し ます。

DISALLOW MULTILOCK NOMULTILOCK

Version Manager へのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの
埋め込み

Version Manager にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込むこ とによ り、 すべてのユーザが同じ
設定を使用するよ う にな り、 ほかのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは使用できな く な り ま
す。 Version Manager に埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 そのフ ァ イルが
埋め込まれた Version Manager を使用するすべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ イ
ンイン ターフ ェ イスユーザに影響し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

Version Manager にはマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを 1 つだけ埋め込むこ とができ、 こ
のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 すべてのプロジ ェ ク ト データベースに対する Version 
Manager の動作を制御し ます。 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを Version Manager に埋
め込むと、 各プロジ ェ ク ト データベースに関連付けたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 プロジ ェ ク
ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと な り ます。 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 マス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルではな く なるため、 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでの 
Disallow オプシ ョ ンは無視されます。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを埋め込むには

1 Version Manager に埋め込むマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関連付けられた、 プロ
ジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

注  デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 デ ィ レ クテ ィ ブを変更許可または変更禁止に設定する と、 デ ィ
レ クテ ィ ブ と その否定形の両方が設定されます。
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Version Manager へのマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込み
2 ［管理］ － ［設定の保護］ を選択し ます。 〔設定の保護〕 ダイアログボッ クスが表示されます。

3 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ クボッ クスの隣
にある フ ィ ールド には、 埋め込も う とする コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの場所と名称が表示さ
れます。 このフ ィ ールドは編集できません。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 Version Manager にマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルと し て作成し たコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用させるために、 そのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルの名称を Version Manager に埋め込む必要があ り ます。

フ ァ イル名を埋め込むには次のよ う に VCONFIG コマン ド を使用し ます。

vconfig -cconfig_filename vm_filename

こ こで、

config_filename は、 埋め込むコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称です。

vm_filename は次のいずれかにな り ます。

� Windows ： VMWFVC.DLL

注  マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称を埋め込んだ後、 このフ ァ イル
（VMWFVC.DLL または vmufvc.a） が Version Manager の実行フ ァ イルの場所以外にある場
合は、 この場所に移動し ます。 また、 この場所に対し てユーザが書き込み権限を持っていない
こ と を確認し ます。 Version Manager への別のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め
込みや、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの変更を、 ユーザに許可し ないよ う にし ます。

注  vconfig は、 bin デ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ、 admin にあり ます。
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� UNIX ： vmufvc.a

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称を埋め込んだ後、 このフ ァ イル （VMWFVC.DLL また
は vmufvc.a） が Version Manager の実行フ ァ イルの場所以外にある場合は、 この場所に移動し ま
す。 また、 この場所に対し てユーザが書き込み権限を持っていないこ と を確認し ます。 Version 
Manager への別のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込みや、 マス ターコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルの変更を、 ユーザに許可し ないよ う にし ます。

VCONFIG コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

TrackerLink と  SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プ

SourceBridge は Serena のバージ ョ ン管理と案件管理ソ リ ューシ ョ ンを統合し ます。 これによ り、
フ ァ イルを ソース管理からチ ェ ッ ク インおよびチ ェ ッ クアウ ト する と き TeamTrack および Tracker 
で作成し た Issue にバージ ョ ン管理フ ァ イルを関連付ける こ とができます。

SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プは、 どの Version Manager ク ラ イアン ト および Issue 追跡システ
ムを使用するかによ って異な り ます （以下の表を参照し て く だ さい）。

注  TeamTrack SourceBridge を実行するには特定の TeamTrack ユーザ権限が必要です。 
TeamTrack SourceBridge のマニュアルを参照し て く だ さい。

VM ク ラ イアン ト TeamTrack Tracker

デスク ト ッ プク ラ
イアン ト

Version Manager ク ラ イアン ト に SourceBridge コ ンポーネン ト
を インス ト ールする必要があり ます。 このコ ンポーネン ト は、
TeamTrack Web ク ラ イアン ト を使用し てダウンロー ド する こ と
ができます。

そのためには、 Web ク ラ イアン ト のツールバーの 【バージ ョ ン情
報】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔バージ ョ ン情報〕 ダイアログボッ
クスから、 〔製品情報〕 タ ブを選択し ます。 〈SourceBridge を イ ン
ス ト ール〉 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順は、
『SourceBridge ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

いったん SourceBridge コ ンポーネン ト を インス ト ールし たら 
TeamTrack サーバと ログイン情報を指定し ます。 

そのためには、 ［ツール］ － ［SourceBridge］ を選択し ます （こ
れを最初に行う と き 〔SourceBridge の設定〕 ダイアログボッ クス
が表示されます。 その後 〔SourceBridge〕 ダイアログボッ クスで
【設定】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます）。 詳細な手順は、『SourceBridge 
ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

TrackerLink を インス ト ール
し て設定する必要があ り ま
す。 詳細については、
Tracker のマニュアルを参照
し て く だ さい。

Web ク ラ イアン
ト

Version Manager 管理者は、 案件管理と連携するよ う各 Web サーブレ ッ ト を設定する必要があ り
ます。 詳細については、 Version Manager Application Configuration ユーテ ィ リ テ ィ の 〔サーブ
レ ッ ト 〕 タ ブの 【ヘルプ】 ボタ ンを ク リ ッ クするか、 『Version Manager インス ト ールガイ ド』 を
参照し て く だ さい。
120 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



TrackerLink と  SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プ
Source Bridge ユーザオプシ ョ ンの設定

SourceBridge オプシ ョ ンは Version Manager で設定され、 Superuser 権限を持つ管理者が 
Version Manager のプロジ ェ ク ト データベースに設定し ます。 次の設定はオプシ ョ ンです。 選択し
た設定は、 作業フ ァ イルに Issue を関連付ける際に、 ユーザに実行させるプロセスの数に影響し ま
す。

SCC IDE Version Manager ク ラ イアン ト に SourceBridge コ ンポーネン ト
を インス ト ールする必要があり ます。 このコ ンポーネン ト は、
TeamTrack Web ク ラ イアン ト を使用し てダウンロー ド する こ と
ができます。

そのためには、 Web ク ラ イアン ト のツールバーの 【バージ ョ ン情
報】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔バージ ョ ン情報〕 ダイアログボッ
クスから、 〔製品情報〕 タ ブを選択し ます。 〈SourceBridge を イ ン
ス ト ール〉 リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順は、
『SourceBridge ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

いったん SourceBridge コ ンポーネン ト を インス ト ールする と、
SourceBridge が Source Code Control (SCC) プロバイダに設
定されます。 デフ ォル ト では、 SourceBridge は、 TeamTrack を
案件管理プロバイダ と し て使用し、 Version Manager を ソース管
理プロバイダ と し て使用し ます。

SourceBridge が使用する ソース管理プロバイダは
〔SourceBridge〕 ダイアログボッ クスの 〔システム設定〕 タ ブで
指定する こ とができます （ただ し、 Serena SCC の 【テス ト 】 ボ
タ ンなど SCC/IDE 環境から起動した場合のみ）。 SCC プロバイダ
は、 ChangeMan SCC Admin ユーテ ィ リ テ ィ から変更する こ と
ができます （Windows の ［ス ター ト ］ メ ニューから ［すべてのプ
ログラム］ － ［ChangeMan Version Manager］ － ［Version 
Manager IDE Client］ － ［Version Manager SCC Admin］ を選
択し ます）。 詳細については、 『Serena ChangeMan IDE ク ラ イア
ン ト 操作ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

TrackerLink を インス ト ール
し、 ソースコー ド管理
（SCC） プロバイダ と し て
TrackerLink を使用するよ う  
IDE を設定する必要があり ま
す。 詳細については、
Tracker のマニュアルを参照
し て く だ さい。

リ ッ チ IDE 統合 Eclipse および .NET とのリ ッ チ IDE 統合によ り、 Version 
Manager と  TeamTrack の機能が IDE に統合されます。 詳細につ
いては、 『Serena ChangeMan IDE ク ラ イアン ト 操作ガイ ド』 を
参照し て く だ さい。

不可。 リ ッ チ統合は、
TrackerLink には対応し てい
ません。

VM ク ラ イアン ト TeamTrack Tracker

注  〔TrackerLink の設定〕 ダイアログボッ クスは、 〔SourceBridge の設定〕 ダイアログボッ クス
に変わり ま し た。 これは、 Tracker TrackerLink および TeamTrack SourceBridge の両方の 
Serena 案件管理統合に適用されます。
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［管理］ － ［SourceBridge の設定］ から、 〔SourceBridge の設定〕 ダイアログボッ クスにアクセス
できます。

SourceBridge を Version Manager デスク ト ッ プク ラ イアン ト と  Web ク ラ イアン ト の
ユーザ用に設定するには

SourceBridge の設定はプロジ ェ ク ト データベースに存在し ます。 案件管理と使用するプロジ ェ ク ト
データベースご とに SourceBridge を設定する必要があ り ます。 これらの設定はすべての Version 
Manager ユーザに適用されます。また、Version Manager の Web ク ラ イアン ト およびリ ッ チ IDE 
統合ユーザのみに設定する こ と もできます。 リ ッ チ IDE 統合に影響するのは、 〈チ ェ ッ ク イン時に
バージ ョ ン ラベルを使用〉、 〈関連付け時に作業フ ァ イルのコ メ ン ト にタグを付加〉、 および 〈必ず関
連付け〉 （チ ェ ッ ク イン時） の 3 つのフ ィ ールド だけです。

� Web ク ラ イアン ト およびリ ッ チ IDE 統合ユーザにのみ SourceBridge の設定を行う には、
〈VM Web ク ラ イアン ト と リ ッ チな IDE 統合のユーザ〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 

� すべての Version Manager ユーザに SourceBridge の設定を行う には、 〈すべてのユーザ〉 を
選択し ます。

ユーザの自動ログインを設定するには （TrackerLink のみ）

〈プロジ ェ ク ト への自動ログイン〉 を選択する と、 ユーザは自動的に Tracker にログイン し ます。 こ
のオプシ ョ ンが選択されていないと、 ユーザが作業フ ァ イルに関連付けを行う たびに、 Tracker への
ログイン画面が表示されます。

注  自分のシステムで独自の設定を行っているユーザがいた場合、 〈すべてのユーザ〉 を選択す
る と、 既存の設定は 〔SourceBridge の設定〕 ダイアログボ ッ クスで設定し た内容で上書き さ
れます。
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TrackerLink と  SourceBridge のセ ッ ト ア ッ プ
チ ェ ッ クアウ ト またはロ ッ クの際に SourceBridge を使用するには

� 〈チ ェ ッ クアウ ト 時に 〔Issue との関連付け〕 ダイアログを表示〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する
と、 作業フ ァ イルからのチ ェ ッ クアウ ト またはロ ッ クの際に、 〔Issue との関連付け〕 ダイアロ
グボ ッ クスが自動的に表示されます。

� 〈チ ェ ッ クアウ ト 時に 〔Issue との関連付け〕 ダイアログを表示〉 チ ェ ッ クボッ クスの下の 〈必
ず関連付け〉 を選択する と、 チ ェ ッ クアウ ト またはロ ッ クする フ ァ イルに Issue を関連付ける
こ とができます。 ユーザがフ ァ イルに 1 つ以上の Issue を関連付けるまで、 バージ ョ ン管理
フ ァ イルやリ ビジ ョ ンはロ ッ クまたはチ ェ ッ クアウ ト されません。

作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク インまたは追加時に SourceBridge を使用するには

� 〈チ ェ ッ ク イン時に 〔Issue との関連付け〕 ダイアログを表示〉 を選択する と、 作業フ ァ イルの
チ ェ ッ ク インまたは追加の際に、 〔Issue との関連付け〕 ダイアログボッ クスが自動的に表示さ
れます。

� 〈チ ェ ッ ク イン時に 〔Issue との関連付け〕 ダイアログを表示〉 チ ェ ッ クボッ クスの下の 〈必ず
関連付け〉 を選択する と、 チ ェ ッ ク インまたは追加する フ ァ イルに Issue を関連付ける こ とが
できます。 チ ェ ッ クボ ッ クスが選択されている場合、 〔作業フ ァ イルの追加〕 または 〔チ ェ ッ ク
イ ン〕 ダイアログボ ッ クスで 【OK】 を ク リ ッ クする と、 自動的に 〔Issue との関連付け〕 ダイ
アログボ ッ クスが自動的に表示されます。 ユーザがフ ァ イルに 1 つ以上の Issue を関連付ける
まで作業フ ァ イルは追加またはチ ェ ッ ク イン されません。

� （SCC IDE のみ） 関連付けダイアログを、 1 つ以上のフ ァ イルがすでに Issue と関連付けされ
ていない場合にのみ表示するよ う限定する こ とができます。 そのためには、 〈必要な場合のみ表
示〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

フ ァ イルのロ ッ ク解除時に関連付けを解除するには

〈チ ェ ッ クアウ ト の取り消し時に関連付けを削除〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択する と、 作業フ ァ イルの
ロ ッ ク を解除する時に、 すべての割り当てられた関連付けを削除し ます。 作業フ ァ イルがチ ェ ッ ク イ
ン されるまで、 関連付けは完全ではあ り ません。 この解除オプシ ョ ンは、 作業途中の作業フ ァ イルの
関連付けを解除するために役立ちます。

Issue との関連付けを作業フ ァ イルのコ メ ン ト に登録するには

Issue と作業フ ァ イルの関連付けを作業フ ァ イルのコ メ ン ト フ ィ ールド に記録するには、 タグを使用
し ます。 フ ァ イルを追加する時に、 フ ァ イルを Issue と関連付ける こ とができます。 アーカ イブの
作成時に Version Manager が使用するデフ ォル ト の文字列 「最初のリ ビジ ョ ン」 は、 Issue 情報の
前または後に付加されます。 〈関連付け時に作業フ ァ イルのコ メ ン ト にタグを付加〉 に書式を入力し
て、 コ メ ン ト の書式および含まれる Issue 情報を選択できます。 

� 文字列を コ メ ン ト の前に挿入するには、 〈作業フ ァ イルのコ メ ン ト の前〉 を選択し ます。

� 文字列を コ メ ン ト の後に挿入するには、 〈作業フ ァ イルのコ メ ン ト の後〉 を選択し ます。

案件管理を使用し てバージ ョ ン ラベルを付けるには

〈チ ェ ッ ク イン時にバージ ョ ン ラベルを使用〉 が選択されている と、 各々の Issue 番号を含む、 リ ビ
ジ ョ ンに関連付けられたバージ ョ ン ラベルが作成されます。 たと えば、 ユーザが foo.b をチ ェ ッ ク イ
ン し、 リ ビジ ョ ン 1.4 を作成し ます。 ユーザはこのフ ァ イルに、 DEF762 と  DEF833 の 2 つの 
Issue を関連付けます。 Version Manager がリ ビジ ョ ンを作成する時に、 2 つのバージ ョ ン ラベル
が生成され、 リ ビジ ョ ン 1.4 に対応付けられます。 

バージ ョ ン ラベルの書式は Version Manager 内では設定できないこ とに注意し て く だ さい。 案件管
理管理者によ り設定する必要があ り ます。

TrackerLink および SourceBridge の完全なヘルプを見るには、 関連するダイアログボ ッ クスの
【ヘルプ】 ボタ ンを ク リ ッ ク し て く ださい。
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TeamTrack と  TrackerLink の併用

一部のプロジ ェ ク ト データベースには Tracker を維持し ながら、 ほかには TeamTrack を使用した
い場合があ り ます。 Version Manager には、 両方の案件管理統合を使用するユーザに配慮し ていま
すが、 詳細は使用する Version Manager ク ラ イアン ト によ って異な り ます。 ク ラ イアン ト 固有の詳
細は、 次のセクシ ョ ンを参照し て く ださい。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト

次回 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト の起動する と きにどの案件管理統合を使用するか
を設定する こ とができます。 現在開かれている ク ラ イアン ト セ ッ シ ョ ンには影響し ません。

1 Serena Issue Management Integration ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます （Windows の ［ス
ター ト ］ メ ニューから、 ［すべてのプログラム］ － ［Serena］ － ［ChangeMan Version 
Manager］ － ［Issue Management Integration］ 選択し ます）。

2 ［TeamTrack SourceBridge］ または ［Tracker TrackerLink］ を選択し ます。

3 【OK】 または 【Version Manager を起動する】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

Web ク ラ イアン ト

各プロジ ェ ク ト データベースのサーブレ ッ ト によ って、 使用する案件管理統合が決定されます。 異な
る案件管理統合を使用するプロジ ェ ク ト データベースを切り替えるために、 ク ラ イアン ト システムで
変更する ものはあ り ません。 

SCC IDE

SourceBridge または TrackerLink を SCC ベースの IDE と使用するには、 どち らか 1 つを SCC 
プロバイダに設定し ます。

1 Serena SCC Admin ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます （Windows の ［ス ター ト ］ メ ニューから
［すべてのプログラム］ － ［Serena］ － ［ChangeMan Version Manager］ － ［Version 
Manager IDE Client］ － ［Version Manager SCC Admin］ を選択し ます）。

2 SCC プロバイダの一覧から ［Merant TrackerLink］ または ［Serena SourceBridge］ を選択
し ます。

3 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

4 IDE を再起動し ます。

Eclipse および .NET とのリ ッ チ IDE 統合

Eclipese および Visual Studio .NET とのリ ッ チ統合は TeamTrack をベースにし ています。 
TrackerLink を リ ッ チ統合と使用する こ とはできません。

詳細情報 案件管理のインス ト ール、 設定、 および使用に関する詳細については Tracker と  TeamTrack のマ
ニュアルを参照し て く ださい。

注  Eclipse および .NET との SCC 統合には TrackerLink または TeamTrack を使用する こ とがで
きます。
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Serena ChangeMan Mover の設定
Serena ChangeMan Mover の設定

Serena
ChangeMan Mover

について

Serena® ChangeMan® Mover™ アプ リ ケーシ ョ ンは、 コー ド と アプ リ ケーシ ョ ン開発およびサー
バの配布と公開までの溝を橋渡しする ものです。 Serena Mover を使用する と、 フ ァ イルと フ ォル
ダの取得や導入をネ ッ ト ワーク全体で自動化する こ とができます。 Mover では、 指定した基準に基
づいて、 Version Manager または Dimensions のプロジ ェ ク ト から フ ァ イルが抽出され、 任意の
サーバの組み合わせに対し てフ ァ イルが導入されます。

Mover を使用し て導入プロセスを管理する と、 開発サーバ上のその他すべてのフ ァ イルやフ ォルダ
の転送も自動化し、 ネ ッ ト ワーク上で任意のコマン ド （ビルド スク リ プ ト やサーバコマン ド など） を
ト リ ガする こ と もできます。 このよ う に、 Mover をいったん設定した後は、 コー ドのコ ンパイルと
配布をすべて自動的に処理する こ とができます。

Mover サーバへの接続の設定

Serena ChangeMan Mover サーバに対する接続設定を定義し保存するには、 以下の手順に従いま
す。

特記事項 � 接続設定はプロジ ェ ク ト データベースご とに保存されます。

� プロジ ェ ク ト データベースに関する接続が定義される と、 そのデータベースにログインできるす
べてのユーザは Mover にログインできるよ う にな り ます。

� Mover サーバへの接続を設定するには、 Superuser 権限が必要です。

Mover の接続設定を定義するには

1 Version Manager で、 Mover URL を定義するプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。 

2 ［管理］ － ［Mover のセ ッ ト ア ッ プ］ を選択し ます。 〔デプロイ メ ン ト の設定〕 ダイアログボッ
クスが表示されます。

3 〈サーバ URL〉 フ ィ ールド に Mover URL を次のよ う に入力し ます。

http://server:port/servlet

次にその例を示し ます。

http://Deployment:80/servlet

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 

Version Manager が Mover サーバと接続できない場合、 エラーが表示されます。 その他の場
合、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト に戻り、 Mover にログインする こ とができます。
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Version Manager と  Mover の併用

Mover ログインページには、 Version Manager、 Dimensions、 または Web ブ ラウザから直接ア
クセスできます。

Mover にログインするには

1 次のいずれかの作業を行います。

2 Mover のログインページで、 自分のユーザ名とパスワー ド を入力し ます。

初めてログインする場合は、 〈ユーザ名〉 フ ィ ールド と 〈パスワー ド〉 フ ィ ールドの両方に
「admin」 と入力し ます。

3 【ログイン】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

4 〔ログインオプシ ョ ン〕 ダイアログボ ッ クス内で次の作業を行います。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

Mover の設定と  Version Manager との使用に関する詳細は、 Serena 『ChangeMan Mover イン
ス ト ールと セ ッ ト ア ッ プガイ ド』 および 『Serena ChangeMan Mover ユーザガイ ド』 およびを参
照し て く ださい。

注  Mover にログインするために特別な Version Manager 権限または Dimensions 権限は必要あ
り ません。

ログイン先 必要な操作

ブラウザ 次の URL に移動し ます。
http://server:port/servlet
たと えば、 Mover が Deployment とい う名のサーバ
のポー ト  80 （デフ ォル ト ） にイ ンス ト ールされてい
る場合の移動先は次のよ う にな り ます。
http://Deployment:80/servlet

Version Manager デスク ト ッ プ ク
ラ イアン ト

［管理］ － ［Mover］ を選択し ます。

Version ManagerWeb ク ラ イアン
ト

［アクシ ョ ン］ － ［Mover］ を選択し ます。

注  管理者が事前に Mover にユーザのユーザアカウン ト を設定し ている必要があ り ます。

作業 必要な操作

Mover のユーザアクセスの設定、
またはプロジ ェ ク ト の作成

〈管理〉 を選択 

プロジ ェ ク ト の作成 〈新規プロジ ェ ク ト 〉 を選択 

プロジ ェ ク ト へのログイン 〈プロジ ェ ク ト を開 く 〉 を選択し、 ログインするプロ
ジ ェ ク ト を選択

重要！ 管理者が事前にプロジ ェ ク ト を作成し ている必
要があ り ます。
126 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



ト ラ ブルシューテ ィ ング
ト ラブルシューテ ィ ング

このセクシ ョ ンでは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの使用時に発生する可能性のある状況について
説明し ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルがほかのユーザによ ってロ ッ ク され
ている

プロジ ェ ク ト データベースを開こ う と し た と きに、 そのプロジ ェ ク ト データベースがほかのユーザに
よ ってロ ッ ク されている とい う エラー メ ッ セージが表示され、 実際にはそのよ う なこ とはない場合に
は、 次の作業を実行し ます。

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと同じデ ィ レ ク ト リにある、 そのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
の .lck フ ァ イルを削除し ます。

2 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにセマフ ォ フ ァ イルがあれば、 それを削除し ます。 セマフ ォ フ ァ
イルが存在するかど うかは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの設定によ り ます。 コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルによ り セマフ ォ フ ァ イルの作成が指示されている場合は、 そのコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルに対するセマフ ォ フ ァ イルが存在し ます。 セマフ ォ フ ァ イルは、 コ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルで指定された場所にあ り ます。 セマフ ォ フ ァ イルに使用される拡張子も、 コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で定義されています。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でのデフ ォル ト の
拡張子は +-sem で、 た と えばコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名称が cb006nf.cfg の場合、
セマフ ォ フ ァ イルの名称は cb006nf.cfg-sem にな り ます。
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Version Manager File Server について

Version Manager File Server は、 Version Manager ユーザに代わって、 アーカ イブ、 メ タデータ
アーカ イブ、 リ ビジ ョ ン、 その他のフ ァ イルにアクセスするサーバです。

これは、 Version Manager 8 で追加されたオプシ ョ ンの新機能です。

Version Manager File Server を使用する理由

Version Manager File Server を使用する と、 Version Manager のセキュ リ テ ィ とパフ ォーマンス
を向上させる こ とができます。

Windows におけるセキュ リ テ ィ の向上

以前は、 Version Manager のユーザは、 フ ァ イルシステム上のアーカ イブやメ タデータ フ ァ イルに
対する書き込み / 削除アクセス権が必要で した。 この方法では、 ユーザが Windows エクスプローラ
または OS のコマン ド プロンプ ト を使用し て、 故意または誤ってアーカ イブやメ タデータ フ ァ イルを
削除する危険があ り ま し た。

Version Manager File Server を使用する と、 アーカ イブやメ タデータ フ ァ イルに対する書き込み /
削除アクセス権はサーバ自体にしか必要と ならないため、 このよ う な脆弱性を解消する こ とができま
す。

パフ ォーマンスの向上

Version Manager File Server を使用する と、 大半のソース制御操作を高速化する こ とができます。
最終的なパフ ォーマンス向上の度合いは、 以下に示すとおり、 作業および作業慣行の特徴のほか、 コ
ン フ ィ グレーシ ョ ンをどれだけ詳細にモデル化するかによ って決ま り ます。

� File Server を実行し ているシステム上のすべてのアーカ イブ フ ァ イルと メ タデータ フ ァ イルを
見つけます。 マ ッ プ された ド ラ イブ経由でのフ ァ イルアクセスはし ません。 これによ り、 以下が
可能にな り、 時間の節約とネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クの削減を図る こ とができます。

• フ ァ イルを一度に 1 ブロ ッ クずつ読み取るのではな く 、 ネ ッ ト ワーク全体でス ト リームでき
ます。

• 一部の副次的な操作を File Server で実行し、 フ ァ イルをネ ッ ト ワークで転送し な く ても済
むよ う にできます。

� アーカ イブを別々のリ ビジ ョ ン フ ァ イルと メ タデータ フ ァ イルに分割し ます。 これによ り、 以下
が実現されます。

• メ タデータ アーカ イブはリ ビジ ョ ンを含むアーカ イブよ り もサイズが大幅に小さいため、 メ
タデータの処理が高速化されます。

注  Version Manager の Web ク ラ イアン ト はこれまでも、 セキュ リ テ ィ で保護されたアーカ イブ
による利点を もたら し てきま し たが、 それには CLI、 PCLI、 およびデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト に対
するアクセスを制限できる こ とが必要で し た。 UNIX 上のすべてのク ラ イアン ト は、 これまでもセ
キュ リ テ ィ で保護する こ とが可能で し た。

注  メ タデータには、 バージ ョ ン ラベル、 プロモーシ ョ ングループ、 チ ェ ッ クアウ ト 日付、
変更記述などが含まれます。
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• リ ビジ ョ ンは個々のフ ラ ッ ト フ ァ イルと し て格納できるため、 リ ビジ ョ ンの処理が高速化さ
れます。

• リ ビジ ョ ンをデルタ ス ト アの外部でキャ ッ シュ し て検索を高速化できるため、 デルタ ス ト ア
内のリ ビジ ョ ンへのアクセスが高速化されます。

Version Manager File Server の互換性

Version Manager File Server の導入は、 絶対に必要な作業ではあ り ません。 導入は以下のよ う に
行う こ とができます。

� 一部のプロジ ェ ク ト データベースにのみ導入し、 残りのデータベースには影響を及ぼさ ない

� ユーザが File Server 経由 （Version Manager 8 以降を使用） および直接的 （Version 
Manager 5.3 以降を使用） に同じ プロジ ェ ク ト と アーカ イブにアクセスするのを可能にする 

� リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ と メ タデータ アーカ イブを再結合 （分割解除） し、 Version Manager 
5.3 以降で直接アクセスできる も と （非圧縮） のアーカ イブフ ォーマ ッ ト に戻す。

次の表は、 Version Manager File Server のフ ァ イルサーバ機能と リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能に対
する、 Version Manager の各リ リース と アーカ イブ フ ォーマ ッ ト の互換性を示したものです。

注  リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ （分割アーカ イブ） には、 直接的にも  Version Manager 8 よ り前の
リ リースを使用し てもアクセスする こ とはできません。 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リにアクセスする
には、 File Server を使用する必要があり ます。

ク ラ イア
ン ト リ
リース

アーカ イ
ブフ ォー
マ ッ ト

フ ァ イル
サーバ

リ ビジ ョ ン
ラ イブラ リ

互換性に関する説明

8 + 8 +
（分割） *

○ ○ セキュ リ テ ィ とパフ ォーマンスに関するすべての機能を使用でき
ます。

8 + 5.3 - 8 + ○ 不可 すべてのセキュ リ テ ィ 機能と一部のパフ ォーマンス機能を使用で
きます。

6.5 - 7.5 5.3 - 8 + ○ 不可 これらのク ラ イアン ト は、 マ ッ プ された ド ラ イブを使用し て File 
Server 上の非分割アーカ イブに直接アクセスできます。

ただ し、 File Server 自体が実際に使用されるわけではないので、
パフ ォーマンスの向上はあ り ません。

Web ク ラ イアン ト を除き、 これらのク ラ イアン ト には、 アーカ イ
ブ フ ァ イルに対する書き込み / 削除アクセス権が必要です。 これ
らのアクセス権を許可する と、 File Server に加えられた主なセ
キュ リ テ ィ の強化が損なわれます。

5.3 - 7.5 8 +
（分割） *

不可 不可 これらのク ラ イアン ト は、 File Server と と もに使用できないた
め、 分割アーカ イブを読み取る こ とはできません。

ただ し、 アーカ イブの分割を解除し ても との非圧縮形式に戻すこ
とができます。

* 注 ： Version Manager 8 以降は、 Version Manager 5.3 ～ 7.5 と同じ アーカ イブ フ ォーマ ッ ト を使用できます。 ただ
し、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ を作成するには、 アーカ イブを別々のリ ビジ ョ ン フ ァ イルと メ タデータ フ ァ イルに分割する必
要があ り ます。 これらの分割アーカ イブには、 Version Manager 5.3 ～ 7.5 ク ラ イアン ト に対する下位互換性はあり ま
せん。 リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ と メ タデータ アーカ イブを再結合 （分割解除） し ても と （非圧縮） のアーカ イブフ ォーマ ッ
ト に戻すこ とができます。
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Version Manager File Server には、 以下の 2 つの主な役割があり ます。

� フ ァ イルサーバ ： Version Manager ユーザに代わってアーカ イブ フ ァ イルと メ タデータ フ ァ イ
ルにアクセス し ます。

これによ り、 アーカ イブ フ ァ イルに対する フ ァ イルシステムの書き込み / 削除アクセス権がユー
ザにと って不要と なるため、 セキュ リ テ ィ を強化する こ とができます。

� リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ ： リ ビジ ョ ンデータ を メ タデータ と分離し て格納し ます （分割アーカ イ
ブ）。

これによ り、 メ タデータの操作で リ ビジ ョ ンデータ フ ァ イルを開 く 必要がな く なるため、 パ
フ ォーマンスを向上させる こ とができます。 また、 一部の操作はサーバ上で直接行う こ とができ
るため、 ネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク と処理にかかる時間を と も削減する こ とができます。

リ ビジ ョ ンはリ ビジ ョ ン ラ イブラ リに次の形式で格納されます。

� デルタ フ ァ イル （delta.d） ： チ ッ プ リ ビジ ョ ン全体を格納し、 その他すべてのリ ビジ ョ ンを
チ ッ プ リ ビジ ョ ンからの変更と し て記述し ます。 （リバースデルタ と も呼ばれます。）

デフ ォル ト で、 Version Manager はテキス ト フ ァ イルのみをデルタ と し て格納し ます。 詳
細については、 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン』 を参照し
て く ださい。

� 非圧縮形式のフ ラ ッ ト フ ァ イル （RevisionNumberu): 各リ ビジ ョ ンを圧縮されていない個別の
フ ァ イルと し て格納し ます （例 ： 1.4u）。

リ ビジ ョ ン ラ イブラ リに対するすべてのアクセスは File Server によ って処理され、 それによ っ
てすべての機能が正常に機能するため、 エン ド ユーザはサーバ側のこれらの詳細を気にかける必
要はあ り ません。 ただし、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ機能は、 Version Manager の 8 よ り前のリ
リースまたは圧縮されていない （非分割） アーカ イブ とは互換性があ り ません。

フ ァ イルサーバ機能のみ

Version Manager File Server のフ ァ イルサーバ機能を導入するが、 リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能は
導入し ない場合、 メ タデータ と リ ビジ ョ ンデータは、 フ ァ イルご とに単一の （非圧縮） アーカ イブに
ま とめて格納されます。 Version Manager アーカ イブはこれまでこのよ う に動作し てきま したが、
File Server がアーカ イブへのアクセスを制御するよ う になる と、 次のよ う に格納が行われます。

注  delta-todo.d とい う名前のフ ァ イルが作成される場合があ り ます。 このフ ァ イルは、 ト
ラ フ ィ ッ クの多いサーバで リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク イン した場合に作成される こ とがあ り ます。
このフ ァ イルの役割は、 現在の形式がフ ラ ッ ト フ ァ イルであ り、 デルタ フ ァ イルに追加する必
要がある新しいリ ビジ ョ ンの存在を File Server に伝える こ と です。 サーバによ って リ ビジ ョ
ンがデルタ フ ァ イルに追加される と、 delta-todo.d フ ァ イルは自動的に削除されます。
132 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



Version Manager File Server について
こ こで、 VMS デ ィ レ ク ト リは、 Version Manager File Server にマ ッ プ されています。 VMS デ ィ
レ ク ト リ以下のすべてのプロジ ェ ク ト データベースは、 File Server によ って制御されます。

フ ァ イルサーバ機能と リ ビジ ョ ンラ イブラ リ機能

Version Manager File Server のリ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能と フ ァ イルサーバ機能を導入する と、
アーカ イブは別々のメ タデータ コ ンポーネン ト と リ ビジ ョ ン コ ンポーネン ト に分割され、 File 
Server に格納されます。 

� メ タデータはメ タデータ アーカ イブに格納されます。 

� 各リ ビジ ョ ンは、 フ ラ ッ ト フ ァ イルまたはデルタ フ ァ イルのエン ト リ と し て リ ビジ ョ ン ラ イブラ
リに格納されます。

この場合、 次の例のよ う にな り ます。

以下は上記の例の説明です。

� リ ビジ ョ ンパスは C:¥VMS¥Revisions にマ ッ プ されています。 これは、 リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ
リのルー ト です。 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのデ ィ レ ク ト リ構造は、 メ タデータ ス ト アの構造と アー
カ イブ フ ァ イルの名前に基づいています。 この構造を手動で変更し てはいけません。

� プロジ ェ ク ト データベースのパスは C:¥VMS¥Projects にマ ッ プ されています。 これは、 メ タ
データ ス ト アのルー ト です。 このデ ィ レ ク ト リ構造は、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ と関連し ており、
手動で変更し てはいけません。

デルタ フ ァ イル内の
リ ビジ ョ ン 1.0、
1.1、 1.2、 1.3、
および 1.4

フ ラ ッ ト フ ァ イル内
のリ ビジ ョ ン 1.4

フ ラ ッ ト リ ビジ ョ ン

メ タデータ
アーカ イブ

メ タデータ

リ ビジ ョ ン
ラ イブラ リ
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� プロジ ェ ク ト データベースの名前は MyPDB です。 この例でほかのプロジ ェ ク ト データベースが
あったとする と、 MyPDB デ ィ レ ク ト リ で始まる構造に似たデ ィ レ ク ト リ構造によ って表されま
す。

� プロジ ェ ク ト の名前は MyProject です。

Version Manager File Server のインス ト ール

Version Manager File Server は、 Version Manager のインス ト ール時に選択できるオプシ ョ ン機
能の 1 つです。 インス ト ールの方法については、 『Serena Version Manager インス ト ールガイ ド』
を参照し て く ださい。

Version Manager File Server の管理について

Version Manager File Server には、 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ が含ま
れています。 ブラウザ対応のこのユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 以下を行う こ とができます。

� Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用する こ と を許可されたユーザのリ
ス ト を管理する。 136 ページの 『管理者ユーザの管理』 を参照し て く だ さい。

� サーバにプロジ ェ ク ト データベースをマ ッ プする。 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース
と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理』 を参照し て く だ さい。

� サーバに リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ をマ ッ プする。 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース と リ
ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理』 を参照し て く だ さい。

� サーバを設定する。 142 ページの 『File Server の設定』 を参照し て く ださい。

� サーバ上で実行される操作のステータ スを表示する。 146 ページの 『サーバステータ スの表示』
を参照し て く ださい。

� サーバエラーのログを表示する。 148 ページの 『サーバログの表示』 を参照し て く だ さい。

File Server の起動と停止

Version Manager File Server は、 Version Manager Application Server 上で実行されるサーブ
レ ッ ト です。 このサーブレ ッ ト は、 Version Manager Application Server を イ ンス ト ールする と、
自動的にインス ト ールされて設定されます。 Version Manager File Server を起動または停止する
には、 Version Manager Application Server を起動または停止し ます。

重要！ メ タデータ フ ァ イルまたはリ ビジ ョ ンデータ フ ァ イルを手動で移動する と、 それらの関係が
壊れます。 163 ページの 『アーカ イブのエクスポー ト 、 インポー ト 、 移動、 名前変更、 および修正』
を参照し て く ださい。

重要！ Eclipse は、 UNC パスでは正し く 動作し ません。 UNC パスの代わり に、 Version Manager 
インス ト ールのマ ッ プ された ド ラ イブおよび Eclipse ベース IDE と使用する任意の Version 
Manager フ ァ イルサーバパスを使用し て く だ さい。
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File Server の起動と停止
File Server はいったん起動される と、 手動で停止するか、 インス ト ールされているマシンを停止す
るまでは、 継続し て実行されます。

Windows における File Server の起動または停止

File Server を Windows で起動するには

1 File Server がインス ト ールされているシステムで ［ス ター ト ］ － ［すべてのプログラム］ －
［Serena］ － ［ChangeMan Version Manager］ － ［Version Manager Application Server］
を選択し ます。 Version Manager Application Server Admin が表示されます。

2 〔サーバ〕 タ ブで 【ス ター ト 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

File Server を Windows で停止するには

1 File Server がインス ト ールされているシステムで ［ス ター ト ］ － ［Serena］ － ［ChangeMan 
Version Manager］ － ［Version Manager Application Server］ を選択し ます。 Version 
Manager Application Server Admin が表示されます。

2 〔サーバ〕 タ ブで 【ス ト ッ プ】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

UNIX における File Server の起動または停止

File Server はいったん起動される と、 手動で停止するか、 インス ト ールされているマシンを停止す
るまでは、 継続し て実行されます。

特記事項 � Version Manager Application Server の起動と停止は、 プロジ ェ ク ト データベースを所有する
ユーザと し て行います。 ルー ト と し て実行し ないで く だ さい。

� これによ り、 Version Manager Application Server が起動または停止され、 Version 
Manager File Server、 Version Manager Web Server、 および WebDAV Server がインス
ト ールされている場合は、 それら も起動または停止されます。

File Server を UNIX で起動するには

1 次のデ ィ レ ク ト リに移動し ます。

/VM_Install_Dir/vm/common/bin

2 次のコマン ド を入力し ます。

./pvcsstart.sh

File Server を UNIX で停止するには

1 次のデ ィ レ ク ト リに移動し ます。

/VM_Install_Dir/vm/common/bin

重要！ この操作を行う と、 Version Manager Application Server が起動または停止され、
Version Manager File Server、 Version Manager Web Server、 および WebDAV Server がイ
ンス ト ールされている場合は、 それら も起動または停止されます。

注  【NT サービスに登録】 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 Version Manager Application Server 
を NT サービス と し てインス ト ールする こ と もできます。 このサービスには、 Serena VM 
Web Application Server とい う名前が付けられます。
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2 次のコマン ド を入力し ます。

./pvcsstop.sh

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ の起動

特記事項 � Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動するには、 Version Manager File 
Server が実行されている こ とが必要です。 134 ページの 『File Server の起動と停止』 を参照
し て く ださい。

� 管理を リ モー ト で行う よ う に File Server を設定する こ と もできます。 デフ ォル ト では、
Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ はサーバ上で しか実行できません。 142 
ページの 『File Server の設定』 を参照し て く だ さい。

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動するには

1 次の URL をブ ラウザに入力し ます。

http://ServerName:Port/serenafs/Admin

各パラ メ ータの意味は次のとおり です。

� ServerName は、 File Server がインス ト ールされている コ ンピュータの名前または IP ア
ド レスです。

� Port は、 File Server に割り当てられたポー ト 番号です。 デフ ォル ト で、 Version 
Manager File Server はポー ト  8080 を使用し ます。

2 ENTER キーを押し ます。 ログインページが表示されます。

3 有効な管理者 ID とパスワー ド を入力し ます。

4 【ログイン】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

管理者ユーザの管理

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ にログインするには、 通常の Version 
Manager ユーザ ID では不十分です。 File Server 管理ユーテ ィ リ テ ィ の 〔管理者〕 ウ ィ ン ド ウで定
義されている ID とパスワー ド を使用する必要があ り ます。

ヒ ン ト   ログインページはブ ラウザのブ ッ クマークに登録し て く だ さい。

注  初めてログインする場合は、 デフ ォル ト のユーザ ID とパスワー ド を使用し ます。 デフ ォル
ト はと もに Admin です。
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プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理
ユーザを管理するには

1 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

2 左側のウ ィ ン ド ウで 〈管理者〉 を選択し ます。 〔管理者〕 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

3 以下のう ち必要な作業を行います。

ユーザの追加 新しいユーザを追加するには

a 追加 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔管理者ユーザの追加〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れます。

b 〈管理者名〉 フ ィ ールド に新しいユーザ ID を入力し ます。 このユーザ ID は、 すでに存在す
る ものであってはならず、 改行されない空白文字 （_） を使用し てはいけません。 ユーザ ID 
では、 大文字と小文字が区別されます。

c 〈パスワー ド〉 フ ィ ールド にパスワー ド を入力し ます。 パスワー ド では大文字と小文字が区別
されます。 5 文字以上で指定する必要があ り ます。

d パスワー ドが正し く 入力されたこ と を確認するため、 〈パスワー ドの確認〉 フ ィ ールド にパス
ワー ド を再入力し ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

パスワー ドの変更 パスワー ド を変更するには

a ユーザ ID を選択し ます。

b 編集 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔管理者ユーザの編集〕 ダイアログボッ クスが表示
されます。

c 〈新しいパスワー ド〉 フ ィ ールド に新しいパスワー ド を入力し ます。

d パスワー ドが正し く 入力されたこ と を確認するため、 〈新しいパスワー ドの確認〉 フ ィ ールド
にパスワー ド を再入力し ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

ユーザの削除 ユーザ ID を削除するには

a ユーザ ID を選択し ます。

b 削除 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 確認のためのダイアログボ ッ クスが表示されます。

c 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理

File Server でアクセスするプロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リのパスを指定する必
要があ り ます。

注  初めてログインする場合は、 デフ ォル ト のユーザ ID とパスワー ド を使用し ます。 デフ ォル
ト はと もに Admin です。

注  現在のログイン時に使用したユーザ ID を削除する こ とはできませんが、 自分以外の
ユーザは現在ログイン し ているかど うかにかかわらず削除する こ とができます。
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特記事項 � パスを指定する前に、 リ ビジ ョ ンパス と プロジ ェ ク ト  DB パスの間の関係を必ず理解し て く ださ
い。 132 ページの 『Version Manager File Server の仕組み』 を参照し て く だ さい。

� ユーザの数が多い場合、 アーカ イブのサイズが大きい場合、 またはアーカ イブの数が多い場合な
どは、 複数の File Server 間で作業負荷を分散させる と効果的である場合があ り ます。 142 ペー
ジの 『複数の File Server への作業の割り当て』 を参照し て く ださい。

パスを管理するには

1 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

2 左側のウ ィ ン ド ウで 〈パスマ ッ プ〉 を選択し ます。 〔パスマ ッ プ〕 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

3 以下のう ち必要な作業を行います。

� パスを追加または編集するには、 139 ページの 『パスマ ッ プの追加または編集』 を参照し て
く ださい。

� パスマ ッ プのセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンを設定するには、 141 ページの 『パスマ ッ プセキュ リ
テ ィ オプシ ョ ンの設定』 を参照し て く だ さい。

� パスマ ッ プを削除するには、 142 ページの 『パスマ ッ プの削除』 を参照し て く だ さい。

重要！ Eclipse は、 UNC パスでは正し く 動作し ません。 UNC パスの代わり に、 Version Manager 
インス ト ールのマ ッ プ された ド ラ イブおよび Eclipse ベース IDE と使用する任意の Version 
Manager フ ァ イルサーバパスを使用し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理
パスマ ッ プの追加または編集

パスを追加または編集するには

1 新しいパスを追加するには、 追加 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 既存のパスを編集するに
は、 パスを選択し て編集 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔パスマ ッ プの追加〕 または 〔パス
マ ッ プの編集〕 のダイアログボ ッ クスが表示されます。

2 〈許可〉 リ ス ト で 「有効」 を選択し、 サーバパスを有効にし て、 ク ラ イアン ト がそれを使用でき
るよ う にし ます。

3 〈ク ラ イアン ト 名〉 フ ィ ールド に仮想パスを入力し ます。 これは、 ク ラ イアン ト で表示されるパ
スにな り ます。 このパスは一意なものである必要があ り ます。 複数の仮想パスを区切るには、 セ
ミ コ ロン （;） を使用し ます （UNIX ク ラ イアン ト と  Windows ク ラ イアン ト にそれぞれ 1 つず
つ指定する場合など）。

特記事項 � 既存のプロジ ェ ク ト データベースのパスマ ッ プを作成する最も簡単な方法は、 プロジ ェ ク ト
データベースの既存のパス と一致するよ う に 〈ク ラ イアン ト 名〉 を設定する こ と です。 た と
えば、 マ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブ上のデ ィ レ ク ト リ （S:¥VMPDBS） に既存のプロ
ジ ェ ク ト データベースがある場合、 〈ク ラ イアン ト 名〉 は 「S:¥VMPDBS」 などに設定し ま
す。

注  こ こでは全般フ ィ ールド について説明し ます。 セキュ リ テ ィ フ ィ ールド については、 141 
ページの 『パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの設定』 を参照し て く だ さい。

全般フ ィ ールド

セキュ リ テ ィ
フ ィ ールド
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� ク ラ イアン ト 名は、 実際のパスに対応し ている必要はあ り ませんが （上記のよ う に既存のプ
ロジ ェ ク ト データベースをマ ッ プ し ている場合を除 く ）、 ク ラ イアン ト に対する正当な OS 
パスまたは UNC パス と同じ形式にする必要があ り ます。 UNC パスは、 二つの円記号 （¥¥）
で始める必要があ り ます。

� ク ラ イアン ト 名は、 関連するプロジ ェ ク ト データベースパスが互いに同じ方法で関連し てい
る場合にのみ、 別のク ラ イアン ト 名の親または子になる こ とができます。 たと えば、 次のよ
う なパスを使用できます。

� パスに UNIX と  Windows の両方のク ラ イアン ト からアクセスする必要がある場合は、 各 
OS の正しい形式でク ラ イアン ト 名をセ ミ コ ロンで区切って入力するか、 Windows ス タ イル
のパスを使用し て Windows と  UNIX の両システムからパスにアクセスする こ とができま
す。

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境での作業の詳細については、 165 ページの 『ク ロスプ ラ ッ ト
フ ォーム環境における File Server の使用』 を参照し て く ださい。

4 単一のプロジ ェ ク ト データベースのパス、 または複数のプロジ ェ ク ト データベースを含むデ ィ レ
ク ト リ構造のルー ト へのパスを指定するには、 〈プロジ ェ ク ト  DB パス〉 フ ィ ールド にパスを入
力し ます。 このパスにセ ミ コ ロン （;） を使用し てはいけません。

5 〈リ ビジ ョ ンパス〉 フ ィ ールド で、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リの作成場所とするデ ィ レ ク ト リへのパ
スを入力し ます。 このパスにセ ミ コ ロン （;） を使用し てはいけません。

6 プロジ ェ ク ト データベースをプロジ ェ ク ト データベースパス内で検索し、 検索結果のリ ス ト にク
ラ イアン ト がアクセスできるよ う にするには、 〈PDB の公開〉 フ ィ ールド で 「有効」 を選択し ま
す。 これによ り、 ユーザはク ラ イアン ト で表示される リ ス ト からプロジ ェ ク ト データベースを選
択できるよ う にな り ます。 この機能を有効にし ないと、 パスを知っていて手動で入力できるユー
ザだけしかプロジ ェ ク ト データベースにアクセスできません。 

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト 名 プロジ ェ ク ト パス

¥¥client¥parent C:¥project¥one

¥¥client¥parent¥child C:¥project¥one¥child

重要！ アーカ イブへの完全なパスがオペレーテ ィ ングシステムのパス名の長さ制限を超える可
能性があるので、 長い 〈プロジ ェ ク ト  DB パス〉 または 〈リ ビジ ョ ンパス〉 値を指定し ないで
く ださい。 

注  公開プロジ ェ ク ト データベース リ ス ト を作成する際に検索するデ ィ レ ク ト リ構造の範囲を制
限する方法については、 142 ページの 『File Server の設定』 を参照し て く ださい。

重要！ こ こに記載される手順だけを行っても、 Version Manager File Server に新規または既存の
プロジ ェ ク ト データベースに追加されるわけではあ り ません。 149 ページの 『Version Manager 
File Server へのプロジ ェ ク ト データベースの追加』 を参照し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理
パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの設定

パスマ ッ プセキュ リ テ ィ の設定はオプシ ョ ンですが、 設定する こ と をお勧めし ます。 

パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンを設定するには

1 新しいパスを追加するには、 追加 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 既存のパスを編集するに
は、 パスを選択し て編集 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔パスマ ッ プの追加〕 または 〔パス
マ ッ プの編集〕 のダイアログボ ッ クスが表示されます。

2 アクセスコ ン ト ロールデータベース ： パスマ ッ プに関連付けるアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを指定し ます。 いったんアクセスコ ン ト ロールデータベースを指定する と、 パスマ ッ プのすべ
てのアクセスがそれを使用し て確認されます。 有効なユーザ ID がないとパスマ ッ プのプロジ ェ
ク ト データベースを作成する こ とができません。 存在し ないアクセスコ ン ト ロールデータベース
を指定する と、 だれもパスマ ッ プにアクセスする こ とができな く な り ます。

3 ユーザ ID で大文字と小文字を区別 ： アクセスコ ン ト ロールデータベースが大文字と小文字を区
別し たユーザ ID を要求するかを指定し ます。 デフ ォル ト では、 このオプシ ョ ンは有効になって
います。 

4 LDAP 認証： パスマ ッ プの LDAP 認証が有効かど うかを指定し ます。 デフ ォル ト では無効です。 
Version Manager File Server は、 次のフ ァ イルから設定情報を探し ます。

VM_Install¥vm¥common¥bin¥OS¥pvcsldap.ini 

5 PDB 作成のパスワー ド ： プロジ ェ ク ト データベース作成操作にパスワー ド を要求する場合、 こ
こで指定し ます。 

6 パスワー ドの確認 ： パスワー ド を正し く 入力したこ と を確認するため再入力し ます。

詳細情報 Version Manager セキュ リ テ ィ の設定に関する詳細は、 次の表を参照し て く だ さい。

注  こ こでは、 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボッ クス と 〔パスマ ッ プの編集〕 ダイアログボッ ク
スのセキュ リ テ ィ フ ィ ールド について説明し ます。 全般フ ィ ールド については、 139 ページの 『パ
スマ ッ プの追加または編集』 を参照し て く だ さい。

注  

� このアクセスコ ン ト ロールデータベースは、 パスマ ッ プのアクセスのみ管理し ます。 プロ
ジ ェ ク ト データベース内の既存アクセスコ ン ト ロールデータベースを置き換えた り、 ク ラ
イアン ト に特権あるいはユーザグループ情報を渡した りはし ません。

� アーカ イブ名とパスワー ドは、 パスマ ッ プアクセスコ ン ト ロールデータベース と プロジ ェ
ク ト データベースに対し て有効なアクセスコ ン ト ロールデータベースの両方と一致する必
要があ り ます。

注  パスマ ッ プの LDAP 認証を有効にするには、 サーバの LDAP 認証を設定する必要があ り ま
す。 95 ページの 『LDAP コ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ン』 を参照し て く ださい。

参照内容 参照先

フ ァ イルサーバのセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの
設定

142 ページの 『File Server の設定』
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パスマ ッ プの削除

パスマ ッ プを削除するには

1 削除するパスマ ッ プを選択し ます。

2 削除 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 確認のためのダイアログボ ッ クスが表示されます。

3 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

複数の File Server への作業の割り当て

ユーザの数が多い場合、 アーカ イブのサイズが大きい場合、 またはアーカ イブの数が多い場合など
は、 複数の File Server 間で作業負荷を分散させる と効果的である場合があ り ます。 

単一または複数のプロジ ェ ク ト データベースを独自の File Server 上に配置し ます。 通常の手順を使
用し て、 プロジ ェ ク ト を設定し、 それを File Server にマ ッ プ し ます。 ただ し、 どのプロジ ェ ク ト
データベースを特定の File Server に配置するかを決める際は、 サーバ間で負荷の均衡が最適と なる
よ う に、 容量や使用率のパターンを考慮する必要があ り ます。

File Server の設定

File Server の各機能の有効化、 無効化、 設定を行う と、 ハー ド ウ ェ ア、 OS、 使用率などに基づいて
パフ ォーマンス と セキュ リ テ ィ を最適化する こ とができます。

File Server を設定するには

1 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。 136 ページの 『Version 
Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ の起動』 を参照し て く ださい。

フ ァ イルサーバのセキュ リ テ ィ に関する特記
事項

166 ページの 『セキュ リ テ ィ に関する特記事項』

Version Manager セキュ リ テ ィ の設定 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』

参照内容 参照先
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File Server の設定
2 左側のウ ィ ン ド ウで 〈オプシ ョ ン〉 を選択し ます。 〔サーバオプシ ョ ン〕 ウ ィ ン ド ウが表示され
ます。

3 以下のう ち必要な変更を行います。

一般的なオプシ ョ ン � デバイス固有の一時デ ィ レ ク ト リ ： フ ァ イルの転送時に使用するテンポラ リデ ィ レ ク ト リの
リ ス ト 。 このリ ス ト の最初のエン ト リは、 デフ ォル ト のテンポラ リデ ィ レ ク ト リ です。 それ
以降のエン ト リは、 特定のド ラ イブへのアクセスや書き込みの際に使用するデ ィ レ ク ト リ を
指定し ます。 パフ ォーマンスを最高にするには、 Version Manager File Server によ って公
開されたプロジ ェ ク ト データベースまたはアーカ イブを含むド ラ イブ / フ ァ イルシステムご
とにテンポラ リデ ィ レ ク ト リ を指定し て く だ さい。

複数のエン ト リはセ ミ コ ロン （;） を使用し て、 C:¥temp;D:¥temp;T:¥VMtempのよ う に
区切り ます。

� ク ラ イアン ト パスの大文字と小文字を区別する ： 大文字と小文字を区別する ク ラ イアン ト パ
ス名を指定できます。 デフ ォル ト では、 このオプシ ョ ンは無効になっています。 UNIX 環境で
は、 このオプシ ョ ンを有効にする こ とによ ってパフ ォーマンスを上げる こ とができます。 以
下のすべての条件が満たされない限り このオプシ ョ ンを有効にし ないで く だ さい。

• フ ァ イルサーバが UNIX システム上にある。

• すべてのク ラ イアン ト が UNIX システム上にある。
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• Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ に定義されているすべてのク ラ イ
アン ト 名が、 UNIX 形式のパスになっている （Windows 形式または UNC 形式ク ラ イア
ン ト 名がない）。

� リ ビジ ョ ン ラ イブラ リの場所の確認 ： アーカ イブの分割後に移動または名前の変更が行われ
ているかど うかを確認するために、 メ タデータ アーカ イブをチ ェ ッ クするよ う ク ラ イアン ト
に指示し ます。 デフ ォル ト では無効になっています。

� ログレベル ： どのイベン ト をログに書き込むかを指定し ます。 以下のオプシ ョ ンがあり ます。

• 警告と エラーのみ （デフ ォル ト ）

• 詳細 ： 警告、 エラー、 および情報メ ッ セージを含みます。 情報メ ッ セージは、 SUCCESS 
が戻されなかったすべての API 呼び出しに関し て生成されます。 これには、 呼び出し元
が SUCCESS が戻される こ と を期待し ていなかった呼び出し も含まれます。 たと えば、
呼び出し元がデ ィ レ ク ト リの作成を確認するためにそのデ ィ レ ク ト リに対し て PUT コマ
ン ド を発行する場合、 予想される応答は FsDuplicatePathException です。

パフ ォーマンスに関
するオプシ ョ ン

� PDB ルー ト 階層の最大値 ： 公開されたプロジ ェ ク ト データベースパス内でプロジ ェ ク ト
データベースを検索する際の深度をデ ィ レ ク ト リ数で表したもの。 これらのプロジ ェ ク ト
データベースはク ラ イアン ト に表示され、 ユーザが選択できます。 指定できるオプシ ョ ンは、
0、 1、 2 （デフ ォル ト ）、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10、 および無制限です。

0 は、 プロジ ェ ク ト データベースパスの最後の要素がプロジ ェ ク ト データベースデ ィ レ ク ト
リ である場合にのみ選択し て く だ さい。

� PDB の埋め込みを許可 ： デフ ォル ト で、 Version Manager は、 〈PDB ルー ト 階層の最大値〉
オプシ ョ ンで指定された深度に達するか、 プロジ ェ ク ト データベースが見つかるかのどち ら
かが起こ るまで、 公開されたプロジ ェ ク ト データベースパス内を検索し ます。 ほかのプロ
ジ ェ ク ト データベースの下位にネス ト されたプロジ ェ ク ト データベースを公開するには、 こ
の機能を有効にし ます。 こ う する こ とによ り、 途中でプロジ ェ ク ト データベースが見つかっ
ても、 〈PDB ルー ト 階層の最大値〉 オプシ ョ ンで指定した値に達するまで検索が継続されま
す。

特記事項 • 大きなデ ィ レ ク ト リ構造で検索深度を深 く 設定する と、 パフ ォーマンスが損なわれる可能
性があ り ます。

• プロジ ェ ク ト データベースはネス ト し ないこ と をお勧めし ます。

• 既存のプロジ ェ ク ト データベースの下にプロジ ェ ク ト データベースを作成する こ とはでき
ません。

• 既存のプロジ ェ ク ト データベースの上にプロジ ェ ク ト データベースを作成する こ とはでき
ます。

� PDB キャ ッ シュの期限 ： 公開されたプロジ ェ ク ト データベースのリ ス ト をキャ ッ シュする
期間を指定し ます。 この期間を過ぎる と リ ス ト は無効にな り ます。 この時間的制約に加え、
パスマ ッ プが変更された り、 〈PDB ルー ト 階層の最大値〉 または 〈PDB の埋め込みを許可〉
のオプシ ョ ンの値が変更された場合にも、 キャ ッ シュは無効にな り ます。 キャ ッ シュが無効
になった場合、 公開されたプロジ ェ ク ト データベースのリ ス ト に対する次のク ラ イアン ト 要
求が行われる と、 更新された リ ス ト がサーバで自動的に生成されます。

オプシ ョ ンは次のとおり です。

• 今すぐ更新 ： キャ ッ シュ を直ちに更新し、 このフ ィ ールドの値を 「変更時」 にリ セ ッ ト し
ます。

注  この機能は、 〈PDB の埋め込みを許可〉 オプシ ョ ンの影響を受けます。
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File Server の設定
• 0 秒 ： キャ ッ シュはあ り ません。 公開されたプロジ ェ ク ト データベースのリ ス ト は、 ク
ラ イアン ト が要求するたびにサーバによ って再生成されます。

• 30 秒 ： キャ ッ シュは 30 秒間保持されます。

• 1 分 ： キャ ッ シュは 1 分間保持されます。

• 5 分 ： キャ ッ シュは 5 分間保持されます。

• 10 分 ： キャ ッ シュは 10 分間保持されます。

• 毎日 HH:MM: に ： キャ ッ シュは毎日 00:00 と  23:00 の間の指定時にリ フ レ ッ シュ さ
れます。

• 変更時 ： プロジ ェ ク ト データベースが作成または削除されるたびにキャ ッ シュは無効にな
り ます （デフ ォル ト ）。

� フ ァ イルシステム再試行間隔 ： I/O エラーからの回復を試みる際の最大待ち時間 （秒単位）。
オプシ ョ ンは、 0 秒、 1 秒、 5 秒、 10 秒、 および 30 秒 （デフ ォル ト ） です。

� セマフ ォ再試行間の遅延 ： セマフ ォの取得を試行する際の間隔 （秒単位）。 オプシ ョ ンは、
0.1 秒 （デフ ォル ト ）、 0.2 秒、 0.5 秒、 1 秒、 5 秒、 および 10 秒です。

� セマフ ォ再試行回数の最大値 ： エラーを戻す前にセマフ ォの取得を試行する最大回数。 オプ
シ ョ ンは、 1、 3、 5、 10、 20、 50 （デフ ォル ト ）、 100、 200、 および無制限です。

� フ ラ ッ ト フ ァ イルの期限 ： 未アクセスのリ ビジ ョ ンがデルタ ス ト アにも含まれる場合にそれ
を フ ラ ッ ト フ ァ イルと し て保持する日数。 オプシ ョ ンは、 0 日、 1 日、 5 日、 10 日 （デ
フ ォル ト ）、 および 30 日です。

セキュ リ テ ィ に関す
るオプシ ョ ン

� 書き込み権限を許可 ： リ ビジ ョ ン と メ タデータのアーカ イブに書き込む操作をユーザが実行
する こ と を許可し ます。 このオプシ ョ ンを使用する と、 バッ クア ッ プ操作時に書き込みアク
セスを無効にする こ とができます。 デフ ォル ト では、 書き込みアクセスは有効になっていま
す。

� 認証要求 ： Version Manager File Server に対する各要求を認証し、 有効な Version 
Manager ク ラ イアン ト から要求が発せられたこ と を確認し ます。 これは、 データのセキュ
リ テ ィ を確保するために行われます。 データ を このよ う に保護し ないと、 不正なプログラム
がデータにアクセス し た り、 データ を破損した りする可能性があ り ます。 このセキュ リ テ ィ
機能では多少のオーバーヘ ッ ドが発生し ますが、 この機能は有効にしたままにする こ と を強
く お勧めし ます。 ほかのセキュ リ テ ィ 措置を完全に信頼できる場合以外は、 認証機能は無効
にし ないで く ださい。

� リ モー ト の設定を許可 ： ユーザがほかのコ ンピ ュータから Version Manager File Server の
管理ユーテ ィ リ テ ィ にアクセスできるよ う にし ます。 デフ ォル ト では無効になっています。

� ユーテ ィ リ テ ィ の使用を許可 ： VSPLIT、 VTRANSFER、 ReadDB、 および MakeDB の各
ユーテ ィ リ テ ィ の使用を制御し ます。 オプシ ョ ンは次のとおり です。

• 有効 ： すべてののユーテ ィ リ テ ィ を有効にし ます。

• 無効 ： すべてのユーテ ィ リ テ ィ を無効にし ます。

• 読み取り専用 ： VSPLIT と  MakeDB を無効にし、 ReadDB を有効にし、 VTRANSFER 
のエクスポー ト だけを有効にし ます。

• ローカル専用 ： File Server のローカルユーザに対し てすべてのユーテ ィ リ テ ィ を有効に
し ます （デフ ォル ト ）。

• リ モー ト は読み取り専用 ： File Server のローカルユーザに対し てすべてのユーテ ィ リ
テ ィ を有効にし、 リ モー ト ユーザに対し ては VTRANSFER のエクスポー ト だけを有効に
し ます。
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� LDAP キャ ッ シュの期限 ： LDAP ユーザ ID とパスワー ド をキャ ッ シュする期限を指定し ま
す。 オプシ ョ ンは 1 分、 5 分、 30 分、 および 60 分です （デフ ォル ト ）。 

デフ ォル ト  - 〔パス
マ ッ プの追加〕 ダイ

アログボ ッ クス

� アクセスコ ン ト ロールデータベース ： 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボッ クスのフ ィ ール
ド にク ラ イアン ト パスに関連付けるデフ ォル ト アクセスコ ン ト ロールデータベースが読み込
まれます。 

� ユーザ ID の大文字と小文字を区別する ： デフ ォル ト で 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログ
ボ ッ クスのオプシ ョ ンを有効にし ます。 このオプシ ョ ンによ り、 アクセスコ ン ト ロールデー
タベースが大文字と小文字を区別したユーザ ID を要求するかを指定し ます。 

� LDAP 認証 ： デフ ォル ト で 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボッ クスのオプシ ョ ンを有効に
し ます。 このオプシ ョ ンによ り、 パスマ ッ プの LDAP 認証が有効かど うかを指定し ます。 

� PDB 作成用のパスワー ド ： 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボ ッ クスのフ ィ ールド にプロ
ジ ェ ク ト データベース作成操作のデフ ォル ト パスワー ドが読み込まれます。 

� パスワー ドの確認 ： 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボッ クスのフ ィ ールド に上記 〈PDB 作
成のパスワー ド〉 フ ィ ールド に入力したエン ト リ を確認するデフ ォル ト のパスワー ドが読み
込まれます。 

統計に関するオプ
シ ョ ン

� 統計の期間 ： 〔ステータ ス〕 ウ ィ ン ド ウの 「操作時間」 テーブルで表示するデータ を メ モ リ に
保持する時間の長さ。 オプシ ョ ンは、 10 分、 1 時間 （デフ ォル ト ）、 1 日、 および 2 日で
す。

データサイズがステータ スログに割り当てられた メ モ リ量を上回る と、 完了したすべての操
作のステータ スは消去されます。

4 デフ ォル ト 設定を復元するには、 【リ セ ッ ト デフ ォル ト 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

5 変更を適用するには、 【適用】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

WorkDir デ ィ レ クテ ィ ブ と  ArchiveWork デ ィ レ クテ ィ ブの
設定

File Server にマ ッ プ されているデ ィ レ ク ト リ に既存の OS ド ラ イブマ ッ ピングを使用し てアクセス
できる場合を除き、 WorkDir デ ィ レ クテ ィ ブ と  ArchiveWork デ ィ レ クテ ィ ブは、 このデ ィ レ ク ト
リには設定し ないで く ださい。 File Server 自体を使用し てもデ ィ レ ク ト リ にアクセスする こ とはで
きません。 これらのデ ィ レ クテ ィ ブの設定の詳細については、 110 ページの 『テンポラ リ フ ァ イル
のオプシ ョ ン』 を参照し て く ださい。

サーバステータ スの表示

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用する と、 File Server のステータ スに関
する 2 種類の情報を表示できます。 その 1 つは、 一定期間に実行された操作の記録であ り、 も う  1 
つはアクテ ィ ブなセマフ ォ を フ ァ イルパスご とに一覧にしたものです。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト か
らは、 File Server に対する接続のステータ スを表示できます。
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サーバステータ スの表示
Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を
使用したサーバステータ スの表示

サーバのステータ スを表示するには

1 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動し ます。

2 左側のウ ィ ン ド ウで 〈ステータ ス〉 を選択し ます。 〔サーバの状態〕 ウ ィ ン ド ウが表示されます。

3 以下の情報が表示されます。

� 「操作時間」 テーブルには、 タ イ ト ル部分に表示された期間における以下の情報が表示されま
す。

• 操作 ： 実行された操作の名前。

• # Completed ： 特定の操作が実行された回数。

• 最短 ： 特定の操作が実行されるのにかかった時間の最小値。

• 最長 ： 特定の操作が実行されるのにかかった時間の最大値。

• 平均時間 ： 特定の操作が実行されるのにかかった時間の平均。

「操作時間」 テーブルの統計の期間を設定する方法については、 142 ページの 『File Server 
の設定』 を参照し て く ださい。

� 「セマフ ォ」 テーブルには、 アクテ ィ ブなセマフ ォのフ ァ イルパスが表示されます。

4 〔サーバの状態〕 ウ ィ ン ド ウを更新する頻度を指定するには、 〈更新間隔〉 フ ィ ールドのオプシ ョ
ンのう ち 1 つを選択し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは、 更新し ない （デフ ォル ト ）、 1 分、 5 
分、 10 分、 15 分、 30 分です。

5 〔サーバの状態〕 ウ ィ ン ド ウを更新するには、 【更新】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
管理者ガイ ド 147



6 デッ ド ロ ッ ク状態になったセマフ ォ を解放するには、 適切な 〈フ ァ イルパス〉 エン ト リの隣にあ
る ラジオボタ ンを選択し、 削除 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 すべてのセマフ ォ を解放す
るには、 〈すべてのセマフ ォ〉 エン ト リの隣にある ラジオボタ ンを選択し、 削除ボタ ンを ク リ ッ
ク し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用したサーバステータ スの表示

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 サーバステータ スは、 ステータ スバーの左隅に
以下のよ う に表示されます （ク リ ッ クする と、 ステータ スが更新され、 詳細が表示されます）。

� File Server が設定されていません。

� 1 つまたは複数の設定済み File Server が応答し ていません。

� すべての設定済み File Server が正し く 動作し ています。

サーバステータ スは、 ク ラ イアン ト がサーバ上のフ ァ イルにアクセス し よ う と試みるたびに更新され
ます。

サーバログの表示

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ の 〔ログ〕 ウ ィ ン ド ウでは、 エラーや警告な
どのサーバイベン ト のログを表示する こ とができます。

各イベン ト に関し て以下の情報が表示されます。

� 時刻 ： イベン ト が検出された日時です。 時刻は、 サーバのタ イムゾーンに基づいています。

� 重要度 ： エラー、 警告、 情報など、 イベン ト の性質を示し ます。
148 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト データベースの追加
� 説明 ： イベン ト について説明し、 関連したプログラムなどを記載し ます。

〔ログ〕 ウ ィ ン ド ウに表示される情報は、 次の場所にある pvcsfs.log フ ァ イルに格納されます。

InstallLocation¥Serena¥vm¥common¥tomcat¥logs¥

ログフ ァ イルのサイズが 100KB に達する と、 名前が変更され、 新しい pvcsfs.log フ ァ イルが作
成されます。 サーバには最高 10 個のログフ ァ イルが保持されますが、 〔ログ〕 ウ ィ ン ド ウには現在
のログフ ァ イルだけが表示されます。 古いログフ ァ イルを表示するには、 テキス ト エデ ィ タ を使用し
ます。

Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト データベースの
追加

プロジ ェ ク ト データベースを Version Manager File Server に追加する際にどの方法が最適である
かは、 次の質問に対する答えによ って決ま り ます。

共有アーカ イブ どのアーカ イブが共有されているかを判断する方法については、 Serena ナレ ッ ジベースの記事 
14160 を参照し て く だ さい （記事内容は英語です）。

既存のプロジ ェ ク ト データベースを移動せずに File Server へ
追加する方法

これは、 既存のプロジ ェ ク ト データベースを File Server に追加する最も簡単な方法です。 既存のプ
ロジ ェ ク ト データベース内の情報は、 ワークスペース定義や共有アーカ イブへの参照も含め、 すべて
保持されます。

特記事項 Version Manager File Server に切り替える際は、 プロジ ェ ク ト データベースを新しい場所に移動
し た り、 既存のド ラ イブマ ッ ピングを UNC パスに切り替えた りする操作を簡単に行う こ とができま
す。 File Server への移動時にそのよ う な変更を行う場合は、 この手順を使用し ないで く だ さい。 そ
の他のオプシ ョ ンについては、 149 ページの 『Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト
データベースの追加』 を参照し て く ださい。

# 質問 「はい」 の場合 「いいえ」 の場合

1 既存のプロジ ェ ク ト データ
ベースを Version Manager 
File Server に追加し ますか
?

質問 2 へ進んで く だ さい。 158 ページの 『File Server 
上で新しいプロジ ェ ク ト
データベースを作成する 方
法』 を参照し て く だ さい。

2 プロジ ェ ク ト データベース
を現在の場所に維持し、
データベースを参照する ド
ラ イブマ ッ ピングまたは 
UNC パスを保持し ますか ?

149 ページの 『既存のプロ
ジ ェ ク ト データベースを移
動せずに File Server へ 追
加する方法』 を参照し て く
だ さい。

質問 3 へ進んで く だ さい。

3 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト
を使用し てプロジ ェ ク ト
データベースを File Server 
にコ ピーし ますか ?

153 ページの 『デスク ト ッ
プ ク ラ イアン ト を使用し て
プロジ ェ ク ト データベース
を File Server にコ ピーす
る方法』 を参照し て く だ さ
い。

155 ページの 『PCLI を使用
し てプロジ ェ ク ト データ
ベースを File Server に コ
ピーする方法』 を参照し て
く だ さい。
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既存のプロジ ェ ク ト データベースを File Server に追加するには

1 File Server に追加する予定のプロジ ェ ク ト データベースをバッ クア ッ プ し ます。

2 プロジ ェ ク ト データベースを含むシステムに Version Manager File Server を インス ト ールし
ます。

3 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト データベース
のパスマ ッ プを作成し ます。

〈ク ラ イアン ト 名〉 をプロジ ェ ク ト データベースに対する既存のパス と一致するよ う に設定し ま
す。 たと えば、 マ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブ （S:¥VMPDBS） に既存のプロジ ェ ク ト デー
タベースがある場合は、 ク ラ イアン ト 名は S:¥VMPDBS などに設定し ます。 137 ページの 『プ
ロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理』 を参照し て く だ さい。

4 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を File Server に接続し ます。 168 ページの
『File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

5 （必須ではないが推奨） プロジ ェ ク ト データベースに当初アクセス した と きに使用したネ ッ ト
ワークマ ッ ピングを削除または制限し ます。

詳細については以下の例を参照し て く ださい。

例 ： 既存のプロジ ェ ク ト データベースを移動せずに追加する場合

この例では、 既存のプロジ ェ ク ト データベースである PDB-1 と  PDB-2 が、 S: とい う ネ ッ ト ワーク
マ ッ ピングを介し てアクセス されるシステムの C: ド ラ イブにある と仮定し ています。

初期状態 次の図は、 プロジ ェ ク ト データベースを Version Manager File Server に追加するためにまだ何も
行われてない状態の、 プロジ ェ ク ト データベースフ ァ イルの初期位置を示したものです。 実際には、

注  プロジ ェ ク ト データベースのすべてのユーザに対し て Version Manager ク ラ イアン ト を 
Version Manager 8 以降にア ッ プグレー ド し ます。
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既存のアーカ イブを分割し て リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ も作成し ない限り、 この構造は一切変化し ませ
ん。

ユーザは現在、 次のよ う にネ ッ ト ワーク を介し てこれらのプロジ ェ ク ト データベースにアクセス し て
います。

� S:¥VMPDBS¥PDB-1

� S:¥VMPDBS¥PDB-2

こ こで、 S: は、 プロジ ェ ク ト データベースをホス ト するシステム上の C: ド ラ イブの OS ド ラ イブ
マ ッ ピングです。

データ をバッ クア ッ
プする

1 File Server に追加する予定のプロジ ェ ク ト データベースをバッ クア ッ プ し ます。

File Server を イ ン
ス ト ールする

2 プロジ ェ ク ト データベースを含むシステムに Version Manager File Server とデスク ト ッ プ ク
ラ イアン ト を インス ト ールし ます。 Version Manager のインス ト ールについては、 『Version 
Manager インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。

File Server を起動
する

3 File Server がインス ト ールされているシステムで ［ス ター ト ］ － ［すべてのプログラム］ －
［Serena］ － ［ChangeMan Version Manager］ － ［Version Manager Application Server］
を選択し ます。 Version Manager Application Server Admin が表示されます。

4 〔サーバ〕 タ ブで 【ス ター ト 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト データ
ベースパスをマ ッ プ

する

5 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を起動し （［Serena ChangeMan 
Version Manager］ － ［Serena ChangeMan Version Manager File Server Admin］） し、
【パスマ ッ プ】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 パスマ ッ プ表示部が表示されます。
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6 追加 （ ） ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔パスマ ッ プの追加〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

a 〈許可〉 リ ス ト から 「有効」 を選択し、 パスマ ッ プを有効にし ます。

b 〈ク ラ イアン ト 名〉 フ ィ ールド に、 既存のプロジ ェ ク ト データベースの上位にあるデ ィ レ ク ト
リへのネ ッ ト ワークパスを入力し ます。 この例の場合は S:¥VMPDBS です。

c 〈プロジ ェ ク ト  DB パス〉 フ ィ ールド に、 既存のプロジ ェ ク ト データベースの上位にあるデ ィ
レ ク ト リへの OS ネイテ ィ ブパスを入力し ます。 この例の場合は C:¥VMPDBS です。

d 〈リ ビジ ョ ンパス〉 フ ィ ールド に、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ を作成する場所の下位にあるデ ィ レ
ク ト リへの OS ネイテ ィ ブパスを入力し ます。

e 〈PDB の公開〉 リ ス ト から 「有効」 を選択し、 ユーザがク ラ イアン ト に表示された リ ス ト か
らプロジ ェ ク ト データベースを選択できるよ う にし ます。

f 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

ク ラ イアン ト を設定
する

7 各ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンが File Server に接続するよ う に設定し ます。 168 ページの
『File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

注  パスに UNIX と  Windows の両方のク ラ イアン ト からアクセスする必要がある場合は、
各 OS の正しい形式でク ラ イアン ト 名をセ ミ コ ロンで区切って入力するか、 Windows ス タ
イルのパスを使用し て Windows と  UNIX の両システムからパスにアクセスする こ とがで
きます。 ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境での作業の詳細については、 165 ページの 『ク ロスプ
ラ ッ ト フ ォーム環境における File Server の使用』 を参照し て く だ さい。
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プロジ ェ ク ト データ
ベースを ク ラ イアン

ト から開 く

8 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト から、 ［フ ァ イル］ － ［プロジ ェ ク ト データベースを開 く ］ を選択し
ます。 ［プロジ ェ ク ト データベースを開 く ］ ダイアログボッ クスが表示されます。

9 〈検索先〉 リ ス ト から、 一番上の項目である 「File Servers」 を選択し ます。 〔パスマ ッ プ〕 ウ ィ
ン ド ウでマ ッ プ し た場所の下位にあるすべてのプロジ ェ ク ト データベースがダイアログボッ クス
に一覧表示されます。

10 プロジ ェ ク ト データベースを選択し、 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 Version Manager ク ラ イアン
ト から File Server にアクセスする方法について詳し く は、 172 ページの 『Version Manager 
ク ラ イアン ト から File Server にアクセスする方法』 を参照し て く だ さい。

11 ほかのプロジ ェ ク ト データベースや作業フ ァ イルへのアクセスで必要と されない限り、 プロジ ェ
ク ト データベースにアクセスするために当初使用したネ ッ ト ワーク ド ラ イブ （例では S:） はこ
こで削除し てかまいません。 また、 ユーザは今後 Version Manager File Server から しかプロ
ジ ェ ク ト データベースにアクセス し な く なるため、 OS 権限を使用し て、 プロジ ェ ク ト データ
ベースのデ ィ レ ク ト リに対するアクセスを制限する こ と もできます。

この例は、 161 ページの 『例 ： アーカ イブの分割』 の出発点と し て使用できます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用し てプロジ ェ ク ト データベースを 
File Server にコ ピーする方法

これは、 既存のプロジ ェ ク ト データベースを別のシステム上の File Server に追加した り、 別のパス
を使用し て追加し た りする最も簡単な方法です。

前提条件 プロジ ェ ク ト データベースを File Server にコ ピーする前に、 以下を行う必要があ り ます。

1 File Server をホス ト するシステムに Version ManagerFile Server とデスク ト ッ プク ラ イアン
ト を インス ト ールし ます。 Version Manager のインス ト ールについては、 『Version Manager 
インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。

2 Version Manager File Server を起動し ます。 134 ページの 『File Server の起動と停止』 を参
照し て く ださい。

注  これでデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し てプロジ ェ ク ト データベースを コ ピーする と き共有
アーカ イブ とワークスペースを保持する こ とができます。 以前は、 PCLI のみでこれが可能で し た。

注  プロジ ェ ク ト データベースのすべてのユーザに対し て Version Manager ク ラ イアン ト を 
Version Manager 8 以降にア ッ プグレー ド し ます。
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3 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト データベース
のパスマ ッ プを作成し ます。 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ
リのパスの管理』 を参照し て く ださい。

4 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を File Server に接続し ます。 168 ページの
『File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

手順 既存のプロジ ェ ク ト データベースを File Server にコ ピーするには

1 コ ピーする予定のプロジ ェ ク ト データベースをバッ クア ッ プ し ます。

2 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を起動し、 ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。
〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ウ ィ ザー ドが表示されます。

3 コ ピーするプロジ ェ ク ト データベースの名前を 〈名前〉 フ ィ ールド に入力し ます。 これは、
Version Manager ク ラ イアン ト に表示される名前にな り ます。

4 〈場所〉 フ ィ ールドの隣にある参照ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔プロジ ェ ク ト データベースの場所
の選択〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

5 〈検索先〉 リ ス ト から 「File Servers」 を選択し ます。 公開するよ う定義し マーク されたすべて
のク ラ イアン ト 名がダイアログボ ッ クスに一覧表示されます。 ク ラ イアン ト 名の作成について
は、 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リのパスの管理』 を参照
し て く ださい。

6 プロジ ェ ク ト データベースの追加先とする ク ラ イアン ト 名 （パスマ ッ プ） を選択し ます。

7 このク ラ イアン ト 名を単一のプロジ ェ ク ト データベースのルー ト と し て機能させない限り、 プロ
ジ ェ ク ト データベースのサブデ ィ レ ク ト リ を作成する必要があ り ます。 そ う し ない場合、 その他
のプロジ ェ ク ト データベースを このク ラ イアン ト 名に正し く 追加できな く な り ます。

プロジ ェ ク ト データベースに新しいサブデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 新規フ ォルダ （ ）
ボタ ンを ク リ ッ ク し、 表示されるダイアログボッ クスで新しいデ ィ レ ク ト リの名前を入力し ま
す。

8 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボッ クスが、 〈場所〉
と 〈アーカ イブの場所〉 の各フ ィ ールド に値が入力された状態で再び表示されます。

9 プロジ ェ ク ト データベースの 〈作業フ ァ イルの場所〉 を指定し ます。

10 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 〈プロジ ェ ク ト の作成〉 ウ ィ ザー ドの 2 ページ目が表示されます。

11 〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。

12 共有アーカ イブ との関連を保持するには、 〈共有アーカ イブの保持〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し
ます。

13 〈サブプロジ ェ ク ト を含む〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

14 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 〈プロジ ェ ク ト の作成〉 ウ ィ ザー ドの 3 ページ目が表示されます。

重要！ ク ラ イアン ト は Version Manager 8 以降である必要があり ます。

重要！ 作業フ ァ イルの場所は、 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブのマ ッ ピングまたは UNC パスを介し て
ク ラ イアン ト から もアクセス可能でない限り、 Version Manager File Server にマ ッ プ された
場所であってはいけません。
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15 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを コ ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。

16 〈アクセスコ ン ト ロールを他の場所にコ ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。

17 現在のワークスペース定義を保持するには、 〈ワークスペースを コ ピー〉 チ ェ ッ クボッ クスを選
択し ます。

18 【完了】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 コ ピー処理の進捗状況に続き結果が表示されます。 【詳細】 ボ
タ ンを ク リ ッ ク し、 エラーを調べます。

プロジ ェ ク ト データベースが File Server に配置されま し た。 プロジ ェ ク ト データベースのリ ビ
ジ ョ ン ラ イブラ リ を作成するには、 158 ページの 『リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リの作成』 を参照し て
く ださい。

PCLI を使用し てプロジ ェ ク ト データベースを File Server に
コ ピーする方法

これは、 既存のプロジ ェ ク ト データベースを別のシステム上の File Server に追加した り、 別のパス
を使用し て追加し た りする最も完全な方法です。 これによ り、 よ り複雑な Issue を扱う こ とができま
す。

特記事項 この手順はほかのオプシ ョ ンよ り も複雑です。 以下を行う必要があ り ます。

� PCLI の ExportPDB コマン ド を使用し て、 プロジ ェ ク ト データベース情報をテキス ト フ ァ イル
にエクスポー ト する。

� Version Manager File Server における新しいプロジ ェ ク ト データベースの場所を反映するよ
う に、 テキス ト フ ァ イルでパスを編集する。

� プロジ ェ ク ト データベースフ ァ イルを File Server 上のデ ィ レ ク ト リ構造にコ ピーする。

� Version Manager File Server における新しいプロジ ェ ク ト データベースの場所を反映するよ
う に、 すべてのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン （.CFG） フ ァ イルでパスを編集する。

� PCLI の ImportPDB コマン ド を使用し て、 テキス ト フ ァ イルで編集したパスをプロジ ェ ク ト
データベースにインポー ト する。

作業を開始する前に手順全体に目を通すよ う にし て く だ さい。 この手順で使用される コマン ドの詳細
については、 『Version Manager PCLI ユーザガイ ド＆リ フ ァ レンスガイ ド』 と  Serena ナレ ッ ジ
ベースの記事 39987 を参照し て く ださい。

その他のオプシ ョ ンについては、 149 ページの 『Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト
データベースの追加』 を参照し て く ださい。

注  これでデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し てプロジ ェ ク ト データベースを コ ピーする と き共有
アーカ イブ とワークスペースを保持する こ とができます。 以前これが可能なのは、 PCLI だけで し
た。

153 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し てプロジ ェ ク ト データベースを File Server に
コ ピーする方法』 を参照し て く ださい。
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前提条件 プロジ ェ ク ト データベースを File Server にコ ピーする前に、 以下を行う必要があ り ます。

1 File Server をホス ト するシステムに Version ManagerFile Server とデスク ト ッ プク ラ イアン
ト を インス ト ールし ます。 Version Manager のインス ト ールについては、 『Version Manager 
インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださい。

2 Version Manager File Server を起動し ます。 134 ページの 『File Server の起動と停止』 を参
照し て く ださい。

3 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト データベース
のパスマ ッ プを作成し ます。 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ
リのパスの管理』 を参照し て く ださい。

4 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を File Server に接続し ます。 168 ページの
『File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

手順 既存のプロジ ェ ク ト データベースを File Server にコ ピーするには

1 コ ピーする予定のプロジ ェ ク ト データベースをバッ クア ッ プ し ます。

2 埋め込まれたコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンがどのよ う にエクスポー ト と インポー ト の操作に
影響するか考慮し て く ださい。 続ける前に必要に応じ てオプシ ョ ンの埋め込みを解除し て く ださ
い。

3 コマン ド プロンプ ト で次のコマン ド を入力し ます。

pcli exportpdb -prPathToPDB -idUserID:PW -z -fPathToExportFile

各パラ メ ータの意味は次のとおり です。

� PathToPDB は、 プロジ ェ ク ト データベースのルー ト への既存パスです。

� UserID は、 SuperUser 権限を持つ有効な Version Manager ユーザの ID です。 PW は関
連付けられたパスワー ド です （ある場合）。 これらの情報は、 アクセスコ ン ト ロールデータ
ベースが有効になっている場合にのみ必要と な り ます。

� PathToExportFile は、 既存のプロジ ェ ク ト データベースからエクスポー ト された情報を
含むフ ァ イルへのパスであ り、 その名前でもあ り ます。

4 エクスポー ト 後のフ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ で開き、 Version Manager File Server の管理
ユーテ ィ リ テ ィ でマ ッ プ し たク ラ イアン ト 名に対する File Server の相対パスで既存のパスを置
換し ます。

5 ツールまたは OS のコマン ド を使用し て前のステ ッ プでパス参照を変更し たすべてのフ ァ イルを
コ ピーし ます。 フ ァ イルは、 必ずパス参照を変更し たク ラ イアン ト 名と一致する フ ァ イルサーバ
上の場所へコ ピーし て く ださい。 

通常コ ピーする フ ァ イルには次のものがあ り ます。 

� すべてのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル （.cfg）。 

� すべてのアクセスコ ン ト ロールデータベースフ ァ イル （.db）。 

注  プロジ ェ ク ト データベースのすべてのユーザに対し て Version Manager ク ラ イアン ト を 
Version Manager 8 以降にア ッ プグレー ド し ます。

重要！ WorkPath は、 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブのマ ッ ピングまたは UNC パスを介し てク ラ イア
ン ト から もアクセス可能でない限り、 Version Manager File Server にマ ッ プ されている場所
に設定し ないで く ださい。
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Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト データベースの追加
� すべてのアーカ イブ （-arc）。 

コ ピーし ないフ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ ： 

� .ser フ ァ イル （pvcsroot.ser、 pvcsid.ser など）。 

� .old フ ァ イル （pvcsroot.old、 pvcs.old など）。

� pvcsuser サブデ ィ レ ク ト リ

� lib サブデ ィ レ ク ト リ （そこに明示的にフ ァ イルを置いていない場合）。

� P*.prj ワイルド カー ド と一致するサブデ ィ レ ク ト リ。 た と えば、 Pnoprw.prj など。 

6 エクスポー ト フ ァ イルで参照されるすべてのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン （.CFG） フ ァ イルを開き、
Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ でマ ッ プ したク ラ イアン ト 名に対し て 
File Server の相対パスで既存のパスを置換し ます。 これらのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに
よ って参照されるすべてのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに対し てこの手順を繰り返し ます。

7 （省略可能） Version Manager ク ラ イアン ト から過去のジャーナル項目を表示する場合は、
.CFG フ ァ イルで行ったよ う にジャーナルフ ァ イルのパスを更新する必要があり ます。 ただし、
ク ラ イアン ト で新規項目を表示する場合はこのステ ッ プは不要です。 その場合にも古い項目はテ
キス ト エデ ィ タ で表示する こ とができます。

8 コマン ド プロンプ ト で次のコマン ド を入力し ます。

pcli importpdb -prPathToNewPDB -idUserID:PW -fPathToExportFile

各パラ メ ータの意味は次のとおり です。

� PathToNewPDB は、 File Server 上にある新しいプロジ ェ ク ト データベースの場所のルー ト
へのパスです。 このパスは、 ク ラ イアン ト 名に対する相対パスを指定する必要があり ます。

� UserID は、 SuperUser 権限を持つ有効な Version Manager ユーザの ID です。 PW は関
連付けられたパスワー ド です （ある場合）。 これらの情報は、 アクセスコ ン ト ロールデータ
ベースが有効になっている場合にのみ必要と な り ます。

� PathToExportFile は、 既存のプロジ ェ ク ト データベースからエクスポー ト された情報を
含むフ ァ イルへのパスであ り、 その名前でもあ り ます。

9 必要に応じ て上記で埋め込みを解除し たコ ン フ ィ グレーシ ョ ンオプシ ョ ンを再度埋め込みます。

注  上記のフ ァ イル拡張子はデフ ォル ト ですが、 別の拡張子が使用されている場合もあ り ます。 

重要！ WorkPath は、 ネ ッ ト ワーク ド ラ イブのマ ッ ピングまたは UNC パスを介し てク ラ イア
ン ト から もアクセス可能でない限り、 Version Manager File Server にマ ッ プ されている場所
に設定し ないで く ださい。

注  プ ラ ッ ト フ ォームデータベースの作成にパスワー ドが必要な場合、 -pa パスワー ド オプ
シ ョ ンを指定する必要があ り ます。
管理者ガイ ド 157



File Server 上で新しいプロジ ェ ク ト データベースを作成する
方法

File Server 上で新しいプロジ ェ ク ト データベースを作成するには

1 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を起動し、 ［管理］ － ［プロジ ェ ク ト データベース
の作成］ を選択し ます。 ［プロジ ェ ク ト データベースの作成］ ダイアログボッ クスが表示されま
す。

2 新しいプロジ ェ ク ト データベースの名前を 〈名前〉 フ ィ ールド に入力し ます。 これは、 Version 
Manager ク ラ イアン ト に表示される名前にな り ます。

3 〈場所〉 フ ィ ールドの隣にある参照ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔プロジ ェ ク ト データベースの場所
の選択〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 〈検索先〉 リ ス ト から 「File Servers」 を選択し ます。 有効になっているすべてのク ラ イアン ト
名がダイアログボ ッ クスに一覧表示されます。 ク ラ イアン ト 名の作成については、 137 ページ
の 『プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン ラ イブラ リのパスの管理』 を参照し て く だ さい。

5 プロジ ェ ク ト データベースの追加先とするサーバの場所 （パスマ ッ プ） を表すク ラ イアン ト 名を
選択し ます。

6 このク ラ イアン ト 名を単一のプロジ ェ ク ト データベースのルー ト と し て機能させない限り、 プロ
ジ ェ ク ト データベースのサブデ ィ レ ク ト リ を作成する必要があ り ます。 そ う し ない場合、 その他
のプロジ ェ ク ト データベースを このク ラ イアン ト 名に正し く 追加できな く な り ます。

プロジ ェ ク ト データベースに新しいサブデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 新規フ ォルダ （ ）
ボタ ンを ク リ ッ ク し、 表示されるダイアログボッ クスで新しいデ ィ レ ク ト リの名前を入力し ま
す。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 〔プロジ ェ ク ト データベースの作成〕 ダイアログボッ クスが、 〈場所〉
と 〈アーカ イブの場所〉 の各フ ィ ールド に値が入力された状態で再び表示されます。

8 通常プロジ ェ ク ト データベースを新規作成する際と同様に、 残りのフ ィ ールド にも値を指定し ま
す。 残りのフ ィ ールドの詳細については、 24 ページの 『プロジ ェ ク ト データベースの作成』 を
参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト データベースが File Server に配置されま し た。 プロジ ェ ク ト データベースのリ ビ
ジ ョ ン ラ イブラ リ を作成するには、 158 ページの 『リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リの作成』 を参照し て
く ださい。

リ ビジ ョ ン ラ イブラ リの作成

非圧縮アーカ イブ これまで、 Version Manager では、 リ ビジ ョ ンデータ と メ タデータが同じ アーカ イブにま とめて格
納されていま し た。 これらのアーカ イブは、 「非圧縮アーカ イブ」 または 「非分割アーカ イブ」 と呼
ばれるよ う にな り ま し た。

分割アーカ イブ Version Manager File Server のリ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能では、 リ ビジ ョ ンデータがメ タデータ
とは分離されて格納されるため、 多 く の操作が高速化されます。 リ ビジ ョ ンはリ ビジ ョ ン ラ イブラ リ
に格納され、 メ タデータは別のメ タデータ アーカ イブに格納されるため、 このよ う に使用されるアー
カ イブは 「分割アーカ イブ」 と呼ばれます。

分割アーカ イブには、 Version Manager 8 以降を使用し て Version Manager File Server からの
みアクセスできます。
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アーカ イブを 「分割解除」 し て非圧縮アーカ イブ フ ォーマ ッ ト に復元する こ とができます。 復元し た
非圧縮アーカ イブは、 Version Manager の旧バージ ョ ン と下位互換性があり ます。

RFSSplitOnCreate
デ ィ レ クテ ィ ブ

RFSSplitOnCreate コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルデ ィ レ クテ ィ ブを使用する と、 新しいアーカ イ
ブは作成時に分割されます。 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ を作成する場合は、 プロジ ェ ク ト データベースが
既存の非圧縮アーカ イブから File Server に追加された場合、 このデ ィ レ クテ ィ ブを設定する必要が
あ り ます。 新規に作成されたプロジ ェ ク ト データベースで、 このデ ィ レ クテ ィ ブが有効になっていま
す。

VSPLIT コマン ド VSPLIT コマン ドは、 非圧縮アーカ イブを別々のリ ビジ ョ ンデータ （リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ） と メ タ
データに分割し ます。 

前提条件

リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ を作成する前に以下を行う必要があ り ます。

� Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 プロジ ェ ク ト データベース
のリ ビジ ョ ンパスマ ッ プを作成する。 137 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース と リ ビジ ョ ン
ラ イブラ リのパスの管理』 を参照し て く だ さい。

� プロジ ェ ク ト データベースを File Server に追加する。 149 ページの 『Version Manager File 
Server へのプロジ ェ ク ト データベースの追加』 を参照し て く だ さい。

RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブの有効化

RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブを使用する と、 新しいアーカ イブが作成時に分割され、 別々の
リ ビジ ョ ンデータ （リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ） と メ タデータにな り ます。 このデ ィ レ クテ ィ ブは、 既存
のアーカ イブには影響を及ぼし ませんが、 プロジ ェ ク ト データベースに追加される新しいアーカ イブ
には適用されます。

新しいアーカ イブは、 プロジ ェ ク ト データベースがリ ビジ ョ ンパスにマ ッ プ されている場合にのみ分
割されます。

RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブを有効にするには

1 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を起動し、 プロジ ェ ク ト データベースを選択し ま
す。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト データベースの詳細設定〕 ダイアログボッ
クスが表示され、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト ボ ッ クスで、 「アーカ イブ」 の下の 「新規アーカ イブの属性」 を選択し ま
す。

4 〈作成時に分割する〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

注  RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブを コマン ド ラ インから有効化 / 無効化する方法については、
『Version Manager コマン ド ラ イ ン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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既存のアーカ イブの分割

VSPLIT は、 コマン ド ラ インユーテ ィ リ テ ィ であ り、 既存の非圧縮アーカ イブを別々のメ タデータ ス
ト ア と リ ビジ ョ ンス ト アに分割し、 Version Manager File Server のリ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ機能で
使用できるよ う にし ます。 VSPLIT は、 リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リ内のアーカ イブを分割解除し ても との
非圧縮アーカ イブ フ ォーマ ッ ト に戻すこ と もできます。

構文
vsplit [Options] Path . . . . .

こ こで、 Pathは、 Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ の 〔パスマ ッ プ〕 ウ ィ ン ド
ウで定義し たプロジ ェ ク ト データベースを表すク ラ イアン ト 名です。

オプシ ョ ン

@ @[list_file]

このオプシ ョ ンによ り、 追加のコマン ド ラ インオプシ ョ ンを記述した list_file を読み込みます。
Version Manager は、 指定したフ ァ イルから追加のオプシ ョ ンを読み込んでから、 コマン ド ラ イン
のそれ以外の部分を読み込みます。 別のコマン ドからの入力を転送する場合は、 @  オプシ ョ ンをパ
ラ メ ータ を付けずに使用し ます。

フ ァ イルの拡張子が .GRP である場合は、 パス と拡張子を省略できます。 Version Manager は、
VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブで指定されたデ ィ レ ク ト リ内でフ ァ イルを検索し ます。

-h コマン ド に関するヘルプを表示し ます。 このコマン ドは、 ほかのオプシ ョ ンを指定した場合でも、 -h 
を処理し た後で終了し ます。

-L アーカ イブを一覧表示し ますが、 分割は行いません。

-r 再帰的な動作 （デ ィ レ ク ト リパスに適用されます）。

-u 分割解除。 分割アーカ イブから リ ビジ ョ ンおよび メ タデータ を再結合し ても との非圧縮アーカ イブ
フ ォーマ ッ ト に戻すこ とができます。 再構成し たアーカ イブはメ タデータの場所にあ り ます。 リ ビ
ジ ョ ン ラ イブラ リは削除されます。

-v このツールのバージ ョ ンを表示し ます。

-xe -xefile_name

ステータ ス、 プログラム、 およびエラー メ ッ セージを file_name に転送し ます。

-xo -xofile_name

標準出力を file_name に リ ダイ レ ク ト し ます。

特記事項 � VSPLIT は、 File Server を実行するシステムから実行される場合でも、 ク ラ イアン ト （パス
マ ッ プのク ラ イアン ト 名によ って定義） によ って表示されるアーカ イブパスを参照する必要があ
り ます。

� VSPLIT は、 既存のアーカ イブにのみ影響し、 新しいアーカ イブの作成には影響を及ぼし ませ
ん。 アーカ イブを作成時に分割するには、 RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブを設定し ます。

ヒ ン ト   RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブを無効にし ないと、 追加する新しいフ ァ イルはすべて
分割アーカ イブに入れられます。
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� ほかのプロジ ェ ク ト データベースフ ァ イルは、 VSPLIT によ って使用されず、 その影響も受けま
せん。

� VSPLIT は、 〈ユーテ ィ リ テ ィ の使用を許可〉 オプシ ョ ンによ って有効になっている場合にのみ
実行できます。 142 ページの 『File Server の設定』 を参照し て く ださい。

� VSPLIT は、 Version Manager のインス ト ール場所の vm¥OS¥bin¥admin デ ィ レ ク ト リにあ
り ます。

VSPLIT 使用のヒ ン ト

次の操作を行う よ う お勧めし ます。

� ユーザアクセスを無効にする ： 分割するアーカ イブをユーザがすでに利用できる場合、 実行する
前にユーザアクセスを無効にするか制限し ます。 いったん操作を完了し て結果を確認し たら、 再
びユーザアクセスを有効にする こ とができます。 VSPLIT を フ ァ イルサーバ自体から実行し、
アーカ イブがサーバのローカルアーカ イブである場合、 単にサーバをネ ッ ト ワークから切断する
だけでユーザアクセスを無効にできます。

� テス ト ： 実際の本番環境にできるだけ近いテス ト 環境を設定し ます。 このテス ト 環境を使用し て
プロジ ェ ク ト データベースのコ ピーに対し てア ッ プグレー ド プロセスをテス ト し ます。

� バッ クア ッ プ ： VSPLIT を実行する前にデータ をバッ クア ッ プ し ます。

� 出力を リ ダイ レ ク ト ： 出力を分析し て適切に分割されていないアーカ イブを確認するため 
VSPLIT コマン ドの出力を フ ァ イルに リ ダイ レ ク ト し ます。 出力を フ ァ イルへリ ダイ レ ク ト する
には、 -xo および -xe オプシ ョ ンを使用し ます。 これらは、 -xo+e のよ う に組み合わせる こ とが
できます。 次にその例を示し ます。
vsplit -xo+eOutPut.txt -r S:¥VMFS¥PDBS

この出力の分析に関する詳細については、 162 ページの 『VSPLIT 出力の分析』 を参照し て く だ
さい。 

例 ： アーカ イブの分割

この例では、 既存のデータベースである PDB-1 と  PDB-2 がネ ッ ト ワークマ ッ ピングである S: を
使用し てアクセス されるシステム上にあった と仮定し ています。 これらのプロジ ェ ク ト データベース
は、 Version Manager File Server にク ラ イアン ト 名のパスマ ッ プ S:¥VMPDBS と し て追加されま
し た。

この例は、 150 ページの 『例 ： 既存のプロジ ェ ク ト データベースを移動せずに追加する場合』 の続
きに当た り ます。 こ こまでの手順と プロジ ェ ク ト データベースの初期状態については、 前の例を参照
し て く ださい。

ユーザは現在、 Version Manager File Server 上の S:¥VMPDBS パスマ ッ ピングを次のよ う に使用
し て、 これらのプロジ ェ ク ト データベースにアクセス し ています。

� S:¥VMPDBS¥PDB-1

� S:¥VMPDBS¥PDB-2

1 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ を作成する対象であるプロジ ェ ク ト データベースで RFSSplitOnCreate 
デ ィ レ クテ ィ ブを有効にし ます。 159 ページの 『RFSSplitOnCreate デ ィ レ クテ ィ ブの有効化』
を参照し て く ださい。

2 VSPLIT コマン ドは、 〈ユーテ ィ リ テ ィ の使用を許可〉 オプシ ョ ンによ って有効になっている場
合にのみ実行できます。 142 ページの 『File Server の設定』 を参照し て く ださい。

3 Version Manager ク ラ イアン ト システムのコマン ド ラ インから次のコマン ド を実行し ます。
vsplit -xo+eOutPut.txt -r S:¥VMPDBS
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VSPLIT コマン ドは、 Version Manager のインス ト ール場所の vm¥OS¥bin¥admin デ ィ レ ク
ト リにあ り ます。

-xo+e オプシ ョ ンによ って操作の結果を分析する こ とができます。 162 ページの 『VSPLIT 出力
の分析』 を参照し て く ださい。 

ク ラ イアン ト を File Server に接続する方法については、 168 ページの 『File Server と と もに
使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

次の図は、 VSPLIT を実行し た後のプロジ ェ ク ト データベースフ ァ イルの場所を示し たものです。 メ
タデータ アーカ イブは C:¥VMPDBs の下のアーカ イブ場所にあるのに対し、 リ ビジ ョ ンは 
C:¥VMRvLb の下にあ り ます。 これらの場所が File Server でどのよ う にマ ッ プ されたかについて
は、 150 ページの 『例 ： 既存のプロジ ェ ク ト データベースを移動せずに追加する場合』 を参照し て
く ださい。

VSPLIT 出力の分析

VSPLIT は、 分割の前後に各アーカ イブを調べます。 破損したアーカ イブあるいは非アーカ イブ フ ァ
イルは分割し ません。

各種非アーカ イブ フ ァ イル （アクセスコ ン ト ロールデータベース、 ジャーナルフ ァ イル、 コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イル） は変換失敗と表示されますが、 これは予想どおり で問題あ り ません。 出力を調
べて失敗し たアーカ イブを確認し て く ださい。

各フ ァ イルに対し てエン ト リが追加されます。 次の例は、 無事分割されたアーカ イブ と、 アーカ イブ
ではないため （予想通り） 分割に失敗し たジャーナルフ ァ イルを示し ます。

convert(S:¥VMFS¥PDBS¥archives¥test¥env_filt.sed-arc) ok 733/1425 bytes (new/old)
vcheck(S:¥VMFS¥PDBS¥archives¥test¥journal.vcs)=1 failed, not converting

VSPLIT 出力に予期せぬ失敗があった場合は、 pvcsfs.log フ ァ イルを確認し ます。 このフ ァ イル
に記録されているエラー、 は根本的な問題を解決する手がかりにな り ます。 詳し く は、 148 ページ
の 『サーバログの表示』 を参照し て く ださい。 
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アーカ イブのエクスポー ト 、 インポー ト 、 移動、 名前変更、 および修正

VTRANSFER は、 Version Manager File Server と と もに使用できる コマン ド ラ インユーテ ィ リ
テ ィ であ り、 以下を行う こ と を可能にし ます。

� 分割アーカ イブなどのアーカ イブのリ ビジ ョ ンデータ を単一の *.zip フ ァ イルと し てエクスポー
ト し ます。 これは、 アーカ イブを収集し てパッ ケージ化し、 ト ラ ブルシューテ ィ ングの目的で 
Serena サポー ト 担当者に送信できるよ う にする便利な方法です。

� 分割アーカ イブなどのアーカ イブのメ タデータ と リ ビジ ョ ンデータ を単一の *.zip フ ァ イルから
インポー ト し ます。 これは、 アーカ イブを ト ラ ブルシューテ ィ ングするための変更を インポー ト
する便利な方法です。

� アーカ イブを同じサーバ上の異なる場所の間で移動し ます。

� アーカ イブの名前を変更し ます。

� アーカ イブが手動で移動または名前変更されている場合に、 メ タデータ と リ ビジ ョ ンデータ （リ
ビジ ョ ン ラ イブラ リ） の間の関係を修正し ます。

� アーカ イブ、 メ タデータ と リ ビジ ョ ンデータの両方を削除し ます。 

構文
vtransfer [options]archivePath [secondaryPath]

各パラ メ ータの意味は次のとおり です。

� archivePath は、 作業中のアーカ イブの場所です。

� secondaryPath は、 *.zip フ ァ イルの場所やアーカ イブの新しい名前など、 VTRANSFER の
使用モー ド に特有なパラ メ ータ です。

オプシ ョ ン

VTRANSFER には、 実行する操作の種類を決定する 4 つのモー ド オプシ ョ ンのほか、 7 つの一般的
なオプシ ョ ンがあ り ます。

モード オプシ ョ ン

-d すべてのリ ビジ ョ ンデータ と メ タデータ も含め、 archivePath に指定されているアーカ イブを削
除し ます。

-f メ タデータの場所を ミ ラーする場所に リ ビジ ョ ンを移動する こ とによ り、 メ タデータ と リ ビジ ョ ン
データの間の関係を修正し、 メ タデータ を更新し ます。 このオプシ ョ ンは、 メ タデータが手動で移動
または名前変更されている場合に有用です。

-i secondaryPath で指定し た zip フ ァ イルから、 archivePath で指定したアーカ イブの場所ま
で、 アーカ イブ と そのリ ビジ ョ ンを インポー ト し ます。 既存のアーカ イブデータはすべて上書き され
ます。

-r secondaryPath で指定し た名前にアーカ イブまたはアーカ イブのデ ィ レ ク ト リ を変更するか、 こ
こで指定し た場所に移動し ます。 この操作は、 archivePath がアーカ イブではな く デ ィ レ ク ト リ を
指定し ている場合は再帰的に実行されます。

-x archivePath で指定したアーカ イブのメ タデータ と リ ビジ ョ ンデータ をエクスポー ト し、
secondaryPath で指定し た単一の *.zip フ ァ イルに書き込みます。 secondaryPath に完全修飾
パスが含まれない場合、 フ ァ イルはコマン ドの実行元の場所に書き込まれます。 リ ビジ ョ ンは、 File 
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Server 上にマ ッ プ された リ ビジ ョ ンパス と  archivePath によ って指定されるパスからエクス
ポー ト されます。

メ タデータ内の指定し た場所から リ ビジ ョ ンをエクスポー ト するには、 -m オプシ ョ ンを併用し ます。 
これは、 メ タデータが手動で移動されている場合に便利です。

一般的なオプシ ョ ン

@ @[list_file]

このオプシ ョ ンによ り、 追加のコマン ド ラ インオプシ ョ ンを記述した list_file を読み込みます。
Version Manager は、 指定したフ ァ イルから追加のオプシ ョ ンを読み込んでから、 コマン ド ラ イン
のそれ以外の部分を読み込みます。 別のコマン ドからの入力を転送する場合は、 @ オプシ ョ ンをパ
ラ メ ータ を付けずに使用し ます。

フ ァ イルの拡張子が .GRP である場合は、 パス と拡張子を省略できます。 Version Manager は、
VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブで指定されたデ ィ レ ク ト リ内でフ ァ イルを検索し ます。

-h コマン ド に関するヘルプを表示し ます。 このコマン ドは、 ほかのオプシ ョ ンを指定した場合でも、 -h 
を処理し た後で終了し ます。

-id -iduser_id:user_password

Version Manager File Server の管理ユーテ ィ リ テ ィ 内の該当する フ ァ イルサーバパスマ ッ プに関
連付けられている、 アクセスコ ン ト ロールデータベースおよび / または LDAP サーバに対し て認証す
る、 ユーザ ID とパスワー ド を指定し ます。 

注  -id オプシ ョ ンは、 CLI 操作自体を行う ために使用するユーザ ID には影響し ません。 CLI 操作
のユーザ ID は通常の方法で決ま り ます。 

-m -x と と もに使用し、 メ タデータ内の指定した場所から リ ビジ ョ ンをエクスポー ト し ます。 これは、 メ
タデータが手動で移動されている場合に便利です。

-xe -xefile_name

ステータ ス、 プログラム、 およびエラー メ ッ セージを file_name に転送し ます。

-xo -xofile_name

標準出力を file_name に リ ダイ レ ク ト し ます。

例

以下の例では、 アーカ イブは、 ク ラ イアン ト 名である S:¥VMFS¥PDBs を使用し て、 Version 
Manager File Server にマ ッ プ されています。

例 1 ： アーカ イブを Zip フ ァ イルにエクスポー ト する

この例は、 バージ ョ ン管理フ ァ イル Hello.txt と関連付けられた リ ビジ ョ ン と メ タデータ を取得
し て、 それを Hello.zip とい う名前のフ ァ イルに格納する ものです。 これは、 単一のバージ ョ ン
管理フ ァ イルを表すさ まざまなフ ァ イルを収集し、 パッ ケージ化する便利な方法です。

vtransfer -x S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc Hello.zip
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例 2 ： メ タデータに格納されたリ ビジ ョ ンパスを使用してアーカ イブを Zip フ ァ イルにエ
クスポー ト する

この例は例 1 と似ていますが、 File Server 上にマ ッ プ された リ ビジ ョ ンパス と  archivePath に
よ って指定されるパスではな く 、 メ タデータ で指定された場所 （-m） から リ ビジ ョ ンが取得される
点が異な り ます。 これは、 メ タデータが手動で移動または名前変更されている場合に便利です。

vtransfer -x -m S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc Hello.zip

例 -3 ： アーカ イブを Zip フ ァ イルから インポー ト する

この例は、 例 1 と  2 で生成されたフ ァ イルなど、 エクスポー ト フ ァ イルから メ タデータ と リ ビジ ョ
ンを インポー ト する ものです。 既存のアーカ イブ情報はすべて上書き されます。

vtransfer -i S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc Hello.zip

例 4 ： アーカ イブを移動する

この例は、 バージ ョ ン管理フ ァ イルに関連付けられた メ タデータ と リ ビジ ョ ンを File Server 上の新
しい場所に移動する ものです。

vtransfer -r S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc
S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Boneyard¥Hello.txt-arc

例 5 ： アーカ イブの名前を変更する

この例は、 File Server 上のバージ ョ ン管理フ ァ イルの名前を変更し て、 メ タデータ と リ ビジ ョ ンを
それに合わせて更新する ものです。

vtransfer -r S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txv
S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc

例 6 ： アーカ イブを修正する

この例は、 メ タデータの場所を ミ ラーする場所に リ ビジ ョ ンを移動する こ とによ り、 メ タデータ と リ
ビジ ョ ンデータの間の関係を修正し、 メ タデータ を更新する ものです。 これは、 メ タデータが手動で
移動または名前変更されている場合に有用です。

vtransfer -f S:¥VMFS¥PDBs¥PDB-1¥archives¥Project-1¥Hello.txt-arc

ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境における File Server の使用

UNIX と  Windows の両システムから同じ アーカ イブにアクセスするには、 作成と設定に関する特別
な手順を実行し て、 ク ロスプラ ッ ト フ ォーム環境でのアクセスで問題が起きないよ う にする必要があ
り ます。

作成 プロジ ェ ク ト データベースを UNIX サーバに配置し、 それに Windows ク ラ イアン ト からアクセス
する場合は、 UNC パス （¥¥myserver） または Windows ス タ イルのド ラ イブマ ッ ピング
（S:¥myserver） を使用し て、 Windows ク ラ イアン ト プロジ ェ ク ト データベースを作成する必要が
あ り ます。 UNIX ス タ イルのパスを使用し て作成されたプロジ ェ ク ト データベースには、 ク ロスプ
ラ ッ ト フ ォーム環境でアクセスする こ とはできません。
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設定 アーカ イブにアクセスする場合は以下が必要です。

� 直接アクセスする場合も、 File Server 経由でアクセスする場合も、 ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環
境に関するセクシ ョ ンで説明されているすべての手順を実行する必要があ り ます。

� File Server 経由でアクセスする場合は、 以下の手順だけを実行する必要があり ます。

• EOL シーケンスを変換する。

• ユーザ ID の大文字と小文字を区別し ないよ う にする。

• フ ァ イル名とデ ィ レ ク ト リ名の大文字と小文字を一致させるよ う にする

注  説明の中で、 これらの手順には左に示す図が付けられています。

これらの手順を実行する場合の参照情報 ：

� デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用する場合は、 41 ページの 『ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境での 
Version Manager のセ ッ ト ア ッ プ』 を参照し て く だ さい。

� コマン ド ラ インを使用する場合は、 56 ページの 『ク ロスプ ラ ッ ト フ ォーム環境』 を参照し て く
ださい。

セキュ リ テ ィ に関する特記事項

デフ ォル ト で、 Version Manager File Server は、 セキュ リ テ ィ とパフ ォーマンスのニーズを均衡
させるよ う に設定されています。 File Server を状況に合わせて最適化するには、 使用環境と用途を
入念に評価する こ と をお勧めし ます。 以下の推奨事項に目を通し て く だ さい。

一般的な推奨事項 � まず、 どんな場合でも以下の設定を推奨し ます。

• 〈認証要求〉 オプシ ョ ンを有効にする （デフ ォル ト 設定）。

• 〈リ モー ト の設定を許可〉 オプシ ョ ンを無効にする （デフ ォル ト 設定）。

• 〈ユーテ ィ リ テ ィ の使用を許可〉 オプシ ョ ンを 「ローカル専用」 に設定する （デフ ォル ト 設
定）。

• パスマ ッ プのアクセスコ ン ト ロールデータベースを有効にする。 167 ページの 『パスマ ッ プ
のデフ ォル ト アクセスコ ン ト ロールデータベースの作成』 を参照し て く だ さい。 

• Version Manager File Server をホス ト するシステムへのアクセスを制限する。 フ ァ イル
サーバホス ト で実行する Version Manager ク ラ イアン ト は特定のメ タデータ読み取り操作
に対し てフ ァ イルサーバセキュ リ テ ィ をバイパスする こ とができます。 ただし、 すべての書
き込みおよびリ ビジ ョ ン操作にはセキュ リ テ ィ が適用されます。 

イン ターネ ッ ト に特
有な推奨事項

� フ ァ イアウォール外部のユーザが Web ク ラ イアン ト にアクセスできるよ う にするには

• Version Manager File Server を フ ァ イアウォールの外にある別のシステム上に配置する
（Version Manager Web サーバを フ ァ イアウォールの外に置きます）。

• SSL サポー ト を Version Manager File Server で有効にする。167 ページの 『File Server 
における Secure Socket Layer の有効化』 を参照し て く だ さい。
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詳細情報 Version Manager セキュ リ テ ィ の設定に関する詳細は、 次の表を参照し て く だ さい。

パスマ ッ プのデフ ォル ト アクセスコ ン ト ロールデータベースの作成

パスマ ッ プのアクセスを制御するアクセスコ ン ト ロールデータベースを指定する こ とができます。 
いったんアクセスコ ン ト ロールデータベースを指定する と、 すべてのアクセスがそれを使用し て確認
されます。 有効なユーザ ID がないとパスマ ッ プのプロジ ェ ク ト データベースを作成する こ とができ
ません。 存在し ないアクセスコ ン ト ロールデータベースを指定する と、 誰もパスマ ッ プにアクセスす
る こ とができな く な り ます。

パスマ ッ プセキュ リ テ ィ のセ ッ ト ア ッ プを容易にするには

1 フ ァ イルサーバパスマ ッ プ上にないダ ミ ープロジ ェ ク ト データベースを作成し ます。

2 ダ ミ ープロジ ェ ク ト データベースのアクセスコ ン ト ロールデータベースを設定し ます。

3 アクセスコ ン ト ロールデータベースを フ ァ イルサーバからアクセス可能な場所へコ ピーし ます。

4 オプシ ョ ン表示部の 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 フ ィ ールド にアクセスコ ン ト ロール
データベースの場所を指定し ます。 指定し たアクセスコ ン ト ロールデータベースがフ ァ イルサー
バ上で作成されるすべての新しいパスマ ッ プに関連付けられます。 

File Server における Secure Socket Layer の有効化

Version Manager Application Server で Secure Socket Layer （SSL） を有効にする と、 セキュ
リ テ ィ を強化する こ とができます。

以下の手順に従う と、 SSL を有効にする こ とができますが、 SSL に関するすべての問題が解決され
るわけではあ り ません。 SSL の有効化について詳し く は、 次の文書を参照し て く だ さい。

Install_Dir¥serena¥vm¥common¥tomcat¥webapps¥tomcat-docs¥ssl-howto.html

SSL を有効にするには

1 コマン ド プロンプ ト から次のコマン ド を実行し ます （UNIX ではパス区切り をスラ ッ シュに変え
ます）。

Install_Dir¥serena¥vm¥common¥jre¥OS¥bin¥keytool -genkey -alias tomcat -keyalg RSA

参照内容 参照

フ ァ イルサーバセキュ リ テ ィ オプ
シ ョ ンの設定

142 ページの 『File Server の設定』

パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ
ン

141 ページの 『パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの設定』

Version Manager セキュ リ テ ィ の
設定

201 ページの第 6 章 『セキュ リ テ ィ の使用』

注  Version Manager Application Server で SSL を有効にする と、 そこで実行されるすべての 
Version Manager アプ リ ケーシ ョ ン （Version Manager File Server、 Version Manager Web 
Server、 および WebDAV） が影響を受けます。

注  ssl-howto.html フ ァ イルの 「Download and Install JSSE」 の部分は無視し て く だ さい。
JSSE はすでにインス ト ールされています。
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2 プロンプ ト が表示されたら、 キース ト アのパスワー ド を入力し ます。 デフ ォル ト は changeit 
です。

3 プロンプ ト が表示されたら、 サーバへのアクセス時にユーザに対し て表示する情報 （会社名な
ど） を入力し ます。

4 プロンプ ト が表示されたら、 キー自体のパスワー ド を入力し ます。 このパスワー ドは、 上記の手
順で入力し たキース ト アのパスワー ド と同じ である必要があ り ます。

5 次のフ ァ イルをテキス ト エデ ィ タ で開きます （UNIX ではパス区切り をスラ ッ シュに変えます）。

Install_Dir¥Serena¥vm¥common¥tomcat¥conf¥server.xml

6 フ ァ イルで次のセクシ ョ ンを見つけます。

<!-- Define a SSL Coyote HTTP/1.1 Connector on port 8443 -->
<!--
<Connector className="org.apache.coyote.tomcat4.CoyoteConnector"

port="8443" minProcessors="5" maxProcessors="75"
enableLookups="true" acceptCount="100" debug="0" scheme="https"
secure="true" useURIValidationHack="false"
disableUploadTimeout="true">

<Factory
className="org.apache.coyote.tomcat4.CoyoteServerSocketFactory"
clientAuth="false" protocol="TLS" />

</Connector>
-->

7 テキス ト ブロ ッ ク を囲んでいる コ メ ン ト の開始タグと終了タグを削除し ます （セクシ ョ ン見出し
は残し ます）。 こ う する こ とによ り、 SSL がポー ト  8443 で有効にな り ます。 別のポー ト を指定
するには、 ssl-howto.html フ ァ イルを参照し て く ださい。

8 パフ ォーマンスを向上させるには、 enableLookups を true から false に変更し ます。

9 フ ァ イルを保存し、 Version Manager Application Server を再起動し ます。

10 ク ラ イアン ト が https: と  SSL が有効になったポー ト を使用するよ う に設定し ます。 168 ペー
ジの 『File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定』 を参照し て く だ さい。

File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定

File Server の場所をすべての Version Manager ク ラ イアン ト が認識できるよ う にするには、 サー
バコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに Version Manager File Server へのパスを入力する必要があり
ます。 サーバコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルをネ ッ ト ワーク上の場所に保存する場合、 新しいサーバ
コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを各ユーザのシステムで作成するのではな く 、 各ク ラ イアン ト システ
ムにその場所を参照させる こ とができます。

注  デフ ォル ト の HTTP ポー ト である 8080 はまだ機能し ます。 必要に応じ て、 ポー ト  8080 
を有効にするテキス ト ブロ ッ ク を コ メ ン ト アウ ト するか、 このポー ト へのアクセスを制限し て
く ださい。
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File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定
デスク ト ッ プク ラ イアン ト のインス ト ール時に File Server への
アクセスを設定する方法

File Server で使用するよ う ク ラ イアン ト を設定するには

1 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を起動し ます。

2 ［管理］ － ［File Servers］ を選択し ます。 〔File Server の設定〕 ダイアログボ ッ クスが表示さ
れます。

3 以下のう ち必要な作業を行います。

� 選択し たサーバの 〈File Servers〉 リ ス ト における位置を変更するには、 上下の矢印ボタ ン
を ク リ ッ ク し ます。 このリ ス ト の一番上から順に自動的に検索されます。 

� 選択し たサーバを リ ス ト から削除するには、 【削除】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

� リ ス ト にサーバを追加するには、 【追加】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔Add File Server URL〕
ダイアログボ ッ クスが表示されます。

a サーバをホス ト するシステムの名前を、 MyServer などのよ う に入力し ます。 オプシ ョ
ンで、 MyServer:Port などのよ う にポー ト を指定する こ と もできます。 デフ ォル ト
で、 ポー ト  8080 が使用されます （Web サーバを Version Manager Web Server 
Application と と もに使用するよ う設定し てある場合は、 そのポー ト 番号を使用する こ と
ができます）。

デフ ォル ト で、 エン ト リの頭には http:// が付けられます。 SSL サーバを指定するに
は、
https://MyServer と入力し ます。

フ ァ イルサーバにローカルなク ラ イアン ト が使用するポー ト を設定するには、 フ ァ イル
サーバをホス ト し ているシステムで 〔File Server の設定〕 ダイアログボッ クスを設定し
ます。 

重要！ フ ァ イルサーバと  Web サーバが同じ システム上にあり、 同時実行ユーザが 51 人以
上いる場合、 フ ァ イルサーバのローカルク ラ イアン ト が使用するポー ト を 8090 に設定し ま
す。 そ う し ないとサーバがダウンする可能性があ り ます。 デフ ォル ト では、 サーバのローカ
ルク ラ イアン ト はポー ト  8080 を使用し ます。
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b 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

� 選択し たサーバの URL を編集するには、 【編集】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔Edit File 
Server URL〕 ダイアログボッ クスが表示されます。

a 〈名前〉 テキス ト ボ ッ クスの URL を編集し ます。

b 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

� 選択し たサーバへの接続をテス ト するには、 【テス ト 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4 〈サーバの設定情報を格納する フ ァ イルの名前〉 フ ィ ールド に、 サーバ設定情報を格納する フ ァ
イルのパス と名前 （*.ini） を入力するか、 デフ ォル ト の場所をそのまま使用し ます。

〈File Servers〉 リ ス
ト の値を自動的に挿

入する

すべてのユーザに対し て設定作業を簡易化するには、 サーバのリ ス ト を設定し、 すべてのユーザ
がそれにアクセスできるネ ッ ト ワーク上の場所にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを配置し ます。
ユーザが誤ってフ ァ イルを修正する こ とのないよ う に、 この場所は読み取り専用にし ます。 こ う
する こ とによ り、 ユーザは、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの共有場所を指定するだけで、 各自
の 〈File Servers〉 リ ス ト の値を自動的に挿入する こ とができます。

ワークステーシ ョ ンインス ト ールを行う場合は、 デフ ォル ト の場所は、 ネ ッ ト ワーク上の共有場
所に自動的に設定されます。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

IDE ク ラ イアン ト のみのインス ト ール時に File Server へのアク
セスを設定する方法

File Server のアクセスを IDE ク ラ イアン ト から設定するには

1 取得やチ ェ ッ クアウ ト など、 プロジ ェ ク ト データベースを開 く こ とができる IDE ク ラ イアン ト
の任意のダイアログボ ッ クスで、 【データベースを開 く 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔File 
Server の選択〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

サーバを追加 / 編集
する

2 新しいサーバを追加するには、 「File Server」 列で空白のセルをダブルク リ ッ ク し ます。 既存の
サーバエン ト リ を編集するには、 そのサーバのエン ト リ をダブルク リ ッ ク し ます。

3 サーバをホス ト するシステムの名前を、 MyServer などのよ う に入力し ます。 オプシ ョ ンで、
MyServer:Port などのよ う にポー ト 番号を指定する こ と もできます。 デフ ォル ト で、 ポー ト  
8080 が使用されます。

デフ ォル ト で、 エン ト リの頭には http:// が付けられます。 SSL サーバを指定するには、
https://MyServer と入力し ます。

サーバを削除する 4 サーバエン ト リ を削除するには、 「File Server」 列でサーバを選択し、 DELETE キーを押し ま
す。

注  servers.ini フ ァ イルの場所が islv.ini フ ァ イルで指定されていない場合、 File Server 
に初めてアクセス し よ う とする と、 ローカルな servers.ini フ ァ イルが IDE ク ラ イアン ト に
よ って作成されます。 すべてのユーザにネ ッ ト ワーク上の 1 つの servers.ini フ ァ イルにアクセ
ス させる場合、 171 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト がインス ト ールされていない場合に 
Servers.ini フ ァ イルの場所を指定する方法』 を参照し て く だ さい。

注  この手順は、 Eclipse および .NET へのリ ッ チ統合には適用されません。 それらのイン ターフ ェ
イスへのフ ァ イルサーバアクセスを有効にするにはデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト または手動方法を使
用し て く ださい。
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File Server と と もに使用するためのク ラ イアン ト の設定
サーバの順序を変更
する

5 「File Server」 リ ス ト におけるサーバの位置を変更するには、 それを必要な位置まで ド ラ ッ グし
て ド ロ ッ プ し ます。 このリ ス ト の一番上から順に自動的に検索されます。

変更を保存する 6 servers.ini フ ァ イルに加えた変更を保存するには、 【OK】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

サーバをテス ト する 7 「File Server」 列に表示されたサーバへの接続をテス ト するには、 【接続テス ト 】 ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。 「ステータ ス」 列で各サーバのステータ スが更新されます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト がインス ト ールされていない場合に 
Servers.ini フ ァ イルの場所を指定する方法

各ワークステーシ ョ ンに関する Version Manager の islv.ini フ ァ イル （Windows） または 
.islvrc フ ァ イル （UNIX） を直接編集し て、 servers.ini フ ァ イルの場所を指定する こ とがで
きます。 これは、 以下の場合に行います。

� コマン ド ラ インイン ターフ ェ イス しかインス ト ールされていない場合。

� IDE ク ラ イアン ト しかインス ト ールされておらず、 すべてのユーザがネ ッ ト ワーク上の単一の 
servers.ini フ ァ イルにアクセスできるよ う にする場合。

ク ラ イアン ト の islv.ini フ ァ イルを手動で更新するには

1 islv.ini フ ァ イル （Windows） または .islvrc フ ァ イル （UNIX） をテキス ト エデ ィ タ で
開きます。 これらのフ ァ イルは、 Windows のルー ト デ ィ レ ク ト リ （通常は C:¥WINNT） または 
UNIX のホームデ ィ レ ク ト リにあ り ます。

2 [PVCSGUI_6.5] セクシ ョ ンにある pvcs.fileserver.path= エン ト リ を見つけます。 こ
れは、 Windows の場合はデフ ォル ト で以下のよ う にな り ます。

pvcs.fileserver.path=C:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥bin¥win32¥servers.ini

UNIX の場合は以下のよ う にな り ます。

pvcs.fileserver.path=/usr/serena/vm/common/bin/OS/servers.ini

3 設定し た servers.ini フ ァ イルの場所を反映するよ う にパスを修正し ます。

4 フ ァ イルを保存し ます。

注  servers.ini フ ァ イルの場所が islv.ini フ ァ イルで指定されていない場合、 File 
Server に初めてアクセス し よ う とする と、 ローカルな servers.ini フ ァ イルが IDE ク ラ イ
アン ト によ って作成されます。

注  servers.ini フ ァ イルは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト から も  IDE ク ラ イアン ト から も設
定できます。

ヒ ン ト   ワークステーシ ョ ンインス ト ール機能を使用し てワークステーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プを自動
化する予定の場合は、 ワークステーシ ョ ンのインス ト ール時に islv.ini または .islvrc の各
フ ァ イルを修正する こ とによ り、 時間を節約する こ とができます。 ワークステーシ ョ ンインス ト ー
ルの詳細については、 『Version Manager イ ンス ト ールガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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Version Manager ク ラ イアン ト から File Server にアクセス
する方法

ユーザのシステムが設定されたら、 ユーザは、 サーバ対応のプロジ ェ ク ト データベースに以下からア
クセスする こ とができます。

� デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト ： ［フ ァ イル］ － ［プロジ ェ ク ト データベースを開 く ］ を選択し、 〈検
索先〉 リ ス ト から 「File Servers」 を選択し ます。

� IDE ク ラ イアン ト ： 取得やチ ェ ッ クアウ ト など、 プロジ ェ ク ト データベースを開 く こ とができ
る任意のダイアログボ ッ クスを使用するか、 【データベースを開 く 】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

� コマン ド ラ イン （CLI および PCLI） ： アーカ イブ、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 またはプ
ロジ ェ ク ト データベースのパスを ク ラ イアン ト 名 （Version Manager File Server の管理ユー
テ ィ リ テ ィ の 〔パスマ ッ プ〕 ウ ィ ン ド ウで定義） に対する相対パスで指定し ます。 次にその例を
示し ます。

¥¥ClientName¥Project-1¥Foo.txt-arc 

� プロジ ェ ク ト コマン ド ラ イン （PCLI） ： アーカ イブ、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 またはプ
ロジ ェ ク ト データベースのパスを ク ラ イアン ト 名 （Version Manager File Server の管理ユー
テ ィ リ テ ィ の 〔パスマ ッ プ〕 ウ ィ ン ド ウで定義） に対する相対パスで指定し ます。 次にその例を
示し ます。

¥¥ClientName¥Project-1¥Foo.txt-arc

� Web ク ラ イアン ト ： Version Manager File Server 上にあるプロジ ェ ク ト データベースにアク
セスするよ う  Web サーバを設定し ます。 これを行う には、 サーブレ ッ ト のセ ッ ト ア ッ プ時にプ
ロジ ェ ク ト データベースの場所を ク ラ イアン ト 名に対する相対パスで指定し ます。 Web ク ラ イ
アン ト 自体のセ ッ ト ア ッ プ作業は一切不要です。

注  ク ラ イアン ト 名にアクセスコ ン ト ロールデータベースまたは LDAP 認証が関連付けられて
いる場合、 -id オプシ ョ ンを使用するか環境変数を設定し て確認用のユーザ ID とパスワー ド
を与える必要があ り ます （-iduser_id:user_password）。 『Version Manager コマン ド ラ
イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

重要！ フ ァ イルサーバと  Web サーバが同じ システム上にあり、 同時実行ユーザが 51 人以上いる
場合、 フ ァ イルサーバのローカルク ラ イアン ト が使用するポー ト を 8090 に設定し ます。 そ う し な
いとサーバがダウンする可能性があ り ます。 デフ ォル ト では、 サーバのローカルク ラ イアン ト は
ポー ト  8080 を使用し ます。 169 ページの 『デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のインス ト ール時に File 
Server へのアクセスを設定する方法』 を参照し て く だ さい。 
172 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



第 5 章

環境の管理

はじめに 174

ワークスペースの使用 174

カス タムツールの追加 182

既存アーカ イブの属性の変更 185

アーカ イブの移動 192

プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト データベースのコ ピー 195
管理者ガイ ド 173



はじめに

この章では、 Serena ChangeMan Version Manager の環境を管理するために行う作業について説
明し ます。 管理者と し て行う可能性のある ものと し ては、 パブ リ ッ クワークスペースの定義、 ツール
バーおよび ［ツール］ メ ニューへのカス タムツールの追加、 既存アーカ イブの属性の変更、 および
アーカ イブの場所の移動などがあ り ます。

ワークスペースの使用

ワークスペース とは、 プロジ ェ ク ト データベースに対し て定義された一連の作業設定を意味し ます。
具体的には、 ワークスペースには次のものが保存されます。

� プロジ ェ ク ト データベース、 およびそこに含まれるプロジ ェ ク ト 、 サブプロジ ェ ク ト 、 および
バージ ョ ン管理フ ァ イルに定義された作業フ ァ イルの場所。 作業フ ァ イルの場所とは、 フ ァ イル
のチ ェ ッ ク イン元およびチ ェ ッ クアウ ト 先と なるデ ィ レ ク ト リ で、 プロジ ェ ク ト データベースの
作成、 プロジ ェ ク ト の作成、 または作業フ ァ イルの追加を行う と きに定義されます。

� リ ビジ ョ ン番号もバージ ョ ン ラベルも指定されていない場合にアクシ ョ ン （チ ェ ッ クアウ ト など
の） の対象と なるデフ ォル ト のリ ビジ ョ ン。 これは通常、 浮動ラベルが設定された リ ビジ ョ ン
で、 特定のブラ ンチのチ ッ プが選択されます。

� 自動ブラ ンチが行われる場合に使用されるベースバージ ョ ンおよびブラ ンチバージ ョ ン。

� デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループ。 ただ し、 プロモーシ ョ ンモデルが設定されている場合に限
り ます。 デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループは、 プロモーシ ョ ンモデルの最下位のプロモーシ ョ
ングループです。

ワークスペースは、 プロジ ェ ク ト データベースに対し てデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でのみ作成できま
す。 複数のワークスペースを作成できますが、 同時に設定できるのは、 1 つのプロジ ェ ク ト データ
ベースのみです。

ワークスペースにはプロジ ェ ク ト データベースのみが関連付けられていますが、 これにはデータベー
ス内のすべてのプロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト の設定が含まれます。 た と えば、 プロジ ェ ク ト デー
タベースに対し て定義された作業フ ァ イルの場所、 およびデータベース内のすべてのプロジ ェ ク ト は
ワークスペースに保存されます。 プロジ ェ ク ト データベースに関し て設定できるワークスペースは一
度に 1 つだけですが、 データベース中の各プロジ ェ ク ト には、 そのワークスペース内に別々に作業
フ ァ イルの場所を定義できます。

ワークスペースのタ イプ

ワークスペースにはパブ リ ッ ク と プラ イベー ト の 2 種類があ り ます。 パブ リ ッ クワークスペースの
設定は、 そのワークスペースを使用する全員に影響し ます。 プラ イベー ト ワークスペースの設定は、
それを作成し て設定し たユーザにのみ影響し ます。 プラ イベー ト ワークスペースはほかのユーザとは
共有できません。

Version Manager では、 プロジ ェ ク ト データベースが作成される と きに、 「ルー ト ワークスペース」
とい う デフ ォル ト のワークスペースが作成されます。 1 つのプロジ ェ ク ト データベースには、 1 つの
「ルー ト ワークスペース」 のみが定義可能です。 ルー ト ワークスペースに定義される初期設定は次の
とおり です。

� データベースを作成する と きにプロジ ェ ク ト データベースに対し て設定する作業フ ァ イルの場
所。
174 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



ワークスペースの使用
� プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに、 デフ ォ
ル ト のリ ビジ ョ ンが定義されている場合に、 アクシ ョ ンに使用されるデフ ォル ト のリ ビジ ョ ン。

� プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに、 自動ブ
ラ ンチが設定されている場合の自動ブラ ンチ。 初期設定は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルから取得されます。

初期設定に含まれないものに、 デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループがあ り、 これは、 プロモーシ ョ ン
モデルが設定されている場合にのみ有効です。 デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループは、 プロモーシ ョ
ンモデルの最下位のプロモーシ ョ ングループです。 デフ ォル ト では、 リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 、
リ ビジ ョ ンのロ ッ ク、 および作業フ ァ イルの追加時に、 指定したプロモーシ ョ ングループがリ ビジ ョ
ンに割り当てられます。 デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループを定義する と、 ユーザがこれらのアク
シ ョ ンを行う と きに、 割り当てるべき最下位のプロモーシ ョ ングループを指定する必要がな く な り ま
す。

ルー ト ワークスペースは削除し た り、 名称を変更する こ とはできません。 ただ し、 必要な権限を与え
られていれば、 どのユーザもルー ト ワークスペース内に定義された設定を編集できます。 238 ページ
の権限の表を参照し て、 権限が正し く 付与されるよ う にし て く だ さい。

プロジ ェ ク ト をプロジ ェ ク ト データベースに追加する場合は、 それぞれのプロジ ェ ク ト に対するワー
クスペースの設定がルー ト ワークスペースの定義に追加されます。

ルー ト ワークスペースが変更される と、 それを使用するすべてのユーザに影響を及ぼし ます。 このた
め、 同じ プロジ ェ ク ト データベースに複数のユーザがアクセスする場合は、 プラ イベー ト ワークス
ペースの使用をお勧めし ます。 一般的には、 管理者がい く つかのパブ リ ッ クワークスペースを作成
し、 特定のユーザグループ （開発、 製造、 品質保証など） の作業環境を定義し ます。 管理者が、 ユー
ザによるパブ リ ッ クワークスペースの変更、 削除、 および名称変更を禁止し ても、 ユーザは、 プラ イ
ベー ト ワークスペースを作成し、 ローカルド ラ イブで作業を行う こ とができます。

ワークスペースの階層

ワークスペース階層の最上層はルー ト ワークスペースです。 次に示す例では、 ルー ト ワークスペース
の下の Dev、 Production、 QA、 および UNIX はすべて子ワークスペースです。

ルー ト ワークスペースの初期設定は、 次のとおりに定義されています。

ワークスペースを作成する と きは、 新しいワークスペースが設定を引き継ぐワークスペースを選択す
る必要があ り ます。 こ こで選択し たワークスペースは、 親ワークスペース と呼ばれます。 新しいワー
クスペースの設定は自由に値を変更する こ とができ、 親ワークスペースから継承された値に優先し て

設定 当初の設定

作業フ ァ イルの場所 プロジ ェ ク ト データベース と プロジ ェ ク ト が作成される と きの、
作業フ ァ イルの場所。

デフ ォル ト バージ ョ ン
ブラ ンチバージ ョ ン
ベースバージ ョ ン

プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたマス ターコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イル、 および （存在する場合は） プロジ ェ ク
ト に関連付けられたプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ル。

デフ ォル ト プロモーシ ョ ング
ループ

この値は、 自動的には設定されません。 
管理者ガイ ド 175



使用されます。 値を変更し ない場合は、 親ワークスペースのものと同じ値が使用されます。 後でその
親ワークスペースの設定を変更し た場合は、 その親ワークスペースから作成されたワークスペースの
設定も変更されます。

たと えば、 新しいワークスペースを作成し、 引き継いだ作業フ ァ イルの場所、 Z:¥PRJDB¥WORK を
変更し なかった場合は、 後でこの親ワークスペースの作業フ ァ イルの場所を Y:¥PRJDB¥WORK に変
更すれば、 子ワークスペースの作業フ ァ イルの場所も Y:¥PRJDB¥WORK に変更されます。

新し く 作成されたワークスペースの初期値を一度変更する と、 親ワークスペースの値を変更し ても、
子ワークスペースは影響を受けな く な り ます。 た と えば、 新しいワークスペースを作成し、 継承した
作業フ ァ イルの場所を変更し た後に親ワークスペースの作業フ ァ イルの場所を変更し ても、 子ワーク
スペースの作業フ ァ イルの場所は変更されません。

フ ィ ールドから現在の値を削除 （フ ィ ールド を空白に） し て、 最初に継承した値に戻すこ とが可能で
す。

ワークスペースの設定の表示

ワークスペースの設定をチ ェ ッ クする必要が生じ る こ とがあ り ます。 この場合は、 次の手順を実行し
ます。

1 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示され、
〔プロジ ェ ク ト データベース〕 または 〔プロジ ェ ク ト 〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〔ワークスペースの設定〕 タ ブを選択し ます。 このタ ブにはワークスペース設定のリ ス ト が表示
されます。

4 ワークスペース設定を確認し たら、 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 ワークスペース中の作業フ ァ イル
の場所を表示または、 編集するには、 ［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの場所の設定］ を選択する
ほうが簡単です。

注  プロモーシ ョ ンモデルがデータベースに対し て定義されていない場合、 〈デフ ォル ト プロ
モーシ ョ ングループ〉 フ ィ ールドは 〔ワークスペースの設定〕 タ ブには表示されません。
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ワークスペースの使用
パブ リ ッ クワークスペースの使用

管理者はすべてのユーザに影響を与えるパブ リ ッ クワークスペースに対し て作業を行います。 プラ イ
ベー ト ワークスペースは通常、 ユーザによ って作成され、 管理者は作成し ません。 プラ イベー ト ワー
クスペースの使用については 『Serena ChangeMan Version Manager ユーザガイ ド』 を参照し て
く ださい。

パブ リ ッ クワークスペースは、 次のよ う な場合には特に便利です。

� 品質管理や開発など、 異なるグループによ り、 異なるローカルまたはネ ッ ト ワーク ド ラ イブ上
で、 同一の作業フ ァ イルの場所が使用されている場合。

� 品質管理や開発、 製造など、 グループご とに同一ド ラ イブ上に異なる作業フ ァ イルの場所が設定
されている場合。

異なるネッ ト ワーク ド ラ イブが使用される場合

最初の場合においては、 プロジ ェ ク ト データベース中のすべてのプロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト に
ついて、 相対的な作業フ ァ イルの場所を使用し てルー ト ワークスペースを定義し ます。 プロジ ェ ク ト
データベースの作業フ ァ イルの場所は、 c:¥prjdb1¥work などの絶対パスである こ とが必要です。
次にルー ト ワークスペースから class.lib などのプロジ ェ ク ト について相対的な作業フ ァ イルの場所
を定義し、 このプロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所は、 c:¥prjdb1¥work¥class.lib と な り ます。

次に、 「Version 1.0 - Developers」 と 「Version 1.0 - QA」 の 2 つのパブ リ ッ クワークスペース
を作成し ます。

各パブ リ ッ クワークスペースは、 ルー ト ワークスペースで定義された作業フ ァ イルの場所を引き継ぎ
ます。 各パブ リ ッ クワークスペースについては、 Z:¥Version_1.0 と  Y:¥Version_1.0 など、 異
なる作業フ ァ イルの場所を絶対パス と し て定義し ます。 これらの絶対パスによる作業フ ァ イルの場所
は、 各グループが実際に作業を行う ド ラ イブに一致し ます。 相対的な場所 （た と えば class.lib） は、
プロジ ェ ク ト データベースの絶対パスによる作業フ ァ イルの場所に追加し て、 た と えば 
Z:¥Version_1.0¥class.lib が得られるため、 プロジ ェ ク ト の相対的な作業フ ァ イルの場所を変
更する必要はあ り ません。

これらのワークスペースを作成する こ とによ り、 品質管理 （QA） の作業環境と、 開発者
（Developer） の作業環境を簡単かつ迅速に切り換えられます。

同一ド ラ イブが使用される場合

異なる部署のためにそれぞれの作業フ ァ イルの場所を同一ド ラ イブ上に定義するには、 プロジ ェ ク ト
データベースに対し ては絶対パスによる作業フ ァ イルの場所、 そのプロジ ェ ク ト データベース中のす
べてのプロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト に関し ては相対パスによる作業フ ァ イルの場所を使用し て
ルー ト ワークスペースを定義し ます。

異なる作業フ ァ イルの場所を定義するには、 部署ご とにパブ リ ッ クワークスペースを作成し ます。 こ
の新しいパブ リ ッ クワークスペースは作業フ ァ イルの場所をルー ト ワークスペースから引き継ぐた
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め、 プロジ ェ ク ト データベース中のプロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト のそれぞれの作業フ ァ イルの場
所に対し、 部署のデ ィ レ ク ト リ を追加するだけで済みます。

たと えば Windows では次のよ う に定義されます。

この例では、 QA のワークスペースについてルー ト ワークスペースから継承した作業フ ァ イルの場所
の最後に ¥qa を追加し ます。 完全な作業フ ァ イルの場所は C:¥sample¥work¥bridge¥qa と な
り ます。 こ こで bridge¥qa は相対パスによる作業フ ァ イルの場所にな り ます。 階層において、
Bridge プロジ ェ ク ト のすぐ上のプロジ ェ ク ト （こ こではプロジ ェ ク ト データベース） に関する作業
フ ァ イルの場所を変更し た場合は、 Bridge プロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所も変更されます。 た
と えば、 プロジ ェ ク ト データベースの作業フ ァ イルの場所を D:¥sample¥test¥work¥source に
変更し た場合は、 Bridge プロジ ェ ク ト の作業フ ァ イルの場所が 
D:¥sample¥test¥work¥source¥bridge¥qa に変更されます。

パブ リ ッ クワークスペースの作成、 名称変更、 および削除の制限

ユーザに SuperUser および Unlimited のどち らの権限も付与し ないこ とによ り、 ユーザによるパ
ブ リ ッ クワークスペースの作成、 名称変更、 および削除を制限する こ とができます。 この 2 つの権
限セ ッ ト によ り、 これらのパブ リ ッ クワークスペースに対するアクシ ョ ンの実行がユーザに許可され
ます。 パブ リ ッ クワークスペースを削除、 名称変更、 および削除できるユーザは、 ほかのユーザの作
業に支障をきたす可能性があ り ます。

次にその例を示し ます。

� あるユーザが、 ほかのユーザのデフ ォル ト ワークスペースであるパブ リ ッ クワークスペースの名
前を変更する と、 ルー ト ワークスペースが、 これらのユーザのデフ ォル ト ワークスペースにな り
ます。

� あるユーザが、 ほかのユーザが使用するパブ リ ッ クワークスペースを削除する と、 そのワークス
ペースは使用不可能にな り、 ほかのユーザの作業に支障をきた し ます。

� あるユーザがパブ リ ッ クワークスペースを削除し、 同じ名前のパブ リ ッ クワークスペースを新規
作成する と、 そのワークスペースは使用可能ですが、 設定が以前とは異なっている可能性があり
ます。

ユーザに対する権限の割り当ての詳細については、 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し
て く ださい。

また、 特定の権限をユーザに禁止し て、 パブ リ ッ クワークスペースで定義されている設定の、 ユーザ
による変更を制限する こ と もできます。 238 ページの権限の表を参照し て く だ さい。

ワークスペース 作業フ ァ イルの場所

ルー ト Bridge プロジ ェ ク ト を含むプロジ ェ ク ト データベース、 C:¥sample¥work

ルー ト Bridge プロジ ェ ク ト 、 C:¥sample¥work¥bridge

QA Bridge プロジ ェ ク ト 、 C:¥sample¥work¥bridge¥qa

Dev Bridge プロジ ェ ク ト 、 C:¥sample¥work¥bridge¥dev

Production Bridge プロジ ェ ク ト 、 C:¥sample¥work¥bridge¥prod

注  ユーザがプロジ ェ ク ト ルー ト にログインする と、 そのアクセス権がチ ェ ッ ク され、 パブ リ ッ ク
ワークスペースでの作業が許可されているかど うかが判断されます。 ご使用の環境に、 コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルおよび、 プロジ ェ ク ト ルー ト のサブプロジ ェ ク ト についてのアクセスコ ン ト
ロールデータベースが存在する場合は、 パブ リ ッ クワークスペースでの作業が許可されているかど
うかを判断する と きに、 サブプロジ ェ ク ト にログイン し ているユーザの権限は使用されません。
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ワークスペースの使用
パブ リ ッ クワークスペースの作成

管理者は、 すべてのユーザに対し て影響するパブ リ ッ クワークスペースを作成し ます。 プラ イベー ト
ワークスペースはユーザによ って作成され、 管理者によ っては作成されません。 プラ イベー ト ワーク
スペースの作成については 『Serena ChangeMan Version Manager ユーザガイ ド』 を参照し て く
ださい。

パブ リ ッ クワークスペースを作成する と きには、 作成する新しいワークスペースが設定を受け継ぐパ
ブ リ ッ クワークスペースを 1 つ選択し ます。 175 ページの 『ワークスペースの階層』 を参照し て く
ださい。

パブ リ ッ クワークスペースを作成するには

1 パブ リ ッ クワークスペースを作成するプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［ワークスペースの設定］ を選択し ます。 〔ワークスペースの設定〕 ダイアログ
ボ ッ クスが表示されます。

3 新しいワークスペースが設定を引き継ぐパブ リ ッ クワークスペースを選択し ます。 パブ リ ッ ク
ワークスペースはプラ イベー ト ワークスペースからは設定を引き継ぐ こ とはできません。

4 【新規作成】 を ク リ ッ ク し ます。 〔新規ワークスペースを作成〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。
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5 ワークスペースの一意の名称を入力し ます。 親ワークスペースが異なる場合を除き、 複数のワー
クスペースが同じ名前を持つこ とはできません。

6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 〔ワークスペースの設定〕 ダイアログボ ッ クスが表示され、 新しい
ワークスペースが選択されています。 この新しいワークスペースを現在のワークスペース と し て
指定するために、 選択をそのままにし ておきます。 現在のワークスペース と し て指定する と、 そ
の設定を定義できます。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し て 〔ワークスペースの設定〕 ダイアログボ ッ クスを閉じ ます。 これで新しい
ワークスペースが現在のワークスペース と し て指定されます。

8 以下を実行し て、 新しいワークスペースの設定を定義し ます。

a ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示され、
〔プロジ ェ ク ト データベース〕 または 〔プロジ ェ ク ト 〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

b 〔ワークスペースの設定〕 タ ブを選択し ます。 このタ ブにはワークスペース設定のリ ス ト が表
示されます。

c 次の作業を行って設定を変更し ます。

• 作業フ ァ イルの場所を変更し ます。 相対パスによる作業フ ァ イルの場所を定義するには、
作業フ ァ イルの最初の場所にデ ィ レ ク ト リ名を追加するか、 qa などのデ ィ レ ク ト リ名の
みを入力し ます。 デ ィ レ ク ト リ名のみを入力した場合は、 このデ ィ レ ク ト リが親プロジ ェ
ク ト の作業フ ァ イルの場所デ ィ レ ク ト リに追加されます。

プロジ ェ ク ト データベースに対し ては相対パスによる作業フ ァ イルの場所は指定できませ
ん。 UNIX では、 作業フ ァ イルの場所のパスのルー ト に $HOME を含める こ とができます
（たと えば、 $HOME/work は /usrs/cherylc/work に展開できます）。 Version 
Manager は作業フ ァ イルの場所を判断する と きに、 HOME 環境変数の値を置き換えま
す。 $HOME を使用する こ とによ り、 パスは自動的にユーザの HOME 変数の値に応じ て個
別に設定されます。

• 〈デフ ォル ト バージ ョ ン〉 フ ィ ールド で、 すべてのアクシ ョ ンを行う対象と なる リ ビジ ョ
ンを指定し ます。 指定にはリ ビジ ョ ン番号またはバージ ョ ン ラベルを使用し ます。 デフ ォ
ル ト ではチ ッ プ リ ビジ ョ ンが使用されます。

• 〈ベース〉、 〈ブラ ンチ〉、 および 〈デフ ォル ト 〉 に該当するバージ ョ ン ラベルを入力し、 自
動ブラ ンチを定義し ます。 〈ベースバージ ョ ン〉 にはブラ ンチを開始する リ ビジ ョ ンを識
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別するために指定する固定バージ ョ ン ラベルを指定し ます。 〈ブラ ンチバージ ョ ン〉 には、
ブラ ンチのチ ッ プに割り当てる浮動バージ ョ ン ラベルを指定し ます。 最初は、 ブラ ンチを
実行する リ ビジ ョ ンが指定されています。 以降は、 ブラ ンチ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インす
るたびに、 このラベルが自動的にブラ ンチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンに割り当て直されます （浮
動し ます）。 〈デフ ォル ト バージ ョ ン〉 には、 ブラ ンチバージ ョ ンオプシ ョ ンに対し て指定
し たバージ ョ ン ラベルを入力し ます。 このバージ ョ ン ラベルによ り、 すべてのアクシ ョ ン
の対象とする リ ビジ ョ ンが指定されます。 259 ページの 『フ ァ イルのブ ラ ンチ と マージ』
を参照し て く ださい。

これらの値は、 これらのオプシ ョ ンがプロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたマス
ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で変更禁止に設定されていないかぎ り、 プロジ ェ ク
ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の
値に優先し ます。

• 〈デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 1 つを選択し て、 最下
位のプロモーシ ョ ングループを定義し ます。 このド ロ ッ プダウン リ ス ト は、 選択されたプ
ロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト にプロモーシ ョ ンモデルが設定されている場
合にのみ使用可能と な り ます。 このオプシ ョ ンは、 プロモーシ ョ ンモデルに最下位のプロ
モーシ ョ ングループが複数存在する場合に便利です。

デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループ とは、 プロモーシ ョ ンモデル中の最下位のプロモー
シ ョ ングループです。
デフ ォル ト では、 リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 、 リ ビジ ョ ンのロ ッ ク、 および作業フ ァ イ
ルの追加を行う と きに指定し たデフ ォル ト プロモーシ ョ ングループが、 リ ビジ ョ ンに割り
当てられます。 デフ ォル ト プロモーシ ョ ングループを定義し てお く と、 ユーザがこれらの
アクシ ョ ンを行う たびに最下位のプロモーシ ョ ングループを指定する必要がな く な り ま
す。 プロモーシ ョ ンモデルが設定されている場合は、 チ ェ ッ クアウ ト およびロ ッ ク を行う
ために、 ユーザは最下位のプロモーシ ョ ングループを指定し なければな り ません。

作業フ ァ イルの追加時に、 プロモーシ ョ ンモデルが設定されているが、 最下位のプロモー
シ ョ ングループのデフ ォル ト 値が設定されていない場合は、 その作業フ ァ イルが、 プロ
モーシ ョ ングループが割り当てられていない新リ ビジ ョ ン と し て追加されます。

9 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 これで新しいパブ リ ッ クワークスペースが作成され、 その設定が定義
されま し た。 プロジ ェ ク ト データベース中のプロジ ェ ク ト に対し てワークスペースを定義する場
合は、 手順 10 に進みます。

10 プロジ ェ ク ト データベース中のプロジ ェ ク ト に対し てワークスペースを定義するには、 プロジ ェ
ク ト 表示部からプロジ ェ ク ト を選択し、 手順 8 と  9 を繰り返し ます。

ワークスペースの設定

ワークスペースを設定するには

1 ワークスペースを設定するプロジ ェ ク ト データベース、 またはプロジ ェ ク ト データベース中のプ
ロジ ェ ク ト を選択し ます。
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2 ［フ ァ イル］ － ［ワークスペースの設定］ を選択し ます。 〔ワークスペースの設定〕 ダイアログ
ボ ッ クスが表示されます。

3 プロジ ェ ク ト データベースに関連付けるワークスペースを選択し ます。

4 次回以降の Version Manager 実行時に、 このワークスペースをプロジ ェ ク ト データベースに関
連付ける場合は、 〈デフ ォル ト ワークスペースの作成〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 選択し
ない場合は、 このワークスペースは現在の Version Manager 実行時のみアクテ ィ ブ と な り ま
す。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

カス タムツールの追加

Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 ツールバーのアイ コ ン、 ［ツール］ メ ニューの項
目、 またはその両方と し て表示されるカス タムツールを追加できます。 この機能は頻繁に使用される
アプ リ ケーシ ョ ンやタ スクにシ ョ ー ト カ ッ ト を設定する場合に便利です。

プロジ ェ ク ト データベースには、 それぞれ独自のカス タムツールバーと ［ツール］ メ ニューを設定で
きます。 カス タム ［ツール］ メ ニューを持つプロジ ェ ク ト データベースから持たないプロジ ェ ク ト
データベースに切り換える と、 その ［ツール］ メ ニューは選択不可と な り ます。 該当するツールバー

注  ルー ト ワークスペースの左に表示される小さ な青い菱形のアイ コ ンは、 このルー ト ワークス
ペースがデフ ォル ト のワークスペース と し て設定されている こ と を示し、 実行されている各 
Version Manager に対し てルー ト ワークスペースが最初からプロジ ェ ク ト データベースに対し
て設定されている こ と を意味し ます。 〈デフ ォル ト ワークスペースの作成〉 チ ェ ッ クボッ クス
は、 この例のよ う にデフ ォル ト のワークスペースがこのダイアログボッ クス中で選択されてい
る場合はグレー表示にな り ます。 プロジ ェ ク ト データベースに対し てほかのワークスペースを
選択し た場合は、 このチ ェ ッ クボ ッ クスがアクテ ィ ブにな り ます。
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は、 プロジ ェ ク ト データベースからほかのプロジ ェ ク ト データベースに移動する と きに、 読み込まれ
ます。

このツール設定機能によ り、 次のよ う な作業を行えます。

� ユーザ定義のツールバーアイ コ ンの追加

� ユーザ定義のツールバーアイ コ ンの削除。 デフ ォル ト の Version Manager ツールバーアイ コ ン
は削除できません。

� メ ニューバーの ［ツール］ メ ニューへのメ ニュー項目の追加

� 各プロジ ェ ク ト データベースのツールバーおよび メ ニューバー設定の保存および読み込み

� ユーザ ID、 アーカ イブ名、 および作業フ ァ イル名などの情報の、 ツールバーアイ コ ンまたはメ
ニュー項目に関連付けられた実行フ ァ イルへの引き渡し

カス タムツールの追加

カス タムツールを追加する と きには、 以下を指定する こ とができます。

� アイ コ ンに使用する画像。 Version Manager には新規ツールバーアイ コ ンに使用するデフ ォル
ト 画像 （GIF フ ァ イル） が付属し ています。 独自に GIF または JPG フ ァ イルを使用する こ と も
可能です。 画像は、 幅、 21 ピ クセル、 高さ、 19 ピ クセルに拡大または縮小されて使用されま
す。

� アイ コ ンを ク リ ッ クするかメ ニュー項目を選択した と きに実行される コマン ド （フ ァ イル）。
Version Manager では次のものがサポー ト されます。

• ス タ ン ド アロンの Windows （.EXE） および UNIX 実行プログラム

• Windows バッ チスク リ プ ト （.BAT）

• Windows プログラム情報フ ァ イル （.PIF）

• UNIX シ ェルスク リ プ ト

� ツールバーアイ コ ンまたはメ ニュー項目に関連付けられた実行フ ァ イルに渡すための情報 （引
数）。 271 ページの第 9 章 『イベン ト ト リ ガの使用』 を参照し て く だ さい。

� マウスポイン タ をツールバーアイ コ ン上に置いた と きに表示される、 ツールのポッ プア ッ プヘル
プ。

カス タムツールを追加するには

1 プロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。
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2 ［管理］ － ［ツールの設定］ を選択し ます。 〔ツールの設定〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

3 【追加】 を ク リ ッ ク し ます。 左側の 〈ユーザツール〉 ボッ クスに、 デフ ォル ト のアイ コ ン とその
名称、 「［タ イ ト ルな し］」 が表示されます。 手順 8 で説明されているよ う に、 このアイ コ ンの画
像は変更できます。

4 〈名前〉 フ ィ ールド に、 新しいツールの名称を指定し ます。 新しいツールがメ ニュー項目の場合
は、 こ こに入力するテキス ト が ［ツール］ メ ニューのメ ニュー項目名にな り ます。 新しいツール
がツールバーアイ コ ンの場合は、 こ こに入力するテキス ト が、 〈ツールボタ ンの説明〉 フ ィ ール
ド に別のテキス ト を指定し ないかぎ り、 ツールバーのポッ プア ッ プヘルプにな り ます。

5 〈コマン ド〉 フ ィ ールドから、 ユーザが新しいアイ コ ンを ク リ ッ ク した と き、 または新しい メ
ニュー項目を選択し たと きに起動される実行フ ァ イルを指定し ます。

6 この新しいツールをツールバーアイ コ ンにするには 〈ツールバーに表示〉 チ ェ ッ クボッ クスを選
択し ます。

7 この新しいツールを ［ツール］ メ ニューのメ ニュー項目にするには 〈ツールメ ニューに表示〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

8 必要に応じ て以下を指定する こ と もできます。

� アイ コ ン画像の変更。 【アイ コ ンの変更】 を ク リ ッ ク し、 デフ ォル ト の代わりに GIF フ ァ イ
ルまたは JPG フ ァ イルを選択し ます。

� ポ ッ プア ッ プヘルプの変更。 〈名前〉 フ ィ ールド に指定されたもの以外の内容に変更するに
は、 〈ツールボタ ンの説明〉 フ ィ ールド にテキス ト を入力し ます。

� 〈コマン ド〉 で指定された実行フ ァ イルへの情報 （引数） の転送。 〈引数〉 フ ィ ールドの隣の
ボタ ンを ク リ ッ ク し、 実行フ ァ イルにイベン ト 情報を送る コマン ド ラ インマク ロまたはパラ
メ ータ フ ァ イル （__EventParmFile__） を選択し ます。
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アイ コ ンまたはメ ニュー項目イベン ト ト リ ガへの情報転送方法については、 276 ページの
『イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送』 を参照し て く だ さい。

9 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト ではツール設定情報はプロジ ェ ク ト データベースの場所の
下の tools.cfg とい う フ ァ イルに保存されます。 このフ ァ イルは、 新しい場所を指定し ないかぎ
り移動し ないで く ださい。 移動する と、 ツールバーと メ ニューバーを カス タ マイズできな く な り
ます。

ツール設定フ ァ イルの移動

ツール設定フ ァ イル （tools.cfg） は新しい場所に移動する こ とができます。 移動する場合は、 ツー
ルバーと メ ニューバーを カス タ マイズできるよ う、 新しい場所を指定する必要があ り ます。
ツール設定フ ァ イルは 5.3 プロジ ェ ク ト データベースには移動できません。

ツール設定フ ァ イルの新しい場所を指定するには

1 ツール設定フ ァ イルに関連付けられたプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

3 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 テキス ト ボッ クスに移動先の場所を入力し ます。 または、 テ
キス ト ボ ッ クスの後の 【...】 を ク リ ッ ク し て、 移動先の場所を選択し ます。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

既存アーカ イブの属性の変更

アーカ イブの属性がコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内の設定に基づいて設定されるか、 Version 
Manager がコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用するよ う に設定されていない場合は、 アーカ イブ
の作成時に Version Manager のデフ ォル ト に基づいてアーカ イブの属性が設定されます。 Version 
Manager のデフ ォル ト 値のリ ス ト は、 74 ページの 『コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが使用されな
い場合のデフ ォル ト 設定』 を参照し て く だ さい。 
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アーカ イブが作成された後に、 既存のアーカ イブのい く つかの設定を変更できます。 既存のアーカ イ
ブの属性を変更し た場合は、 そのアーカ イブのすべてのリ ビジ ョ ンで属性が変更されます。

属性の変更が必要な場合

既存のアーカ イブの属性は、 新し く 作成されるアーカ イブの属性を決定する設定を変更する場合にの
み変更し て く ださい。 たと えば、 複数のロ ッ ク を許可し ない属性を持つアーカ イブがあ り、 複数の
ロ ッ ク を許可するよ う に設定を変更し た場合は、 複数のロ ッ クが新し く 作成されるアーカ イブでのみ
認められます。 次にこのよ う な状況が発生するシナ リ オを示し ます。

小規模な開発グループのプロジ ェ ク ト リーダが、 新しい Windows 版製品の最初のバージ ョ ンを発表
し たと し ます。 この製品がリ リース されるまで、 開発者は ト ラ ン クチ ッ プのリ ビジ ョ ンにのみ作業が
必要で し た。 プロジ ェ ク ト リーダがアーカ イブを作成する前に、 開発者が不注意にブラ ンチを作成し
ないよ う、 このリーダはアーカ イブご とに 1 つだけロ ッ ク を許可するよ う にアーカ イブを設定し ま
し た。

次に、 この製品の UNIX 版を開発し ながら、 Windows 版の次バージ ョ ンを開発する と し ます。 この
ため、 各チ ッ プ リ ビジ ョ ンご とに、 UNIX 版のためにブラ ンチを作成する こ とにし ます。 並行開発を
行う には、 ユーザがアーカ イブ内の複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定する必要があるため、 既
存のプロジ ェ ク ト フ ァ イルの属性を変更する必要が発生し ます。

アーカ イブ属性

変更可能なアーカ イブ属性を次に示し ます。

フ ァ イルタ イプによ って設定される属性

前述の属性のい く つかはフ ァ イルタ イプに基づいて設定され、 ほかのものはアーカ イブに保存される
すべてのフ ァ イルタ イプに基づいて設定されます。 たと えば、 Translate EOL 属性はテキス ト フ ァ イ
ルに対し てのみ設定されますから、 フ ァ イルタ イプに基づいて設定されます。 これは、 バイナリ フ ァ
イルに設定する と フ ァ イルが破損するためです。 排他ロ ッ クは通常、 フ ァ イルタ イプにかかわらず、

属性 定義

排他ロ ッ ク 単一のアーカ イブに対する複数のロ ッ ク を防止し ます。

キーワー ド展開 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時にキーワー ドの展開を可能にし ます。

コ メ ン ト 接頭辞 $Log$ キーワー ド展開時に行の前に挿入する コ メ ン ト 接頭辞を定義
し ます。

書き込み禁止 不注意による削除や変更からアーカ イブを保護し ます。

デルタ形式で格納 チ ッ プ リ ビジ ョ ンのみを作業フ ァ イルの完全なコ ピーと し て保存し、
その他のリ ビジ ョ ンはすべてデルタ と し て保存し ます。

改行コー ド $Log$ キーワー ド展開時の改行コー ド を定義し ます。

改行コー ドの変換 EOL シーケンスを変換し ます。

所有者 アーカ イブの所有者を指定し ます。

アクセス リ ス ト アーカ イブのアクセス リ ス ト を指定し ます。

レ コー ド長 固定長と可変長のどち らのフ ァ イルを保存するかを指定し ます。 固
定長の場合には各レ コー ドの長さ を指定する必要があ り ます。

カ ラムマスク / リナンバ 行番号を含むフ ァ イルに対するオプシ ョ ンを指定し ます。
186 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3
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すべてのアーカ イブに対し て同様に設定されます。 フ ァ イルタ イプに基づいて設定される属性は次の
とおり です。

既存の属性の判断

既存のアーカ イブの属性を判断するには、 アーカ イブ情報のみが含まれる履歴レポー ト を生成し、 レ
ポー ト の ［属性］ セクシ ョ ンを見ます。 297 ページの 『履歴レポー ト の生成』 を参照し て く だ さい。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 プロジ ェ ク ト データベース、 プロジ ェ ク ト 、 複数のバージ ョ ンを持
つフ ァ イル、 または単一バージ ョ ンのフ ァ イルに関連付けられた既存アーカ イブの属性を変更できま
す。 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し て、 既存アーカ イブの属性を次のよ う に
変更する こ とができます。

� 選択されたプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 内の、 すべてのプロジ ェ ク ト / サブプ
ロジ ェ ク ト

� プロジ ェ ク ト またはサブプロジ ェ ク ト を含まない、 選択されたプロジ ェ ク ト データベースまたは
プロジ ェ ク ト のみ

フ ァ イルタ イプに基づいて設定される属性を変更する （186 ページの 『フ ァ イルタ イプによ って設
定される属性』 参照） 場合は、 フ ィ ルタ （［表示］ － ［フ ィ ルタ］ － ［ワイルド カー ド］） を使用し
て、 特定の条件を満たすすべてのバージ ョ ンのフ ァ イルを表示できます。 た と えば、 拡張子 .java を
持つフ ァ イルをすべて表示し、 そこからバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択できます。

アーカ イブ属性を変更するには

1 プロジ ェ ク ト データベース、 プロジ ェ ク ト 、 またはバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。 プロ
ジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し、 フ ァ イルタ イプを基にし て設定される属性
を変更する場合は、 その属性はプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 中のすべてのフ ァ
イルタ イプについて変更されます。

� キーワー ド展開 � 改行コー ド

� デルタ形式で格納 � レ コー ド長

� 改行コー ドの変換 � リナンバ

� カ ラムマスク

注  ユーザは、 アーカ イブ属性の変更時に、 複数のプロジ ェ ク ト およびフ ォルダを選択できます。 複
数のプロジ ェ ク ト およびフ ォルダの選択については、 『Serena ChangeMan Version Manager 
ユーザガイ ド』 を参照し て く ださい。
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2 ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〔全般〕 タ ブの各属性の設定は 「変更し ない」 になっており、 属性には現在の設定が使用されま
す。 設定を変更するには、 次の作業を行います。

� 〈排他ロ ッ ク〉 で 「はい」 または 「いいえ」 を選択し ます。 「はい」 を選択する と、 単一アー
カ イブへの複数のロ ッ クが防止されます。 「いいえ」 を選択し て複数のロ ッ ク を許可する と、
アーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ンを同時にロ ッ クする こ とが可能と な り ます。 さ らに、 アー
カ イブに対し て、 こ こで 「はい」 を指定する と、 そのアーカ イブでは MultiLock デ ィ レ ク
テ ィ ブが無視されます。 84 ページの 『アーカ イブ作成時のオプシ ョ ン』 を参照し て く だ さ
い。

� 〈キーワー ド展開〉 で 「はい」 または 「いいえ」 を選択し ます。 「はい」 を選択する と、 作業
フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン時にキーワー ドが展開されます。 この属性はフ ァ イルタ イプに基づ
いて設定されます。 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン』 を参
照し て く ださい。 このオプシ ョ ンは、 バイナ リ フ ァ イルを破壊する場合があるため、 バイナ
リ フ ァ イルには設定し ないで く だ さい。

� 〈コ メ ン ト の接頭辞〉 フ ィ ールドは、 キーワー ド を展開する場合にのみ適用されます。 この場
合、 このフ ィ ールドは $Log$ キーワー ド展開時の行の前に挿入する コ メ ン ト 接頭辞を定義し
ます。 〈コ メ ン ト の接頭辞〉 では、 「変更」 または 「削除」 を選択し ます。 「変更」 を選択する
と、 コ メ ン ト 接頭辞を入力するための 〈コ メ ン ト の接頭辞〉 テキス ト フ ィ ールドが表示され
ます。 「削除」 を選択する と、 以前に指定されたコ メ ン ト 接頭辞が削除されます。 この属性は
フ ァ イルタ イプに基づいて設定されます。 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設定さ
れるオプシ ョ ン』 を参照し て く だ さい。

� 〈書き込み禁止する〉 で 「はい」 または 「いいえ」 を選択し ます。 「はい」 を選択する と、 意
図し ない削除または変更からアーカ イブが保護されます。 Version Manager のコマン ドは、
アーカ イブの変更前に自動的に書き込み保護を解除し、 終了後に元に戻し ます。

� 〈デルタ形式で格納〉 で 「はい」 または 「いいえ」 を選択し ます。 作業フ ァ イルの完全なコ
ピー （作業イ メ ージ） はチ ッ プ リ ビジ ョ ンに対し てのみ保存され、 ほかのすべてのリ ビジ ョ
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既存アーカ イブの属性の変更
ンはデルタ と し て保存されます。 つま り、 すべてのリ ビジ ョ ンが完全な作業フ ァ イルのコ
ピーと し ては保存されません。 この属性はフ ァ イルタ イプに基づいて設定されます。 バイナ
リ フ ァ イルについては、 リ ビジ ョ ン間の差が大きい場合があるため、 このオプシ ョ ンを 「い
いえ」 に設定する こ と をお勧めし ます。 113 ページの 『デルタの保存』 を参照し て く だ さ
い。

4 手順 1 でプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ている場合は、 すべてのプロ
ジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト の既存のアーカ イブの属性を変更するには 〈サブプロジ ェ ク ト の
フ ァ イルも含む〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。

5 〔詳細〕 タ ブを選択し ます。

6 〔詳細〕 タ ブ上の各属性の設定は 「変更し ない」 になっており、 属性には現在の設定が使用され
ます。 設定を変更するには、 次の作業を行います。

� 〈改行コー ド〉 フ ィ ールドは、 キーワー ド を展開する場合にのみ適用されます。 この場合、 こ
のフ ィ ールドは $Log$ キーワー ド展開の改行コー ド を定義し ます。 こ こで、 「変更」 または
「削除」 を選択し ます。 「変更」 を選択する と、 改行コー ド を入力するための 〈改行コー ド〉
テキス ト フ ィ ールドが表示されます。 「削除」 を選択する と、 以前に指定された改行コー ドが
削除されます。 この属性はフ ァ イルタ イプに基づいて設定されます。 112 ページの 『フ ァ イ
ルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン』 を参照し て く だ さい。

� 〈改行コー ドの変換〉 で 「はい」 または 「いいえ」 を選択。 このオプシ ョ ンはテキス ト フ ァ イ
ルについては常に 「はい」 に設定し ます。 この属性はフ ァ イルタ イプに基づいて設定されま

注  Windows および UNIX プラ ッ ト フ ォーム間の改行コー ドの変換は、 自動的に処理され
ます。
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す。 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン』 を参照し て く だ さ
い。

� 〈所有者〉 で 「変更」 または 「削除」 を選択し ます。 「変更」 を選択する と、 は新しいアーカ
イブの所有者のユーザ ID を入力する 〈所有者〉 が表示されます。 「削除」 を選択する と、 以
前に指定された所有者がアーカ イブから削除されます。 84 ページの 『アーカ イブ作成時のオ
プシ ョ ン』 を参照し て く ださい。

� 〈アクセス リ ス ト 〉 で 「変更」、 「追加」、 または 「削除」 を選択し ます。 〈変更〉 または 「追
加」 を選択する と、 〈アクセス リ ス ト 〉 フ ィ ールドが表示されます。 「変更」 の場合は、 この
フ ィ ールド に新しいアクセス リ ス ト を入力し ます。 「追加」 の場合は、 既存のアクセス リ ス ト
にユーザ ID とグループを追加入力し ます。 このフ ィ ールドの値は、 合計で 254 文字を超え
る こ とはできません。 「削除」 を選択する と、 既存のアクセス リ ス ト が削除されます。 アクセ
ス リ ス ト については、 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し て く だ さい。

� 〈レ コー ド長〉 で 「可変長」 または 「固定長」 を選択し ます。 「可変長」 を選択する と、 アー
カ イブに可変長のデータが保存されるよ う  Version Manager が設定されます。 「固定長」 を
選択する と、 アーカ イブに固定長のデータが保存されるよ う  Version Manager が設定され
ます。 「固定長」 が選択される と、 レ コー ドの長さ を入力するための 〈レ コー ド長〉 テキス ト
フ ィ ールドが表示され、 よ り効率的にデルタが生成されます。 この属性はフ ァ イルタ イプに
基づいて設定されます。 112 ページの 『フ ァ イルタ イプに基づいて設定されるオプシ ョ ン』
を参照し て く ださい。

7 行番号を含むフ ァ イルの作成と更新にのみ適用される属性を修正するには、 〔マスク〕 タ ブを選
択し ます。 〔マスク〕 タ ブの各属性の設定は 「変更し ない」 に設定されており、 この場合は現在
の属性の設定が使用されます。

注意！ このオプシ ョ ンはバイナリ フ ァ イルには設定し ないで く だ さい。 アーカ イブを破損
する場合があ り ます。
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既存アーカ イブの属性の変更
8 〔マスク〕 タ ブで、 次の属性を変更し ます。 これらの属性はフ ァ イルタ イプに基づいて設定され
ます。

� 〈マスク〉 グループから、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

• 〈マスクの削除〉 を選択する と、 マスクは使用されません。

• 〈COBOL マスク を使用〉 を選択する と、 COBOL フ ァ イルに対し、 デフ ォル ト の COBOL 
マスクが使用されます。 この場合、 第 73-80 桁がマスク され、 第 1 桁目が数値の場合に
は第 1-6 桁もマスク されます。

• 〈マスクするカ ラムの範囲〉 には、 マスク を設定する最初と最後の桁を入力し ます。 た と
えば、 1-6 と入力する と、 第 1 桁から第 6 桁までがスペースに変換されます。 

カ ラムマスク を数値フ ィ ールドのみに限定するには、 範囲の次にアス タ リ スク （*） を入
力し ます。 たと えば、 1-6* では、 第 1 桁目が数値の場合にのみマスクが適用されます。

また、 複数のカ ラムの範囲を コ ンマで区切って入力できます。 た と えば、 1-6*,10-12 
と入力する と、 第 1 桁が数値である場合にのみマスクが適用され、 第 10 桁から第 12 
桁までがスペースに変換されます。

� 〈リナンバ〉 グループから、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択し ます。

• 〈リナンバの削除〉 を選択する と、 リナンバは行われません。

• 〈COBOL リ ナンバを使用〉 を選択する と、 COBOL フ ァ イルに対し てデフ ォル ト の 
COBOL リ ナンバの定義が使用されます。 この場合、 第 1 桁から第 6 桁目までを、 10 か
ら開始し て 10 ずつ増加する番号で再設定し ます。

• 〈リナンバ〉 には、 以下のよ う に入力し ます。

a 〈リナンバの開始〉 フ ィ ールド には、 最初の行番号を入力し ます。

b 〈リナンバの増加分〉 フ ィ ールド には、 行番号の増加分を入力し ます。 た と えば、 最初の
番号に 20 を入力し、 増加分を 5 と入力し た場合は、 最初の行の番号が 000020、 次の
行が 000025、 3 番めが 000030、 のよ う にな り ます。 こ こでは 6 桁にリ ナンバする も
のと仮定し ています。

c 〈開始カ ラム〉 フ ィ ールド には、 リナンバ元と なる桁、 〈終了カ ラム〉 フ ィ ールドは、 リ ナ
ンバ先と なる桁を入力し ます。

9 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 VCS コマン ド を使用し てアーカ イブ属性を変更し ます。 次
の表に、 このコマン ド に対するアーカ イブ属性オプシ ョ ンのリ ス ト を示し ます。

変更する属性 使用する コマン ド

排他ロ ッ ク vcs [-|+]pe

キーワー ド展開 vcs [-|+]pk

コ メ ン ト 接頭辞 vcs -ecstring

書き込み禁止 vcs [-|+]pw

デルタ形式で格納 vcs [-|+]pg

改行コー ド vcs -enstring

改行コー ドの変換 vcs [-|+]pt
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VCS コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ
レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

アーカ イブの移動

デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を作成する と、 アーカ イブがプロ
ジ ェ ク ト データベースの下の場所に作成されます。 データベースまたはプロジ ェ ク ト の作成時には、
ほかの場所も指定できます。 プロジ ェ ク ト データベース作成時に指定したアーカ イブの場所が不適切
になった場合は、 その場所を変更できます。 アーカ イブの場所にアーカ イブ フ ァ イルを保存する前
に、 場所を変更し たほうが作業の効率が上がり ます。

アーカ イブ フ ァ イルを格納し た後で移動し なければならな く なった場合は、 バージ ョ ン管理フ ァ イル
と アーカ イブの間の参照を回復するために、 新しい場所からアーカ イブを インポー ト する必要があり
ます。

アーカ イブの場所の変更

この手順では、 プロジ ェ ク ト データベースが作成され、 アーカ イブの場所が指定されてから、 その場
所にアーカ イブ フ ァ イルを保存する前 （アーカ イブの場所にはまだ、 アーカ イブ フ ァ イルが存在し な
いと き） にアーカ イブの場所を変更する と仮定し ています。

アーカ イブの場所を変更するには

1 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

所有者 vcs -ouser_id

アクセス リ ス ト vcs -a[user_id|group[,user_id|group...]]

レ コー ド長 vcs -xrecordlength=record_length

カ ラムマスク vcs -xcolumnmask="start-end[(numeric)]..."

リナンバ vcs -xrenumber=start-end [from start by 
number]

変更する属性 使用する コマン ド
192 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



アーカ イブの移動
2 ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

3 〈新規アーカ イブの場所〉 フ ィ ールド に新しい場所のパスを入力し ます。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

アーカ イブのインポー ト

この手順では、 プロジ ェ ク ト のアーカ イブを新しい場所に移動した と仮定し ます。 アーカ イブを イン
ポー ト する前に、 プロジ ェ ク ト から既存のバージ ョ ン管理フ ァ イルを削除する必要があ り ます。 名称
の衝突を避けるため、 プロジ ェ ク ト 中に同じ名称のバージ ョ ン管理フ ァ イルが存在する場合は、 アー
カ イブを インポー ト する こ とはできません。 新しい場所からアーカ イブを インポー ト する と、 アーカ
イブのバージ ョ ン管理フ ァ イルがプロジ ェ ク ト に含められ、 バージ ョ ン管理フ ァ イルと アーカ イブの
間の参照が回復されます。

アーカ イブを インポー ト するには

1 アーカ イブを移動し たバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。 すべて選択するには ［編集］ －
［すべて選択］ を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［削除］ を選択し ます。

3 アーカ イブのインポー ト 先のプロジ ェ ク ト を選択し ます。
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4 ［管理］ － ［アーカ イブのインポー ト ］ を選択し ます。 〔アーカ イブの選択〕 ダイアログボッ クス
が表示されます。 このダイアログボ ッ クスには、 選択されたプロジ ェ ク ト のアーカ イブの場所が
表示されます。

5 アーカ イブの新しい場所 （アーカ イブの移動先の場所） を表示し ます。 次にアーカ イブを含む
フ ォルダ全体を選択するか、 インポー ト するアーカ イブのみを選択し、 【OK】 を ク リ ッ ク し ま
す。 〔アーカ イブのインポー ト 〕 ダイアログボッ クスが表示され、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブに
なっています。

6 〈アーカ イブの場所〉 グループから 〈既存のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ を使用〉 を選択し ます。 こ
れによ り プロジ ェ ク ト のアーカ イブの場所が新しい場所に変更されます。

注  〈フ ァ イル名〉 フ ィ ールド で、 * または *.* 以外のフ ィ ルタ を持つパス （例 ：
c:¥files¥*.cpp を指定する と、 フ ィ ルタに一致する フ ァ イルは最上レベルのプロジ ェ ク ト
を作成せずに直接追加されます。 ただ し、 サブデ ィ レ ク ト リ も追加される場合は、 サブプロ
ジ ェ ク ト がそれらに対し て作成され、 フ ィ ルタに一致する フ ァ イルのみが追加されます。
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プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト データベースのコ ピー
7 フ ォルダ全体を選択し ている場合は、 〈サブプロジ ェ ク ト のアーカ イブ も含む〉 チ ェ ッ クボッ ク
スを選択し て、 アーカ イブ構造に含まれるすべてのサブデ ィ レ ク ト リ中のすべてのアーカ イブを
追加できます。

8 選択し たアーカ イブを インポー ト する前に確認するには、 〔選択されたアーカ イブ〕 タ ブを ク
リ ッ ク し ます。

9 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト データベースのコ ピー

プロジ ェ ク ト と プロジ ェ ク ト データベースのコ ピーを作成できます。 これは、 新規プロジ ェ ク ト デー
タベースの作成または新しいシステムへの移行のシ ョ ー ト カ ッ ト と し て行う こ とができます。

プロジ ェ ク ト のコ ピー

プロジ ェ ク ト のコ ピーでは、 以下を行う こ とができます。

� 全サブプロジ ェ ク ト を コ ピーするか、 またはプロジ ェ ク ト のみを コ ピーする。

� アーカ イブを新しい場所にコ ピーするか、 または既存のアーカ イブの場所を使用する。

� 新しいコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成するか、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを新
しいプロジ ェ ク ト の場所にコ ピーするか、 または既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用す
る。

� 新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成するか、 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを新しいプロジ ェ ク ト の場所にコ ピーするか、 または既存のアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを使用する。

システムデフ ォル ト の使用

デフ ォル ト では、 フ ァ イルを コ ピーする と、 次の動作が行われます。

� 既存のアーカ イブの場所でも とのプロジ ェ ク ト のアーカ イブを参照する。 コ ピーされたサブプロ
ジ ェ ク ト もその既存のアーカ イブの場所を参照し ます。 複数のサブプロジ ェ ク ト を含むプロジ ェ
ク ト を コ ピーする場合は、 サブプロジ ェ ク ト のアーカ イブの場所が異なる場合がある こ とに注意
し て く ださい。 プロジ ェ ク ト を コ ピーし て、 既存のアーカ イブの場所を使用する場合、 新規プロ
ジ ェ ク ト はそれぞれのアーカ イブの場所すべてを参照し ます。

� プロジ ェ ク ト の既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する。 

注  既存の非フ ァ イルサーバプロジ ェ ク ト データベースを Version Manager フ ァ イルサーバへ移行
する方法の詳細は、 149 ページの 『Version Manager File Server へのプロジ ェ ク ト データベース
の追加』 を参照し て く ださい。

注  プロジ ェ ク ト を コ ピーする と、 プロジ ェ ク ト のワークスペース設定は保持されません。

注  コ ピーされた後にプロジ ェ ク ト に追加された新規アーカ イブは、 新しいプロジ ェ ク ト のアー
カ イブの場所を使用し ます。 デフ ォル ト は、 プロジ ェ ク ト データベースの場所にあるアーカ イブ
デ ィ レ ク ト リの下のプロジ ェ ク ト の名称のデ ィ レ ク ト リ です。
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� プロジ ェ ク ト の既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用する。

� サブプロジ ェ ク ト を コ ピープロジ ェ ク ト 操作対象に追加する。

� 作業フ ァ イルの場所と し て、 プロジ ェ ク ト データベースの場所の下にある work とい う名称の
デ ィ レ ク ト リ を使用する。 プロジ ェ ク ト からバージ ョ ン管理フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する と、
Version Manager は作業デ ィ レ ク ト リの下のプロジ ェ ク ト の名称が付いたデ ィ レ ク ト リ を作成
し、 それを新しいプロジ ェ ク ト のデフ ォル ト の作業フ ァ イルの場所と し て使用し ます。 （プロ
ジ ェ ク ト を コ ピーし た後デフ ォル ト の作業フ ァ イルの場所を変更するには、 ［フ ァ イル］ － ［プ
ロパテ ィ ］ を選択し、 〔ワークスペースの設定〕 タ ブを選択し、 〈作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ール
ド を修正し ます。）

プロジ ェ ク ト を コ ピーする際、 これらのデフ ォル ト はどれでも変更する こ とができます。 以下にその
手順を説明し ます。 

プロジ ェ ク ト を コ ピーするには

1 プロジ ェ ク ト 表示部で、 コ ピーするプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

3 コ ピー先のプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し、 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 
プロジ ェ ク ト を開いているプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ クにコ ピーする こ とができ
ます。 2 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 【次へ】 を ク リ ッ ク し てデフ ォル ト をそのまま使用するか、 以下のフ ィ ールド を編集し てデフ ォ
ル ト を変更し ます。

操作 手順

プロジ ェ ク ト のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ （とそ
の内容） を コ ピーし てコ ピー先プロジ ェ ク ト
データベースのアーカ イブデ ィ レ ク ト リの下に
置 く 。

（新しいアーカ イブデ ィ レ ク ト リの場所は、
アーカ イブデ ィ レ ク ト リ内のコ ピー先プロジ ェ
ク ト データベースの階層構造と同じにな り ま
す。）

〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ
ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 

新しいアーカ イブのベース リ ビジ ョ ン （開始
点） と し て指定リ ビジ ョ ンの選択を許可する。

〈指定した リ ビジ ョ ンを保持し、 履歴を破
棄〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

このフ ィ ールドは、 〈プロジ ェ ク ト の場所
にアーカ イブを コ ピー〉 オプシ ョ ンが選択
されている場合にのみ使用できる こ とに注
意し て く だ さい。

Version Manager が初期リ ビジ ョ ン （または
ベースラ イン） と し て使用する リ ビジ ョ ンを選
択する。

初期リ ビジ ョ ンを選択するには、 〈デフ ォ
ル ト リ ビジ ョ ン〉 フ ィ ールド に、 バージ ョ
ン ラベル、 またはプロモーシ ョ ングループ
を入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し て選択
し ます。

サブプロジ ェ ク ト と そのフ ァ イルを含める。 〈サブプロジ ェ ク ト を含む〉 チ ェ ッ クボッ
クスを選択し ます。
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5 3 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト 〕 ダイアログボッ クスで、 デフ ォル ト をそのまま使用し て 【終
了】 を ク リ ッ クするか、 以下のフ ィ ールド を編集し てデフ ォル ト を変更し ます。

6 【終了】 を ク リ ッ ク し ます。

操作 手順

フ ァ イルを新しいプロジ ェ ク ト の場所へコ ピー
せずに既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
使用する。

〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
使用〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 コ ピーさ
れたプロジ ェ ク ト は、 も とのプロジ ェ ク ト
と コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを共有し
ます。

既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ンを新しいプロジ ェ
ク ト へコ ピーする。

すべての既存コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルを新しいプロジ ェ ク ト の場所へコ ピーす
るには、 〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルを コ ピー〉 を選択し ます。

新しいプロジ ェ ク ト の新しいデフ ォル ト コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成する。

〈新規コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作
成〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 Version 
Manager は、 default.cfg フ ァ イルを コ
ピーし てデフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルを作成し、 プロジ ェ ク ト データ
ベースの場所の下のアーカ イブデ ィ レ ク ト
リ に入れます。

すべての既存のアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースを新しいプロジ ェ ク ト へコ ピーする。

〈アクセスコ ン ト ロールを他の場所にコ
ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 プロジ ェ
ク ト のアクセスコ ン ト ロールデータベース
は、 プロジ ェ ク ト データベースの場所の下
のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ に入れられま
す。 プロジ ェ ク ト アクセスコ ン ト ロール
データベース （存在する場合） は、 アーカ
イブデ ィ レ ク ト リの下のプロジ ェ ク ト の名
称の付いたデ ィ レ ク ト リ に入れられます。

注  このオプシ ョ ンは、 既存のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する場合に
は使用できません。 

新規プロジ ェ ク ト の新しいアクセスコ ン ト ロー
ルデータベースを作成する。

〈新規アクセスコ ン ト ロールデータベース
を作成〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 このア
クセスコ ン ト ロールデータベースは、
default.db フ ァ イルを コ ピーし て作成さ
れます。 この新しいアクセスコ ン ト ロール
データベースはコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルでは無効になっています。 デフ ォル ト
では、 新しいアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースはアーカ イブデ ィ レ ク ト リ にあり ま
す。

注  このオプシ ョ ンは、 既存のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する場合に
は使用できません。
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プロジ ェ ク ト データベースのコ ピー

Version Manager プロジ ェ ク ト データベースのコ ピーによ り、 プ ラ ッ ト フ ォームデータベースが新
しいプロジ ェ ク ト データベースにコ ピーされます。 プロジ ェ ク ト データベースのコ ピーでは、 以下を
行う こ とができます。

� 全プロジ ェ ク ト とサブプロジ ェ ク ト を コ ピーするか、 またはプロジ ェ ク ト のみを コ ピーする。

� アーカ イブを新しい場所にコ ピーするか、 または既存のアーカ イブの場所を使用する。

� 新しいコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成するか、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを新
しいプロジ ェ ク ト データベースへコ ピーするか、 または既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
使用する。

� 新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成するか、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを新
しいプロジ ェ ク ト データベースへコ ピーするか、 または既存のアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを使用する。

� 共有アーカ イブ との関連を保持する。

� ワークスペースを コ ピーする。

� ツールバーコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを新しいプロジ ェ ク ト データベースの場所へコ ピーす
る。

システムデフ ォル ト の使用

デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト データベースを コ ピーする と、 次の動作が行われます。

� 既存のアーカ イブの場所でも とのプロジ ェ ク ト のデータベースアーカ イブを参照する。 コ ピーさ
れたサブプロジ ェ ク ト もその既存のアーカ イブの場所を参照し ます。 複数のサブプロジ ェ ク ト を
含むプロジ ェ ク ト データベースを コ ピーする場合は、 サブプロジ ェ ク ト のアーカ イブの場所が異
なる場合がある こ とに注意し て く ださい。 プロジ ェ ク ト データベースを コ ピーし て、 既存のアー
カ イブの場所を使用する場合、 新規プロジ ェ ク ト データベースはそれぞれのアーカ イブの場所す
べてを参照し ます。

� プロジ ェ ク ト データベースの既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する。 コ ピーされたサ
ブプロジ ェ ク ト は、 既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル （存在する場合） も使用し ます。

� プロジ ェ ク ト データベースの既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用する。 コ ピーされ
たサブプロジ ェ ク ト は、 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベース （存在する場合） も使用し ま
す。

� ワークスペースを コ ピーする。

これらのデフ ォル ト は、 プロジ ェ ク ト データベースを コ ピーする と きに次の手順で変更する こ とがで
きます。 

プロジ ェ ク ト データベースを コ ピーするには

1 プロジ ェ ク ト 表示部で、 コ ピーするプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［編集］ － ［コ ピー］ を選択し ます。 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

3 〈名前〉 フ ィ ールド にプロジ ェ ク ト データベースの名前を入力し ます。 名前の前後にタ ブや空白
を付ける こ とはできません。 名前にはすべての文字を使用できます。

注  コ ピーされた後にプロジ ェ ク ト データベースに追加された新規アーカ イブは、 プロジ ェ ク ト
データベースのアーカ イブの場所を使用し ます。 デフ ォル ト では、 プロジ ェ ク ト データベースの
場所のアーカ イブデ ィ レ ク ト リ です。
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4 〈場所〉 フ ィ ールド にプロジ ェ ク ト データベースの場所を入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し て場所
を選択し ます。 この場所は、 プロジ ェ ク ト データベースの作業を行う すべてのユーザがアクセス
できる必要があ り ます。

5 アーカ イブのデフ ォル ト の場所を変更する場合は、 〈アーカ イブの場所〉 フ ィ ールド に場所を入
力するか、 または 【...】 を ク リ ッ ク し て場所を選択し て く だ さい。 デフ ォル ト のアーカ イブの場
所は、 プロジ ェ ク ト データベースの場所の下の archives とい う名称のデ ィ レ ク ト リ です。 プロ
ジ ェ ク ト データベースの新しいアーカ イブがこのデ ィ レ ク ト リに格納されます。 

6 〈作業フ ァ イルの場所〉 フ ィ ールド にプロジ ェ ク ト データベースの作業フ ァ イルの場所を入力す
るか、 【...】 を ク リ ッ ク し て場所を選択し ます。 ほとんどのユーザにアクセス可能な、 ネ ッ ト
ワーク上のド ラ イブを指定する こ と を推奨し ます。 ユーザは必要に応じ て、 作業フ ァ イルの場所
を変更するためのプラ イベー ト なワークスペースをローカルド ラ イブに作成する こ とができま
す。

7 【次へ】 を ク リ ッ ク し ます。 2 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボ ッ クス
が表示されます。

8 【次へ】 を ク リ ッ ク し てデフ ォル ト をそのまま使用するか、 以下のフ ィ ールド を編集し てデフ ォ
ル ト を変更し ます。

注  次の画面で 〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ ピー〉 を選択し なければ、 プロジ ェ ク ト
データベースの既存のアーカ イブはこのデ ィ レ ク ト リにコ ピーされません。

操作 手順

アーカ イブをプロジ ェ ク ト データベースの場所
（または指定し たデ ィ レ ク ト リ） の下のアーカ
イブデ ィ レ ク ト リにコ ピーする。

〈プロジ ェ ク ト の場所にアーカ イブを コ
ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 

新しいアーカ イブのベース リ ビジ ョ ン （開始
点） と し て指定リ ビジ ョ ンの選択を許可する。

〈指定した リ ビジ ョ ンを保持し、 履歴を破
棄〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

注  このフ ィ ールドは、 〈プロジ ェ ク ト の
場所にアーカ イブを コ ピー〉 オプシ ョ ン
が選択されている場合にのみ使用できま
す。

Version Manager が初期リ ビジ ョ ン （または
ベースラ イン） と し て使用する リ ビジ ョ ンを選
択する。

初期リ ビジ ョ ンを選択するには、 〈デフ ォ
ル ト リ ビジ ョ ン〉 フ ィ ールド に、 バージ ョ
ン ラベル、 またはプロモーシ ョ ングループ
を入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し て選択
し ます。

共有アーカ イブ との関連を保持する （アーカ イ
ブの新しい個別コ ピーを作成せず）。

〈共有アーカ イブの保持〉 オプシ ョ ンを選
択し ます。

注  このフ ィ ールドは、 〈プロジ ェ ク ト の
場所にアーカ イブを コ ピー〉 オプシ ョ ン
が選択されている場合にのみ使用できま
す。

サブプロジ ェ ク ト と そのフ ァ イルを含める。 〈サブプロジ ェ ク ト を含む〉 チ ェ ッ クボッ
クスを選択し ます。
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9 3 番目の 〔コ ピープロジ ェ ク ト データベース〕 ダイアログボッ クスで、 デフ ォル ト をそのまま使
用し て 【終了】 を ク リ ッ クするか、 以下のフ ィ ールド を編集し てデフ ォル ト を変更し ます。

10 【終了】 を ク リ ッ ク し ます。

操作 手順

フ ァ イルを新しいプロジ ェ ク ト データベースへ
コ ピーせずに既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルを使用する。

〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
使用〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 コ ピーさ
れたプロジ ェ ク ト データベースは、 も との
プロジ ェ ク ト データベース と コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルを共有し ます。

既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ンを新しいプロジ ェ
ク ト データベースへコ ピーする。

〈既存のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを
コ ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。

新しいプロジ ェ ク ト データベースの新しいデ
フ ォル ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作成
する。

〈新規コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを作
成〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 Version 
Manager は、 default.cfg フ ァ イルを コ
ピーし てデフ ォル ト のコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルを作成し、 コ ピーするプロジ ェ
ク ト データベースの下のアーカ イブデ ィ レ
ク ト リ に入れます。

すべての既存のアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースを新しいプロジ ェ ク ト データベースへコ
ピーする。

〈アクセスコ ン ト ロールを他の場所にコ
ピー〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 プロジ ェ
ク ト データベースのアクセスコ ン ト ロール
データベースは、 コ ピーするプロジ ェ ク ト
データベースの下のアーカ イブデ ィ レ ク ト
リ に入れられます。 プロジ ェ ク ト アクセス
コ ン ト ロールデータベース （存在する場
合） は、 アーカ イブデ ィ レ ク ト リの下のプ
ロジ ェ ク ト の名称の付いたデ ィ レ ク ト リ に
入れられます。

注  このオプシ ョ ンは、 既存のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する場合に
は使用できません。 

新規プロジ ェ ク ト データベースの新しいアクセ
スコ ン ト ロールデータベースを作成する。

〈新規アクセスコ ン ト ロールデータベース
を作成〉 オプシ ョ ンを選択し ます。 このア
クセスコ ン ト ロールデータベースは、
default.db フ ァ イルを コ ピーし て作成さ
れます。 この新しいアクセスコ ン ト ロール
データベースはコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イルでは無効になっています。 デフ ォル ト
では、 新しいアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースはアーカ イブデ ィ レ ク ト リ にあり ま
す。

注  このオプシ ョ ンは、 既存のコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルを使用する場合に
は使用できません。

既存のワークスペース定義を新しいプロジ ェ ク
ト データベースへコ ピーする。

〈ワークスペースを コ ピー〉 オプシ ョ ンを
選択し ます。
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はじめに

Serena ChangeMan Version Manager では、 プロジ ェ ク ト と アーカ イブにアクセスできるユーザ
および許可されたユーザが、 そのプロジ ェ ク ト と アーカ イブに対し て実行できるアクシ ョ ンを制御す
る こ とができます。 Version Manager のセキュ リ テ ィ は、 次の機能を使用し て定義されます。

� アクセスコ ン ト ロールデータベース

� アクセス リ ス ト

� 権限

アクセスコ ン ト ロールデータベースには、 プロジ ェ ク ト 、 すなわちそのプロジ ェ ク ト のアーカ イブに
アクセスできるかが定義されます。 アクセス リ ス ト はさ らに、 プロジ ェ ク ト 中のアーカ イブご とに、
アクセスできるユーザを定義し ます。 権限は、 ユーザがそのプロジ ェ ク ト と アーカ イブに対し て実行
できるアクシ ョ ンを定義し ます。

この章では、 これらの機能のそれぞれについて詳細に説明し ます。 また、 この章ではセキュ リ テ ィ の
計画、 セ ッ ト ア ッ プ、 および メ ンテナンスについても説明し ています。

UNIX および Windows 上のプログラムフ ァ イルと プロジ ェ ク ト データ を保護するため、 設定すべき
権限に関し ては 『Serena ChangeMan Version Manager インス ト ールガイ ド』 を参照し て く ださ
い。

Version Manager File Server セキュ リ テ ィ の設定に関する詳細は、 次の表を参照し て く だ さい。

アクセスコ ン ト ロールデータベースについて

アクセスコ ン ト ロールデータベースは、 プロジ ェ ク ト に対し てアクシ ョ ンを実行する こ と を認められ
たユーザを定義し、 そのユーザが実行できるアクシ ョ ンを定義し ます。 Version Manager では、 ア
クシ ョ ンが Version Manager の権限に関連付けられています。

アクセスコ ン ト ロールデータベースは暗号化されたフ ァ イルになっています。

ユーザ

アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する場合、 その定義には認証されたユーザご とのユーザ 
ID が含まれます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースをセキュ リ テ ィ に使用し ている場合は、
Version Manager が取得したユーザ ID がそのプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト のア
クセスコ ン ト ロールデータベースに定義されていなければ、 そのユーザはそのプロジ ェ ク ト データ
ベースまたはプロジ ェ ク ト にアクセスできず、 したがって、 アーカ イブにアクセスできません。
Version Manager では、 ユーザ ID はログイ ン ソースを使用し て取得されます。 ログイン ソースに
ついては、 90 ページの 『ログイン ソース』 を参照し て く だ さい。

参照内容 . . 参照先 . .

フ ァ イルサーバセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの設
定

142 ページの 『File Server の設定』

フ ァ イルサーバセキュ リ テ ィ に関する特記事
項

166 ページの 『セキュ リ テ ィ に関する特記事項』

パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ン 141 ページの 『パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ
ンの設定』
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アクセスコ ン ト ロールデータベースについて
デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト ユーザの場合 ： Version Manager がユーザ ID を取得する と、 アクセス
コ ン ト ロールデータベースでそのユーザ ID が存在するかど うかがチ ェ ッ ク されます。 ユーザ ID が
存在し ない場合は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース内に自動的にユーザ ID を作成し、 そのユー
ザにデフ ォル ト の権限が割り当てられるよ う に設定する こ とができます。 アクセスコ ン ト ロールデー
タベース内に自動的にユーザが作成されるよ う  Version Manager を設定する手順については、 90 
ページの 『ログイン ソース』 を参照し て く だ さい。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト の場合

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 アクセスコ ン ト ロールデータベースはプロジ ェ ク ト データベース と
プロジ ェ ク ト に関連付けられています。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト がアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースを使用するのは、 それがプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル内で指定され、 かつ有効に設定されている場合、 またはそれが Version 
Manager に埋め込まれている場合です。 デフ ォル ト の動作では、 プロジ ェ ク ト データベースを作成
する と アクセスコ ン ト ロールデータベースも作成され、 同じ く 作成されるマス ターコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イル内で指定されますが、 有効にはなっていません。

各プロジ ェ ク ト データベースには 1 つのアクセスコ ン ト ロールデータベースを関連付ける こ とがで
き、 プロジ ェ ク ト データベース内の各プロジ ェ ク ト にはそれぞれ 1 つのアクセスコ ン ト ロールデー
タベースを関連付ける こ とができます。 プロジ ェ ク ト データベースに対し てはアクセスコ ン ト ロール
データベースが定義されているが、 そのプロジ ェ ク ト データベース内のプロジ ェ ク ト については定義
されていない場合は、 そのプロジ ェ ク ト には、 プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたアクセス
コ ン ト ロールデータベースが使用されます。 また、 プロジ ェ ク ト データベース内のプロジ ェ ク ト につ
いて、 そのう ちのい く つかのみにアクセスコ ン ト ロールデータベースを定義し、 ほかのプロジ ェ ク ト
については定義し ないでお く こ とができます。 た と えば、 プロジ ェ ク ト データベース中に 3 つのプ
ロジ ェ ク ト があ り、 その 3 つのう ち 2 つにアクセスコ ン ト ロールデータベースを定義した場合は、
その 2 つのプロジ ェ ク ト はそれぞれに定義されたアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用し、 3 
つめのプロジ ェ ク ト はプロジ ェ ク ト データベースのアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用し ます
（以下の図を参照）。

プロジ ェ ク ト データベースについてアクセスコ ン ト ロールデータベースを定義した場合は、 そのプロ
ジ ェ ク ト データベース内のすべてのプロジ ェ ク ト に対し て同一のアクセスコ ン ト ロールが行われま
す。 プロジ ェ ク ト ご とのコ ン ト ロールを さ らに厳密に行う には、 各プロジ ェ ク ト に対し てアクセスコ
ン ト ロールデータベースを定義し ます。 またアクセス リ ス ト を使用すれば、 プロジ ェ ク ト 中のアーカ
イブご とにアクセスを コ ン ト ロールできます。 アクセス リ ス ト については次のセクシ ョ ンで説明し ま
す。

ア クセス コ ン ト ロール
データベース

プロジ ェ ク ト データベース

プロジ ェ ク ト  1 プロジ ェ ク ト  2

アクセスコ ン ト ロール
データベース

ア クセスコ ン ト ロール
データベース

プロジ ェ ク ト  3
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プロジ ェ ク ト データベースに対するデフ ォル ト のアクセスコ ン ト ロールデータベース

Version Manager のデフ ォル ト では、 作成されるプロジ ェ ク ト データベースご とに、 デフ ォル ト の
アクセスコ ン ト ロールデータベースが作成されます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースには、
SuperUser 権限を割り当てられたユーザのユーザ ID と、 い く つかのデフ ォル ト の権限が含まれま
す （243 ページの表 6-3 ： デフ ォル ト 権限セ ッ ト を参照）。 このアクセスコ ン ト ロールデータベース
は、 プロジ ェ ク ト データベースのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で指定されていますが、 有効には
なっていません。 し たがって、 このアクセスコ ン ト ロールデータベースはこのプロジ ェ ク ト データ
ベースのセキュ リ テ ィ と し て使用されてはいません。

このデフ ォル ト のアクセスコ ン ト ロールデータベースは、 default.db フ ァ イルを コ ピーし て作成さ
れます。 デフ ォル ト ではこのフ ァ イルは次の場所に配置されています。

� Windows の場合 ： drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

default.db フ ァ イルの内容は必要に応じ て変更でき、 Version Manager が新規アクセスコ ン ト ロー
ルデータベースを作成する と きには、 この変更されたフ ァ イルが使用されます。

プロジ ェ ク ト データベースに対するデフ ォル ト のアクセスコ ン ト ロールデータベースでは、 そのプロ
ジ ェ ク ト データベースへのアクセス権を持つユーザと、 それらのユーザが実行する こ と を認めるアク
シ ョ ンを定義し ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベース中に定義できるのはユーザ ID、 パスワー
ド、 ユーザの有効期限、 ユーザグループ、 およびそのユーザに割り当てられた権限です。 必ず定義し
なければならないのはユーザ ID のみです。 ユーザに権限を割り当てない場合には、 後述する 
Unlimited 権限セ ッ ト が割り当てられます。

アクセスコ ン ト ロールデータベースの埋め込み

Version Manager にはアクセスコ ン ト ロールデータベースを 1 つ埋め込むこ とができ、 このアクセ
スコ ン ト ロールデータベースがすべてのプロジ ェ ク ト データベースに関するセキュ リ テ ィ を制御し ま
す。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを Version Manager に埋め込むこ とによ り、 すべてのユー
ザが同一のセキュ リ テ ィ 定義を使用し、 ほかのアクセスコ ン ト ロールデータベースは使用し ないこ と
が保証されます。

Version Manager は、 埋め込まれたアクセスコ ン ト ロールデータベースについては、 自動的にユー
ザを作成する こ とはできません （202 ページの 『ユーザ』 を参照）。

Version Manager に埋め込まれたアクセスコ ン ト ロールデータベースは、 その Version Manager 
を使用する、 すべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスユーザに影
響し ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを埋め込む手順については、 227 ページの 『Version 
Manager へのアクセスコ ン ト ロールデータベースの 埋め込み』 を参照し て く だ さい。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの場合

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスがアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するのは、 そのコマン
ド ラ インイン ターフ ェ イスが使用する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でそれが指定されている場
合、 または Version Manager に埋め込まれている場合です。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを
埋め込む手順については、 227 ページの 『Version Manager へのアクセスコ ン ト ロールデータベー
スの 埋め込み』 を参照し て く ださい。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト の場合とは異な り、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスではアクセスコ ン ト
ロールデータベース中に自動的にユーザを作成する こ とはできません。
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アクセス リ ス ト について
アクセス リ ス ト について

「アクセス リ ス ト 」 は、 アーカ イブにアクシ ョ ンを実行できる権限のある個々のユーザまたはユーザ
グループを定義し ます。 各アーカ イブは、 関連するアクセス リ ス ト を 1 つずつ持つこ とができます。
アーカ イブにアクセス リ ス ト を定義する前に、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する必要が
あ り ます。

アクセス リ ス ト は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中に定義されたユーザのサブセ ッ ト です。 ア
クセスコ ン ト ロールデータベース中に定義されていないユーザは、 アクセス リ ス ト 中には定義できま
せん。 アーカ イブにアクセス リ ス ト が定義されていない場合は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース
を使用し てアーカ イブへのアクセスが管理されます （次の図を参照）。

アクセス リ ス ト の使用によ り、 セキュ リ テ ィ レベルが非常に高いシステムを構築できますが、 アクセ
ス リ ス ト にユーザグループでな く 個々のユーザを定義する と、 メ ンテナンスに非常に時間がかかり ま
す。 し たがって、 アクセス リ ス ト には、 個々のユーザでな く ユーザグループを定義する こ と をお勧め
し ます。

アクセス リ ス ト グループ

アクセス リ ス ト グループの定義によ り、 アーカ イブへのアクセスをま とめて管理する こ とができま
す。 グループのメ ンバーは、 プロジ ェ ク ト において同一の担当責任を持ち、 同一の権限を持っている
こ とが必要です。

グループ指定し てアクセス リ ス ト を定義し ないかぎ り、 グループの定義はセキュ リ テ ィ のために使用
されません。 アクセス リ ス ト 中でグループを使用するには、 まずグループを定義し、 そのグループに
対し てアクセスコ ン ト ロールデータベース中で権限を割り当てる必要があ り ます。

グループを使用する こ との利点は、 アクセス リ ス ト の保守が簡単になる こ と です。 た と えば、 開発部
門に属するユーザと その権限を定義するグループを作成し、 その後に新しい開発者が入社した場合
は、 この社員を このグループのユーザと し て追加するだけで、 この社員に関する設定が完了し、 この
新規ユーザが、 このグループがアクセスできるすべてのアーカ イブにアクセスできるよ う にな り ま
す。 グループを使用し ないで、 アーカ イブへのアクセス権を この新規ユーザに与える場合は、 この
ユーザをそれぞれのアーカ イブのアクセス リ ス ト に追加し なければな り ません。

アクセス リ ス ト グループに関し ては、 次の 3 つの重要なルールがあ り ます。

� グループ定義は、 そのグループがアーカ イブのアクセス リ ス ト 中に定義されている と きにのみ使
用されます。

プロジ ェ ク ト

アクセス リ ス ト

アクセスコ ン ト ロール
データベース

アクセス リ ス ト

アーカ イブ アーカ イブ アーカ イブ
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� ユーザの権限は、 グループに割り当てられた権限によ り、 制限されますが、 拡張される こ とはあ
り ません （207 ページの 『権限のルール』 を参照）。

� アクセス リ ス ト グループを空のままにし てお く こ とはできません。 アクセス リ ス ト グループの定
義には、 ユーザまたはアクセス リ ス ト グループが含まれている必要があ り ます。

権限について

権限によ り、 Version Manager アクシ ョ ンを実行できるかど うかが決定されます。 権限は、 アクセ
スコ ン ト ロールデータベース中で定義され、 ユーザにアクシ ョ ンの実行を許可し ます。 た と えば、
「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」 とい う権限は、 アーカ イブからチ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク
アウ ト する こ と を許可し ます。

Version Manager には次の 3 種類の権限があ り ます。

� ベース権限

� コ ンポジ ッ ト 権限

� 権限セ ッ ト

Version Manager に組み込まれている権限を使用する こ と も、 必要に応じ てカス タム権限を定義す
る こ と もできます。

権限は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中で、 個別のユーザまたはユーザグループ （アクセス リ
ス ト グループ） に対し て割り当てられます。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 機能に応じ て次のよ う に権限がグループ分けされます。

� アクシ ョ ン

� アーカ イブ

� Project （プロジ ェ ク ト ）

ベース権限

ベース権限とは、 単独の Version Manager アクシ ョ ンです。 た と えば、 AddVersion 権限を持つ
ユーザは、 リ ビジ ョ ンにバージ ョ ン ラベルを割り当てる こ とができます。 ベース権限のリ ス ト につい
ては、 239 ページの表 6-1 ： ベース権限を参照し て く だ さい。

コ ンポジ ッ ト 権限

コ ンポジ ッ ト 権限は、 2 つまたはそれ以上のベース権限を組み合わせたものです。 た と えば、
「チ ェ ッ クアウ ト 」 コ ンポジ ッ ト 権限は、 ベース権限の 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」
と 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」 を組み合わせたものです。 この権限がある と、 チ ッ プ と
チ ッ プ以外の両方のリ ビジ ョ ンをアーカ イブからチ ェ ッ クアウ ト できます。 コ ンポジ ッ ト 権限のリ ス
ト については、 242 ページの表 6-2 ： コ ンポジ ッ ト 権限を参照し て く だ さい。

注  権限が関連づけられていないおもなアクシ ョ ンの 1 つに、 プロジ ェ ク ト データベースの作成が
あ り ます。 ユーザによるプロジ ェ ク ト データベースの作成を制限するには、 ユーザがこのアクシ ョ
ンを実行する と きに入力し なければならないパスワー ド を定義する必要があ り ます。 プロジ ェ ク ト
データベースの作成を許可し ないユーザには、 パスワー ド を知らせないよ う にし て く だ さい。 詳し
い説明は、 228 ページの 『プロジ ェ ク ト データベース作成の制限』 にあ り ます。
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権限について
権限セ ッ ト

権限セ ッ ト はベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 およびほかの権限セ ッ ト を組み合わせたものです。
Version Manager に設定されたデフ ォル ト の権限セ ッ ト は、 243 ページの表 6-3 ： デフ ォル ト 権限
セ ッ ト に定義されています。 

Version Manager では作業環境に応じた権限セ ッ ト を作成できるよ う、 権限セ ッ ト の定義を カス タ
マイズする こ とができます。 たと えば、 コ ンポジ ッ ト 権限の 「チ ェ ッ クアウ ト 」 と 「チ ェ ッ ク イン」、
およびベース権限の 「アーカ イブの作成」 から、 BasicUser とい う名称のカス タム権限セ ッ ト を作成
できます。 BasicUser を割り当てられたユーザは、 リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イ ン と チ ェ ッ クアウ ト 、 お
よびアーカ イブの作成を行う こ とができます。

カス タム権限セ ッ ト を新し く 定義する と きは、 既存の権限セ ッ ト （デフ ォル ト およびカス タム） をそ
の定義の一部と し て使用できます。

権限のルール

Version Manager の権限には、 次のルールが適用されます。

� デフ ォル ト では、 ユーザに Unlimited 権限が与えられています。 また、 アクセスコ ン ト ロール
データベースにおいてユーザに Unlimited 権限が与えられている場合は、 アーカ イブへのアク
セス権はアクセス リ ス ト によ ってのみ制限されます。

� アクセスコ ン ト ロールデータベースにおいてユーザに SuperUser 権限が与えられている場合
は、 アーカ イブのアクセス リ ス ト にそのユーザが存在するかど うかにかかわらず、 そのアーカ イ
ブへのアクセスは制限されません。

� アクセス リ ス ト グループに割り当てられた権限は、 そのグループに属するユーザの権限を制限す
るよ う にのみ働き、 ユーザの権限を拡張する こ とはあ り ません。 た と えば、 JohnD とい う ユー
ザは Unlimited 権限セ ッ ト が割り当てられており、 「開発者」 権限セ ッ ト が割り当てられた 「開
発者」 グループに属する と し ます。 「開発者」 権限セ ッ ト に与えられた権限はロ ッ ク、 ロ ッ ク解
除、 チ ェ ッ クアウ ト 、 チ ェ ッ ク インです。 JohnD がアクセス し よ う とするアーカ イブのアクセ
ス リ ス ト には 「開発者」 グループはあ り ますが、 個別ユーザと し ての JohnD は存在し ないと し
ます。 この場合、 JohnD に与えられる権限はロ ッ ク、 ロ ッ ク解除、 チ ェ ッ クアウ ト 、 チ ェ ッ ク
インで、 与えられていたその他の権限は使用できません。 これは、 このアーカ イブのアクセス リ
ス ト に 「開発者」 グループは存在し ているが、 JohnD は存在し ないためです。

アーカ イブのアクセス リ ス ト に 「開発者」 グループ と  JohnD の両方が存在する場合は、 JohnD 
には Unlimited 権限が与えられます。

逆に、 JohnD に 「開発者」 権限セ ッ ト が割り当てられており、 Unlimited 権限セ ッ ト が割り当
てられた 「開発者」 グループに属する と し ます。 JohnD がアクセス し よ う とするアーカ イブの
アクセス リ ス ト に 「開発者」 グループのみが存在する場合は、 JohnD に与えられる権限は 「開
発者」 権限 （「ロ ッ ク」、 「ロ ッ ク解除」、 「チ ェ ッ クアウ ト 」、 および 「チ ェ ッ ク イン」） のみと な
り ます。 「開発者」 グループに割り当てられた Unlimited 権限セ ッ ト は、 個別ユーザと し て 
JohnD に割り当てられているのではないため、 JohnD には与えられません。

� アクセス リ ス ト グループの定義には、 個別のユーザだけでな く ほかのグループ も含める こ とがで
きます。 個別のユーザが複数のグループに属し、 そのユーザが属する各グループがアクセス リ ス
ト グループの定義に含まれている場合は、 そのユーザには各グループに割り当てられた権限の和
集合が与えられます。

� SuperUser はグループに割り当てる こ とはできず、 個別のユーザにのみ割り当てられます。
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セキュ リ テ ィ の計画

以下は、 セキュ リ テ ィ を計画する と きに目安と なる項目です。

� 必要なセキュ リ テ ィ レベル。

• プロジ ェ ク ト データベース中の各プロジ ェ ク ト に対し、 同一のセキュ リ テ ィ 定義を使用でき
る可能性。 同一のセキュ リ テ ィ 定義を使用できる場合はプロジ ェ ク ト データベースに対し て
アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する こ とができます。 プロジ ェ ク ト データベース
内の各プロジ ェ ク ト に対し て定義する必要はな く 、 アクセス リ ス ト も必要あ り ません。 また、
各ユーザには同一の権限を設定できます （後述の例 1 を参照し て く ださい）。

• プロジ ェ ク ト データベース中の各プロジ ェ ク ト に対し て、 同一のセキュ リ テ ィ 定義を使用で
きる可能性。 この場合は、 プロジ ェ ク ト データベースに対し てアクセスコ ン ト ロールデータ
ベースを定義する こ とができます。 各プロジ ェ ク ト に対し て定義する必要はな く 、 アクセス
リ ス ト も必要あ り ません。 また、 ユーザがそれぞれのアーカ イブに対し て異なる役割を持つ
場合、 それぞれのユーザの役割に対し て権限セ ッ ト を定義し、 各ユーザに該当する権限セ ッ
ト を割り当てる こ とができます （後述の例 2 を参照し て く ださい）。

• プロジ ェ ク ト データベース中の各プロジ ェ ク ト のアーカ イブについて、 異なるセキュ リ テ ィ
を定義する必要性の有無。 異なる定義が必要な場合は、 各プロジ ェ ク ト について、 アクセス
リ ス ト を定義せずに、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する こ とができます。 

• プロジ ェ ク ト データベース中のアーカ イブ中での、 異なるセキュ リ テ ィ を定義する必要のあ
る ものの有無。 このよ う なアーカ イブが含まれる場合は、 それらに対し てアクセス リ ス ト を
定義する必要があ り ます。 これによ り、 最高レベルのセキュ リ テ ィ が提供されます （後述の
例 3 を参照し て く ださい）。

� アーカ イブへのアクセスをま とめて管理するため、 アクセス リ ス ト グループを定義する必要性の
有無。 ま とめて管理するには、 アクセス リ ス ト を使用する必要があ り ます。 アクセス リ ス ト を定
義する場合は、 アクセス リ ス ト グループを使用し て く だ さい （205 ページの 『アクセス リ ス ト
について』 を参照し て く ださい）。

例

このセクシ ョ ンでは、 セキュ リ テ ィ の設定時にモデルと なる事例を示し ます。

例 1

プロジ ェ ク ト データベース外のユーザからアーカ イブにアクセスできないよ う、 プロジ ェ ク ト データ
ベースに関し てセキュ リ テ ィ を定義する と し ます。 すべてのユーザには同一の権限セ ッ ト を割り当て
ます。

アクセスコ ン ト ロールデータベース ： プロジ ェ ク ト データベースにアクセスする必要のあるすべての
ユーザを定義し、 それらのユーザに与えるカス タム権限セ ッ ト を定義するか、 デフ ォル ト の権限セ ッ
ト を選択し、 それを各ユーザに割り当てます。

アクセス リ ス ト ： な し。 し たがって、 アクセス リ ス ト グループは必要あ り ません。

例 2

プロジ ェ ク ト データベース外のユーザからアーカ イブにアクセスできないよ う、 プロジ ェ ク ト データ
ベースに関し てセキュ リ テ ィ を定義する と し ます。 このケースでは、 役割に関連した権限を割り当て
ます。 たと えば、 開発者には開発関連の権限セ ッ ト を割り当て、 QA エンジニアには別の権限セ ッ
ト 、 プロジ ェ ク ト リーダーにはさ らに別の権限セ ッ ト 、 とい う よ う に割り当てを行います。
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セキュ リ テ ィ の設定
アクセスコ ン ト ロールデータベース ： プロジ ェ ク ト データベースにアクセスする必要のあるすべての
ユーザを定義し、 それらのユーザに与えるカス タム権限セ ッ ト を定義するか、 デフ ォル ト の権限セ ッ
ト を選択し、 それを各ユーザに割り当てます。 Version Manager のデフ ォル ト 権限セ ッ ト は、 企業
内の役割によるグループに合わせて定義されています （243 ページの表 6-3 ： デフ ォル ト 権限セ ッ ト
を参照し て く ださい）。

アクセス リ ス ト ： な し。 し たがって、 アクセス リ ス ト グループは必要あ り ません。

例 3

この例は例 2 に基づいて作成されています。 機密フ ァ イルを含むアーカ イブフ ァ イルについて、
個々にセキュ リ テ ィ を設定する必要がある と し ます。 た と えば、 ほとんどの企業では、 給与に関する
情報には限定されたユーザにのみアクセスを許可し ています。 この例では、 役割に関連した権限を割
り当てるだけでな く 、 アーカ イブ リ ス ト を機密アーカ イブに割り当てます。

アクセスコ ン ト ロールデータベース ： プロジ ェ ク ト データベースにアクセスする必要のあるすべての
ユーザを定義し、 それらのユーザに与えるカス タム権限セ ッ ト を定義するか、 デフ ォル ト の権限セ ッ
ト を選択し、 それを各ユーザに割り当てます。 Version Manager のデフ ォル ト 権限セ ッ ト は、 企業
内の役割によるグループに合わせて定義されています （243 ページの表 6-3 ： デフ ォル ト 権限セ ッ ト
を参照し て く ださい）。

また、 制限されたアーカ イブへのアクセスを許可される個々のユーザを含むアクセス リ ス ト グループ
を定義し、 そのグループに該当する権限または権限セ ッ ト を割り当てます。 このアクセス リ ス ト グ
ループの定義には、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中で定義された個々のユーザのみを含められ
ます。

アクセス リ ス ト ： 機密アーカ イブに割り当てられる もの。 アクセスコ ン ト ロールデータベース中で定
義し たアクセス リ ス ト グループが、 このアクセス リ ス ト の定義にな り ます。

セキュ リ テ ィ の設定

このセクシ ョ ンでは、 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスを使用し てセキュ リ テ ィ を設定するための手順を順に説明し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

セキュ リ テ ィ を設定するための基本的手順を次に示し ます。 詳細な手順については、 以降の各セク
シ ョ ンで説明し ています。

1 プロジ ェ ク ト に対し てセキュ リ テ ィ を設定するには、 プロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ルをそのプロジ ェ ク ト に関連付けます。 すでに関連付けられている場合には、 この作業は必要あ
り ません。 次にアクセスコ ン ト ロールデータベースの場所を指定するか、 このプロジ ェ ク ト 用に
新し く 作成し ます。

2 プロジ ェ ク ト データベースに対するセキュ リ テ ィ の設定において、 そのプロジ ェ ク ト データベー
ス と と もに作成されたもの以外のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用する場合は、 そのア
クセスコ ン ト ロールデータベースの場所を指定するか、 新し く 作成し ます。

3 アクセスコ ン ト ロールデータベースに対するカス タム権限セ ッ ト を定義し ます。

4 ユーザおよびそのユーザに割り当てる権限を定義し ます。

5 セキュ リ テ ィ 定義の一部と し てアクセス リ ス ト を使用する場合は、 グループに権限とユーザを割
り当てて、 適切なアクセス リ ス ト グループを定義し ます。
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6 アクセス リ ス ト を使用する場合は、 該当するアーカ イブに対するアクセス リ ス ト を定義し ます。

7 セキュ リ テ ィ を有効にし ます。

プロジ ェ ク ト へのコ ンフ ィ グレーシ ョ ンフ ァ イルの関連付け

プロジ ェ ク ト は、 デフ ォル ト ではプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルには関連付けられてい
ません。 

プロジ ェ ク ト へのプロジ ェ ク ト コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを関連付けるには

1 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに関連付けるプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］ を選択し ます。 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスが表示され、
〔プロジ ェ ク ト 〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル〉 テキス ト ボッ クスに、 プロジ ェ ク ト に関連付ける コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルの場所と名前を入力し ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが存在し ない場
合は、 Version Manager がこ こで指定した場所と名前を使用し て自動的に作成し ます。 デフ ォ
ル ト の名前は project.cfg です。 このコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでは、 オプシ ョ ンは設定さ
れていません。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に対するアクセスコ ン ト ロールデータベース
の指定

アクセスコ ン ト ロールデータベースの場所を指定するには

1 アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する、 対象と なるプロジ ェ ク ト データベースまたはプ
ロジ ェ ク ト を選択し ます。 このプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト には、 コ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられている こ とが必要です。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。
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4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から ［セキュ リ テ ィ ］ － ［アクセスコ ン ト ロールデータベース］ を選択し
ます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースに関する情報が右側の 〈アクセスコ ン ト ロール
データベース〉 表示部に表示されます。

5 次のいずれかの作業を行います。

� 【新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成】 を ク リ ッ ク し、 プロジ ェ ク ト データベース
またはプロジ ェ ク ト のアーカ イブデ ィ レ ク ト リに、 新しいアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを作成し ます。 デフ ォル ト のアクセスコ ン ト ロールデータベース （default.db） がこの場
所にコ ピーされます。

� 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するには、 【既存のアクセスコ ン ト ロール
データベースを使用】 を ク リ ッ ク し ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを選択するた
めの 〔アクセスコ ン ト ロールデータベースの選択〕 ダイアログボッ クスが表示されます。 こ
のオプシ ョ ンは、 同一のセキュ リ テ ィ 情報を必要とする複数のプロジ ェ ク ト データベースが
存在する場合に便利です。 同一のアクセスコ ン ト ロールデータベースをそれぞれのプロジ ェ
ク ト データベースに使用し ていれば、 セキュ リ テ ィ の必要が変化した と き、 た と えばアクセ
スコ ン ト ロールデータベースに新規ユーザを追加する と きなどに、 1 つのアクセスコ ン ト
ロールデータベースを更新するだけで済みます。

� 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを複製するには、 【既存のアクセスコ ン ト ロール
データベースを コ ピー】 を ク リ ッ ク し ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを選択する
ための 〔アクセスコ ン ト ロールデータベースの選択〕 ダイアログボッ クスが表示されます。
Version Manager は選択したアクセスコ ン ト ロールデータベースのコ ピーを作成し、 それ
をプロジ ェ ク ト データベースのアーカ イブデ ィ レ ク ト リに配置し ます。

6 アクセスコ ン ト ロールデータベースをその内容を適用する こ と な く 修正できるよ う、 〈アクセス
コ ン ト ロールデータベースのセキュ リ テ ィ を有効にする〉 チ ェ ッ クボッ クスの選択を解除し ま
す。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。
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アクセスコ ン ト ロールデータベースに対するカス タム権限セ ッ ト を定義し ます。

カス タム権限セ ッ ト を定義するには

1 アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義する対象と なるプロジ ェ ク ト データベースまたはプロ
ジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［権限セ ッ ト ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイ
アログボ ッ クスが開き、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。
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3 ［新規作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔権限セ ッ ト の作成〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。

4 カス タム権限セ ッ ト の名前を入力し ます。 名前の最初および最後の文字に、 タ ブやスペースは使
用できません。 使用可能な文字は、 半角のかっ こ （( )）、 引用符 （’）、 二重引用符 （"）、 コ ロン
（:）、 円記号 （¥）、 アス タ リ スク （*） を除 く すべての文字です。

5 この新規カス タム権限セ ッ ト を定義するベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 および既存の権限セ ッ
ト を選択し ます。 すべての権限のリ ス ト と定義については、 238 ページの 『権限の定義』 を参
照し て く ださい。

隣にあるボ ッ クスに 「+」 の付いた権限は有効になっています。 「-」 は、 禁止権限であるプロ
ジ ェ ク ト 権限のみに付けられ、 その権限が禁止されている こ と を示し ます。 プロジ ェ ク ト 権限が
ユーザに対し て禁止されている場合は、 この権限をそのユーザに割り当てられた権限セ ッ ト で許
可する こ とはできません。 たと えば、 「プロジ ェ ク ト の作成」 権限がユーザに対するベース権限
と し て禁止されているが、 そのユーザに対する権限セ ッ ト では許可されている場合は、 このユー
ザにはプロジ ェ ク ト の作成権限は与えられません。 

権限の選択状況を変更するには、 権限名の隣のチ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。 親権限を ク リ ッ
クする こ とによ り、 関連する権限のセ ッ ト 全体で有効または無効にする こ とができます。 た と え
ば、 「アクシ ョ ン権限」 の隣のチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し て 「+」 記号を表示する こ とによ り、
すべてのアクシ ョ ン権限を割り当てる こ とができます。

ダイアログボ ッ クス下部の 〈選択された権限〉 には、 選択された権限がすべて表示されます。 プ
ロジ ェ ク ト 権限のいずれかが選択されている場合は、 このボッ クスには表示されません。 プロ
ジ ェ ク ト 権限は禁止権限のため、 無効に設定されている場合にのみこのボッ クスに表示されま
す。

6 〈権限をプロモーシ ョ ングループに限定〉 テキス ト ボッ クスに、 カス タム権限セ ッ ト を制限する
ためのプロモーシ ョ ングループを入力し ます。 256 ページの 『ユーザによるプロモー ト の制限』
を参照し て く ださい。
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7 【作成】 を ク リ ッ ク し てこの権限セ ッ ト を作成し ます。

8 さ らに権限セ ッ ト を定義するには手順 4 ～ 7 を繰り返し ます。 定義し ない場合は、 【閉じ る】 を
ク リ ッ ク し ます。 【閉じ る】 を ク リ ッ クする と、 〔権限セ ッ ト の作成〕 ダイアログボッ クスが閉
じ、 新規に作成された権限セ ッ ト が 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〈すべ
ての権限セ ッ ト 〉 リ ス ト に追加されて選択されます。

9 次の手順ユーザの定義に進みます。

ユーザの定義

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト ユーザの場合 ： Version Manager がユーザ ID を取得する と、 アクセス
コ ン ト ロールデータベースでそのユーザ ID が存在するかど うかがチ ェ ッ ク されます。 ユーザ ID が
存在し ない場合は、 アクセスコ ン ト ロールデータベース内に自動的にユーザ ID を作成し、 そのユー
ザに権限が割り当てられるよ う に設定する こ とができます。 アクセスコ ン ト ロールデータベース内に
自動的にユーザが作成されるよ う  Version Manager を設定する手順については、 90 ページの 『ロ
グイン ソース』 を参照し て く ださい。

アクセスコ ン ト ロールデータベース中にユーザを定義し ます。 これには、 ユーザへの権限の付与も含
まれます。

アクセスコ ン ト ロールデータベース中にユーザを定義するには

1 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ クスがすでに開いている場合は、 左上のド ロ ッ プ
ダウン リ ス ト から ［すべてのユーザ］ を選択し ます。 開いていない場合は ［管理］ － ［セキュ リ
テ ィ ］ － ［ユーザ］ を選択し ます。 次のよ う な 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ ク
スが表示されます。

2 ［新規作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔ユーザの作成〕 ダイアログボッ クスが表示されます。
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3 〈名前〉 フ ィ ールド にユーザ ID を入力し ます。 こ こに入力するユーザ ID は、 このユーザが 
Version Manager を実行する と きに使用される ものである こ とが必要です。Version Manager 
のユーザ ID の取得方法については、 90 ページの 『ログイ ン ソース』 を参照し て く だ さい。

4 必要に応じ て、 〈有効期限〉 テキス ト ボ ッ クスにユーザの有効期限を入力できます。 た と えば、
2003 年 1 月 2 日にユーザを定義し、 有効期日に 2003 年 12 月 31 日を入力する と、 この
ユーザ ID は 2003 年の 1 月 2 日から 12 月 31 日までの期間に有効と な り ます。 入力する日
付と時刻のフ ォーマ ッ ト は、 オペレーテ ィ ングシステムで設定されている ものを使用し ます。
Windows では、 日付と時刻が 〔コ ン ト ロールパネル〕 の 〔地域〕 で設定されています。 UNIX 
では、 PVCS_DATE_FORMAT および PVCS_TIME_FORMAT 環境変数を設定する こ とによ り
定義されます。 コ ン ト ロールパネルや環境変数による設定が行われていない場合は、 mm/dd/
yy hh:mm のフ ォーマ ッ ト が使用されます。

5 ユーザが、 アクセスコ ン ト ロールデータベースが設定されたプロジ ェ ク ト データベースまたはプ
ロジ ェ ク ト にアクセスする前にパスワー ドの入力を要求するには、 パスワー ド を 〈パスワー ド〉
テキス ト ボ ッ クスに、 半角英数字 （記号を含む） 30 字以内で入力し ます。 〔ログイン〕 ダイアロ
グボ ッ クスがログイン ソース と し て指定され、 Version Manager がこのログイン ソースを使用
し てユーザ ID を取得する場合は、 ユーザは自分に設定されたユーザ ID とパスワー ド を入力す
る必要があ り ます。 ユーザ ID が別のログイン ソースを使用し て入手され、 ユーザにパスワー ド
が設定されている場合は、 ユーザにはパスワー ドの入力のみが要求されます。

ユーザは ［フ ァ イル］ － ［パスワー ドの変更］ を選択し て、 いつでも自分のパスワー ド を変更で
きます。

6 【作成】 を ク リ ッ ク し、 次に 【閉じ る】 を ク リ ッ ク し てこのユーザをアクセスコ ン ト ロールデー
タベース中に作成し ます。 【閉じ る】 を ク リ ッ クする と 〔ユーザの作成〕 ダイアログボッ クスが
閉じ、 作成されたユーザは 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〈すべてのユー
ザ〉 リ ス ト に追加されて、 選択された状態にな り ます。

注  UNIX 上では、 PVCS_DATE_FORMAT を MM/dd/yyyy （日を先にする場合は dd/MM/
yyyy） に設定する こ と をお勧めし ます。 こ こで、 d と ｙ はそれぞれ、 日と年を表す数字です。
M は月を表す英語の略号です。 年は 4 桁で、 月は大文字で指定し て く ださい。 このフ ォーマ ッ
ト を使用する と、 最適な結果が得られます。
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7 〔権限〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

8 定義するユーザが 〈すべてのユーザ〉 リ ス ト 中で選択されている こ と を確認し ます。

9 〔権限〕 タ ブ上でユーザに割り当てる権限または権限セ ッ ト 、 またはそれらの組合せを選択し ま
す。 権限のリ ス ト と定義については、 238 ページの 『権限の定義』 を参照し て く だ さい。

隣にあるボ ッ クスに 「+」 の付いた権限は有効になっています。 「-」 は、 禁止権限であるプロ
ジ ェ ク ト 権限のみに付けられ、 その権限が禁止されている こ と を示し ます。 プロジ ェ ク ト 権限が
ユーザに対し て禁止されている場合は、 この権限をそのユーザに割り当てられた権限セ ッ ト で許
可する こ とはできません。 たと えば、 「プロジ ェ ク ト の作成」 権限がユーザに対するベース権限
と し て禁止されているが、 そのユーザに対する権限セ ッ ト では許可されている場合は、 このユー
ザにはプロジ ェ ク ト の作成権限は与えられません。 

権限の選択状況を変更するには、 権限名の隣のチ ェ ッ クボッ クスを ク リ ッ ク し ます。 親権限を ク
リ ッ クする こ とによ り、 関連する権限のセ ッ ト 全体で有効または無効にする こ とができます。 た
と えば、 「アクシ ョ ン権限」 の隣のチ ェ ッ クボッ クスを ク リ ッ ク し て 「+」 記号を表示する こ と
によ り、 すべてのアクシ ョ ン権限を割り当てる こ とができます。

ダイアログボ ッ クス下部の 〈選択された権限〉 には、 選択された権限がすべて表示されます。 プ
ロジ ェ ク ト 権限のいずれかが選択されている場合は、 このボッ クスには表示されません。 プロ
ジ ェ ク ト 権限は禁止権限のため、 無効に設定されている場合にのみこのボッ クスに表示されま
す。

10 ユーザに割り当てた権限を保存し、 さ らに別のユーザの権限を定義するには、 【適用】 を ク リ ッ
ク し、 手順 11 に進みます。 これでユーザ権限の定義を終了する場合は、 【OK】 を ク リ ッ ク し ま
す。

11 さ らにユーザの権限を定義するには、 次のいずれかの作業を行います。

� ［ユーザの作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し、手順 3 ～ 10 を繰り返し て新規ユーザを作成し ます。
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� ユーザを選択し、 ［ユーザの複製］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し て、 既存のユーザを複製し ます。
〔ユーザの複製〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。 この複製機能は同一の権限セ ッ ト を割
り当てるユーザを複数定義する場合に便利です。

〔ユーザの複製〕 ダイアログボ ッ クス内で次の作業を行います。

a 〈名前〉 フ ィ ールド にユーザのユーザ ID を入力し ます。 

b 必要に応じ て、 〈有効期限〉 テキス ト ボッ クスにユーザの有効期限を入力できます。 た と
えば、 2003 年 1 月 2 日にユーザを定義し、 有効期日に 2003 年 12 月 31 日を入力す
る と、 このユーザ ID は 2003 年の 1 月 2 日から 12 月 31 日までの期間に有効と な り
ます。 入力する日付と時刻のフ ォーマ ッ ト は、 オペレーテ ィ ングシステムで設定されてい
る ものを使用し ます。 Windows では、 日付と時刻が 〔コ ン ト ロールパネル〕 の 〔地域〕
で設定されています。 UNIX では、 PVCS_DATE_FORMAT および 
PVCS_TIME_FORMAT 環境変数を設定する こ とによ り定義されます。 コ ン ト ロールパネ
ルや環境変数による設定が行われていない場合は、 mm/dd/yy hh:mm のフ ォーマ ッ ト
が使用されます。

c ユーザが、 アクセスコ ン ト ロールデータベースが設定されたプロジ ェ ク ト データベースま
たはプロジ ェ ク ト にアクセスする前にパスワー ドの入力を要求するには、 パスワー ド を
〈パスワー ド〉 テキス ト ボ ッ クスに、 半角英数字 （記号を含む） 30 字以内で入力し ます。
〔ログイン〕 ダイアログボ ッ クスがログイン ソース と し て指定され、 Version Manager 
がこのログイン ソースを使用し てユーザ ID を取得する場合は、 ユーザは自分に設定され
たユーザ ID とパスワー ド を入力する必要があ り ます。 ユーザ ID が別のログイン ソース
を使用し て入手され、 ユーザにパスワー ドが設定されている場合は、 ユーザにはパスワー
ドの入力のみが要求されます。

ユーザは ［フ ァ イル］ － ［パスワー ドの変更］ を選択し て、 いつでも自分のパスワー ド を
変更できます。

d 〈権限のコ ピー〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し、 コ ピー元のユーザに対し て定義されていた
権限をすべて新しいユーザに割り当てます。

e この手順ではグループを定義し ていないので、 〈メ ンバーのコ ピー〉 チ ェ ッ クボッ クスか
ら選択を解除し ます。

f 【複製】 を ク リ ッ ク し ます。

g さ らにユーザを複製するには手順 11a ～ f を繰り返し ます。 複製し ない場合は 【閉じ る】
を ク リ ッ ク し ます。

注  UNIX 上では、 PVCS_DATE_FORMAT を MM/dd/yyyy （日を先にする場合は dd/MM/
yyyy） に設定する こ と をお勧めし ます。 こ こで、 d と ｙ はそれぞれ、 日と年を表す数字で
す。 M は月を表す英語の略号です。 年は 4 桁で、 月は大文字で指定し て く ださい。 この
フ ォーマ ッ ト を使用する と、 最適な結果が得られます。
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12 セキュ リ テ ィ 定義の一部と し てアクセス リ ス ト を使用する場合は、 次の手順、 『アクセス リ ス ト
グループの定義』 に進みます。 使用し ない場合は、 221 ページの 『セキュ リ テ ィ の有効化』 に
進みます。

アクセス リ ス ト グループの定義

セキュ リ テ ィ 定義の一部と し てアクセス リ ス ト を使用する場合は、 グループに権限とユーザを割り当
てて、 適切なアクセス リ ス ト グループを定義し ます。

アクセス リ ス ト グループを定義するには

1 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ クスがすでに開いている場合は、 左上のド ロ ッ プ
ダウン リ ス ト から ［すべてのユーザ］ を選択し ます。 開いていない場合は、 ［管理］ － ［セキュ
リ テ ィ ］ － ［アクセス リ ス ト グループ］ を選択し ます。 次のよ う な 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ
テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

2 ［新規作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔アクセス リ ス ト グループの作成〕 ダイアログボッ クス
が表示されます。

注  アクセス リ ス ト グループを作成する場合は必ず、 アクセス リ ス ト グループを定義するユーザまた
はほかのアクセス リ ス ト グループを指定する必要があ り ます。 アクセス リ ス ト グループは、 空 （か
ら） のままにし てお く こ とはできません。
218 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



セキュ リ テ ィ の設定
3 〈名前〉 テキス ト ボ ッ クスにグループの名前を入力し ます。 名前の最初および最後の文字に、 タ
ブやスペースは使用できません。 使用可能な文字は、 半角のかっ こ （( )）、 引用符 （’）、 二重引
用符 （"）、 コ ロン （:）、 円記号 （¥）、 アス タ リ スク （*） を除 く すべての文字です。

4 【作成】 を ク リ ッ ク し ます。 ダイアログボ ッ クスのテキス ト ボッ クスがク リ ア され、 新しいグ
ループの名前を入力できます。 グループの作成を終了したら 【閉じ る】 を ク リ ッ ク し ます。 〔ア
クセス リ ス ト グループの作成〕 ダイアログボッ クスが閉じ、 新し く 作成されたグループは 〔プロ
ジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスの 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト に追加され
て、 選択された状態にな り ます。

5 〔権限〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

6 定義するアクセス リ ス ト グループが、 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト 中で選択されている こ
と を確認し ます。

7 〔権限〕 タ ブで、 このアクセス リ ス ト グループに割り当てるベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 お
よび既存の権限セ ッ ト を選択し ます。 すべての権限のリ ス ト と定義については、 238 ページの
『権限の定義』 を参照し て く ださい。

隣に 「+」 のついた権限は有効になっています。 「-」 は、 その権限が禁止されている こ と を示し
ます。 禁止権限と な り う るのはプロジ ェ ク ト 権限だけであ り、 「-」 が付いていない権限は有効に
なっています。 権限の選択状況を変更するには、 権限名の隣のチ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。
親権限を ク リ ッ クする こ とによ り、 関連する権限のセ ッ ト 全体で有効または無効にする こ とがで
きます。 たと えば、 「アクシ ョ ン権限」 の隣のチ ェ ッ クボッ クスを選択し て 「+」 記号を表示す
る こ とによ り、 すべてのアクシ ョ ン権限を割り当てる こ とができます。

ダイアログボ ッ クス下部の 〈選択された権限〉 には、 選択された権限がすべて表示されます。 プ
ロジ ェ ク ト 権限のいずれかが選択されている場合は、 このボッ クスには表示されません。 プロ
ジ ェ ク ト 権限は禁止権限のため、 無効に設定されている場合にのみこのボッ クスに表示されま
す。

8 〔アクセス リ ス ト グループのメ ンバー〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 このタ ブには、 アクセスコ ン ト
ロールデータベース中に定義されているユーザとグループがすべて表示されます。
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9 定義するアクセス リ ス ト グループが、 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト 中で選択されている こ
と を確認し ます。

10 グループに追加するユーザまたはアクセス リ ス ト グループの隣にあるチ ェ ッ クボッ クスを選択し
ます。 この手順は、 必ず実行する必要があ り ます。 アクセス リ ス ト グループを空のままにし てお
く こ とはできません。

11 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。

12 さ らにアクセス リ ス ト グループを作成するには、 手順 2 ～ 11 を繰り返し ます。 アクセス リ ス ト
グループの定義を終了し たら 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

アクセス リ ス ト の定義

アクセス リ ス ト を使用する場合は、 該当するアーカ イブに対し てアクセス リ ス ト を定義し ます。 アク
セス リ ス ト はアーカ イブの属性の 1 つです。 アクセス リ ス ト は新規と既存のいずれのアーカ イブに
対し ても定義できます。 新規に作成し たアーカ イブにアクセス リ ス ト を定義する手順については、
84 ページの 『アーカ イブ作成時のオプシ ョ ン』 を参照し て く だ さい。

既存のアーカ イブに対し てアクセス リ ス ト を定義するには

1 アクセス リ ス ト を定義するアーカ イブに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト または個別のバージ ョ ン
管理フ ァ イルを選択し ます。 プロジ ェ ク ト を選択した場合は、 プロジ ェ ク ト 中のすべてのアーカ
イブに対し て同一のアクセス リ ス ト が定義されます。

注  デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 空のアクセス リ ス ト グループを作成する こ とができます
が、 必ずユーザまたはほかのアクセス リ ス ト グループを定義するよ う にし て く だ さい。
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2 ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〔詳細〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4 〈アクセス リ ス ト 〉 リ ス ト から 「変更」 を選択し、 右側のテキス ト ボッ クスに表示されるアーカ
イブに対し てアクセスを許可する、 アクセス リ ス ト グループおよび個別のユーザを入力し ます。
リ ス ト 中の各項目はコ ンマ （,） で区切り ます。 あるいは 【...】 を ク リ ッ ク し て、 グループまた
は個別のユーザを選択し ます。 このテキス ト ボッ クスの値は合計で 254 文字までに制限されて
います。

こ こで指定するアクセス リ ス ト グループ とユーザは、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中で定
義されている こ とが必要です。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

セキュ リ テ ィ の有効化

アクセスコ ン ト ロールデータベースの定義が終了したら、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ
ク ト のセキュ リ テ ィ コ ン ト ロールにそれを使用するよ う、 Version Manager を設定する必要があり
ます。

セキュ リ テ ィ のためにアクセスコ ン ト ロールデータベースを有効にするには

1 このアクセスコ ン ト ロールデータベースによ り セキュ リ テ ィ が制御されるプロジ ェ ク ト データ
ベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。
管理者ガイ ド 221



4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「アクセスコ ン ト ロールデータベース」 を選
択し ます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースに関する情報が右側の 〈アクセスコ ン ト ロー
ルデータベース〉 表示部に表示されます。

5 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 テキス ト ボッ クスに表示された場所と名前を確認し、 必
要に応じ て修正し ます。

6 〈アクセスコ ン ト ロールデータベースのセキュ リ テ ィ を有効にする〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し
ます。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

プロジ ェ ク ト に関連付けられたアクセスコ ン ト ロールデータベース中にユーザ ID が定義されていな
いためにユーザがアクセスできないプロジ ェ ク ト は、 赤い X が付いたフ ォルダ と し てデスク ト ッ プ
ク ラ イアン ト に表示されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

次の基本的な手順は、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し てセキュ リ テ ィ を設定する際の概要
を示し たものです。 詳細な手順はその次に示し ます。

1 次のものを含むアクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルを作成し ます。

� 使用するカス タム権限セ ッ ト の定義

� ユーザの定義と、 ユーザへの権限の割り当て

� アクセス リ ス ト グループの定義と、 そのグループへの権限とユーザの割り当て

アクセスできません。
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2 アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成し ます。

3 使用するアクセス リ ス ト を定義し ます。

4 セキュ リ テ ィ を有効にし ます。

アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルの作成

アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成するには、 まずアクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルを
作成する必要があ り ます。 次にこのテキス ト フ ァ イルを使用し てアクセスコ ン ト ロールデータベース
を作成し ます。

テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルを作成し ます。 次に 2 つの
カス タム権限セ ッ ト 、 5 人のユーザ、 および 2 つのグループを定義するアクセスコ ン ト ロールテキ
ス ト フ ァ イルの例を示し ます。
# Define two custom privilege sets
privilege Update: Unlimited, NoDeleteRev, ¥

NoDeleteVersion
privilege View: Get, ViewArchive
# Define five users
user annab/ (superuser)
user jimp/jimp ()
user kayj/kayj ()
user samg/samg ()
user timf/timf ()
# Define two access list groups

group PROGRAM (Update): jimp kayj
group DOCUMENT (View): samg timf

この例では、 最初のコ メ ン ト 行に続 く  3 行でカス タム権限セ ッ ト が定義されます。 Administrator 
である Annab には、 SuperUser の権限が与えられています。 したがって、 このユーザはどのアー
カ イブに対するどの Version Manager アクシ ョ ンでも行う こ とができます。 ほかの 4 人のユーザ
は空白のかっ こ、 （） で示されるよ う に Unlimited の権限を与えられています。 ただ し、 この 4 人の
ユーザのアーカ イブへのアクセスは、 グループの定義によ って制限されます。 グループはユーザのア
クセスを制限する こ とはできますが、 権限を拡張する こ とはできません。

アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルの作成に関し ては、 次のルールが適用されます。

� それぞれの権限セ ッ ト 、 アクセス リ ス ト グループ、 およびユーザは別々の行に定義し ます。

� ユーザ、 アクセス リ ス ト グループ、 および権限の名前の長さは、 30 文字までに制限されていま
す。

� コ メ ン ト 行の行頭には、 シャープ （#） または感嘆符 （!） を付けます。 次にその例を示し ます。
# Define two custom privilege sets.

� 行を継続するには円記号 （¥） を使用し ます。

� ユーザ ID、 グループ、 および権限では、 NoCase デ ィ レ クテ ィ ブを使用し ないかぎ り、 大文字
と小文字が区別されます。

� アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルについてはどのよ う な名前でも使用できます。

次のセクシ ョ ンでは、 カス タム権限セ ッ ト 、 ユーザ、 およびアクセス リ ス ト グループを定義するため
の構文について説明し ます。
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カスタム権限セ ッ ト の定義

構文 privilege [=] custom_name: ¥
component[,component...] ¥ 
[:promo_group[,promo_group...]]

こ こで、

custom_nameは定義するカス タム権限セ ッ ト の名前です。 この名前の長さは 30 文字までです。

component はカス タム権限セ ッ ト を構成するベース、 コ ンポジ ッ ト 、 または権限セ ッ ト を指定し ま
す。 値が複数ある場合はコ ンマで区切り ます。

promo_group はこの権限が割り当てられるプロモーシ ョ ングループを指定し ます。 256 ページの
『ユーザによるプロモー ト の制限』 を参照し て く だ さい。

例 次に示す例は、 Get、 Lock、 Unlock、 Put、 および StartBranch のベース権限およびコ ンポジ ッ ト
権限から成る、 Update とい う名前のカス タム権限セ ッ ト を定義し ています。
privilege Update: Get, Lock, Unlock, Put, ¥ StartBranch

ユーザの定義

有効な Version Manager ユーザを特定し て権限を割り当てるには、 そのユーザ ID をアクセスコ ン
ト ロールデータベース内で指定し ます。

構文 user [=] user_id[/password] ¥
[(privilege, privilege...)] ¥
[-d date_range]

こ こで、

user_idは Version Manager によるユーザの識別に使用されます。 ユーザがアクセスできるよ う
にするには、 Version Manager がログイ ン ソースから取得した値と この値を一致させる必要があり
ます。 208 ページの 『セキュ リ テ ィ の計画』 を参照し て く だ さい。

password は、 使用される コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにおいて VLOGIN ログイ ン ソースが指定
されている場合に、 ユーザのパスワー ド を定義し ます （デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のみ）。 VLOGIN 
を Version Manager がユーザを識別するためのソース と し て定義し ていない場合は、 パスワー ドは
指定し ないで く ださい。

privilege は、 このユーザに割り当てられるベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 権限セ ッ ト を指定し
ます。 カス タム権限セ ッ ト を指定するには、 それをあらかじめアクセスコ ン ト ロールデータベース中
で定義し てお く 必要があ り ます。 権限を指定し ない場合は、 ユーザには Unlimited 権限が与えられ
ます。 複数の権限がある場合は、 コ ンマで区切り ます。

date_range は、 ユーザ ID が有効と される期間です。 date_range の構文は 
ddmonyyyy*ddmonyyyy で、 た と えば -d 01jan2003*31dec2003 のよ う にな り ます。

例 次の例ではユーザ ID は annab で、 パスワー ドは設定されておらず、 このユーザ ID は 2003 年 1 
月 1 日から 12 月 31 日まで有効と されます。 また annab には SuperUser の権限が与えられてい
ます。
user annab/ (superuser)¥ 

-d 01jan2003*31dec2003

アクセス リ ス ト グループの定義

アクセス リ ス ト グループはユーザのセ ッ ト です。 グループのメ ンバーはプロジ ェ ク ト 内で同一タ イプ
の担当責任を持ち、 同一の権限を必要と し ます。
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構文 group [=] group_name [(privilege, privilege...)] ¥ [:] 
member,[member...]

こ こで、

group_name は定義するアクセス リ ス ト グループの名前です。 長さは 30 文字以内に制限されてい
ます。

privilege は、 このグループに割り当てられるベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 権限セ ッ ト を指定
し ます。 カス タム権限セ ッ ト を指定するには、 それをあらかじめアクセスコ ン ト ロールデータベース
中で定義し てお く 必要があ り ます。 権限を指定し ない場合には、 グループには Unlimited 権限が与
えられます。 複数の権限がある場合は、 コ ンマで区切り ます。

member は、 ユーザ ID またはあらかじめ定義されたグループ名です。 複数のメ ンバーがある場合は
コ ンマで区切り ます。

例 次の例では、 ユーザの marym は 3 つのグループに属し ます。 このユーザはグループ、 eng1 に属
し、 このグループに属する こ とによ り、 グループ、 support と  engineering のメ ンバーと もなって
います。 eng1 グループには、 空白のかっ こ、 ( ) で示されるよ う に、 Unlimited の権限が与えられ
ています。 support グループにはカス タム権限セ ッ ト の BasicUser が割り当てられています。 さ
らに、 engineering グループにはカス タム権限セ ッ ト の Dev が割り当てられています。 marym に
は、 次のよ う な所属するグループの権限の和集合が与えられます。
group eng1 (): marym, steveb, marvinp
group support (BasicUser): eng1, marthac, adamj
group engineering (Dev): eng1, toms

アクセスコ ン ト ロールデータベースの作成

アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルからアクセスコ ン ト ロールデータベースを作成するには、 次
のよ う に makedb コマン ド を使用し ます。

makedb -adatabase_name text_file

こ こで、

database_name は作成するアクセスコ ン ト ロールデータベースの名前と場所です。

text_file は、 アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イルの名前と場所です。

次に示す例では、 c:¥pvcs （UNIX では /usr/pvcs） にあるテキス ト フ ァ イル、 access.txt から、
アクセスコ ン ト ロールデータベース、 access.db を c:¥pvcs （UNIX では /usr/pvcs） に作成し
ます。

Windows makedb -ac:¥pvcs¥access.db c:¥pvcs¥access.txt

UNIX makedb -a/usr/pvcs/access.db /usr/pvcs/access.txt

注  readdb コマン ドの出力結果に対し て makedb コマン ド を使用する場合は、 makedb を使用す
る前にテキス ト フ ァ イルを編集する必要があ り ます。 readdb によ り、 ユーザはフ ァ イルの先頭に
置かれるため、 フ ァ イルを編集し て、 ユーザを フ ァ イルの末尾に移動する必要があ り ます。
makedb は、 bin デ ィ レ ク ト リの下にある admin サブデ ィ レ ク ト リに置かれています。

注  ユーザの有効期限が設定されたアクセスコ ン ト ロールデータベースに対し て readdb が使用され
る と、 makedb は、 readdb コマン ドの出力結果を読み込むこ とができません。 makedb は、
access.txt フ ァ イル中の、 ユーザに設定された有効期限を読み込むこ とはできません。
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アクセス リ ス ト の定義

アクセス リ ス ト を使用するには、 あらかじめアクセスコ ン ト ロールデータベースを定義し てお く 必要
があ り ます。

新規アーカ イブに対し てアクセス リ ス ト を指定するには、 AccessList デ ィ レ クテ ィ ブを使用し ま
す。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中に AccessList デ ィ レ クテ ィ ブが存在する場合は、 作成する
各アーカ イブにこのデ ィ レ クテ ィ ブで指定されたアクセス リ ス ト が存在し ます。

既存のアーカ イブに対し てアクセス リ ス ト を指定するには、 VCONFIG コマン ド と -A パラ メ ータ を
使用し ます。 このコマン ド については 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。 .

構文 AccessList = user_id[,user_id...]

こ こで、 user_id はアーカ イブへのアクセスを許可されたユーザまたはユーザグループです。 ユー
ザ ID またはグループ名の大文字と小文字の使用は、 NoCase デ ィ レ クテ ィ ブが使用されていないか
ぎ り、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中での大文字と小文字の使用と一致する必要があり ます。

例 この例では、 新規に作成されるすべてのアーカ イブに対し、 2 つのアクセス リ ス ト グループを配置し
ます。
AccessList = engineering, qa

セキュ リ テ ィ の有効化

アクセスコ ン ト ロールデータベースの定義が終了したら、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ
ク ト のセキュ リ テ ィ コ ン ト ロールにそれを使用するよ う、 Version Manager を設定する必要があり
ます。 これを行う には、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを Version Manager に埋め込むか
（227 ページの 『Version Manager へのアクセスコ ン ト ロールデータベースの 埋め込み』 参照）、 そ
のアクセスコ ン ト ロールデータベースを （こ こで説明するよ う に） コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中
で指定し ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で指定されたアクセスコ ン ト ロールデータベース
は、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが次の状態の場合に使用されます。

� Version Manager に埋め込まれている。

� コマン ド を発行する と きにコマン ド ラ インで指定されている。 ほとんどのコマン ド では、 コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを指定するための -C コマン ド ラ インオプシ ョ ンを使用できます。

� VCSCFG 環境変数中で定義されている。

アクセスコ ン ト ロールは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで定義する必要があ り ます。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でアクセスコ ン ト ロールデータベースを指定するには

1 テキス ト エデ ィ タ でコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを開きます。

2 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに次の行を追加し ます。

AccessDB = database_name
AccessControl

こ こで database_name は、 作成し たアクセスコ ン ト ロールデータベースの名前と場所です。

3 オプシ ョ ン と し て、 ほかのユーザがほかのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルによ って設定を上書き
できないよ う、 AccessDB および AccessControl デ ィ レ クテ ィ ブを無効にする こ とができ
ます。 無効にするには、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに次の行を追加し ます。

Disallow AccessDB
Disallow AccessControl NoAccessControl

4 フ ァ イルを保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。
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Version Manager へのアクセスコ ン ト ロールデータベースの
埋め込み

アクセスコ ン ト ロールデータベースを Version Manager に埋め込むこ とによ り、 すべてのユーザが
同一のセキュ リ テ ィ 定義を使用し、 またほかのアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用できないこ
とが保証されます。 Version Manager に埋め込まれたアクセスコ ン ト ロールデータベースは、 その 
Version Manager を使用するすべてのデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト およびコマン ド ラ インイン ター
フ ェ イスユーザに影響し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

アクセスコ ン ト ロールデータベースを埋め込むには

1 Version Manager に埋め込む対象であり、 アクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられ
たプロジ ェ ク ト データベースを選択し ます。

2 ［管理］ － ［設定の保護］ を選択し ます。 〔設定の保護〕 ダイアログボッ クスが表示されます。

3 〈アクセスデータベース〉 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ クボッ クスの隣のテキス
ト ボ ッ クスには、 埋め込も う とするアクセスコ ン ト ロールデータベースの場所と名前が表示され
ます。 このフ ィ ールドは変更できません。

4 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

重要！ Version Manager に埋め込まれたアクセスコ ン ト ロールデータベースは、 有効に設定され
ないかぎ り機能し ません。 デフ ォル ト ではアクセスコ ン ト ロールデータベースは有効になっていま
す。
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コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

アクセスコ ン ト ロールデータベースを埋め込むには、 VCONFIG コマン ド を次のよ う に使用し ます。

構文 vconfig -adatabase_name vm_filename

こ こで、

database_name は、 アクセスコ ン ト ロールデータベースの名前と場所です。

vm_filename は次のいずれかにな り ます。

� Windows ： vmwfvc.dll

� UNIX ： vmufvc.a

アクセスコ ン ト ロールデータベースの名前を埋め込んだ後、 フ ァ イル （vmwfvc.dll または 
vmufvc.a） を Version Manager の実行フ ァ イルと同じ場所に移動する必要があり ます （まだ移動
されていない場合）。 また、 ユーザがこの場所に対し て書き込み許可を持っていないこ と を確認し ま
す。 これは、 ユーザが Version Manager に別のアクセスコ ン ト ロールデータベースを埋め込むこ と
を防止するためです。

VCONFIG コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト データベース作成の制限

ユーザによるプロジ ェ ク ト データベースの作成を制限するには、 作成する前にユーザが入力し なけれ
ばならないパスワー ド を定義する必要があ り ます。 プロジ ェ ク ト データベースの作成を許可し ない
ユーザには、 このパスワー ド を知らせないよ う にし ます。

注  次のセクシ ョ ンは、 フ ァ イルサーバ以外のプロジ ェ ク ト データベースにのみ適用されます。 フ ァ
イルサーバのプロジ ェ ク ト データベースに対し ては、 パスワー ドは Version Manager File Server 
の管理ユーテ ィ リ テ ィ で設定し ます。 141 ページの 『パスマ ッ プセキュ リ テ ィ オプシ ョ ンの設定』 を
参照し て く ださい。 

定義し たパスワー ドは、 Windows 版では vmwfvcj.dll、 UNIX 版では vmufvcj.a とい う セキュ リ
テ ィ 設定フ ァ イルに埋め込まれます。 このフ ァ イルは、
Windows 版では install_dir¥vm¥common¥bin¥win32、
UNIX 版では install_dir/vm/common/bin/OS_Name 
とい う デ ィ レ ク ト リにインス ト ールされます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルにはパスワー ドは埋め
込まれていません。 し たがって、 どのユーザもプロジ ェ ク ト データベースを作成できます。 

このフ ァ イルにパスワー ド を定義する と、 このフ ァ イルを含む Version Manager を使用するデスク
ト ッ プク ラ イアン ト およびプロジ ェ ク ト コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのユーザすべてに影響し ま
す。 パスワー ド を定義する管理者は、 bin デ ィ レ ク ト リへの書き込み権限を持っている必要があ り ま
す。 ほかのユーザには、 パスワー ド を定義する こ と も、 変更する こ と もできないよ う、 このデ ィ レ ク
ト リ、 またはセキュ リ テ ィ 設定フ ァ イルへの書き込み権限を与えないよ う にし て く だ さい。

ほかのユーザは、 管理者がプロジ ェ ク ト データベースの作成が制限されるよ う設定した、 同じ  
Version Manager を使用する必要があり ます。 このためには、 各ユーザが Version Manager の

注  vconfig は、 bin デ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ、 admin にあり ます。
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ワークステーシ ョ ンインス ト ールを実行し なければな り ません。 ワークステーシ ョ ンインス ト ールに
ついて詳し く は、 『Serena ChangeMan Version Manager イ ンス ト ールガイ ド』 を参照し て く だ さ
い。

プロジ ェ ク ト データベースの作成がパスワー ド によ り制限されている場合は、 ユーザが ［管理］ －
［プロジ ェ ク ト データベースの作成］ を選択するか、 またはプロジ ェ ク ト データベースのどれかを選
択し て ［編集］ － ［コ ピー］ を選択する と、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト によ りパスワー ドの入力が求
められます。 このパスワー ドは、 管理者が定義したものと完全に同じ ものにし、 アルフ ァベ ッ ト の大
文字と小文字を区別し て入力し なければいけません。

パスワー ド を入力し ないと プロジ ェ ク ト データベースの作成機能を使用できない場合は、 Version 
Manager を初めて起動した と き、 〔Serena ChangeMan Version Manager へよ う こそ〕 ダイアロ
グボ ッ クスの 〈新規プロジ ェ ク ト データベースを作成する〉 チ ェ ッ クボッ クスはユーザに対し て表示
されません。

プロジ ェ ク ト データベースの作成を制限するには

1 ［管理］ － ［設定の保護］ を選択し ます。 〔設定の保護〕 ダイアログボッ クスが表示されます。

2 〈プロジ ェ ク ト データベースの作成用パスワー ドの入力〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

3 〈パスワー ド〉 フ ィ ールド にパスワー ド を半角英数字で指定し ます。 パスワー ド では、 アルフ ァ
ベ ッ ト の大文字と小文字が区別されます。 こ こに入力した文字はすべて、 アス タ リ スク （*） で
表示されます。

4 〈パスワー ドの確認〉 フ ィ ールド に、 パスワー ド を再度入力し ます。 

セキュ リ テ ィ のメ ンテナンス

セキュ リ テ ィ の設定後に、 退職、 ス タ ッ フの増員、 プロジ ェ ク ト の変更などに伴い、 変更を行う必要
が発生し ます。 このセクシ ョ ンでは、 セキュ リ テ ィ を メ ンテナンスするための手順について説明し ま
す。
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アクセスコ ン ト ロールデータベースの設定を表示するには、 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［ユーザ］
を選択し ます。 302 ページの 『セキュ リ テ ィ レポー ト の生成』 を参照し て く だ さい。

アクセスコ ン ト ロールデータベースからのユーザの削除

アクセスコ ン ト ロールデータベースからユーザを削除するには

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［ユーザ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアロ
グボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのユーザ〉 リ ス ト から削除するユーザを選択し、 ［削除］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 確
認のためのダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 選択し たユーザを削除するには、 【はい】 を ク リ ッ ク し ます。

ユーザの ID の変更

ユーザ ID を変更するには、 ユーザを複製し、 複製した （新しい） ユーザ定義中のユーザ ID を変更
し、 次に古いユーザ定義を削除する必要があ り ます。

ユーザの ID を変更するには

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［ユーザ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアロ
グボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのユーザ〉 リ ス ト から削除するユーザを選択し、 ［複製］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。
〔ユーザの複製〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。
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〔ユーザの複製〕 ダイアログボ ッ クス内で次の作業を行います。

a 〈名前〉 フ ィ ールドのユーザ ID を変更し ます。 

b 【閉じ る】 を ク リ ッ ク し ます。 〔ユーザの複製〕 ダイアログボッ クスが閉じ、 〔プロジ ェ ク ト セ
キュ リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボッ クス内で、 〈すべてのユーザ〉 リ ス ト から古いユー
ザ定義を選択し ます。

5 ［削除］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 確認のためのダイアログボッ クスが表示されます。

6 選択し たユーザを削除するには、 【はい】 を ク リ ッ ク し ます。

ユーザ権限の変更

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［ユーザ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアロ
グボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのユーザ〉 リ ス ト から削除するユーザを選択し、 ［複製］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。
〔ユーザの複製〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 〔権限〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 このタ ブ上でユーザに割り当てる権限および権限セ ッ ト を選択
し ます。
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5 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。

6 さ らにほかのユーザの権限を変更するには手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。 変更し ない場合は、
【OK】 を ク リ ッ ク し て手順を終了し ます。

アクセス リ ス ト グループ権限の変更

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［アクセス リ ス ト グループ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ
リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト から権限を変更するグループを選択し ます。

4 〔権限〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 このタ ブ上でグループに割り当てる権限および権限セ ッ ト を選
択し ます。
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5 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。

6 さ らにほかのグループの権限を変更するには手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。 変更し ない場合は、
【OK】 を ク リ ッ ク し て手順を終了し ます。

アクセス リ ス ト グループのメ ンバーの変更

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［アクセス リ ス ト グループ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ
リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト から メ ンバーを変更するグループを選択し ます。
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4 〔アクセス リ ス ト グループのメ ンバー〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 このタ ブ上でグループに割り当
てるユーザを選択し ます。

5 【適用】 を ク リ ッ ク し ます。

6 さ らにほかのグループのメ ンバーを変更するには手順 3 ～ 5 を繰り返し ます。 変更し ない場合
は、 【OK】 を ク リ ッ ク し て手順を終了し ます。

アクセスコ ン ト ロールデータベースからのアクセス リ ス ト グループ
の削除

1 変更するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［アクセス リ ス ト グループ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ
リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

3 〈すべてのアクセス リ ス ト 〉 リ ス ト から削除するグループを選択し、 ［削除］ アイ コ ンを ク リ ッ ク
し ます。 確認のためのダイアログボ ッ クスが表示されます。

4 選択し たグループを削除するには 【はい】 を ク リ ッ ク し ます。
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アクセス リ ス ト の変更

1 変更するアクセス リ ス ト に関連付けられた、 プロジ ェ ク ト またはバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択
し ます。 プロジ ェ ク ト を選択し た場合は、 そのオブジ ェ ク ト のすべてのアーカ イブについて、 ア
クセス リ ス ト が変更されます。

2 ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〔詳細設定〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

4 〈アクセス リ ス ト 〉 リ ス ト から 「削除」、 「変更」、 または 「追加」 を選択し ます。 「変更」 を選択
し た場合は、 アーカ イブにアクセスできるアクセス リ ス ト グループ と個別のユーザを、 右側に表
示されるテキス ト ボ ッ クスに入力し ます。 リ ス ト 中の各項目はコ ンマ （,） で区切り ます。 ある
いは 【...】 を ク リ ッ ク し て、 グループまたは個別のユーザを選択し ます。 このフ ィ ールド には、
合計で 254 文字までの値を入力できます。

「追加」 を選択し た場合は、 〈アクセス リ ス ト 〉 テキス ト ボッ クスの右側に表示されるテキス ト
ボ ッ クスに追加のアクセス リ ス ト グループ とユーザを入力し ます。

こ こで指定するアクセス リ ス ト グループ とユーザは、 アクセスコ ン ト ロールデータベース中で定
義されている こ とが必要です。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

セキュ リ テ ィ の無効化

1 無効にするアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースま
たはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。
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3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「アクセスコ ン ト ロールデータベース」 を選
択し ます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースに関する情報が右側の 〈アクセスコ ン ト ロー
ルデータベース〉 表示部に表示されます。

5 〈セキュ リ テ ィ を有効にする〉 チ ェ ッ クボ ッ クスの選択を解除し ます。

6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 これで、 このプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト が、 アク
セスコ ン ト ロールデータベースによるセキュ リ テ ィ 管理の対象ではな く な り ます。

プロジ ェ ク ト データベースに関連付けられたアクセスコ ン ト ロール
データベースの変更

1 アクセスコ ン ト ロールデータベースを変更するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を
選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。
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4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「アクセスコ ン ト ロールデータベース」 を選
択し ます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースに関する情報が右側の 〈アクセスコ ン ト ロー
ルデータベース〉 表示部に表示されます。

5 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 テキス ト ボッ クスには、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト に現在関連付けられているアクセスコ ン ト ロールデータベースが表示されます。
ほかのアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するには、 次のいずれかの作業を行います。

� 【新規アクセスコ ン ト ロールデータベースを作成】 を ク リ ッ ク し、 プロジ ェ ク ト データベース
またはプロジ ェ ク ト のアーカ イブデ ィ レ ク ト リに、 新しいアクセスコ ン ト ロールデータベー
スを作成する。 デフ ォル ト のアクセスコ ン ト ロールデータベース （default.db） がこの場所
にコ ピーされます。

� 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを使用するには、 【既存のアクセスコ ン ト ロール
データベースを使用】 を ク リ ッ クする。 〔アクセスコ ン ト ロールデータベース〕 ダイアログ
ボ ッ クスが表示され、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを選択する こ とができます。 この
オプシ ョ ンは、 同一のセキュ リ テ ィ 情報を使用するプロジ ェ ク ト データベースを、 複数作成
する場合に便利です。 それぞれのプロジ ェ ク ト データベースについて同一のアクセスコ ン ト
ロールデータベースを使用し ている場合、 セキュ リ テ ィ の必要が変化した と き、 た と えばア
クセスコ ン ト ロールデータベースに新規ユーザを追加する と きなどには、 1 つのアクセスコ
ン ト ロールデータベースを更新するだけで済みます。

� 既存のアクセスコ ン ト ロールデータベースを複製するには、 【既存のアクセスコ ン ト ロール
データベースを コ ピー】 を ク リ ッ クする。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを選択するた
め 〔アクセスコ ン ト ロールデータベースの選択〕 ダイアログボッ クスが表示されます。
Version Manager は選択したアクセスコ ン ト ロールデータベースのコ ピーを作成し、 それ
をプロジ ェ ク ト データベースのアーカ イブデ ィ レ ク ト リに配置し ます。

6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。
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アクセスコ ン ト ロールデータベース と プロジ ェ ク ト データベース
との関連付けの削除

1 アクセスコ ン ト ロールデータベースを削除するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を
選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から 「セキュ リ テ ィ 」 の下の 「アクセスコ ン ト ロールデータベース」 を選
択し ます。 このアクセスコ ン ト ロールデータベースに関する情報が右側の 〈アクセスコ ン ト ロー
ルデータベース〉 表示部に表示されます。

5 〈アクセスコ ン ト ロールデータベース〉 グループボッ クスには、 現在プロジ ェ ク ト データベース
またはプロジ ェ ク ト に関連付けられているアクセスコ ン ト ロールデータベースが表示されます。
このアクセスコ ン ト ロールデータベース との関連付けを削除するには、 〈アクセスコ ン ト ロール
データベース〉 テキス ト ボ ッ クスの値を削除し て空白にし ます。

6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

権限の定義

このセクシ ョ ンでは、 ベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 およびデフ ォル ト の権限セ ッ ト を、 3 つの表
に示し ます。
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表 6-1 には、 ベース権限のリ ス ト 、 それらによ って可能と なるアクシ ョ ン、 およびそれらによ って
使用可能と なるデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト コマン ド またはダイアログボッ クスフ ィ ールド を示し ま
す。 権限を有効にする コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスのコマン ド については、 『Serena 
ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表 6-1 ：  ベース権限

コマン ド ラ インでのベース権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのベース権限名

アクシ ョ ン、 使用できるデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト コマン ド またはダイ
アログボ ッ クスのフ ィ ールド

アクシ ョ ンの権限

GetTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト

チ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。 
Merge Tool を起動し ます。 
相違点レポー ト を作成し ます。

チ ッ プ リ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［チ ェ ッ クアウ
ト ］、 ［アクシ ョ ン］ － ［マージの表示］、 および ［アクシ ョ ン］ － ［相違
点の表示］。

GetNonTip
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。
Merge Tool を起動し ます。 
相違点レポー ト を作成し ます。

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［チ ェ ッ ク
アウ ト ］、 ［アクシ ョ ン］ － ［マージの表示］、 および ［アクシ ョ ン］ －
［相違点の表示］。

PutTrunk
ト ラ ン クへのチ ェ ッ ク イン

ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンを保存し ます。

チ ッ プ リ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［チ ェ ッ ク イン］。
［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの追加］。

PutBranch
ブラ ンチへのチ ェ ッ ク イン

ブラ ンチ リ ビジ ョ ンを保存し ます。

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［チ ェ ッ ク
イン］。

StartBranch
ブラ ンチの作成

ブラ ンチを作成し ます。

〔チ ェ ッ ク イン〕 ダイアログボッ クスの 〈強制的にブラ ンチ させる〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを使用可能にし ます。

LockTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク

チ ッ プ リ ビジ ョ ンをロ ッ ク し ます。

チ ッ プ リ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［リ ビジ ョ ンの
ロ ッ ク］。

LockNonTip
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンをロ ッ ク し ます。

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［リ ビジ ョ
ンのロ ッ ク］。

Unlock
ロ ッ ク解除

ユーザが所有する リ ビジ ョ ン上のロ ッ ク を解除し ます。

この権限と 「ほかのユーザのロ ッ ク解除」 （Break Lock） 権限の両方が
付与された場合 ： ［アクシ ョ ン］ － ［リ ビジ ョ ンのロ ッ ク解除］。

BreakLock
ほかのユーザのロ ッ ク解除

リ ビジ ョ ンのロ ッ ク を解除し ます。

〔リ ビジ ョ ンのロ ッ ク解除〕 ダイアログボッ クスの 〈ユーザ〉 フ ィ ールド
を使用可能にし ます。

AddVersion
バージ ョ ン ラベルの割り当て

リ ビジ ョ ンにバージ ョ ン ラベルを割り当てます。

［アクシ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［割り当て］

（DeleteVersion と組み合わせてバージ ョ ン ラベルを変更する ： ［アク
シ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［フ ァ イル名の変更］）

ModifyVersion
バージ ョ ン ラベルの変更

別のリ ビジ ョ ンにバージ ョ ン ラベルを割り当てます。

［アクシ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［割り当て］
管理者ガイ ド 239



DeleteVersion
バージ ョ ン ラベルの削除

バージ ョ ン ラベルを削除し ます。

［アクシ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［削除］

（AddVersion と組み合わせてバージ ョ ン ラベルを変更する ： ［アクシ ョ
ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［フ ァ イル名の変更］）

AddGroup
プロモーシ ョ ングループの割り当て

リ ビジ ョ ンにプロモーシ ョ ングループを割り当てます。

［アクシ ョ ン］ － ［プロモーシ ョ ングループ］ － ［割り当て］

ModifyGroup
プロモーシ ョ ングループの変更

プロモーシ ョ ングループの名前を変更 / 移動し ます。

［アクシ ョ ン］ － ［プロモーシ ョ ングループ］ － ［変更］

DeleteGroup
プロモーシ ョ ングループの削除

リ ビジ ョ ンからのプロモーシ ョ ングループの関連付けを解除し ます。

［アクシ ョ ン］ － ［プロモーシ ョ ングループ］ － ［削除］

Promote
次のグループへプロモー ト

リ ビジ ョ ンをプロモー ト し ます。

［アクシ ョ ン］ － ［プロモーシ ョ ングループ］ － ［プロモー ト ］

ViewAccessDB
アクセスコ ン ト ロールデータベースの表示

セキュ リ テ ィ レポー ト を作成し ます。

［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［レポー ト の表示］

アーカ イブ権限

InitArchive
アーカ イブ と作業フ ァ イルの作成

アーカ イブを作成し ます。

［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの追加］

ChangeAccessList
アーカ イブ中のアクセス リ ス ト の変更

アクセス リ ス ト を修正し ます。

〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスの 〈アクセス リ ス ト 〉 フ ィ ールド
を使用可能にし ます。

ChangeCommentDelimiter
コ メ ン ト 接頭辞の変更

コ メ ン ト 接頭辞を変更し ます。

〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスの 〈コ メ ン ト 接頭辞〉 フ ィ ールド
を使用可能にし ます。

ChangeOwner
所有者の変更

アーカ イブの所有者を変更し ます。

〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスの 〈所有者〉 フ ィ ールド を使用可
能にし ます。

ChangeProtection
アーカ イブ属性の変更

次のアーカ イブ属性を変更し ます ： リ ビジ ョ ンのロ ッ ク設定、 複数リ ビ
ジ ョ ンの同時ロ ッ ク、 キーワー ドの拡張、 UNIX 上で実行される変換、
アーカ イブの書き込み保護、 情報の圧縮、 デルタ レ コー ドの生成。

〔アーカ イブ属性〕 ダイアログボッ クスの 〈保護〉 フ ィ ールド を使用可能
にし ます。

ChangeWorkfileName
バージ ョ ン管理フ ァ イル名の変更

アーカ イブの作業フ ァ イル名属性を変更し ます。 〔アーカ イブ属性〕 ダイ
アログボ ッ クスの 〈作業フ ァ イル名〉 フ ィ ールド を使用可能にし ます。

バージ ョ ン管理フ ァ イル名の変更権限は現バージ ョ ンでは実装されてい
ないため、 バージ ョ ン管理フ ァ イル名は変更できません。

ModifyChangeDescription
リ ビジ ョ ンのコ メ ン ト の変更

リ ビジ ョ ンの変更説明を編集し ます。

〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〔リ ビジ ョ ン〕 タ ブの 〈コ メ ン ト 〉
フ ィ ールド を使用可能にし ます。

ModifyWorkfileDescription
作業フ ァ イルのコ メ ン ト の変更

作業フ ァ イルの説明を変更し ます。

〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〔バージ ョ ン管理フ ァ イル〕 タ ブの
〈コ メ ン ト 〉 フ ィ ールド を使用可能にし ます。

DeleteRevTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンの削除

チ ッ プ リ ビジ ョ ンを削除し ます。

チ ッ プ リ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［リ ビジ ョ ンの削
除］ － ［削除］。

コマン ド ラ インでのベース権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのベース権限名

アクシ ョ ン、 使用できるデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト コマン ド またはダイ
アログボ ッ クスのフ ィ ールド
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DeleteRevNonTip 
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンの削除

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンを削除し ます。

チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンを選択した と きの ［アクシ ョ ン］ － ［リ ビジ ョ
ンの削除］ － ［削除］。

ViewArchiveHeader
アーカ イブヘ ッ ダの表示

アーカ イブヘ ッ ダ情報を表示し ます。

〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〔バージ ョ ン管理フ ァ イル〕 タ ブ
に、 アーカ イブヘ ッ ダ情報が表示されます。

ViewArchiveRev
アーカ イブ リ ビジ ョ ンの表示

リ ビジ ョ ン履歴を表示し ます。

〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボッ クスの 〔バージ ョ ン管理フ ァ イル〕 タ ブ
に、 バージ ョ ン履歴情報が表示されます。

プロジ ェ ク ト 権限

NoProjectNewProject
プロジ ェ ク ト の作成

プロジ ェ ク ト を作成し ます。

［フ ァ イル］ － ［プロジ ェ ク ト の作成］

NoFolderChangeFolder
プロジ ェ ク ト の変更

プロジ ェ ク ト の名称変更と プロジ ェ ク ト の属性変更を行います。

［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］
［フ ァ イル］ － ［フ ァ イル名の変更］

ルー ト ワークスペース とパブ リ ッ クワークスペースの作業フ ァ イルの場
所を変更し ます。

NoProjectDeleteProject
プロジ ェ ク ト の削除

プロジ ェ ク ト を削除し ます。

プロジ ェ ク ト を選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［削除］。

NoProjectCopyProject
プロジ ェ ク ト のコ ピー

プロジ ェ ク ト を コ ピーし ます。

プロジ ェ ク ト を選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［コ ピー］。

NoFolderChangeFolderMembers
バージ ョ ン管理フ ァ イルの追加または削除

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に作業フ ァ イルを追加し
ます。

［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの追加］

アーカ イブを インポー ト し ます。

［管理］ － ［アーカ イブのインポー ト ］

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト からのバージ ョ ン管理
フ ァ イルを削除し ます。

バージ ョ ン管理フ ァ イルを選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［削除］。

NoProjectConfigureProject
プロジ ェ ク ト の設定

プロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト データベースを設定し ます。

［管理］ － ［プロジ ェ ク ト の設定］

ルー ト ワークスペース とパブ リ ッ クワークスペースのベース、 ブラ ンチ、
およびデフ ォル ト の各プロモーシ ョ ングループの設定を変更し ます。

NoOptionsSecurity
セキュ リ テ ィ の設定

セキュ リ テ ィ に関するユーザ、 グループ、 権限、 およびログイン ソース
を定義し ます。

［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］

NoActionsJournalReport
ジャーナルの表示

ジャーナルレポー ト を作成し ます。

［アクシ ョ ン］ － ［ジャーナルの表示］

フ ォルダ権限 （バージ ョ ン 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト のみ。 これらの権限はデスク ト ッ プク ラ イアン ト には使用できません。）

NoFolderNewFolder フ ォルダを作成し ます。

［フ ァ イル］ － ［フ ォルダの作成］

NoFolderChangeFolder フ ォルダの名前を変更し、 フ ォルダの属性を変更し ます。

［フ ァ イル］ － ［プロパテ ィ ］
［フ ァ イル］ － ［フ ァ イル名の変更］

コマン ド ラ インでのベース権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのベース権限名

アクシ ョ ン、 使用できるデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト コマン ド またはダイ
アログボ ッ クスのフ ィ ールド
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コ ンポジ ッ ト 権限

表 6-2 に、 コ ンポジ ッ ト 権限のリ ス ト とそれを構成するベース権限を示し ます。 この表ではまずコ
マン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの名称を リ ス ト ア ッ プ し、 次にそれぞれの権限に対するデスク ト ッ
プク ラ イアン ト での名称を示し ます。 各ベース権限の定義については、 239 ページの表 6-1 ： ベース
権限を参照し て く ださい。

表 6-2 ：  コ ンポジ ッ ト 権限

NoFolderDeleteFolder フ ォルダを削除し ます。

フ ォルダを選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［削除］。

NoFolderCopyFolderMembers フ ォルダを コ ピーし ます。

フ ォルダを選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［コ ピー］。

NoFolderChangeFolderMembers 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト に作業フ ァ イルを追加し ます。

［フ ァ イル］ － ［作業フ ァ イルの追加］

5.3/6.0 プロジ ェ ク ト からバージ ョ ン管理フ ァ イルを削除し ます。

バージ ョ ン管理フ ァ イルを選択した と きの ［フ ァ イル］ － ［削除］。

NoFolderUpdateProjectFolder 5.3/6.0 プロジ ェ ク ト を更新し ます。

［フ ァ イル］ － ［プロジ ェ ク ト フ ォルダの更新］

コマン ド ラ インでのベース権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのベース権限名

アクシ ョ ン、 使用できるデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト コマン ド またはダイ
アログボ ッ クスのフ ィ ールド

コマン ド ラ インでのコ ンポジ ッ ト 権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのコ ンポジ ッ ト 権限名 対応するベース権限

アクシ ョ ンのコ ンポジ ッ ト 権限

Get

チ ェ ッ クアウ ト

GetNonTip
GetTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト

Put

チ ェ ッ ク イン

PutBranch
PutTrunk
チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク イン
ブ ラ ンチのチ ェ ッ ク イン

Lock

ロ ッ ク

LockTip
LockNonTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク

バージ ョ ン ラベル （デスク ト ッ プク ラ イアン ト のみ） バージ ョ ン ラベルの割り当て
バージ ョ ン ラベルの変更
バージ ョ ン ラベルの削除

プロモーシ ョ ングループ （デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のみ） プロモーシ ョ ングループの割り当て
プロモーシ ョ ングループの変更
プロモーシ ョ ングループの削除
次のグループへのプロモー ト

アーカ イブのコ ンポジ ッ ト 権限
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権限の定義
デフ ォル ト の権限セ ッ ト

表 6-3 に、 Version Manager のデフ ォル ト の権限セ ッ ト 、 およびデフ ォル ト の権限セ ッ ト を定義す
るベース権限、 コ ンポジ ッ ト 権限、 およびその他の権限セ ッ ト を示し ます。

表 6-3 ： デフ ォル ト 権限セ ッ ト

アーカ イブプロパテ ィ の変更 （デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト
のみ）

アーカ イブアクセス リ ス ト の変更
コ メ ン ト 接頭辞の変更
アーカ イブ所有者の変更
アーカ イブ属性の変更
バージ ョ ン管理フ ァ イル名の変更

ModifyDescription

コ メ ン ト の変更

ModifyChangeDescription
ModifyWorkfileDescription
リ ビジ ョ ンのコ メ ン ト の変更
作業フ ァ イルのコ メ ン ト の変更

DeleteRev

リ ビジ ョ ンの削除

DeleteRevTip
DeleteRevNonTip
チ ッ プ リ ビジ ョ ンの削除
チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンの削除

ViewArchive

アーカ イブ詳細の表示

ViewArchiveHeader
ViewArchiveRev
アーカ イブヘッ ダの表示
リ ビジ ョ ンの表示

プロジ ェ ク ト のコ ンポジ ッ ト 権限

プロジ ェ ク ト （デスク ト ッ プク ラ イアン ト のみ） プロジ ェ ク ト の作成
プロジ ェ ク ト の変更
プロジ ェ ク ト の削除
プロジ ェ ク ト のコ ピー
作業フ ァ イルの追加 / 削除

コマン ド ラ インでのコ ンポジ ッ ト 権限名
デスク ト ッ プク ラ イアン ト でのコ ンポジ ッ ト 権限名 対応するベース権限

注  SuperUser および Unlimited 権限セ ッ ト は変更できません。 これら以外の権限セ ッ ト は、 サン
プルと し て表示されている もので、 変更する こ とができます。

権限セ ッ ト ベース権限

SuperUser 表 6-1 に含まれるすべての権限。 さ らに、 プロジ ェ ク ト データベース
のコ ピー / 名前の変更、 チ ェ ッ ク インを伴わない作業フ ァ イルの追加
の各アクシ ョ ン。 この権限は、 アクセス リ ス ト によ って制限されませ
ん。

Unlimited 表 6-1 に含まれるすべての権限。 さ らに、 チ ェ ッ ク インを伴わない作
業フ ァ イルの追加のアクシ ョ ン。

開発者 「プロジ ェ ク ト リーダー」 権限セ ッ ト から、 「プロジ ェ ク ト の作成」、
「プロジ ェ ク ト の設定」、 「プロジ ェ ク ト のコ ピー」、 「プロジ ェ ク ト の削
除」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イルの追加」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イルの
削除」、 「プロジ ェ ク ト の変更」、 「セキュ リ テ ィ の設定」 を除いたもの。
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プロジ ェ ク ト リーダー 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、
「ロ ッ ク解除」、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「チ ッ プ以外の
リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「 ト ラ ン クへのチ ェ ッ ク イン」、 「ブラ
ンチへのチ ェ ッ ク イン」、 「ブラ ンチの作成」、 「アーカ イブアクセス リ
ス ト の変更」、 「アーカ イブ所有者の変更」、 「アーカ イブ属性の変更」、
「コ メ ン ト 接頭辞の変更」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イル名の変更」、 「作業
フ ァ イルのコ メ ン ト の変更」、 「リ ビジ ョ ンのコ メ ン ト の変更」、 「バー
ジ ョ ン ラベルの割り当て」、 「バージ ョ ン ラベルの削除」、 「バージ ョ ン
ラベルの変更」、 「アーカ イブの作成」、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンの削除」、
「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンの削除」、 「アーカ イブヘ ッ ダの表示」、 「リ ビ
ジ ョ ンの表示」、 「次のグループへのプロモー ト 」、 「プロモーシ ョ ング
ループの割り当て」、 「プロモーシ ョ ングループの変更」、 「プロモー
シ ョ ングループの削除」、 「プロジ ェ ク ト の作成」、 「プロジ ェ ク ト の設
定」、 「プロジ ェ ク ト のコ ピー」、 「プロジ ェ ク ト の削除、 「バージ ョ ン管
理フ ァ イルの追加」、 「バージ ョ ン管理フ ァ イルの削除」、 「セキュ リ
テ ィ の設定」、 および 「ジャーナルの表示」。

サポー ト 「アーカ イブヘ ッ ダの表示」、 「リ ビジ ョ ンの表示」、 および 「ジャーナ
ルの表示」。

品質保証 「サポー ト 」 権限セ ッ ト および 「バージ ョ ン ラベルの割り当て」、 「バー
ジ ョ ン ラベルの削除」、 「バージ ョ ン ラベルの変更」、 「次のグループへ
のプロモー ト 」、 「プロモーシ ョ ングループの割り当て」、 「プロモー
シ ョ ングループの変更」、 「プロモーシ ョ ングループの削除」。

ド キュ メ ン ト 「品質保証」 権限セ ッ ト および 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「チ ッ プ
以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク」、 「ロ ッ ク解除」、 「チ ッ プ リ ビジ ョ ンの
チ ェ ッ クアウ ト 」、 「チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト 」、 「 ト
ラ ン クへのチ ェ ッ ク イン」、 「ブラ ンチへのチ ェ ッ ク イン」、 「アーカ イ
ブの作成」。

権限セ ッ ト ベース権限
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はじめに

プロモーシ ョ ンモデルとは、 開発サイ クルにおける到達目標の階層のこ と です。 プロモーシ ョ ンモデ
ルは、 設計段階から最終的な出荷に至るまでの、 ソースコー ド開発の管理に使用し ます。 それぞれの
到達目標は、 プロモーシ ョ ングループによ って表されます。 プロモーシ ョ ングループ と し ては、
Development （開発）、 QA （品質管理）、 Production （製造） などがあり ます。

プロモーシ ョ ンモデルの例を次の図に示し ます。

Serena ChangeMan Version Manager のプロモーシ ョ ンモデルは、 フ ァ イルのリ ビジ ョ ン と、 開
発サイ クルにおける到達目標の間の論理的な関連付けをベース と し ています。 メ イン フ レーム環境に
おけるプロモーシ ョ ン とは異な り、 Version Manager では開発の各段階における フ ァ イルを別々の
物理的位置に置いた り、 フ ァ イルのプロモーシ ョ ンを行う ために場所を移動する必要はあ り ません。

Version Manager のアーカ イブには、 リ ビジ ョ ン と プロモーシ ョ ングループ との間の論理的関連に
関する情報が保存されています。 Version Manager のデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト には、 次の図に示
すよ う にこの関連付けが表示されます。 プロモーシ ョ ンモデルアイ コ ンは、 プロモーシ ョ ンモデル中
でそれぞれのプロモーシ ョ ングループに関連付けられた リ ビジ ョ ンを示し ます。

プロモーシ ョ ンモデルのルール

ルール 1 ： プロモーシ ョ ンモデルには、 1 つまたは複数の、 最下位のグループを作成できる。 

ルール 2 ： プロモーシ ョ ンモデルが設定されている場合は、 チ ェ ッ クアウ ト またはロ ッ クする リ ビ
ジ ョ ンのすべてに最下位のプロモーシ ョ ングループが関連付けられている必要がある。 プロモーシ ョ
ンモデルに最下位のグループが 1 つしかない場合は、 チ ェ ッ クアウ ト またはロ ッ ク される各リ ビ
ジ ョ ンに、 そのプロモーシ ョ ングループが自動的に関連付けられます。

プロモーシ ョ ンモデルに複数の最下位プロモーシ ョ ングループが含まれており、 ［フ ァ イル］ － ［プ
ロパテ ィ ］ － 〔ワークスペースの設定〕 タ ブでデフ ォル ト の最下位プロモーシ ョ ングループが設定さ
れている場合は、 特に別のグループを設定し ないかぎ り、 その最下位プロモーシ ョ ングループが使用
されます。 プロモーシ ョ ンモデルに複数の最下位プロモーシ ョ ングループが含まれており、 デフ ォル
ト のグループが設定されていない場合は、 ダイアログボッ クスが表示され、 プロモーシ ョ ングループ
を選択するよ う求められます。

最下位のグループ

最上位のグループ

プロモーシ ョ ン
モデルアイ コ ン
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プロモーシ ョ ンモデルのルール
たと えば、 以下のよ う なプロモーシ ョ ンモデルが設定されている と し ます。

Development ⇒ QA_Test1 ⇒ Release

次の図に示すよ う に、 bridge.dsp のリ ビジ ョ ン 1.0 がチ ェ ッ クアウ ト される と き、 このリ ビジ ョ ン
には最下位のグループである Development グループが自動的に関連付けられます。

ルール 3 ： 最新のリ ビジ ョ ンには、 最下位のグループが自動的に割り当てられる。 フ ァ イルのそれ以
降のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と、 最下位のグループは最新のリ ビジ ョ ンに割り当てられま
す。

ルール 4 ： リ ビジ ョ ンがその上位のプロモーシ ョ ングループにプロモー ト される と、 そのリ ビジ ョ ン
と最下位のプロモーシ ョ ングループ との間の関連付けは消滅する。 次の図に示すよ う に、
Development に関連付けられていた リ ビジ ョ ンがプロモー ト される と、 このリ ビジ ョ ンには 
QA_Test1 グループが関連付けられ、 Development グループ との関連付けは消滅し ます。

ルール 5 ： リ ビジ ョ ンがよ り上位のプロモーシ ョ ングループに関連付けられている場合は、 チ ェ ッ ク
アウ ト 時に最下位のプロモーシ ョ ングループ も関連付けられる。 前述のよ う に、 ロ ッ クによ り チ ェ ッ
クアウ ト される リ ビジ ョ ンには、 必ず最下位のプロモーシ ョ ングループが関連付けられます。 した
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がって、 QA_Test1 などの、 よ り上位に関連付けられた リ ビジ ョ ンがチ ェ ッ クアウ ト される場合は、
最下位のプロモーシ ョ ングループ との関連付けも追加されます。

この段階で、 このリ ビジ ョ ンは QA_Test1 と  Development の両方のグループに関連付けられてい
ます。 ただし、 新規のリ ビジ ョ ンがチ ェ ッ クアウ ト される と きは、 Development グループのみが関
連付けられ、 その前のリ ビジ ョ ンは QA_Test1 グループ と関連付けられたままにな り ます。

ルール 6 ： 1 つのプロモーシ ョ ングループが一度に関連付けられるのは、 1 つのリ ビジ ョ ンのみ。 1 
つのリ ビジ ョ ンは、 ルール 5 で説明し たよ う に複数のプロモーシ ョ ングループ と関連付けられます。
ただし、 1 つのプロモーシ ョ ングループは、 同時にアーカ イブ中の 1 つのリ ビジ ョ ン とのみ関連付
けられます。 し たがって、 有効なプロモーシ ョ ンモデルに最下位のプロモーシ ョ ングループが 1 つ
しかない場合に、 ほかのリ ビジ ョ ンが最下位のグループ とすでに関連付けられている と きにリ ビジ ョ
ンをチ ェ ッ クアウ ト し よ う と し ても、 そのリ ビジ ョ ンはチ ェ ッ クアウ ト できません。 た と えば、 アー
カ イブ中に リ ビジ ョ ン、 1.0 から 1.5 までが存在し、 最下位のプロモーシ ョ ングループがリ ビジ ョ
ン、 1.5 と関連付けられている場合は、 リ ビジ ョ ン、 1.4 やその他のリ ビジ ョ ンはチ ェ ッ クアウ ト で
きません。
この場合に行える作業は、 次のいずれかです。

� 最下位のグループに関連付けられた リ ビジ ョ ンをプロモー ト する。

� 別の最下位のグループを定義する。

プロモーシ ョ ンモデルの定義

プロモーシ ョ ンモデルは、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと、 プロジ ェ ク ト またはローカル
なコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの両方で定義できます。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 この場
合、 プロジ ェ ク ト データベースに対し てプロモーシ ョ ンモデルが定義され、 プロジ ェ ク ト / サブプロ
ジ ェ ク ト に対し てはほかのプロモーシ ョ ンモデルが定義された と考えられます。

両方のタ イプのコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにおいてプロモーシ ョ ンモデルが定義されている場合
は、 これらのモデルが共同で機能し ます。 プロジ ェ ク ト またはローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イ
ル中のプロモーシ ョ ンモデル定義は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中のプロモーシ ョ ンモ
デル定義よ り優先される こ とはあ り ません。 た と えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで次
のよ う なプロモーシ ョ ンモデルを定義する と し ます。

Dev ⇒ QA ⇒ Production

また次のよ う なプロモーシ ョ ンモデルをプロジ ェ ク ト またはローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
で定義する と し ます。

Dev1⇒ QA 
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この場合、 最下位のプロモーシ ョ ングループには Dev と  Dev1 の 2 つが存在し、 それぞれ QA にプ
ロモー ト されます。 QA はマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに定義された Production にプロ
モー ト されます。 QA をプロジ ェ ク ト またはローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の 
Production プロモーシ ョ ンパスに複製する こ とはできません。 これを行う と このプロモーシ ョ ンモ
デルは無効と な り、 プロジ ェ ク ト を開 く 前にコ ン フ ィ グレーシ ョ ンを修正 （重複を削除） する必要が
生じ ます。

マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でプロモーシ ョ ンモデルを定義し、 次にプロジ ェ ク ト また
はローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でも う  1 つのプロモーシ ョ ンモデルを定義し た場合は、
マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと、 プロジ ェ ク ト またはローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イル中の定義が衝突し ないよ う注意が必要です。 た と えば、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
中のプロモーシ ョ ンモデルが前述のとおり である場合、 プロジ ェ ク ト またはローカルコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イル中では次のよ う に定義する こ とはできません。

Dev ⇒ Production

これは、 Version Manager に対し てまず Dev を QA にプロモー ト し、 次に Dev を Production に
プロモー ト するよ う指示する こ と を意味するため、 衝突が発生し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

プロモーシ ョ ンモデルを定義するには、 「プロジ ェ ク ト の設定」 権限を割り当てられている必要があ
り ます。 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト にはコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付
けられており、 プロジ ェ ク ト 内でプロモーシ ョ ンモデルを定義する場合には、 マス ターコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルにおいて Promote オプシ ョ ン （デ ィ レ クテ ィ ブ） が許可されている必要があ り
ます。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト において、 それぞれプロモーシ ョ ンモデルの定義を含むプロジ ェ ク ト の階
層が存在する場合は、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト には作業中のプロジ ェ ク ト に関し て有効なプロモー
シ ョ ンモデルが表示されます。 前述の例を使用すれば、 プロジ ェ ク ト データベース （マス ターコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル） に対し て作業を行う場合のデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト 表示は次のよ う に
な り ます。

プロジ ェ ク ト に対し て作業を行う場合は、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト にはプロジ ェ ク ト データベース
中で定義されたプロモーシ ョ ンモデルと、 プロジ ェ ク ト 中で定義されたプロモーシ ョ ンモデルが表示
されます。

プロモーシ ョ ンモデルを定義するには

1 プロモーシ ョ ンモデルを定義するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から 「プロモーシ ョ ンモデル」 を選択し ます。 右側に 〈プロモーシ ョ ンモ
デル〉 表示部が表示されます。 プロジ ェ ク ト に対し てプロモーシ ョ ンモデルを定義する場合に、
親プロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト データベースにプロモーシ ョ ンモデルが定義されていれば、
表示されるプロモーシ ョ ンモデルには親プロジ ェ ク ト のプロモーシ ョ ンモデル定義が含まれま
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す。 ただし プロモーシ ョ ンモデルのう ち、 親プロジ ェ ク ト 中で定義された部分の名称を変更した
り、 削除する こ とはできません。 これを行う には手順 1 で親プロジ ェ ク ト を選択する必要があ
り ます。 

4 次のいずれかの作業を行い、 プロモーシ ョ ングループを追加し ます。

� プロモーシ ョ ングループが存在し ない場合は、 【追加】 を ク リ ッ ク し て最上位のグループを定
義し ます。

� 選択されたグループの下に新しいグループが追加されます。 既存のプロモーシ ョ ングループ
が存在する場合は、 グループを 1 つ選択し て、 【追加】 を ク リ ッ ク し ます。

� 最下位のプロモーシ ョ ングループを追加するには、 既存の最下位のグループを選択し、 【追
加】 を ク リ ッ ク し ます。 次にこのグループを移動し て、 既存の最下位のグループ と同じ レベ
ルに置きます。 プロモーシ ョ ングループの移動については、 手順 6 を参照し て く ださい。

5 いずれかのプロモーシ ョ ングループの名称を変更するには、 そのプロモーシ ョ ングループを選択
し、 【名前の変更】 を ク リ ッ ク し て、 新しい名前を入力し ます。

6 プロモーシ ョ ングループをプロモーシ ョ ングループ階層中で上下に移動するには、 プロモーシ ョ
ングループを選択し て 【移動】 を ク リ ッ ク し ます。 移動し よ う とするプロモーシ ョ ングループの
親グループを選択するためのダイアログが表示されます。

注  デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では子プロジ ェ ク ト に対し て作業を行っている と きに、 親プロ
ジ ェ ク ト のプロモーシ ョ ングループを選択し て 【削除】 を使用できますが、 この変更は保存さ
れません。 また、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では親プロジ ェ ク ト 中で定義されたプロモーシ ョ
ングループに対し て 【名前の変更】 も使用できます。 この場合、 名称を変更されたプロモー
シ ョ ングループは現在のプロジ ェ ク ト のプロモーシ ョ ンモデルに追加され、 親プロジ ェ ク ト の
プロモーシ ョ ンモデルが名称を変更されます。 この動作は、 衝突を引き起こす可能性があり ま
す。 親プロジ ェ ク ト 中でプロモーシ ョ ンモデルが定義された子プロジ ェ ク ト に対し て作業を行
う場合は、 子プロジ ェ ク ト 中で定義されたプロモーシ ョ ンモデルに対し てのみ変更を行い、 階
層上でそれよ り も上のプロモーシ ョ ンモデルには変更を行うべきであ り ません。
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7 プロモーシ ョ ングループのいずれかを削除するには、 そのプロモーシ ョ ングループを選択し、
【削除】 を ク リ ッ ク し ます。

8 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

主に Version Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合は、 テキス ト エデ ィ タ を
使用し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできます。 また、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン
ト を使用し て Version Manager を設定し、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできま
す。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト によ って設定したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスでも有効です。

ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを設定する場合は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル
で Promote デ ィ レ クテ ィ ブを使用し て、 プロモーシ ョ ンモデルを定義できる必要があ り ます。

コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに Promote デ ィ レ クテ ィ ブを追加し ます。 次に例を示し ます。

Promote Development QA
Promote QA Release

この例では、 Development、 QA、 および Release の順で階層が設定されます。

Promote デ ィ レ クテ ィ ブの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ
イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

プロモーシ ョ ン と ラ イ フサイ クルの管理

プロモーシ ョ ンモデルのおもな目的は、 ソ フ ト ウ ェ ア開発における設計段階から最終リ リースまでの
ラ イ フサイ クルを正式に管理する こ と です。 このセクシ ョ ンでは、 ラ イ フサイ クル管理のためのプロ
モーシ ョ ンモデルの使用例を示し ます。

シナリオ

次のよ う な単純なラ イ フサイ クルがある と し ます。

Development ⇒ QA ⇒ Release

このシナ リ オでは、 Development、 QA、 および Release とい う ラ イ フサイ クルに対応し たプロ
モーシ ョ ングループによ り、 プロモーシ ョ ンモデルが定義されます。 このプロモーシ ョ ンモデルがあ
る場合は、 開発者は、 Development プロモーシ ョ ングループに関連付けられた、 デフ ォル ト でチ ッ
プ リ ビジ ョ ン と なる フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト し ます。 チ ッ プ リ ビジ ョ ンには最下位のプロモーシ ョ
ングループが伴う ため、 フ ァ イルをチ ェ ッ ク イン し て戻すと、 新しいリ ビジ ョ ンには Development 
プロモーシ ョ ングループが関連付けられます。

次に開発者は製品のリ リースに必要なすべての変更を行い、 リ ビジ ョ ンは Development から QA 
にプロモー ト されます。 次に仮想のアーカ イブについて、 変更を加える前と後の状況を示し ます。

変更前 変更後

Rev 1.5 Development Rev 1.5 QA

Rev 1.4 Rev 1.4
管理者ガイ ド 251



こ こで品質管理部門はソ フ ト ウ ェ アのテス ト を開始し、 開発者は次のリ リースに対する作業を開始し
て、 チ ェ ッ クアウ ト と チ ェ ッ ク インを伴う変更を行います。 た と えば、 開発者がこの仮想アーカ イブ
に 2 つのリ ビジ ョ ンを追加し たとすれば、 その結果は次のよ う にな り ます。

Rev 1.7 Development
Rev 1.6
Rev 1.5 QA
Rev 1.4
Rev 1.3
Rev 1.2 Release
Rev 1.1
Rev 1.0

品質管理部門がリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きは、 QA プロモーシ ョ ングループを対象とする
ため、 開発による新たな変更に留意する必要はあ り ません。

その後に品質管理部門がバージ ョ ンの品質が十分と判断する と、 QA に関連付けられた リ ビジ ョ ンは 
Release にプロモー ト されます。 この段階で、 この仮想アーカ イブは次のよ う にな り ます。

Rev 1.7 Development
Rev 1.6
Rev 1.5 Release
Rev 1.4
Rev 1.3
Rev 1.2
Rev 1.1
Rev 1.0 

こ こで、 リ リースマネージャは最終的なソ フ ト ウ ェ ア製品を作成し ます。 このマネージャがリ ビジ ョ
ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きには、 Release プロモーシ ョ ングループを対象と し、 開発者が行う変更
には影響を受けません。

プロモーシ ョ ン と並行開発

このセクシ ョ ンでは、 並行開発を コ ン ト ロールするための、 プロモーシ ョ ンモデルの使用方法につい
て説明し ます。 このセクシ ョ ンの最後には、 並行開発を コ ン ト ロールするためのプロモーシ ョ ンモデ
ルの定義シナ リ オを 2 つ示し ています。

並行開発を コ ン ト ロールするためのプロモーシ ョ ンモデルの使用

並行開発とは、 開発における主ラ インから、 別のラ インによる開発を分岐する こ と を意味し ます。 こ
れは通常、 次の場合に行われます。

� バグ修正など、 開発の主ラ インにすぐには影響を与えた く ない変更を行う場合。 た と えば開発作
業を継続し ながら、 リ リースに向けたバグの修正を行う場合が該当し ます。

Rev 1.3 Rev 1.3

Rev 1.2 Release Rev 1.2 Release

Rev 1.1 Rev 1.1

Rev 1.0 Rev 1.0

変更前 変更後
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� 製品の複数のバージ ョ ンに対し て同時に作業を行う場合 （た と えばマルチプラ ッ ト フ ォームによ
る開発）。

プロモーシ ョ ンモデルが存在する場合に、 同一フ ァ イルの 2 つのバージ ョ ンについて並行に開発を
行う には、 それぞれのブラ ンチに対し て最下位のグループを作成する必要があ り ます。

並行開発においてプロモーシ ョ ンモデルを使用する こ との利点は、 1 つのリ ビジ ョ ンから作成可能な
ブラ ンチの数を制限できる こ と です。 アーカ イブではプロモーシ ョ ンに関連付けられる リ ビジ ョ ンは 
1 つだけであ り、 リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト は常に最下位のグループにおいて行わねばならないた
め、 プロモーシ ョ ンモデル内に定義する最下位のグループの数によ って、 Version Manager がリ ビ
ジ ョ ンに対し て許可するロ ッ クの数が決定されます。 したがって、 定義した最下位のグループの数に
よ り、 リ ビジ ョ ンから作成可能なブラ ンチの数が決ま り ます。 た と えば、 最下位のグループを 2 つ
定義し たとすれば、 主ブラ ンチ （ ト ラ ン ク） と  1 つの並行ブ ラ ンチの合計 2 つのブ ラ ンチまでを作
成できます。

シナリオ 1 ： 緊急のバグ修正のためのプロモーシ ョ ングループの定義

このシナ リ オは、 251 ページの 『プロモーシ ョ ン と ラ イ フサイ クルの管理』 で示されたシナ リ オを
発展させたものです。 これは、 緊急の場合にバグ修正を行えるよ う、 プロモーシ ョ ンモデルを設定す
る方法の 1 つを示し ます。

顧客が新規リ リース （前述の仮説アーカ イブのリ ビジ ョ ン 1.5 を含むもの） においてバグを発見し
たと し ます。 リ リースマネージャはこのバグを修正し、 できるだけ早 く パッ チを送付したいと考えて
います。

この状況に対応するため、 リ リースマネージャは Bug_fix とい う プロモーシ ョ ングループを作成し
ます。 これは次に示すよ う に、 最上位のグループである Release に直接プロモー ト されます。

バグの修正のため、 開発者は Release に関連付けられた リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト し ます。 開発
者がリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する場合には、 2 つの最下位グループの 1 つである Bug_fix プロ
モーシ ョ ングループを選択する必要があ り ます。 開発者はバグを修正し、 このリ ビジ ョ ンをブラ ンチ
リ ビジ ョ ン 1.5.1.0 と し てチ ェ ッ ク イン し ます。

開発者はただちにこのリ ビジ ョ ンを Release にプロモー ト し、 リ リースマネージャは Release プロ
モーシ ョ ングループに基づいてアプ リ ケーシ ョ ンを再構築し ます。

その後で、 開発者はこのブラ ンチを Development グループにおいて ト ラ ン クにマージ し ます。 こ
れによ り、 このバグ修正がそれ以降のリ リースに含まれる こ とが保証されます。
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シナリオ 2 ： マルチプラ ッ ト フ ォーム開発のためのプロモーシ ョ ン
グループ定義

このセクシ ョ ンでは、 製品に別のバージ ョ ンを作成するため、 プロモーシ ョ ンモデルを使用し てブラ
ンチに対応する場合について説明し ます。

次に示すプロモーシ ョ ンモデルは、 マルチプラ ッ ト フ ォームによる開発に対応し ています。 各アーカ
イブにおいて、 ト ラ ン クは Windows 版の製品の開発、 ブ ラ ンチは UNIX 版の開発に使用されます。

この目的のためにプロモーシ ョ ンモデルを設計する こ とは、 UNIX 版に対する変更がご く わずかであ
り、 定期的にマージが行われる場合にのみ効果的です。

以降のステ ッ プでは、 次の作業を行う ための手順を説明し ています。

� ブラ ンチに変更を加える

� テス ト 作業に向けてプロモー ト する

� 変更個所を、 開発の主ラ インにマージする

� 製造に向けてプロモー ト する

手順 1 ： 開発者は、 UnixDev レベルにおいてソースコー ド に変更を行い、 UNIX 開発のためのブ ラ
ンチを作成し ます。 ブラ ンチ作成については、 259 ページの第 8 章 『フ ァ イルのブ ラ ンチ と マージ』
を参照し て く ださい。

手順 2 ： 開発者は単体試験のために、 リ ビジ ョ ンを UnixTest にプロモー ト し ます。 UnixTest に関
連付けられた リ ビジ ョ ンは、 最上位のグループにプロモー ト される こ とはあ り ません。 これによ り、

注  ブ ラ ンチを ト ラ ン クにマージ し て戻す場合、 あるいはブ ラ ンチか ト ラ ン クのいずれかに大きな変
更を行う場合には、 開発の各ラ インに対し て別々のアーカ イブを作成し て く だ さい。

WinDev ⇒ WinTest ⇒ Production

UnixDev ⇒ UnixTest

こ こでは、UnixTest が Production にプロモー ト される こ とはあ り ません。

Production

UnixTest

UnixDev

WinTest

WinDev

1. UnixDev レベルでソースコー ド に

変更を行う
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プロモーシ ョ ン と並行開発
すべてのコー ドが Production に到達するまでにマージ され、 適切なテス ト を経てプロモー ト される
こ とが保証されます。

手順 3 ： 開発者は UnixTest に関連付けられた リ ビジ ョ ンを、 WinDev プロモーシ ョ ンレベルのリ ビ
ジ ョ ンにマージ し ます。 マージについては、 259 ページの第 8 章 『フ ァ イルのブ ラ ンチ と マージ』
を参照し て く ださい。 .

手順 4 ： リ ビジ ョ ンを WinDev から WinTest に、 そし て、 最終的に Production にマージ し ます。

Production

UnixTest

UnixDev

WinTest

WinDev

2. リ ビジ ョ ンを UnixTest にプロモー ト する

Production

UnixTest

UnixDev

WinTest

WinDev

3. UnixTest のリ ビジ ョ ンを WinDev のマージ

リ ビジ ョ ンにマージする

Production

UnixTest

UnixDev

WinTest

WinDev

4. プロモーシ ョ ンモデル内で 
Production にプロモー ト する
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ユーザによるプロモー ト の制限

プロモーシ ョ ング
ループによる制限

このセクシ ョ ンでは、 プロモーシ ョ ングループをセキュ リ テ ィ 機能と統合し て、 リ ビジ ョ ンの 1 プ
ロモーシ ョ ングループからその次へのプロモー ト を制御する方法を説明し ます。 プロモーシ ョ ング
ループによる制限機能を使用するには、 次の操作を行う必要があ り ます。

1 カス タム権限セ ッ ト を定義し ます。

2 このカス タム権限セ ッ ト を特定のプロモーシ ョ ングループのみに制限し ます。

3 このカス タム権限セ ッ ト をユーザまたはアクセス リ ス ト に割り当てます。

こ う する と、 該当するユーザは、 割り当てられたプロモーシ ョ ングループからその次のグループへの
プロモー ト のみが可能と な り ます。 このよ う に、 ユーザがプロモー ト 可能なレベルを次のレベルのみ
に制限し てお く と、 プロモーシ ョ ンレベルの階層構造の中で、 確実に 1 レベルずつプロモー ト され
るよ う にする こ とができます。

例 たと えば、 Dev、 QA、 Prod の順に上がってい く プロモーシ ョ ンモデルを作成した と し ます。 そ し
て、 カス タム権限セ ッ ト を作成し て 「次のプロモーシ ョ ングループへのプロモー ト 」 権限を有効に
し、 このカス タム権限セ ッ ト を Dev プロモーシ ョ ングループに制限し ます。 こ う する と、 このカス
タム権限セ ッ ト を割り当てられたユーザがプロモー ト できるのは、 Dev から QA へのみと な り、
Dev から直接 Prod にプロモー ト されるのを防ぐ こ とができます。

ユーザによるプロモー ト の制限に使用されるカス タム権限セ ッ ト には、 1 件の制限のみを定義し て く
ださい。 それ以外の権限を割り当てる場合は、 デフ ォル ト のカス タム権限セ ッ ト を使用するか、 また
は新しいカス タム権限セ ッ ト を作成し て く だ さい。

複数の最下位レベルプロモーシ ョ ングループの使用

いったんバージ ョ ン管理フ ァ イルにプロモーシ ョ ンモデルが適用される と、 チ ェ ッ クアウ ト された各
リ ビジ ョ ンは、 デフ ォル ト でプロモーシ ョ ンモデルで最下位レベルのプロモーシ ョ ングループに割り
当てられます。 複数の最下位プロモーシ ョ ングループを使用し ている場合は、 その中の一つを Lock 
のみに制限する必要があ り ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

プロモーシ ョ ングループによ ってユーザによるプロモー ト を制限するには

1 権限セ ッ ト を定義し よ う とするアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ
ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

注  Version Manager のセキュ リ テ ィ の仕組を熟知し ていない場合は、 このセクシ ョ ンに進む前に
201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し て く だ さい。 ユーザによるプロモー ト を制限するに
は、 プロジ ェ ク ト データベースに対し てプロモーシ ョ ンモデルが有効になっている必要があり ます。

注  「プロモーシ ョ ングループの作成」、 「プロモーシ ョ ングループの変更」、 および 「プロモーシ ョ
ングループの削除」 の各権限を持つ管理者は、 プロモーシ ョ ンモデルやその設定による制限を受け
ません。

注  ユーザのほかのカス タム権限セ ッ ト では、 「次のプロモーシ ョ ングループへのプロモー ト 」 権限
が無効になっており、 かつ 「プロモーシ ョ ングループの作成」、 「プロモーシ ョ ングループの変更」、
および 「プロモーシ ョ ングループの削除」 などの管理機能を持っていないこ とが必要です。 これら
の条件を満たし ていない場合は、 プロモーシ ョ ングループによるプロモー ト を制限するために定義
されたカス タム権限セ ッ ト が無効と な り ます。
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ユーザによるプロモー ト の制限
2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［権限セ ッ ト ］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイ
アログボ ッ クスが開き、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 ［新規作成］ アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔権限セ ッ ト の作成〕 ダイアログボッ クスが表示されま
す。
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4 カス タム権限セ ッ ト の名前を入力し ます。

この名前の先頭と末尾には、 タ ブ記号およびスペースは使用できません。 また、 半角のかっ こ
（( )）、 引用符 （’）、 二重引用符 （"）、 コ ロン （:）、 円記号 （¥）、 アス タ リ スク （*） も使用でき
ません。

5 〈すべての権限〉 フ ィ ールド で 「次のグループへプロモー ト 」 を選択し ます。 これ以外の権限が
選択されていないこ と を確認し て く だ さい。

権限セ ッ ト 名の前にあるボ ッ クスに 「+」 のついた権限は有効になっています。 「-」 は、 禁止権
限であるプロジ ェ ク ト 権限のみにつけられ、 その権限が禁止されている こ と を示し ます。

権限の選択状況を変更するには、 権限名の隣のチ ェ ッ クボッ クスを ク リ ッ ク し ます。 親権限を ク
リ ッ クする こ とによ り、 関連する権限のセ ッ ト 全体で有効または無効にする こ とができます。 た
と えば、 「アクシ ョ ン権限」 の隣のチ ェ ッ クボッ クスを ク リ ッ ク し て 「+」 記号を表示する こ と
によ り、 すべてのアクシ ョ ン権限を割り当てる こ とができます。

6 〈プロモーシ ョ ングループによる制限〉 テキス ト ボッ クスに、 カス タム権限セ ッ ト を制限するた
めのプロモーシ ョ ングループを入力し ます。

7 【作成】 を ク リ ッ ク し て次に 【閉じ る】 を ク リ ッ ク し、 この権限セ ッ ト を作成し て 〔プロジ ェ ク
ト セキュ リ テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスに戻り ます。

8 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

9 ユーザまたはアクセス リ ス ト にこの権限セ ッ ト を割り当てます。

次の項目については、 それぞれの参照先を参照し て く だ さい。

� プロモーシ ョ ンモデルの定義については、 248 ページの 『プロモーシ ョ ンモデルの定義』 を参
照し て く ださい。

� アクセス リ ス ト グループの定義については、 218 ページの 『アクセス リ ス ト グループの定義』
を参照し て く ださい。

� アクセス リ ス ト の定義については、 226 ページの 『アクセス リ ス ト の定義』 を参照し て く だ さ
い。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

プロモーシ ョ ングループご とにアクセスを制限するには、 1 つまたは複数のプロモーシ ョ ングループ
に限定されるよ う、 アクセスコ ン ト ロールテキス ト フ ァ イル中のカス タム権限セ ッ ト を定義する必要
があ り ます。 224 ページの 『カス タム権限セ ッ ト の定義』 を参照し て く だ さい。
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フ ァ イルのブラ ンチ と マージ
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マージ 268

自動マージ 269
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ブラ ンチ

ブラ ンチとは、 ト ラ ン ク （主ラ イン） 上のリ ビジ ョ ンまたはほかの開発ブラ ンチから枝分かれした、
1 つまたは複数のリ ビジ ョ ンによ って構成される、 別ラ インによる開発を意味し ます。 図 8-1 には、
ブラ ンチを使用し たフ ァ イルの別バージ ョ ン開発を、 ト ラ ン クまたはほかのブラ ンチ上で作業を行う
ほかの開発者と平行し て行っている と こ ろを示し ます。

図 8-1 ： ブラ ンチ

ブラ ンチを作成する主な理由は次のとおり です。

� ほかのプラ ッ ト フ ォームのためのバージ ョ ンを開発する場合。 た と えば、 Windows アプ リ ケー
シ ョ ンのためのソースコー ド を保存するアーカ イブがい く つかある場合に、 このアプ リ ケーシ ョ
ンの UNIX バージ ョ ンを作成するには、 各アーカ イブにおいてブラ ンチを行います。 ブラ ンチ
と プロモーシ ョ ングループの例については、 254 ページの 『シナリ オ 2 ： マルチプラ ッ ト フ ォー
ム開発のためのプロモーシ ョ ングループ定義』 を参照し て く だ さい。

� ト ラ ン クにおける開発を中断する こ と な く バグを修正する場合。 バグを発見したがバグ個所以外
のソースコー ド フ ァ イルについては開発を続ける場合、 バグを含むリ ビジ ョ ンからブラ ンチを作
成し、 バグを修正し、 それをテス ト する とい う一連の作業を ト ラ ン ク上の開発を妨げる こ と な く
行えます。 その後、 この修正個所を ト ラ ン ク上の最新バージ ョ ン と マージできます。

� 基本と なる製品を作成し、 次に大口顧客に向けてその製品を カス タ マイズする場合。

ブラ ンチを利用する と、 多 く の開発者が同じ フ ァ イルの別のリ ビジ ョ ンで並行開発を続ける こ とがで
きます。 また、 1 人の開発者が ト ラ ン ク開発と さ まざまなブラ ンチの両方で作業する こ と もできま
す。

ブラ ンチによる分岐は、 ト ラ ン クから、 またはほかのブラ ンチから行えます。 ト ラ ン クからの最初の
ブラ ンチ リ ビジ ョ ンには、 ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンの 2 桁のリ ビジ ョ ン番号に、 2 桁のブラ ンチ リ ビ
ジ ョ ン番号を続けたものが付けられます。 ブラ ンチが開始される リ ビジ ョ ンは、 ブラ ンチポイン ト と
呼ばれます。

たと えば、 260 ページの図 8-1 ： ブ ラ ンチでは、 リ ビジ ョ ン 1.2 がブラ ンチポイン ト になっている
ため、 最初のブラ ンチ リ ビジ ョ ンの番号は 1.2.1.0 にな り ます。 ト ラ ン ク リ ビジ ョ ン と同様、
Version Manager では新しいブ ラ ンチ リ ビジ ョ ンご とに 0.1 が追加されます。 し たがって、 このブ
ラ ンチの以降の番号は 1.2.1.1、 1.2.1.2 などにな り ます。

Version Manager では、 ブ ラ ンチ全体は最初の 3 つの番号によ って識別されます。 た と えば、 ブラ
ンチ 1.2.1 には、 リ ビジ ョ ン 1.2.1.0、 1.2.1.1、 1.2.1.2 などが含まれ、 ブラ ンチ 1.3.1 には、 リ
ビジ ョ ン 1.3.1.0、 1.3.1.1 などが含まれます。

ブラ ンチが作成される場合

Version Manager では、 次の場合にブ ラ ンチが作成されます。

� ロ ッ ク された、 チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク イン した場合。 リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ ク インに
ついては 『Serena ChangeMan Version Manager ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1.6
1.5
1.4
1.3
1.2
1.1
1.0

ト ラ ン ク

1.2.1.2
1.2.1.1
1.2.1.0

ブ ラ ンチポイン ト

ブラ ンチ
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� ロ ッ ク されたチ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インする と きに、 強制的にブラ ンチ させる場合。 コマ
ン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 PUT -FB コマン ド を使用し てブ ラ ンチを強制し ます。 デス
ク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 〔チ ェ ッ ク イン〕 ダイアログボッ クスの 〈強制的にブラ ンチ させる〉
チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 詳細については 『Serena ChangeMan Version Manager 
ユーザガイ ド』 を参照し て く ださい。

� 自動ブラ ンチを行う よ う  Version Manager を設定した場合。 次のセクシ ョ ンを参照し て く だ さ
い。

� 二次ロ ッ クによ り リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク イン した場合。 これは、 複数のユーザが同一のリ ビジ ョ
ンをロ ッ ク し てチ ェ ッ クアウ ト し たこ と を意味し ます。 最初に リ ビジ ョ ンをロ ッ クするユーザに
は、 そのリ ビジ ョ ンに対する一次ロ ッ クが与えられます。 ほかのユーザがそのリ ビジ ョ ンをロ ッ
クする場合は、 それぞれのリ ビジ ョ ンをブラ ンチ と し てチ ェ ッ ク インする必要があ り ます。 リ ビ
ジ ョ ンを複数回ロ ッ クできるのは、 プロジ ェ ク ト またはプロジ ェ ク ト データベースが多重ロ ッ ク
を使用するよ う に設定されている場合のみです。 266 ページの 『ブ ラ ンチのための多重ロ ッ ク
の使用』 を参照し て く ださい。

自動ブランチ

自動ブラ ンチが設定されている と、 ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンから自動的にブラ ンチが作成されます。 その
場合、 デフ ォル ト では、 作業はすべてそのブラ ンチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンに対し て行います。

自動ブラ ンチが設定されていない場合は、 チ ッ プ以外のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク、 またはチ ッ プ リ ビジ ョ
ンをチ ェ ッ ク インする と きの強制ブラ ンチのいずれかの方法によ り、 手動でブラ ンチを作成する必要
があ り ます。 また、 ブラ ンチチ ッ プ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ クアウ ト する と きには、 それを指定し、 新し
いリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インする と きにバージ ョ ン ラベルを再度割り当てる必要があ り ます。

自動ブラ ンチの設定

自動ブラ ンチオプシ ョ ンを設定する前に、 ブラ ンチを行う リ ビジ ョ ンに対し て 2 つのバージ ョ ン ラ
ベルを割り当てる必要があ り ます。 ブラ ンチポイン ト を示すため、 該当する リ ビジ ョ ンに固定した
バージ ョ ン ラベルを割り当てます。 次にこのリ ビジ ョ ンに対し ても う  1 つの固定バージ ョ ン ラベル
を割り当てます （これはブラ ンチが作成された と きに浮動ラベルと な り ます）。

自動ブラ ンチを設定するには、 ブラ ンチ設定のオプシ ョ ンを 3 つと も指定する必要があ り ます。 こ
れらのオプシ ョ ンはブラ ンチの起点と終点を定義し、 作業の対象とするデフ ォル ト のリ ビジ ョ ンを指
定し ます。

� 「ベースバージ ョ ン」 は、 ブラ ンチを開始する リ ビジ ョ ンを示すために割り当てるバージ ョ ン ラ
ベルを指定し ます。 これは前述の例では Rel 1.0 Base にな り ます。

� 「ブラ ンチバージ ョ ン」 は、 ブラ ンチのチ ッ プに割り当てるバージ ョ ン ラベルを指定し ます。 こ
れは前述の例では Rel 1.0 Branch にな り ます。 当初はこれはブ ラ ンチを行う リ ビジ ョ ンにな り
ます。 以降のブラ ンチ リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インする と、 このラベルは自動的にブラ ンチのチ ッ
プ リ ビジ ョ ンに割り当て直されます。

� 「デフ ォル ト バージ ョ ン」 は、 ブラ ンチバージ ョ ンオプシ ョ ン （前述の例では Rel 1.0 Branch）
に対し て指定し たバージ ョ ン ラベルを示し ます。 このバージ ョ ン ラベルは、 どのバージ ョ ンに対
し て作業を行うかを Version Manager に伝えます。
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ベースバージ ョ ン と ブラ ンチバージ ョ ンに対し て指定されたバージ ョ ン ラベルが同一のリ ビジ ョ ンを
示し ている場合は、 フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする と自動的にそのリ ビジ ョ ンからブラ ンチが開始され
ます。 デフ ォル ト バージ ョ ンにはブラ ンチバージ ョ ン と同じバージ ョ ン ラベルを設定するため、 チ ッ
プ リ ビジ ョ ンのチ ェ ッ クアウ ト は、 自動的にそのブラ ンチ上で行われます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

自動ブラ ンチを設定するには、 ユーザに 「プロジ ェ ク ト の設定」 権限が割り当てられており、 プロ
ジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられている必
要があ り ます。 またプロジ ェ ク ト 内に自動ブラ ンチを設定する場合は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イルでベースバージ ョ ン、 ブラ ンチバージ ョ ン、 およびデフ ォル ト バージ ョ ンが許可されてい
る必要があ り ます。

プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト に関連付けられたコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中に
ブラ ンチオプシ ョ ンを設定する場合は、 同一の自動ブラ ンチ定義がそのデータベースまたはプロジ ェ
ク ト 中のすべてのプロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト に設定されます。 あるいは、 ワークスペース中に
別の自動ブラ ンチ定義を設定する こ と も可能です。 このワークスペース中での設定は、 マス ターコ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで 「ブラ ンチ」 オプシ ョ ンを禁止し ていないかぎ り、 コ ン フ ィ グレーシ ョ
ン フ ァ イル中の設定よ り優先されます。 174 ページの 『ワークスペースの使用』 を参照し て く だ さ
い。

たと えば、 片方のグループは Rel 1.0、 も う片方は Rel 1.5 の同一のコー ド に対し て作業を行ってい
る、 2 つの開発グループがある と し ます。 プロジ ェ ク ト の初期には、 Rel 1.0 と  Rel 1.5 にそれぞれ
加えられる変更は、 同一アーカ イブ中に共存し ます。 Rel 1.5 には関係のない機能を Rel 1.0 に追加
する必要が生じ た段階で、 ブラ ンチを開始し ます。 この製品のプロジ ェ ク ト データベースの名前は 
SoftwareGenius です。 Rel 1.0 のプロジ ェ ク ト リーダーはすべてのアーカ イブを検討し、 Rel 1.0 
Base とい うバージ ョ ン ラベルをブラ ンチポイン ト （ブラ ンチが開始される リ ビジ ョ ン） に割り当て
ます。 次に リーダーは同一のリ ビジ ョ ンに Rel 1.0 Branch Tip とい うバージ ョ ン ラベルを割り当て
ます。

Rel 1.0 のためのバージ ョ ン ラベルが割り当てられたら、 プロジ ェ ク ト データベースのコ ン フ ィ グ
レーシ ョ ン フ ァ イルに自動ブラ ンチオプシ ョ ンを追加し ます。 プロジ ェ ク ト リーダーはベースバー
ジ ョ ン と し て Rel 1.0 Base を、 ブラ ンチバージ ョ ンおよびデフ ォル ト バージ ョ ン と し て Rel 1.0 
Branch を割り当てます。

SoftwareGenius プロジ ェ ク ト データベースには、 ワークスペースを 2 つ作成する必要があ り ます。
ト ラ ン クのチ ッ プ リ ビジ ョ ンをデフ ォル ト リ ビジ ョ ン とする Rel 1.0 ワークスペース と、 ブラ ンチの
チ ッ プ リ ビジ ョ ンをデフ ォル ト リ ビジ ョ ン とする Rel 1.5 ワークスペースです。 これらのワークス
ペースが作成されている状態では、 Rel 1.0 の開発者がコー ドの修正を行う と きに自分のワークス
ペースを Rel 1.0 ワークスペースに設定し ます。 チ ェ ッ クアウ ト する リ ビジ ョ ンを選択する と、 バー
ジ ョ ン ラベル、 Rel 1.0 Branch を持つリ ビジ ョ ンがデフ ォル ト でチ ェ ッ クアウ ト されます （この開
発者はブラ ンチに対し て作業を行います）。

同じ開発者が Rel 1.5 のコー ド に簡単な変更を行う場合は、 この開発者は自分のワークスペースを 
Rel 1.5 に設定し ます。 チ ェ ッ クアウ ト する リ ビジ ョ ンを選択する と、 バージ ョ ン ラベル、 Rel 1.0 
Base を持つリ ビジ ョ ンがデフ ォル ト でチ ェ ッ クアウ ト されます （この開発者は ト ラ ン クに対し て作
業を行います）。

自動ブラ ンチを設定するには

1 自動ブラ ンチを設定するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ブラ ンチを開始するバージ ョ ン管理フ ァ イルご とに、 リ ビジ ョ ンに固定バージ ョ ン ラベルを割り
当てます。

a 選択されたプロジ ェ ク ト から、 バージ ョ ン ラベルを割り当てるバージ ョ ン管理フ ァ イルを選
択し ます。 フ ァ イルの別のリ ビジ ョ ンにバージ ョ ン ラベルを割り当てる場合は、 バージ ョ ン
管理フ ァ イルをそれぞれ個別に選択する必要があ り ます。
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b ［アクシ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［割り当て］ を選択し ます。 〔バージ ョ ン ラベルの
割り当て〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

c 〈バージ ョ ン ラベル〉 テキス ト ボ ッ クスに、 Rel1.0 Base などのバージ ョ ン ラベル名を入力
し ます。 名前には、 半角のアス タ リ スク （*）、 コ ロン （:）、 二重引用符 （"）、 プラス記号
（+）、 およびマイナス記号 （-） を除き、 どの文字でも使用できます。

d 〈割り当てる リ ビジ ョ ン〉 テキス ト ボ ッ クスに リ ビジ ョ ン番号を入力するか、 【...】 を ク リ ッ
ク し て リ ビジ ョ ン番号を選択し ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

このバージ ョ ン ラベルは後に、 ベースバージ ョ ン と し て定義されます。

3 手順 2 で選択したバージ ョ ン管理フ ァ イルのリ ビジ ョ ンに、 も う  1 つの固定バージ ョ ン ラベル
を割り当てます。

a バージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。

b ［アクシ ョ ン］ － ［バージ ョ ン ラベル］ － ［割り当て］ を選択し ます。 〔バージ ョ ン ラベルの
割り当て〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。

c 〈バージ ョ ン ラベル〉 テキス ト ボ ッ クスに、 Rel1.5 Branch などのバージ ョ ン ラベル名を入
力し ます。 名前には、 アス タ リ スク （*）、 コ ロン （:）、 二重引用符 （"）、 プラス記号 （+）、
およびマイナス記号 （-） を除き、 どの文字でも使用できます。

d 〈割り当てる リ ビジ ョ ン〉 テキス ト ボ ッ クスに リ ビジ ョ ン番号を入力するか、 【...】 を ク リ ッ
ク し て リ ビジ ョ ン番号を選択し ます。

e 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

このバージ ョ ン ラベルは後に、 ベースバージ ョ ン と し て定義されます。

4 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

5 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。
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6 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から、 「アーカ イブ」 － 「ブラ ンチ」 を選択し ます。 〈アーカ イブのブラ ン
チ〉 グループボ ッ クスが右側に表示されます。

7 〈ベースバージ ョ ン〉 テキス ト ボ ッ クスに、 手順 2 で割り当てたバージ ョ ン ラベル （例 ： Rel1.0 
Base） をベースバージ ョ ン と し て入力し ます。

8 〈ブラ ンチバージ ョ ン〉 テキス ト ボ ッ クスに、 手順 3 で割り当てたバージ ョ ン ラベル （例 ：
Rel1.5 Branch） をブ ラ ンチバージ ョ ン と し て入力し ます。

9 〈デフ ォル ト バージ ョ ン〉 テキス ト ボ ッ クスに、 手順 3 で割り当てたバージ ョ ン ラベル （例 ：
Rel1.5 Branch） をデフ ォル ト バージ ョ ン と し て入力し ます。

10 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

Version Manager に自動ブ ラ ンチを設定すれば、 ［アクシ ョ ン］ － ［マージの表示］ を使用し て、 ブ
ラ ンチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンを ト ラ ン クのチ ッ プ リ ビジ ョ ンに自動的にマージできます。 ブラ ンチオプ
シ ョ ン と し て設定し たバージ ョ ン ラベルから、 Version Manager はブラ ンチが行われた リ ビジ ョ ン、
ト ラ ン クのチ ッ プ リ ビジ ョ ン、 およびブラ ンチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンを判断し ます。 したがって、 マー
ジを行う場合にこれらの値を入力する必要はあ り ません。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

主に Version Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合は、 テキス ト エデ ィ タ を
使用し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできます。 また、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン
ト を使用し て Version Manager を設定し、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできま
す。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト によ って設定したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスでも有効です。

注  ト ラ ン クにおける作業を再開するには、 デフ ォル ト バージ ョ ン と し て、 手順 2 で指定したバー
ジ ョ ン ラベル、 たと えば Rel 1.0 Base を再度設定し ます。
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ブラ ンチのデ ィ レ クテ ィ ブ、 BaseVersion、 BranchVersion、 および DefaultVersion は、
マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルと ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルのどち らにおいて
も定義できます。 ただし、 ローカルコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでデ ィ レ クテ ィ ブを定義するに
は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにおいてそのデ ィ レ クテ ィ ブが許可されている こ とが必
要です。

自動ブラ ンチを設定するには

1 ブラ ンチを開始するアーカ イブご とに、 VCS -V コマン ド を使用し て リ ビジ ョ ンに固定バージ ョ
ン ラベルを割り当てます。 次にその例を示し ます。

vcs -vRel 1.0_Base:1.1 CVS.JAVA

このバージ ョ ン ラベルは、 後にベースバージ ョ ン と し て定義されます。

2 VCS -V コマン ド を使用し て、 上記で選択されている リ ビジ ョ ン と同じ ものに固定バージ ョ ン ラ
ベルを割り当てます。

vcs -vRel 1.0_Branch:1.1 CVS.JAVA

このバージ ョ ン ラベルは、 後にブラ ンチバージ ョ ン と し て定義されます。 これによ り、 これらの
バージ ョ ン ラベルは、 自動的にブラ ンチのチ ッ プ リ ビジ ョ ンに再度割り当てられます （「浮動す
る」 と もいいます）。

3 テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルまたはローカルコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イル （vcs.cfg） を開きます。

4 BaseVersion デ ィ レ クテ ィ ブを、 手順 1 で割り当てたバージ ョ ン ラベルに指定し ます。 次に例
を示し ます。

BaseVersion=Rel 1.0_Base

5 BranchVersion デ ィ レ クテ ィ ブを、 手順 2 で割り当てたバージ ョ ン ラベルに指定し ます。 次に
例を示し ます。

BranchVersion=Rel 1.0_Branch

6 DefaultVersion デ ィ レ クテ ィ ブを、 手順 2 で割り当てたバージ ョ ン ラベルに指定し ます。 次に
例を示し ます。

DefaultVersion=Rel 1.0_Branch

7 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

Version Manager に自動ブ ラ ンチを設定する と、 VMRG -A コマン ド を使用し て、 ブ ラ ンチチ ッ プ
を ト ラ ン クチ ッ プに自動的にマージできます。 Version Manager は、 ブ ラ ンチオプシ ョ ン と し て設
定し たバージ ョ ン ラベルから、 どのリ ビジ ョ ンを ト ラ ン クにマージすべきかを判断し ます。

注  ト ラ ン クにおける作業を再開するには、 DefaultVersion デ ィ レ クテ ィ ブを手順 1 で指定した
バージ ョ ン ラベル、 たと えば Rel 1.0 Base に再度設定し ます。
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ブランチのための多重ロ ッ クの使用

多重ロ ッ クは、 グループが並行開発のためのパス （ブラ ンチ） を維持する こ と を想定し て設計されて
います。 オプシ ョ ンの設定によ り、 次のよ う な許可を設定できます。

� 単一リ ビジ ョ ンに対し て多重ロ ッ ク を設定 （リ ビジ ョ ンご とに多重ロ ッ ク）

� 単一のユーザが、 アーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ンに対し てロ ッ ク を設定 （ユーザご とに多重
ロ ッ ク）

多重ロ ッ クの使用によ り、 ブラ ンチの作成が簡単にな り ます。 リ ビジ ョ ンご とに多重ロ ッ クが許可さ
れている場合は、 複数のユーザが同一のリ ビジ ョ ンにロ ッ ク を設定できます。 このオプシ ョ ンは、 ほ
かのユーザが作業を行っている リ ビジ ョ ンからブラ ンチを作成する場合に使用し ます。 た と えば、 あ
るユーザが ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンに対し て作業を行い、 別のユーザがそのリ ビジ ョ ンからのブラ ンチに
対し て作業を行う場合などに使用できます。

ユーザご とに多重ロ ッ クが許可されている場合は、 同一のユーザがアーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ン
に対し てロ ッ ク を設定できます。 このオプシ ョ ンは、 開発中のフ ァ イルの 2 つまたはそれ以上のラ
インに対し て、 1 人のユーザが作業を行う場合に使用し ます。 た と えば、 同一のユーザがフ ァ イルの
ト ラ ン ク と ブラ ンチ リ ビジ ョ ンに対し て作業を行う場合などに使用できます。

複数のユーザが同じ  2 つの開発ラ インにおいて作業を行う場合は、 両方のオプシ ョ ンを同時に使用
できます。

フ ァ イルをチ ェ ッ ク イン し たと きに リ ビジ ョ ンが 2 回以上ロ ッ ク されている場合は、 ロ ッ ク を最初
に作成し たユーザ以外のユーザに対し ては新しいブラ ンチが作成されます。 ブラ ンチが作成される前
に、 予約し たロ ッ ク を指定するよ う求められ、 そのリ ビジ ョ ンがブラ ンチ と し てチ ェ ッ ク イン されま
す。

多重ロ ッ クの設定

このセクシ ョ ンでは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し て多重
ロ ッ ク を設定するための手順について説明し ます。

1.3

1.2

1.1

1.0
アーカ イブ

AnnaB によるロ ッ ク

AdamJ によるロ ッ ク

SarahL によるロ ッ ク

アーカ イブ中では各ユーザに許可さ
れるロ ッ クは 1 つまでですが、
ユーザは 1 つのリ ビジ ョ ンに対し て
.複数のロ ッ ク を設定できます。

1.3

1.2

1.1

1.0
アーカ イブ

AnnaB によるロ ッ ク

SarahL によるロ ッ ク

ユーザはアーカ イブの複数の
リ ビジ ョ ンにロ ッ ク を設定できますが、
どのリ ビジ ョ ン も 1 つのロ ッ ク しか

AnnaB によるロ ッ ク
設定できません。
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デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

多重ロ ッ ク を設定するには、 ユーザに 「プロジ ェ ク ト の設定」 権限が割り当てられており、 プロジ ェ
ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト にコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが関連付けられている必要が
あ り ます。 また、 プロジ ェ ク ト 内に多重ロ ッ ク を設定する場合は、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イルに 「各リ ビジ ョ ンに許可するロ ッ ク」 および 「各ユーザに許可するロ ッ ク」 のデ ィ レ クテ ィ
ブが許可されている こ とが必要です。

新し く 作成されたアーカ イブに多重ロ ッ ク を設定するには

1 多重ロ ッ ク を設定するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。 この手順を
完了すれば、 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 中のすべてのアーカ イブに多重ロ ッ
ク を設定できるよ う にな り ます。

2 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し ます。 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスが表示さ
れ、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 〈高度な設定〉 チ ェ ッ クボ ッ クスがまだ選択されていない場合は選択し ます。

4 〈オプシ ョ ン〉 リ ス ト から、 「アーカ イブ」 の下の 「ロ ッ ク」 を選択し ます。 〈アーカ イブのロ ッ
ク〉 グループボ ッ クスが右側に表示されます。

5 次のいずれかの作業を行います。

� 〈各リ ビジ ョ ンに許可するロ ッ ク〉 グループボッ クスで 〈複数〉 を選択し、 リ ビジ ョ ンご とに
多重ロ ッ ク を許可し ます。

� 〈各ユーザに許可するロ ッ ク〉 グループボッ クスで 〈複数〉 を選択し、 個々のユーザに対し て
アーカ イブ中の複数のリ ビジ ョ ンを同時にロ ッ クする こ と を許可し ます。
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6 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。

既存のアーカ イブに対し て多重ロ ッ ク を設定するには、 ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択する必
要があ り ます。 185 ページの 『既存アーカ イブの属性の変更』 を参照し て く だ さい。

多重ロ ッ クに関し てユーザが設定を変更できないよ う にするには、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
フ ァ イル中の 「ロ ッ ク」 オプシ ョ ン （デ ィ レ クテ ィ ブ） を禁止し ます。 116 ページの 『オプシ ョ ン
の変更許可と変更禁止』 を参照し て く ださい。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

主に Version Manager のコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合は、 テキス ト エデ ィ タ を
使用し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできます。 また、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン
ト を使用し て Version Manager を設定し、 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできま
す。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト によ って設定したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスでも有効です。

多重ロ ッ ク を設定するには

1 テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルまたはローカルコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イル （vcs.cfg） を開きます。

2 以下のう ち必要な作業を行います。

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに MultiLockデ ィ レ クテ ィ ブをパラ メータ な し で記述し、
リ ビジ ョ ンご とに多重ロ ッ ク を許可し、 かつ個々のユーザに対し てアーカ イブ中の複数リ ビ
ジ ョ ンの同時ロ ッ ク を許可し ます。
MultiLock

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに MultiLockデ ィ レ クテ ィ ブを revision パラ メ ータ を指定
し て記述し、 リ ビジ ョ ンご とに多重ロ ッ ク を許可し ます。
MultiLock revision

� コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにMultiLockデ ィ レ クテ ィ ブを user パラ メ ータ を指定し て
記述し、 個々のユーザに対し てアーカ イブ中の複数リ ビジ ョ ンの同時ロ ッ ク を許可し ます。
MultiLock user

3 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

マージ

マージ とは、 2 つ （またはそれ以上） の作業フ ァ イルまたはリ ビジ ョ ンの相違点を比較し、 それらの
間の相違点を採用または排除し、 かつ変更点を新しいフ ァ イルにま とめる作業を意味し ます。

注  プロジ ェ ク ト のすべてのアーカ イブに対し て多重ロ ッ ク を設定した後、 ［管理］ － ［アーカ イブ
属性］ を選択し て 〔全般〕 タ ブの 〈排他ロ ッ ク〉 を 「はい」 に設定し、 プロジ ェ ク ト 中の特定の
アーカ イブについて複数ロ ッ ク を禁止する こ とができます。

注  アーカ イブに対し て多重ロ ッ ク を設定した後、
VCS + PE コマン ド を使用し て特定のアーカ イブに対する複数ロ ッ ク を禁止に設定できます。
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自動マージ
マージはどのよ う な 2 つのフ ァ イルまたはリ ビジ ョ ンの間においても行えますが、 も っ と も一般的
には次のよ う な場合に行われます。

� チ ッ プ リ ビジ ョ ンの作業フ ァ イルへのマージ。 誤って リ ビジ ョ ンをロ ッ クする こ と な く 作業フ ァ
イルを更新し、 次にほかのユーザがそれ以降に リ ビジ ョ ンをロ ッ ク したこ とが判明した場合は、
マージを行う こ とによ り、 自分の編集個所とほかのユーザの変更個所をチ ェ ッ ク イン時に安全に
組み合わせられます。 チ ッ プ リ ビジ ョ ンの作業フ ァ イルへのマージ手順については、 『Serena 
ChangeMan Version Manager ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

� ブラ ンチの ト ラ ン クへのマージ。 複数の開発パスを保守するため、 または単に多重ロ ッ ク を使用
するためブラ ンチを使用する場合に、 ブラ ンチチ ッ プを ト ラ ン クチ ッ プに簡単にマージできま
す。 自分のブラ ンチを保守するために自動ブラ ンチを設定した場合は、 これらのリ ビジ ョ ンは自
動的にマージできます。 次のセクシ ョ ン自動マージを参照し て く だ さい。

Windows でデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用する場合 ： Windows の Version Manager デスク
ト ッ プク ラ イアン ト では、 すべてのマージ作業に Merge Tool とい う別のユーテ ィ リ テ ィ が使用され
ます。 Windows では 3 方向マージ （1 つのベースフ ァ イルと  2 つのブラ ンチフ ァ イル） を行えま
す。 これは Serena ChangeMan Dimensions で使用するのと同じ マージツールです。

UNIX およびコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでデスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合 ： UNIX 
およびコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスの Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 標準
的な Version Manager マージユーテ ィ リ テ ィ が使用されます。 こ こでは 2 方向マージ （1 つのベー
スフ ァ イルと  1 つのブ ラ ンチフ ァ イル） を行えます。

自動マージ

自動マージ とは、 以前に自動ブラ ンチを設定したアーカ イブにおいて、 ト ラ ン クにブラ ンチをマージ
し て戻す作業を意味し ます。 自動ブラ ンチが設定されているため、 マージコマン ドはブラ ンチが行わ
れた元の ト ラ ン クチ ッ プ リ ビジ ョ ン と、 ブラ ンチチ ッ プ リ ビジ ョ ンを判別できます。 このため、 マー
ジコマン ド を実行する と きにこれらの値を指定する必要はあ り ません。

フ ァ イルを自動的にマージするには、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスで VMRG -A コマン ド を使用
するか、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト の ［アクシ ョ ン］ － ［マージの表示］ を選択し ます。 リ ビジ ョ ン
のマージの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager ユーザガイ ド』 と 『Serena 
ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く だ さい。

注  自動マージを行う には、 アーカ イブに自動ブ ラ ンチを設定し てお く 必要があ り ます。
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はじめに

イベン ト ト リ ガは管理者によ って指定されるプログラムで、 特定の Serena ChangeMan Version 
Manager イベン ト が発生した と きに実行されます。 イベン ト とは次のものを指し ます。

� Version Manager における処理中に発生する、 フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン、 バージ ョ ン ラベルの
割り当て、 およびジャーナルフ ァ イルへの項目の追加などの特定のアクシ ョ ン。 272 ページの表
9-1 ： 処理イベン ト に Version Manager の処理イベン ト がすべて リ ス ト ア ッ プ されています。

� ユーザが定義し たツールバーアイ コ ンのク リ ッ ク。

� ユーザが定義し た メ ニュー項目の選択。

Version Manager では、 次のフ ァ イルも イベン ト ト リ ガ と し てサポー ト されます。

� ス タ ン ド アロンの Windows （.EXE） および UNIX 実行プログラム

� Windows バッ チスク リ プ ト （.BAT）

� Windows プログラム情報フ ァ イル （.PIF）

� UNIX シ ェルスク リ プ ト

Version Manager は、 コマン ド ラ イ ンアプ リ ケーシ ョ ン とグラ フ ィ カルアプ リ ケーシ ョ ンの両方を
サポー ト し ています。 グラ フ ィ カルアプ リ ケーシ ョ ン以外のものはすべて、 シ ェルまたはコマン ド イ
ン タープ リ タ、 すなわち、 Windows では COMSPEC、 UNIX では SHELL を経由し て実行されま
す。

イベン ト ト リ ガは、 新規ラベルの構文および作成者検証、 プロジ ェ ク ト がプロモー ト される と きの管
理者へのメ ールメ ッ セージ送付、 リ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク イン した後のビルド スク リ プ ト の実行、 およ
びセキュ リ テ ィ 強化のための、 保護されたフ ァ イルへのジャーナルフ ァ イル項目のコ ピーに使用され
ます。 イベン ト ト リ ガと セ ッ ト ア ッ プの例は、 286 ページの 『イベン ト ト リ ガの例』 を参照し て く
ださい。

Version Manager の処理イベン ト

表 9-1 に Version Manager の処理イベン ト を定義し ます。 この表に示されたイベン ト の名前はコマ
ン ド ラ インイン ターフ ェ イス中でイベン ト ト リ ガを定義する と きに使用され、 またプロジ ェ ク ト コ ン
フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに保存する と きにも使用されます。 274 ページの図 9-1 ： デスク ト ッ プ ク
ラ イアン ト のイベン ト 名に、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でイベン ト ト リ ガの定義に使用されるダイア
ログボ ッ クスを示し ます。

表 9-1 ： 処理イベン ト

イベン ト 名 定義

AllEvents この表にあるすべての Version Manager イベン ト 。

PrePut 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする直前。 このイベン ト は、 Version 
Manager による フ ァ イルのチ ェ ッ ク インを妨げる ものが何もない場
合に発生し ます。

PostPut 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク インに成功した後。

UnconditionalPrePut 作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする前。 作業フ ァ イルが Version 
Manager に読み込まれる前です。

PreGet 作業フ ァ イルをチ ェ ッ クアウ ト する直前。
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Version Manager の処理イベン ト
PostGet 作業フ ァ イルのチ ェ ッ クアウ ト が正常に完了した後。

PrePromote リ ビジ ョ ンをプロモー ト する直前。

PostPromote リ ビジ ョ ンのプロモー ト が正常に完了した後。

PreVersionLabel バージ ョ ン ラベルを割り当てる直前。

PostVersionLabel バージ ョ ン ラベルを割り当てた後。 このイベン ト は、 ラベルを削除す
る と きには発生し ません。

PostJournal ジャーナルフ ァ イルに項目が追加される と き。

PreLock リ ビジ ョ ンをロ ッ クする直前。 このイベン ト は、 リ ビジ ョ ンが同時に
チ ェ ッ クアウ ト されるかど うかにかかわらず発生し ます。

PostLock リ ビジ ョ ンのロ ッ ク後。 このイベン ト は、 ロ ッ ク と同時にリ ビジ ョ ン
がチ ェ ッ クアウ ト されるかど うかにかかわらず発生し ます。

PreUnlock リ ビジ ョ ンのロ ッ ク を解除する直前。 次の場合には、 変更されていな
い作業フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする と きにも このイベン ト が発生し ま
す。

� ForceUnlock デ ィ レ クテ ィ ブがコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス中で
有効になっている場合。

� デスク ト ッ プク ラ イアン ト で、 〈無変更のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク を自動解
除〉 オプシ ョ ンが設定されている場合。

PostUnlock リ ビジ ョ ンのロ ッ ク解除後。 次の場合には、 変更されていない作業
フ ァ イルをチ ェ ッ ク インする と きにも このイベン ト が発生し ます。

� ForceUnlock デ ィ レ クテ ィ ブがコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス中で
有効になっている場合。

� デスク ト ッ プク ラ イアン ト で、 〈無変更のリ ビジ ョ ンのロ ッ ク を自動解
除〉 オプシ ョ ンが設定されている場合。

PreCreateArchive 新規のアーカ イブを作成する直前。 次の場合には、 最初のリ ビジ ョ ン
をチ ェ ッ ク インする前にも このイベン ト が発生し ます。

� AutoCreate デ ィ レ クテ ィ ブがコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス中で
有効になっている と き。

� デスク ト ッ プク ラ イアン ト で、 〈新規チ ェ ッ ク インの時、 アーカ イブを
自動作成する〉 オプシ ョ ンが設定されている と き。

PostCreateArchive 新規のアーカ イブを作成した後。 次の場合には、 当初のリ ビジ ョ ンを
チ ェ ッ ク インする と きにも このイベン ト が発生し ます。

� AutoCreate デ ィ レ クテ ィ ブがコマン ド ラ インイン ターフ ェ イス中で
有効になっている と き。

� デスク ト ッ プク ラ イアン ト で、 〈新規チ ェ ッ ク インの時、 アーカ イブを
自動作成する〉 オプシ ョ ンが設定されている と き。

イベン ト 名 定義
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図 9-1 ： デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト のイベン ト 名

カス タムツールの実行

カス タムツールは、 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でのみ使用できます。 Version 
Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 ツールバー上のアイ コ ンまたは ［ツール］ メ ニューのメ
ニュー項目、 またはその両方と し て表示されるカス タムツールを追加できます。 この機能は、 頻繁に
使用されるアプ リ ケーシ ョ ンやタ スクへのシ ョ ー ト カ ッ ト を作成する場合に便利です。

カス タムツールの定義方法の詳細については、 182 ページの 『カス タムツールの追加』 を参照し て
く ださい。

イベン ト ト リ ガのセ ッ ト ア ッ プ

このセクシ ョ ンでは、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト と コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでイベン ト ト リ
ガをセ ッ ト ア ッ プする方法について説明し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

イベン ト ト リ ガをセ ッ ト ア ッ プするには、 セ ッ ト ア ッ プを行う ユーザに 「プロジ ェ ク ト の設定」 権限
が割り当てられており、 使用するプロジ ェ ク ト データベースに 〈イベン ト ト リ ガ〉 コ ン フ ィ グレー
シ ョ ンオプシ ョ ンの使用が許可されている こ とが必要です。 そ う でない場合は、 この手順は実行でき
ません。

この手順では、 イベン ト ト リ ガフ ァ イルが定義されている こ と を前提と し ています。 サポー ト される
イベン ト ト リ ガフ ァ イルは 272 ページに記載されています。

Put と同じ
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イベン ト ト リ ガのセ ッ ト ア ッ プ
イベン ト ト リ ガをセ ッ ト ア ッ プするには

1 Version Manager イベン ト の前または後に実行するイベン ト ト リ ガを決定し ます。

2 イベン ト ト リ ガを定義するプロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択し ます。

3 ［管理］ － ［詳細設定］ を選択し て、 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボッ クスを表示し ま
す。

4 〔イベン ト ト リ ガ〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5 左側の 〈イベン ト ト リ ガ〉 リ ス ト から、 イベン ト ト リ ガを定義するイベン ト を選択し ます。

6 〈イベン ト ト リ ガの詳細〉 グループボ ッ クスにイベン ト ト リ ガフ ァ イルのパス と名前を入力し ま
す。 たと えば、 Windows では 「チ ェ ッ ク イン」 イベン ト の 〈後処理〉 テキス ト ボ ッ クスに
C:¥BIN¥POSTPUT.BAT と入力し ます。 また、 イベン ト の情報を イベン ト ト リ ガに渡すこ と も
できます。 この手順については 276 ページの 『イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送』 を参
照し て く ださい。

7 さ らにイベン ト ト リ ガをセ ッ ト ア ッ プするには、 まず 【適用】 を ク リ ッ ク し て現在のイベン ト ト
リ ガの定義を保存し てから、 手順 5 と  6 を繰り返し ます。 それ以外の場合は 【OK】 を ク リ ッ ク
し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

Version Manager のコマン ド ラ イ ンイ ン ターフ ェ イスを使用する こ とが多い場合は、 テキス ト エ
デ ィ タ を使用し てコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを編集する こ と もできます。 または、 デスク ト ッ プ
ク ラ イアン ト を使用し て設定するほうが簡単な場合もあ り ます。 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト を使用し
てイベン ト ト リ ガ情報を変更し たコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イ
スでも有効です。
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この手順では、 イベン ト ト リ ガフ ァ イルが定義されている こ と を前提と し ています。 サポー ト される
イベン ト ト リ ガフ ァ イルは 272 ページに記載されています。

イベン ト ト リ ガをセ ッ ト ア ッ プするには

1 Version Manager イベン ト の前または後に実行するイベン ト ト リ ガを決定し ます。

2 テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 イベン ト ト リ ガを追加する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを開き
ます。

3 イベン ト ト リ ガを追加し ます。 イベン ト ト リ ガご とに、 異なる行を使用し ます。

EventTrigger [=] event_name [event_trigger] [event_information]

こ こで、

event_name は 272 ページの表 9-1 ： 処理イベン ト にある、 いずれかのイベン ト です。

event_trigger はイベン ト ト リ ガフ ァ イルのパス と名前を指定し ます。 たと えば、 Windows 
では C:¥BIN¥POSTPUT.BAT、 UNIX では /usr/bin/postput のよ う に入力し ます。

event_information については、 276 ページの 『イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送』
を参照し て く ださい。

次にその例を示し ます。

Windows EventTrigger = AllEvents X:¥PVCS¥EVENT¥ALL.BAT

UNIX EventTrigger = AllEvents /usr/pvcs/event/all

4 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルを保存し、 テキス ト エデ ィ タ を終了し ます。

イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでは、 アクシ ョ ンの対象と なって
いるアーカ イブに関する情報を イベン ト ト リ ガに転送できます。 この情報はアーカ イブに関する情報
の収集や、 イベン ト ト リ ガが正しいアーカ イブに対し てアクシ ョ ンを行っている こ との検証に使用さ
れます。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 アクシ ョ ンの対象と なっているプロジ ェ ク ト に関する情報も イベン
ト ト リ ガに送る こ とができます。

たと えば、 誰かがリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インする と きには、 電子メ ールによ って通知し ても ら う こ と
にし ます。 この場合、 電子メ ールによる通知メ ッ セージを作成するプログラムを作成し、 新しいリ ビ
ジ ョ ンがチ ェ ッ ク イン される と、 このプログラムが実行されるよ う、 Version Manager を設定し ま
す。 作成し たプログラムは、 ユーザ ID、 アーカ イブ と作業フ ァ イルの名称、 リ ビジ ョ ン番号、 およ
び時刻などの情報にアクセスできます。 プログラムは、 この情報をテキス ト フ ァ イルと し てフ ォー
マ ッ ト し、 このフ ァ イルを メ ッ セージ と し て メ ールを送るよ う、 電子メ ール取込みプログラムに指示
し ます。 作成し たプログラムはイベン ト ト リ ガにな り ます。 イベン ト は PostPut です。

表 9-2 はイベン ト ト リ ガに得られる情報の一覧です。 この情報の一部は、 279 ページの表 9-3 ： イ
ベン ト ご とに得られるイベン ト 情報に示すよ う に、 特定のイベン ト からのみ得られます。
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イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送
表 9-2 ： イベン ト 情報

イベン ト 情報 定義

EventArchive アーカ イブの名前を含む、 有効なフルパス。

EventArchiveName* アーカ イブの名前。

EventChgDesc コ メ ン ト の変更。 パラ メ ータ フ ァ イルを使用し てイベン ト 情報を
渡す場合以外は、 1KB までにサイズが制限されています （284 
ページの 『パラ メ ータ フ ァ イルによる方法』 参照）。

EventClientWorkfile* ク ラ イアン ト 上の作業フ ァ イルの名前、 あるいはス タ ン ド アロン
の場合には完全なパスを含む、 有効なフルパス。

EventConfigFiles* Version Manager が読み込む順にリ ス ト ア ッ プ されたコ ン フ ィ
グレーシ ョ ン フ ァ イルの名前を含む完全修飾パス。 このリ ス ト に
はマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルは含まれません。 それ
ぞれの値の間はセ ミ コ ロン （;） で区切られます。

EventDate イベン ト ト リ ガが実行された日付。 この日付のフ ォーマ ッ ト は 
10 進法による数値にな り ます。 例 ： 2003 年 1 月 20 日は 
20030120 と な り ます。

EventEntityPath* イベン ト ト リ ガまたはツールバーの操作対象のエンテ ィ テ ィ の 
PCLI 互換エンテ ィ テ ィ パス
（¥<project>¥<subproject>¥...¥<file>）。

EventFolderPath* 5.3/6.0 フ ォルダ内のフ ォルダ、 バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビ
ジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 またはプロモーシ ョ ングループ。 こ
れは、 5.3/6.0 フ ォルダにのみ適用され、 プロジ ェ ク ト には適用
されません。

EventFQPWorkfile 作業フ ァ イルの名前を含む、 有効なフルパス。

EventGroup リ ビジ ョ ンに割り当てられたプロモーシ ョ ングループ。 イベン ト
が、 プロモーシ ョ ングループの割り当てまたは変更を行う操作の
一部である場合は、 新しいまたはプロモー ト されたグループの名
前と な り ます。 そ う でな く 、 プロモーシ ョ ングループを使用し て
バージ ョ ン管理アイテムが選択された場合は、 そのグループ名と
な り ます。

EventItemSelectionType* 処理対象の項目がどのよ う に選択されたか。 値は、 ProjectDB、
Project、 Folder、 File、 Revision、 VersionLabel、 および 
Group （プロモーシ ョ ングループ） のいずれかです。

EventJournalEntry ジャーナルフ ァ イルに書き込まれた、 ジャーナルエン ト リの行。

EventJournalFile ジャーナルフ ァ イルの名前。

EventLock ロ ッ クが要求され、 それ以外に定義されていない場合は、 値が 
YES にな り ます。

EventMasterConfigFile* マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの名前を含む完全修飾パ
ス。

EventName イベン ト の名前。 アイ コ ンおよび メ ニュー項目イベン ト に関し て
は、 EventName の名前は常に ButtonEvent にな り ます。

EventParmFile イベン ト ト リ ガ情報の全 < 変数 >=< 値 > ペアを含むテンポラ
リ フ ァ イルへのパス名。 プログラムに渡される環境変数または引
数を読む代わりに情報を フ ァ イルから得たいプログラムを対象と
し ています。

EventPassword* プロジ ェ ク ト データベースにログインするために使用するパス
ワー ド に基づいた、 有効期限が定められた暗号化パスワー ド （24 
時間有効）。 フ ァ イルサーバ使用時の認証に使用されます。
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* CLI コマン ドから実行する ト リ ガでは取得できません。

EventProjectDB* 使用中のプロジ ェ ク ト データベースの名前を含む完全修飾パス。

EventProjectName* プロジ ェ ク ト データベース中のプロジ ェ ク ト の名前を含む完全修
飾パス。

EventRevision 作業中のリ ビジ ョ ンの番号。

EventTime イベン ト ト リ ガが実行された時刻。 この時刻のフ ォーマ ッ ト は 
10 進法による数値にな り ます。 た と えば午後 2:35:26 は 
143526 と な り ます。

EventUserID 作業を行っているユーザのユーザ ID。

EventVersion バージ ョ ン ラベル。 イベン ト が、 バージ ョ ン ラベルの割り当てま
たは変更を行う操作の一部である場合は、 新しいラベルと な り ま
す。 そ う でな く 、 バージ ョ ン ラベルを使用し てバージ ョ ン管理ア
イテムが選択された場合は、 そのラベル名と な り ます。

EventWorkfile 作業フ ァ イルの名前。

イベン ト 情報 定義
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イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送
表 9-3 ：  イベン ト ご とに得られるイベン ト 情報

� このイベン ト 情報は、 常に取得できます。
� このイベン ト 情報は、 取得できる場合と できない場合があり ます。 た と えば、 グループ情報 （EventGroup） は 
PrePromote や PostPromote に対し ては常に取得できますが、 Get や Put では指定または選択されている場合にのみ取得
できます。
*CLI コマン ドから実行する ト リ ガでは取得できません。

EventArchive � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventArchiveName* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventChgDesc � � �

EventClientWorkfile* � � � � � � � � � � � � � � � �

EventConfigFiles* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventDate � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventEntityPath* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventFolderPath* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventFQPWorkfile � � � � � �

EventGroup � � � � � � � � � � � � � � � �

EventItemSelectionType* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventJournalEntry � � � � �

EventJournalFile � �

EventLock � � � � � �

EventMasterConfigFile* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventName � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventParmFile � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventPassword* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventProjectDB* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventProjectName* � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventRevision � � � � � � � � � � � � � �

EventTime � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventUserID � � � � � � � � � � � � � � � � � �

EventVersion � � � � � � � � � � � � � �

EventWorkfile � � � � � � � � �
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カス タムツールのイベン ト 情報

カス タムツールに渡すこ とができるイベン ト 情報は、 そのイベン ト が発生した と きにデスク ト ッ プ ク
ラ イアン ト で選択されている項目に依存し ます。 た と えば、 EventArchive イベン ト 情報は、 イベン
ト ト リ ガに対し、 アイ コ ンおよび メ ニュー項目イベン ト が発生した と きにデスク ト ッ プ ク ラ イアン ト
中でバージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 またはプロモーシ ョ ングループが選
択されていた場合に得られます。

次の表には、 カス タムツールにイベン ト 情報を渡すために、 デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト 中で選択され
ていなければならない項目がイベン ト 情報ご とに記載されています。 項目が選択されていない場合
は、 Version Manager は対応する情報を カス タムツールに渡し ません。

たと えば、 作業フ ァ イルの名前 （EventWorkfile） を要求するカス タムツールが定義され、 そのイベ
ン ト ト リ ガの実行時にバージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 またはプロモー
シ ョ ングループが選択されていない場合は、 その作業フ ァ イルの名前はカス タムツールには渡されま
せん。

イベン ト 情報
デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト 中で選択されていなければならない
項目

EventArchive バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 ま
たはプロモーシ ョ ングループ

EventArchiveName バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 ま
たはプロモーシ ョ ングループ

EventWorkfile バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 ま
たはプロモーシ ョ ングループ

EventUserID プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventRevision リ ビジ ョ ン

EventVersion バージ ョ ン ラベル

EventGroup プロモーシ ョ ングループ

EventDate プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventTime プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventConfigFiles プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventMasterConfigFile プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventClientWorkfile バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 ま
たはプロモーシ ョ ングループ

EventProjectDB プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventProjectName プロジ ェ ク ト 以下のレベルのアイテム

EventFolderPath 5.3/6.0 フ ォルダ内のフ ォルダ、 バージ ョ ン管理フ ァ イル、 リ
ビジ ョ ン、 バージ ョ ン ラベル、 またはプロモーシ ョ ングループ。
これは、 5.3/6.0 フ ォルダにのみ適用され、 プロジ ェ ク ト には
適用されません。

EventItemSelectionType プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム

EventName プロジ ェ ク ト データベース以下のレベルのアイテム。
EventName に対するアイ コ ンまたはメ ニュー項目イベン ト の
値は常に ButtonEvent にな り ます。
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イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送
イベン ト 情報を渡す方法と処理の中断

Version Manager は、 以下を使用し てイベン ト 情報を渡し ます。

� 環境変数

� コマン ド ラ インマク ロ

� パラ メ ータ フ ァ イル

イベン ト 情報が環境変数を経由し て渡される場合は、 イベン ト ト リ ガは必要とする値を環境変数から
取得し ます。 環境変数を使用し てイベン ト 情報を渡せない場合は、 コマン ド ラ インマク ロまたはパラ
メ ータ フ ァ イルを使用し ます。

すべてのイベン ト ト リ ガが、 イベン ト 情報を渡す方法をどれでも使用できるわけではあ り ません。 ま
た、 処理の中断が可能なイベン ト と不可能なイベン ト があ り ます。 名前が 「Pre」 で始まる （前処理）
イベン ト は処理の中断が可能ですが、 「Post」 で始まる （後処理） イベン ト には処理を中断できない
ものがあ り ます。 たと えば、 チ ェ ッ ク インするプログラムが構文エラーや警告を受けずに正し く コ ン
パイルされている こ と を確認するため、 PrePut イベン ト ト リ ガを作成した と し ます。 コ ンパイルに
失敗し た場合は、 このイベン ト ト リ ガがゼロ以外の終了コー ド を戻し て、 チ ェ ッ ク インを中断するよ
う  Version Manager に伝える こ とができます。 この場合、 Version Manager はチ ェ ッ ク イン
（Put） を中断し ます。

環境変数の使用

イベン ト 情報が環境変数を経由し て渡される場合は、 イベン ト ト リ ガは必要とする値を環境変数から
取得し ます。 たと えば、 バッ チフ ァ イルは %EVENTARCHIVE% を、 UNIX シ ェルスク リ プ ト は 
$EVENTARCHIVE を、 ビルド スク リ プ ト は EVENTARCHIVE を参照し ます。 また、 C プログラムは 
getenv("EVENTARCHIVE") 関数呼び出し を行います。

Windows 以下は、 POSTPUT.BAT とい う名前のバッ チフ ァ イルの例です。

H:¥PUBLIC¥SEND "Just checked in %EVENTWORKFILE%, revision 
%EVENTREVISION% to group %EVENTGROUP%"

イベン ト ト リ ガ、

POSTPUT C:¥BIN¥POSTPUT.BAT

は、 Version Manager による作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク インが成功した後に、 作業グループに メ ッ
セージを送り ます。

UNIX 以下は、 UNIX postput シ ェルフ ァ イルの例です。

/usr/pvcstools/send "Just checked in $EVENTWORKFILE, revision 
$EVENTREVISION to group $EVENTGROUP"

イベン ト ト リ ガ、

POSTPUT /usr/bin/postput

は、 Version Manager による作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク インが成功した後に、 作業グループに メ ッ
セージを送り ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト での指定

〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〈イベン ト ト リ ガの詳細〉 グループボッ クス （［管
理］ － ［詳細設定］ の 〔イベン ト ト リ ガ〕 タ ブ） に、 イベン ト ト リ ガフ ァ イルのパス と名前を入力し
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ます。 環境変数はイベン ト ト リ ガフ ァ イル中で指定されます。 た と えば、 「チ ェ ッ ク イン」 イベン ト
を選択し、 次のよ う に 〈後処理〉 テキス ト ボ ッ クスに入力し ます。

Windows C:¥BIN¥POSTPUT.BAT

UNIX /usr/bin/postput

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの指定

テキス ト エデ ィ タ を使用し て、 該当する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルにイベン ト ト リ ガの定義を追
加し ます。 環境変数はイベン ト ト リ ガフ ァ イル中で指定されます。 次に例を示し ます。

EventTrigger = POSTPUT C:¥BIN¥POSTPUT.BAT

コマン ド ラ インマクロの使用

イベン ト ト リ ガの定義は、 （イベン ト ト リ ガフ ァ イル中ではな く ） コマン ド ラ イン上で指定されたマ
ク ロを経由し てイベン ト 情報を参照する場合があ り ます。 これらのコマン ド ラ インマク ロの名前は、
277 ページの表 9-2 ： イベン ト 情報にあるイベン ト 情報の名前と同じにな り ます。 この名前を指定す
るには、 たと えば __EVENTARCHIVE__ のよ う に名前を 2 個のアンダースコア （__） で囲みます。

次に示す例では、 Configuration Builder を呼び出し、 アーカ イブの名前を含む ARCHIVE とい う マ
ク ロを定義するイベン ト ト リ ガが定義されています。

EventTrigger = PREPUT Build.exe -FMYEVENT.BLD ARCHIVE=__EVENTARCHIVE__

Version Manager が PrePut イベン ト を実行する と きに、 このコマン ド ラ イン実行フ ァ イルは次の
よ う に展開されます。

Build.exe -FMYEVENT.BLD ARCHIVE=K:¥SOURCE¥PVCS¥LOGFILES¥GET.C-ARC
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UNIX コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合 ： 展開後にスペースなどの特殊文字が含まれ
る可能性のある コマン ド ラ インマク ロの場合はすべて、 マク ロ名を引用符 （' または "） で囲む必要
があ り ます。 たと えば、 コマン ド ラ インマク ロによる方法 （__EventJournalEntry__） を使用
し て PostJournal イベン ト に EventJournalEntry 情報を渡す場合
（__EventJournalEntry__） は、 このマク ロの名前を引用符で囲まなければな り ません
（'__EventJournalEntry__'）。 これは、 EventJournalEntry によ って渡される情報には
かっ こ を含める こ とができますが、 かっ こが UNIX コマン ド ラ インでは特殊文字であるためです。

ただし、 以下のマク ロは、 引用符で囲む必要はあ り ません。

� __EventName__

� __EventRevision__

� __EventDate__

� __EventTime__

� __EventParmFile__

デスク ト ッ プク ラ イアン ト での指定

処理イベン ト の場合 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〈イベン ト ト リ ガの詳細〉 グループボッ クス （［管
理］ － ［詳細設定］ の 〔イベン ト ト リ ガ〕 タ ブ） に、 イベン ト 情報を渡すコマン ド ラ インマク ロを含
めてイベン ト ト リ ガの定義を入力し ます。 た と えば、 「チ ェ ッ ク イン」 イベン ト を選択し、 次のよ う
に 〈前処理〉 テキス ト ボ ッ クスに入力し ます。

Build.exe -FMYEVENT.BLD ARCHIVE=__EVENTARCHIVE__

アイ コ ンおよび メ
ニュー項目イベン ト

の場合

〔ツールの設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〈引数〉 テキス ト ボッ クス （［管理］ － ［ツールの設定］） で、
〈引数〉 テキス ト ボ ッ クスの隣にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て実行フ ァ イルにイベン ト 情報を渡すコマ
ン ド ラ インマク ロを選択し ます。

次にその例を示し ます。

注  コマン ド ラ インマク ロを渡すには、 〈前処理〉、 〈後処理〉、 または 〈無条件〉 テキス ト ボッ クスの
隣にある 【（）】 を ク リ ッ ク し、 マク ロを選択し ます。
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コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの指定

テキス ト エデ ィ タ を使用し、 イベン ト 情報を渡すコマン ド ラ インマク ロを含めたイベン ト ト リ ガの定
義を、 該当する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに追加し ます。

Windows の場合 ：

EventTrigger = POSTPUT = E:¥WD¥POST.BAT __EVENTFQPWORKFILE__

UNIX の場合 ：

EventTrigger = POSTPUT = /usr/wd/post __EVENTFQPWORKFILE__

パラ メータ フ ァ イルによる方法

イベン ト 情報を渡すためにパラ メ ータ フ ァ イルを使用する場合は、 （イベン ト ト リ ガフ ァ イル中では
な く ） コマン ド ラ イン上でマク ロ、 __EventParmFile__ を指定し ます。 このパラ メ ータ フ ァ イルに
よる方法はも っ と も遅いため、 特定のイベン ト ト リ ガに関し て環境変数による方法が使用できない場
合、 または変更コ メ ン ト が 1K よ り も大きい場合にのみ使用し て く だ さい。

この方法を使用する と、 実行されるイベン ト ト リ ガが利用できるイベン ト 情報の値を含むテンポラ リ
フ ァ イルが、 Version Manager によ って作成されます。 イベン ト ト リ ガは次に、 この情報を使用し
ます。 すべての Version Manager イベン ト がすべてのイベン ト 情報を利用できるわけではあり ませ
ん。

次の例では、 __EventParmFile__ の使用方法を示し ています。 この例のイベン ト ト リ ガの定義で
は、 Configuration Builder を呼び出し、 現在の作業デ ィ レ ク ト リにテンポラ リ フ ァ イルを作成し ま
す。 Version Manager は各マク ロ定義の名前と値を、 name=value の構文に従って記述し ます。

EventTrigger = ALLEVENTS Build.exe -FMYEVENT.BLD EventInfoFile=__EventParmFile__

この例では、 Version Manager がいずれかの Version Manager イベン ト を実行する と きに、 コマ
ン ド ラ イン実行フ ァ イルが次のよ う に展開されます。

Build.exe -FMYEVENT.BLD EventInfoFile=E:¥TMP¥PVCS0024.TMP

Version Manager はテンポラ リ フ ァ イルを作成し、 イベン ト ト リ ガを実行後、 このフ ァ イルを削除
し ます。 テンポラ リ フ ァ イルは EventInfoFile で指定され、 その内容が Configuration Builder で
使用されます。

こ こで、 たと えばフ ァ イル、 E:¥TMP¥PVCS0024.TMP の内容は次のよ う にな り ます。

EVENTNAME=PostPut
EVENTARCHIVE=E:¥TMP¥ET¥FOO.C_V 
EVENTWORKFILE=FOO.C
USERID=BLAIR
EVENTLOCK=
EVENTREVISION=1.1
EVENTVERSION=
EVENTGROUP=
EVENTJOURNALFILE=
EVENTJOURNALENTRY=
EVENTDATE=19990123
EVENTTIME=112104
EVENTFQPWORKFILE=D:¥TMP¥ET¥FOO.C
EVENTCONFIGFILES=
EVENTMASTERCONFIGFILE=E:¥PRJDB¥ARCHIVES¥CPE2QP.CFG
EVENTARCHIVEPATH=
EVENTCLIENTWORKFILE=
284 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



イベン ト ト リ ガへのイベン ト 情報の転送
EVENTPROJECTDB=
EVENTPROJECTNAME=
EVENTITEMSELECTIONTYPE=
EVENTFOLDERPATH=
EVENTCHGDESC=No change.

デスク ト ッ プク ラ イアン ト での指定

処理イベン ト の場合 〔プロジ ェ ク ト の詳細設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〈イベン ト ト リ ガの詳細〉 グループボッ クス （［管
理］ － ［詳細設定］ の 〔イベン ト ト リ ガ〕 タ ブ） に、 パラ メ ータ フ ァ イルと し てのイベン ト 情報を含
めてイベン ト ト リ ガの定義を入力し ます。 た と えば 「［すべてのイベン ト ］」 イベン ト を選択し、 次の
よ う に 〈イベン ト 前 / 後〉 テキス ト ボ ッ クスに入力し ます。

Build.exe -FMYEVENT.BLD EventInfoFile=__EventParmFile__

アイ コ ンおよび メ
ニュー項目イベン ト

の場合

〔ツールの設定〕 ダイアログボ ッ クスの 〈引数〉 テキス ト ボッ クス （［管理］ － ［ツールの設定］） で、
〈引数〉 テキス ト ボ ッ クスの隣にあるボタ ンを ク リ ッ ク し て表示される ド ロ ッ プダウン リ ス ト から
「__EventParmFile__」 を選択し ます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスでの指定

テキス ト エデ ィ タ を使用し、 パラ メ ータ フ ァ イルと し てのイベン ト 情報を含めたイベン ト ト リ ガの定
義を、 該当する コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルに追加し ます。 次にその例を示し ます。

Windows の場合 ：

EventTrigger = ALLEVENTS E:¥PVCS¥EVENT¥ALL.EXE EventInfoFile=__EventParmFile__

UNIX の場合 ：

EventTrigger = ALLEVENTS /usr/pvcs/event/all EventInfoFile=__EventParmFile__
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イベン ト ト リ ガの例

例 1 ： チ ェ ッ ク イン される リ ビジ ョ ンに浮動ラベルを付けるための、 PostPut イベン ト ト リ ガを作成
し ます。

次のイベン ト ト リ ガは、 ブラ ンチを含めてチ ェ ッ ク イン されるすべてのリ ビジ ョ ンに浮動ラベル、
LATEST を配置し ます。 浮動ラベルを ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンのみに付ける場合にはイベン ト ト リ ガは不
要です。 その代わりにプロジ ェ ク ト 中のすべてのアーカ イブの ト ラ ン クに浮動ラベルを付ける こ とが
できます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中のイベン ト ト リ ガの定義は次のとおり です。

EventTrigger = POSTPUT vcs -vLATEST:__EventRevision__* -y __EventArchive__

このイベン ト ト リ ガには、 コマン ド ラ インマク ロを経由し てイベン ト 情報が渡されます。

例 2 ： プロモー ト される リ ビジ ョ ンをロ ッ クせずにチ ェ ッ クアウ ト （get） し、 それを指定された
デ ィ レ ク ト リに配置するための PrePromote イベン ト ト リ ガを作成し ます。

次のイベン ト ト リ ガは、 プロモー ト される リ ビジ ョ ンをロ ッ クせずにチ ェ ッ クアウ ト （get） し、 そ
れが Stage プロモーシ ョ ングループにプロモー ト される場合と  Production プロモー ト グループに
プロモー ト される場合に応じ て、 それぞれのデ ィ レ ク ト リに配置し ます。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ
イル中のこのイベン ト ト リ ガの定義は次のとおり です。

EventTrigger = [path]prepromote.bat __EventGroup__ __EventArchive__

prepromote.bat フ ァ イルの内容は次のよ う にな り ます。

@echo off
rem %1 = EventGroup and %2 = EventArchive
IF "%1" == "Development" GOTO STAGE
IF "%1" == "Stage" GOTO PRODUCTION
:STAGE
get -cD:¥PVCS¥PVCSPROJ¥prmsmple.prj¥vcs.cfg 

-gDevelopment %2(c:¥staging¥famis�
:PRODUCTION

get -cD:¥PVCS¥PVCSPROJ¥prmsmpl.prj¥vcs.cfg 
-gStage %2(c:¥production¥famis)

例 3 ： すべてのイベン ト に渡されるイベン ト 情報をエコーする 「［すべてのイベン ト ］」 イベン ト ト リ
ガを作成し ます。

次のイベン ト ト リ ガは、 それぞれの Version Manager イベン ト で得られるイベン ト 情報を コ ン ソー
ルウ ィ ン ド ウに表示し ます。 このイベン ト ト リ ガは、 どのイベン ト に伴ってどの情報が渡されるのか
をチ ェ ッ クする場合に便利です。 コ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中でのイベン ト ト リ ガの定義は次の
とおり です。

EventTrigger = [path]echovm.bat

echovm.bat フ ァ イルは、 イベン ト 情報を得るために環境変数を使用し ます。 このフ ァ イルの内容
は次のとおり です。

echo off
echo Action %EventName% on %EventDate% %EventTime%
echo.
echo EventName:%EventName%
echo EventArchive:%EventArchive%
echo EventWorkfile:%EventWorkfile%
echo EventUserID:%EventUserID%
echo EventLock:%EventLock%
echo EventRevision:%EventRevision%
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echo EventVersion:%EventVersion%
echo EventGroup:%EventGroup%
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はじめに

Serena ChangeMan Version Manager では、 以下の 3 種類のレポー ト を作成できます。

� ジャーナルレポー ト 。 アーカ イブを更新するアクシ ョ ンに関する情報が含まれます。

� 履歴レポー ト 。 アーカ イブ と作業フ ァ イルの名前、 アーカ イブの記述、 リ ビジ ョ ン番号、 リ ビ
ジ ョ ン履歴などのアーカ イブに関する情報が含まれます。 履歴レポー ト は以前のバージ ョ ンの 
Version Manager ではアーカ イブレポー ト と呼ばれていま した。

� セキュ リ テ ィ レポー ト 。 アクセスコ ン ト ロールデータベース中のセキュ リ テ ィ 設定が含まれま
す。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 レポー ト を HTML ブラウザまたはテキス ト エデ ィ タによ り表示で
きます。 Windows プラ ッ ト フ ォームで HTML フ ォーマ ッ ト による表示を行う と、 デフ ォル ト のブラ
ウザが使用されます。 UNIX プラ ッ ト フ ォームでレポー ト を HTML フ ォーマ ッ ト によ り表示する場
合は、 使用する HTML ブラウザを指定する必要があ り ます。 HTML レポー ト のフ ォーマ ッ ト はカス
タ マイズ可能です。

この章では、 レポー ト オプシ ョ ンの設定、 HTML レポー ト フ ォーマ ッ ト のカス タ マイズおよび、 デス
ク ト ッ プ ク ラ イアン ト またはコマン ド ラ インイン ターフ ェ イスによ り レポー ト を生成する手順につい
て説明し ます。

変更ログ これらのレポー ト に加え、 Version Manager では、 サブプロジ ェ ク ト やバージ ョ ン管理フ ァ イルの
追加や削除など、 プロジ ェ ク ト の内容に対する変更も記録されます。 これらの変更は、 プロジ ェ ク ト
データベースのルー ト デ ィ レ ク ト リにある change.log フ ァ イルに記録されます。 詳細について
は、 304 ページの 『プロジ ェ ク ト に対する変更の表示 （change.log）』 を参照し て く ださい。

レポー ト オプシ ョ ンの設定

レポー ト オプシ ョ ンを設定するには

1 ［表示］ － ［オプシ ョ ン］ を選択し ます。 〔オプシ ョ ン〕 ダイアログボッ クスが開き、 〔全般〕 タ
ブがアクテ ィ ブになっています。

2 〔アプ リ ケーシ ョ ン〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 〈レポー ト 表示ツール〉 グループボッ クスから、 次
のいずれかを選択し ます。

� テキス ト エデ ィ タ を使用

注  400 個以上のフ ァ イルに対し て生成された履歴レポー ト を HTML ブラウザを使用し て表示する
と、 表示に 1、 2 分かかり ます。 よ り高速に表示するにはテキス ト エデ ィ タ を使用し て く だ さい。
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� デフ ォル ト の HTML ブラウザを使用

注  UNIX 版で、 〈デフ ォル ト の HTML ブ ラウザを使用〉 を選択し ている場合は、 〈ブ ラウザの
場所〉 テキス ト ボ ッ クスにブラウザの場所を入力する必要があ り ます。
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HTML レポー ト のフ ォーマ ッ ト のカス タ マイズ

Version Manager がジャーナル、 履歴、 およびセキュ リ テ ィ レポー ト の表示に使用する HTML テン
プレー ト はカス タ マイズが可能です。 レポー ト のタ イプご とに、 journal.template、
history.template、 および accessdb.template のそれぞれテンプレー ト が存在し ます。 デフ ォル ト
では、 これらのフ ァ イルは Version Manager と と もに次の場所にインス ト ールされています。

� Windows の場合 ： drive:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥pvcsprop¥pvcs¥vm

� UNIX の場合 ： /usr/serena/vm/common/pvcsprop/pvcs/vm

これら 3 つのデフ ォル ト テンプレー ト は同一で、 内容は次のとおり です。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE><subst data="REPORT_TITLE_PROPERTY"></subst></TITLE>
<META NAME=GENERATOR CONTENT="Version Manager">
</HEAD>
<BODY BGCOLOR="#FFFFFF" LINK="#0000EE" VLINK="#0000EE" ALINK="#9933EE" 

TEXT="#000000" LEFTMARGIN="8" TOPMARGIN="8" BACKGROUND="/
vminet_images/Bkgrd.gif">

<TABLE BORDER="0" CELLSPACING="0" CELLPADDING="0">
<TR VALIGN="top">
<TD>
<B><FONT SIZE="+2"><subst data="REPORT_TITLE_PROPERTY"></subst></

FONT></B>
</TD>
</TR>
<TR VALIGN="top">
<TD>
<HR WIDTH="100%" SIZE="2" COLOR="Black" NOSHADE>
</TD>
</TR>
<TR VALIGN="top">
<TD>
<PRE>
<subst data="REPORT_FILE_PROPERTY"></subst>
</PRE>
</TD>
</TR>
<TR VALIGN="top">
<TD>
<HR WIDTH="100%" SIZE="2" COLOR="Black" NOSHADE>
</TD>
</TR>
</TABLE><!--Footnote-->
<P>
</BODY>
</HTML>

レポー ト のタ イ ト ルを表示するためのタグは、 以下のとおり です。

<subst data="REPORT_TITLE_PROPERTY"></subst>

レポー ト を表示するためのタグは、 以下のとおり です。

<subst data="REPORT_FILE_PROPERTY"></subst>
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ジャーナルレポー ト の生成
テンプレー ト フ ァ イルの書式タグはどれでも変更できます。 た と えば、 フ ォ ン ト の色やサイズ、 背景
色を変更する こ とによ ってレポー ト を カス タ マイズできます。 書式タグ、 テキス ト 、 ほかのページへ
のリ ン ク、 グラ フ ィ ッ ク フ ァ イル （企業のロゴなど） などを追加する こ と もできます。

ジャーナルレポー ト の生成

ジャーナルレポー ト には、 バージ ョ ン ラベルの割り当て、 作業フ ァ イルのチ ェ ッ ク イン と チ ェ ッ クア
ウ ト 、 プロモーシ ョ ングループの割り当てなど、 アーカ イブに対し て加えられた変更に関する情報が
含まれます。

ジャーナルレポー ト は、 ジャーナルフ ァ イル中の情報に基づいて生成されます。 ジャーナルフ ァ イル
には、 ユーザがアーカ イブに対し て行う アクシ ョ ンの記録が含まれます。 Version Manager が
ジャーナルフ ァ イルを保持するよ う に設定されていない場合は、 ジャーナルレポー ト は生成できませ
ん。 ジャーナルフ ァ イルを保持するよ う に設定する方法については、 89 ページの 『ジャーナルフ ァ
イルのオプシ ョ ン』 を参照し て く ださい。

ジャーナルレポー ト は、 あるアーカ イブについていつリ ビジ ョ ンがチ ェ ッ クアウ ト されたか、 あるい
はいつバージ ョ ン ラベルが割り当てられたかなど、 アーカ イブへの作業に関する特定の情報を得る と
きに便利です。

ジャーナルレポー ト のデータはすでにジャーナルフ ァ イル中にあ り、 生成する と きにアーカ イブを開
く 必要がないため、 履歴レポー ト よ り も速 く 生成できます。 作成の日付やリ ビジ ョ ン情報、 あるいは
アーカ イブへのアクセス制限など、 アーカ イブに関する一般的な情報が必要な場合には履歴レポー ト
を生成し ます。 297 ページの 『履歴レポー ト の生成』 を参照し て く だ さい。

ジャーナルレポー ト を生成する前に、 レポー ト の内容を制限するオプシ ョ ンを設定できます。 オプ
シ ョ ンを設定し たレポー ト では、 次のよ う な表示を行えます。

� 特定の日付と日付の間における変更

� 特定のアーカ イブに対し て行われた変更

� 特定のアクシ ョ ン （コマン ド） によるアーカ イブへの作業

� 特定のユーザによ って行われた変更

� 現在、 特定のユーザによ ってロ ッ ク されている リ ビジ ョ ン

ジャーナルレポー ト の読み方

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で生成され、 HTML によ って表示されるジャーナルレポー ト の例を次に示
し ます。
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ジャーナルレポー ト のフ ォーマ ッ ト は、 次のとおり です。

archive, user_id, date, time, action

こ こで、

� archive はアーカ イブのパス と フ ァ イル名です。

� user_id はアーカ イブに変更を加えたユーザのユーザ ID です。

� date は変更の日付を十進数で表したものです。 た と えば、 2003 年 3 月 31 日は 20030331 
と表されます。

� time  は変更の時刻を 24 時間表示の十進数で表したものです。 た と えば、 午後 4:55:20 は 
165520 と表されます。

� action は実行されたアクシ ョ ンのコマン ド ラ インオプシ ョ ンです。
たと えば、 put -r1.1 はリ ビジ ョ ン 1.1 がチ ェ ッ ク イン されたこ と を示し ます。

デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 プロジ ェ ク ト データベース、 プロジ ェ ク ト 、 複数のバージ ョ ン管理
フ ァ イル、 または 1 つのバージ ョ ン管理フ ァ イルについてジャーナルレポー ト を生成できます。 プ
ロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択した場合には、 次のいずれかについてレポー ト を
生成できます。

� プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 中の、 すべてのプロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト
のすべてのバージ ョ ン管理フ ァ イル

� プロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト を含まず、 選択されたプロジ ェ ク ト データベースまたはプロ
ジ ェ ク ト 中のバージ ョ ン管理フ ァ イルのみ

レポー ト の生成に使用されるジャーナルフ ァ イルは、 選択した項目に関連付けられたコ ン フ ィ グレー
シ ョ ン フ ァ イルによ って指定されます。 選択された項目についてコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で
ジャーナルフ ァ イルが指定されていない場合には、 ジャーナルレポー ト は生成できません。

ジャーナルレポー ト を生成するには、 「ジャーナルの表示」 権限が必要です。

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト でジャーナルレポー ト を生成するには

1 プロジ ェ ク ト データベース、 プロジ ェ ク ト 、 またはバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。
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2 ［アクシ ョ ン］ － ［ジャーナルの表示］ を選択し ます。 〔ジャーナルの表示〕 ダイアログボッ クス
が開き、 〔全般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

3 【OK】 を ク リ ッ クする と、 すべてのユーザによ ってアーカ イブに加えられたすべての変更と、 現
在ロ ッ ク されているすべてのリ ビジ ョ ンを含むレポー ト が生成されます。 あるいは、 次の作業を
行って、 レポー ト の内容を制限し ます。

注  フ ァ イル表示部でバージ ョ ン管理フ ァ イルが選択されている場合は、 〈サブプロジ ェ ク ト の
フ ァ イルも含む〉 チ ェ ッ クボ ッ クスは表示されません。

レポー ト 内容 操作

特定のユーザによ って行われた
変更

〈ユーザ〉 テキス ト ボッ クスに指定するユーザ ID を入力
し ます。 複数の ID はコ ンマで区切り ます。

現在ロ ッ ク されている リ ビジ ョ
ン

〈ロ ッ ク された リ ビジ ョ ンのみを表示〉 チ ェ ッ クボッ クス
を選択し ます。 〈ユーザ〉 テキス ト ボッ クスにユーザ ID 
を入力した う えで、 このチ ェ ッ クボッ クスを選択した場合
は、 指定したユーザによ って現在ロ ッ ク されている リ ビ
ジ ョ ンのみがレポー ト されます。

一定の期間に加えられた変更 期間の最初の日を 〈開始日〉 フ ィ ールド に、 最後の日を
〈終了日〉 フ ィ ールド に入力するか、 これらのフ ィ ールド
の隣の 【...】 を ク リ ッ ク し て、 日付を選択し ます。 日付
と時間を、 オペレーテ ィ ングシステムで使用されている表
示形式で入力する必要があ り ます。

Windows では、 〔コ ン ト ロールパネル〕 の 〔地域〕 で日
付と時刻のフ ォーマ ッ ト を設定し ます。 UNIX では、
PVCS_DATE_FORMAT および PVCS_TIME_FORMAT 
環境変数によ り設定されます。
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4 ジャーナルレポー ト を生成する前に選択されたバージ ョ ン管理フ ァ イルを表示するには、 〔選択
されたフ ァ イル〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

5 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 ジャーナルレポー ト が生成されて表示されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

ジャーナルレポー ト を生成するには、 JournalReport 権限が必要です。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し てジャーナルレポー ト を生成するには、 VJOURNAL コマ
ン ド を使用し ます。 このコマン ドの構文は次のとおり です。

vjournal [option...] [journal_file...]

こ こで、 journal_file はレポー ト のための情報を得るジャーナルフ ァ イルです。 ジャーナルフ ァ
イルを指定し ない場合は、 コマン ド ラ インで指定したコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル、 または 
Version Manager に埋め込まれたマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中の Journal デ ィ レ ク
テ ィ ブで指定されたジャーナルフ ァ イルが使用されます。 Journal デ ィ レ クテ ィ ブがフ ァ イルを指定
し ていない場合は、 VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブによ って指定されたデ ィ レ ク ト リが検索され、 見つかっ
たジャーナルフ ァ イルがすべてレポー ト の生成に使用されます。 この VCSDir デ ィ レ クテ ィ ブによ
り アーカ イブデ ィ レ ク ト リが指定され、 デフ ォル ト ではこのデ ィ レ ク ト リにジャーナルフ ァ イルが置
かれます。

このコマン ド でよ く 使用されるオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

一定の期間に加えられた変更
（続き）

コ ン ト ロールパネルでの設定を行わない場合、 あるいは環
境変数が設定されていない場合は、 mm/dd/yy hh:mm 
とい う フ ォーマ ッ ト にな り ます。

注  UNIX 上では、 PVCS_DATE_FORMAT を MM/dd/
yyyy （日を先にする場合は dd/MM/yyyy） に設定する
こ と をお勧めし ます。 こ こで、 d と ｙ はそれぞれ、 日と
年を表す数字です。 M は月を表す英語の略号です。 年は 
4 桁で、 月は大文字で指定し て く だ さい。 このフ ォー
マ ッ ト を使用する と、 最適な結果が得られます。

リ ビジ ョ ンがチ ェ ッ クアウ ト さ
れたアーカ イブのみ

〈チ ェ ッ クアウ ト 〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

リ ビジ ョ ンがチ ェ ッ ク イン され
たアーカ イブのみ

〈チ ェ ッ ク イン〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

リ ビジ ョ ンがプロモー ト された
アーカ イブのみ

〈プロモー ト 〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

リ ビジ ョ ンが削除されたアーカ
イブのみ

〈リ ビジ ョ ンの削除〉 チ ェ ッ クボッ クスを選択し ます。

サブプロジ ェ ク ト 内のすべての
バージ ョ ン管理フ ァ イルを含む、
プロジ ェ ク ト 全体に対するレ
ポー ト

〈サブプロジ ェ ク ト のフ ァ イルも含む〉 チ ェ ッ クボッ クス
を選択し ます。

レポー ト 内容 使用する コマン ド ラ イン

特定の日付と日付の間における変更 vjournal -ddate_range

特定のアーカ イブに対し て行われた変更 vjournal -larchive[,archive]

レポー ト 内容 操作
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VJOURNAL コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン
リ フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

履歴レポー ト の生成

履歴レポー ト には、 アーカ イブまたはリ ビジ ョ ン、 またはその両方に関する情報の概要が記載されま
す。 これは、 開発プロセスの監視、 アーカ イブ履歴の検証、 およびアーカ イブ属性のチ ェ ッ クなどに
使用できる、 アーカ イブに関する情報を提供し ます。

履歴レポー ト は、 以前のバージ ョ ンの Version Manager ではアーカ イブレポー ト と呼ばれていま し
た。

履歴レポー ト には、 アーカ イブに関する情報と リ ビジ ョ ンに関する情報が含まれます。 アーカ イブに
関する情報には次のよ う なものがあ り ます。

� アーカ イブの作成日時と作成者

� アーカ イブ属性

� リ ビジ ョ ンをロ ッ ク し たユーザ

� アーカ イブ と作業フ ァ イルの名前

リ ビジ ョ ンに関する情報には次のものがあ り ます。

� リ ビジ ョ ンの記述

� リ ビジ ョ ンの履歴

履歴レポー ト を生成する前には、 オプシ ョ ンを設定し てレポー ト の内容を制限できます。 レポー ト の
内容は、 たと えば次のよ う に設定できます。

� アーカ イブに関する情報は表示するが、 リ ビジ ョ ンに関する情報は表示し ない。

� リ ビジ ョ ンに関する情報は表示するが、 アーカ イブに関する情報は表示し ない。

� 現在ロ ッ ク されている リ ビジ ョ ン。

� 指定されたバージ ョ ン ラベルに対応する リ ビジ ョ ン。

� 指定されたプロモーシ ョ ングループに関連付けられた リ ビジ ョ ン。

� ト ラ ン ク上の最新のリ ビジ ョ ン。

� チ ッ プ リ ビジ ョ ンが、 指定された リ ビジ ョ ン番号またはバージ ョ ン ラベルと同一でないアーカ イ
ブ。 これは、 特定のバージ ョ ン以降に変更されたアーカ イブをすべて リ ス ト ア ッ プする場合に便
利です。

また、 以下のいずれか 2 つを選択し て、 レポー ト のタ イプを さ らに制限する こ とができます。

� 日付

� リ ビジ ョ ン作成者

特定のコマン ド による作業 vjournal -ocommand[,command]

特定のユーザによ って行われた変更 vjournal -uuser_id[,user_id]

現在ロ ッ ク されている リ ビジ ョ ン vjournal -xl

レポー ト 内容 使用する コマン ド ラ イン
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� リ ビジ ョ ンをロ ッ ク し たユーザ

� アーカ イブの所有者

履歴レポー ト を生成できるかど うか、 およびどの情報をレポー ト に使用できるかは、 2 つのベース権
限によ り規定されます。

� ViewArchiveHeader 権限。 この権限はアーカ イブ情報を含み、 ただ し リ ビジ ョ ン情報を含まな
い履歴レポー ト の生成に必要です。

� ViewArchiveRev 権限。 この権限はリ ビジ ョ ン情報を含む履歴レポー ト の生成に必要です。

履歴レポー ト の読み方

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で生成され、 テキス ト フ ォーマ ッ ト で表示される履歴レポー ト の例を次に
示し ます。 この例は、 アーカ イブ と リ ビジ ョ ンの両方の情報を含む、 完全な履歴レポー ト です。 点線
の上はアーカ イブに関する情報、 点線の下はリ ビジ ョ ンに関する情報です。

注  アーカ イブに NoGenerateDelta が設定されている場合は、 「削除行 / 追加行 / 移動行の数 ： 」
の値が常に、 0/0/0 と な り ます。

アーカ イブに関する情報

リ ビジ ョ ンに関する情報
298 Serena® ChangeMan® Version Manager™ 8.1.3



履歴レポー ト の生成
デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト では、 プロジ ェ ク ト データベース、 複数または 1 つのプロジ ェ ク ト 、 複
数のバージ ョ ン管理フ ァ イル、 または 1 つのバージ ョ ン管理フ ァ イルについて履歴レポー ト を生成
できます。 プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を選択した場合は、 次のいずれかについて
レポー ト を生成できます。

� プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト 中の、 すべてのプロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト
のすべてのバージ ョ ン管理フ ァ イル

� プロジ ェ ク ト / サブプロジ ェ ク ト を含まず、 選択されたプロジ ェ ク ト データベースまたはプロ
ジ ェ ク ト 中のバージ ョ ン管理フ ァ イルのみ

履歴レポー ト を生成するには

1 プロジ ェ ク ト データベース、 プロジ ェ ク ト 、 またはバージ ョ ン管理フ ァ イルを選択し ます。

連続する複数のプロジ ェ ク ト を選択し て履歴レポー ト を作成するには、 最初のプロジ ェ ク ト を選
択し て SHIFT キーを押し、 そのまま最後のプロジ ェ ク ト を選択し ます。 連続し ない複数のプロ
ジ ェ ク ト を選択し て履歴レポー ト を作成するには、 CTRL キーを押したまま、 それらのプロジ ェ
ク ト を 1 つずつク リ ッ ク し ます。

2 ［アクシ ョ ン］ － ［履歴の表示］ を選択し ます。 〔履歴の表示〕 ダイアログボッ クスが開き、 〔全
般〕 タ ブがアクテ ィ ブになっています。

注  5.3 プロジ ェ ク ト については履歴レポー ト は生成できません。 プロジ ェ ク ト の内容につ
いてはレポー ト を生成できますが、 プロジ ェ ク ト 自体については生成できません。
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3 【OK】 を ク リ ッ クする と、 （アーカ イブ と リ ビジ ョ ンの両方の情報を含む） 完全なレポー ト が生
成されます。 あるいは、 〔全般〕 タ ブ上で次の作業を行ってレポー ト の内容を制限し ます。

4 日付、 作成者、 所有者、 リ ビジ ョ ンをロ ッ ク したユーザ、 またはそれらの組み合せによ り さ らに
レポー ト を制限する場合は 〔詳細〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。 そ う でない場合は手順 6 に進みま
す。

レポー ト 内容 操作

すべてのリ ビジ ョ ンでな く 、 特定の
リ ビジ ョ ン

〈リ ビジ ョ ン〉 テキス ト ボッ クスの隣の 【...】 を ク
リ ッ ク し、 〔リ ビジ ョ ンの選択〕 ダイアログボッ クス
を表示し ます。 情報を必要とする リ ビジ ョ ンのリ ビ
ジ ョ ン番号、 バージ ョ ン ラベル、 またはプロモーシ ョ
ングループを選択し ます。

アーカ イブ情報を表示し、 リ ビジ ョ
ン情報は表示し ない

〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「フ ァ
イル情報のみ」 を選択し ます。

アーカ イブ情報を表示し、 リ ビジ ョ
ン情報は表示し ない

〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「リ ビ
ジ ョ ン情報のみ」 を選択し ます。

現在ロ ッ ク されている リ ビジ ョ ン 〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「ロ ッ
ク された リ ビジ ョ ンの情報」 を選択し ます。

指定し たバージ ョ ン ラベルに対応す
る リ ビジ ョ ン番号

〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「バー
ジ ョ ン ラベルを持つリ ビジ ョ ンの情報」 を選択し ま
す。 次に 〈ラベル〉 テキス ト ボッ クスの隣にある
【...】 を ク リ ッ ク し、 バージ ョ ン ラベルを選択し ます。

指定し たプロモーシ ョ ングループに
関連付けられた リ ビジ ョ ン

〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「グ
ループのリ ビジ ョ ンの情報」 を選択し ます。 次に 〈グ
ループ〉 テキス ト ボッ クスの隣にある 【...】 を ク リ ッ
ク し、 プロモーシ ョ ングループを選択し ます。

ト ラ ン ク中の最新のリ ビジ ョ ン 〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 「最新
リ ビジ ョ ンの情報」 を選択し ます。

アーカ イブのチ ッ プ リ ビジ ョ ンが、
指定し た リ ビジ ョ ン番号またはバー
ジ ョ ン ラベルと異なる もの

〈レポー ト タ イプ〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から、 「指定
リ ビジ ョ ンではないチ ッ プの確認」 を選択し ます。
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履歴レポー ト の生成
5 〔詳細〕 タ ブで次のいずれかの作業を行います。

6 履歴レポー ト を生成する前に、 選択されたバージ ョ ン管理フ ァ イルを検証するには 〔選択された
フ ァ イル〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

7 【OK】 を ク リ ッ ク し ます。 ジャーナルレポー ト が生成されて表示されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し て履歴レポー ト を生成するには、 VLOG コマン ド を使用し
ます。 このコマン ドの構文は次のとおり です。

vlog [option...] [file_name...]

こ こで、 file_nameは 1 つまたはそれ以上のアーカ イブまたは作業フ ァ イルを指定し ます。

レポー ト 内容 操作

特定のユーザによ って作成された リ
ビジ ョ ン

〈作成者〉 テキス ト ボッ クスに作成者のユーザ ID を
入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し てユーザ ID を選択
し ます。 複数の ID の間はコ ンマで区切り ます。

特定のユーザにロ ッ ク された リ ビ
ジ ョ ン

〈ロ ッ ク〉 テキス ト ボッ クスにロ ッ ク したユーザの
ユーザ ID を入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し てユー
ザ ID を選択し ます。 複数の ID の間はコ ンマで区切
り ます。

特定のユーザが所有するアーカ イブ 〈所有者〉 テキス ト ボッ クスに所有者のユーザ ID を
入力するか、 【...】 を ク リ ッ ク し て所有者を選択し ま
す。 複数の ID の間はコ ンマで区切り ます。

特定の日付の範囲内においてチ ェ ッ
ク イン された リ ビジ ョ ン

〈開始日付〉 テキス ト ボッ クスに開始日、 〈終了日付〉
テキス ト ボッ クスに終了日を入力し ます。 日付と時刻
は、 オペレーテ ィ ングシステムに対し て設定した
フ ォーマ ッ ト で入力する必要があ り ます。

Windows では、 〔コ ン ト ロールパネル〕 で 〔地域〕 を
選択し てフ ォーマ ッ ト を設定し ます。

UNIX では、 PVCS_DATE_FORMAT および 
PVCS_TIME_FORMAT 環境変数を設定し てフ ォー
マ ッ ト を定義し ます。

コ ン ト ロールパネルでの設定を行わない場合、 あるい
は環境変数が設定されていない場合は、 mm/dd/yy 
hh:mm とい う フ ォーマ ッ ト にな り ます。

特定の日付の範囲内においてチ ェ ッ
ク イン された リ ビジ ョ ン （続き） 注  UNIX 上では、 PVCS_DATE_FORMAT を MM/

dd/yyyy （日を先にする場合は dd/MM/yyyy） に
設定する こ と をお勧めし ます。 こ こで、 d と ｙ は
それぞれ、 日と年を表す数字です。 M は月を表す英
語の略号です。 年は 4 桁で、 月は大文字で指定し て
く だ さい。 このフ ォーマ ッ ト を使用する と、 最適な
結果が得られます。
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このコマン ド でよ く 使用されるオプシ ョ ンを次の表に示し ます。

VLOG コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

セキュ リ テ ィ レポー ト の生成

Version Manager でのセキュ リ テ ィ は、 アクセスコ ン ト ロールデータベースを定義し て実現し ます。
アクセスコ ン ト ロールデータベースでは、 プロジ ェ ク ト に対し てアクシ ョ ンの実行を認められたユー
ザが定義され、 さ らに、 そのユーザに実行が認められたアクシ ョ ンが定義されます。 Version 
Manager のセキュ リ テ ィ に関する詳細については、 201 ページの 『セキュ リ テ ィ の使用』 を参照し
て く ださい。

アクセスコ ン ト ロールデータベースは、 暗号化されたフ ァ イルになっているため、 その内容を見るに
はセキュ リ テ ィ レポー ト を生成する必要があ り ます。

セキュ リ テ ィ レポー ト の読み方

デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で生成されたセキュ リ テ ィ レポー ト の例を次に示し ます。 コマン ド ラ イン
イン ターフ ェ イスで作成されたレポー ト は、 フ ォーマ ッ ト が若干異な り ます。

PRIVILEGE Developers: ¥
        LOCKTIP ¥
        LOCKNONTIP ¥
        UNLOCK ¥
        BREAKLOCK ¥
        GETTIP ¥
        GETNONTIP ¥
        PUTTRUNK ¥
        PUTBRANCH ¥
        STARTBRANCH ¥
        CHANGEACCESSLIST ¥
        CHANGEOWNER ¥
        CHANGEPROTECTION ¥
        .

.

.
MODIFYGROUP ¥

        DELETEGROUP

レポー ト 内容 使用する コマン ド ラ イン

アーカ イブ名、 ロ ッ ク し たユーザのユーザ ID、
ロ ッ ク された リ ビジ ョ ン番号、 およびチ ェ ッ ク
インのリ ビジ ョ ン番号

vlog -bl[user_id[,user_id]]

最新のリ ビジ ョ ンに関する 1 行レポー ト vlog -bn[branch]

リ ビジ ョ ンに関する情報 vlog -br

アーカ イブに関する情報 vlog -b

特定のユーザが所有するアーカ イブ vlog -ouser_id

特定のユーザによ って行われた変更 vlog -auser_id
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セキュ リ テ ィ レポー ト の生成
USER kasiaj/ (SUPERUSER)
USER Admin/ (SUPERUSER)
USER chrisp/ (UNLIMITED)
USER georges/ (UNLIMITED)
USER ken/$$ken (UNLIMITED)
USER edru/ (UNLIMITED)
USER betsyf/ (UNLIMITED)
USER krisb/ (UNLIMITED)
USER briang/ (UNLIMITED)
USER bruceb/ (UNLIMITED)
USER kerstinb/ (UNLIMITED)
USER brads/ (UNLIMITED)
GROUP Dev (Developers): chrisp edru briang ¥

betsyf kasiaj shawnl kerstinb

セキュ リ テ ィ レポー ト の内容は次のとおり です。

� 行の継続には円記号 （¥） が使用されます。

� 権限セ ッ ト 、 ユーザ、 およびグループはそれぞれ、 新しい行に記載され、 1 行ご とに 1 項目の
みが記載されます。

� 権限セ ッ ト を定義する行にはそれぞれ、 権限セ ッ ト の名前に続いてその権限セ ッ ト を定義する
ベース権限が記載されます。 次に例を示し ます。

PRIVILEGE Developers: ¥
LOCKTIP ¥
LOCKNONTIP ¥
.

.

.

この例では、 権限セ ッ ト の名前は Developers にな り ます。

� ユーザを定義する行にはそれぞれ、 ユーザ ID/ パスワー ド と、 かっ こ内に権限または権限セ ッ ト
が含まれます。 パスワー ドは、 指定されていない場合もあ り ます。 次に例を示し ます。

USER kasiaj/ (SUPERUSER)
USER ken/$$ken (UNLIMITED)

ユーザ kasiaj にはパスワー ドは指定されていません。 ユーザ ken にはパスワー ド $$ken が指
定されています。

� アクセス リ ス ト グループを定義する行にはそれぞれ、 グループの名前、 かっ こ内に権限または権
限セ ッ ト 、 およびそのグループに割り当てられたユーザが記載されます。 次に例を示し ます。

GROUP Dev (Developers): chrisp edru briang ¥
betsyf kasiaj shawnl kerstinb

この例では、 グループの名前は Dev で、 Developers の権限が割り当てられています。

� コ メ ン ト 行は、 シャープ （#） または感嘆符 （!） が行頭に付いています。

注  パスワー ド を表示するには Superuser 権限が必要です。
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デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用する場合

セキュ リ テ ィ レポー ト を生成するには、 「アクセスコ ン ト ロールデータベースの表示」
（ViewAccessDB） 権限が必要です。

セキュ リ テ ィ レポー ト を生成するには

1 表示するアクセスコ ン ト ロールデータベースに関連付けられた、 プロジ ェ ク ト データベースまた
はプロジ ェ ク ト を選択し ます。

2 ［管理］ － ［セキュ リ テ ィ ］ － ［レポー ト の表示］ を選択し ます。 セキュ リ テ ィ レポー ト が生成
され、 表示されます。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用する場合

セキュ リ テ ィ レポー ト を生成するには、 「アクセスコ ン ト ロールデータベースの表示」
（ViewAccessDB） 権限が必要です。

コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスを使用し てセキュ リ テ ィ レポー ト を生成するには、 READDB コマン
ド を使用し ます。

このコマン ドの構文は次のとおり です。

readdb [option...]

オプシ ョ ン

-a このコマン ド にも っ と も よ く 使用されるオプシ ョ ンは  -a です。

readdb -adatabase_name

-a オプシ ョ ンは、 読み込むアクセスコ ン ト ロールデータベースの名前を指定し ます。 このオプシ ョ
ンを使用し ない場合は、 VCONFIG -a  コマン ド によ って Version Manager プログラムに埋め込ま
れた値、 または AccessDB デ ィ レ クテ ィ ブによ ってコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イル中で指定された
名前が使用されます。

-p 現在のユーザのパスワー ド を表示するには、 -p オプシ ョ ンを指定し ます。 SuperUser 権限がある
と、 データベース上のすべてのパスワー ドが表示されます。

READDB コマン ドの詳細については、 『Serena ChangeMan Version Manager コマン ド ラ イ ン リ
フ ァ レンスガイ ド』 を参照し て く ださい。

プロジ ェ ク ト に対する変更の表示 （change.log）

サブプロジ ェ ク ト やバージ ョ ン管理フ ァ イルの追加や削除など、 プロジ ェ ク ト の内容に対する変更
は、 プロジ ェ ク ト データベースのルー ト デ ィ レ ク ト リにある change.log フ ァ イルに記録されま
す。 このテキス ト ベースのフ ァ イルには、 タ ブで区切られて以下のデータが記録されています。

� 変更の日付

注  readdb は、 bin デ ィ レ ク ト リのサブデ ィ レ ク ト リ、 admin に置かれています。
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プロジ ェ ク ト に対する変更の表示 （change.log）
� 変更の時刻

� 変更が加えられた場所のタ イムゾーン （プロジ ェ ク ト の場所に基づ く ）

� 変更者のユーザ ID

� 変更の性質

� 影響を受けたオブジ ェ ク ト のエンテ ィ テ ィ パス （引用符で囲む）

� オブジ ェ ク ト がバージ ョ ン管理フ ァ イルである場合のアーカ イブパス （引用符で囲む）

change.log フ ァ イルを表示するには、 テキス ト エデ ィ タ でフ ァ イルを開きます。
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第 11 章

Serena Collage との統合
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Version Manager の Serena Collage との統合について

Serena ChangeMan Version Manager と  Collage を統合する と、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの開発
チームは、 フ ァ イルの管理と導入をすべて自動化する こ とができます。 Collage は、 Web サーバへ
の資産の導入をスケジュールするための強力なツールを備えており、 Web サイ ト のテス ト と公開の
サイ クルを完全に自動化する こ と を可能にし ます。 Collage の導入管理機能を Version Manager と
組み合わせる こ とによ り、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを手動で抽出し て、 それを Web サーバに転送す
る必要がな く な り ます。 これらの作業は、 すべて Version Manager と  Collage によ って自動的に
実行されます。

統合機能の用途

Version Manager と  Collage の統合機能を使用する と、 以下を行う こ とができます。

� Web アプ リ ケーシ ョ ン フ ァ イルの Collage への転送を自動化し、 Colllage にそれらのフ ァ イル
を Web サーバに導入させる

� 転送する フ ァ イルを決定し たら、 定期的な転送をスケジュールし て、 Web アプ リ ケーシ ョ ン
フ ァ イルを自動的に更新する

統合機能の仕組み

要件

Collage との統合を有効にするには、 以下が必要です。

� Version Manager 6.8.1 以降

� Collage 3.0 以降

� Collage に転送する フ ァ イルを含む、 Version Manager のプロジ ェ ク ト データベース

� Version Manager のフ ァ イルの転送先とする Collage プロジ ェ ク ト

段階 内容

1 ビルド エンジニアまたはプロジ ェ ク ト リーダーが統合機能を設定し ます。

2 フ ァ イルを導入する準備が整ったら、 ビルド エンジニアまたはプロジ ェ ク ト リー
ダーによ って、 Version Manager から Collage へのフ ァ イルの転送が開始されま
す。

3 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで指定されたプロモーシ ョ ングループ / ラベルと フ ァ イルタ
イプに一致する フ ァ イルは、 Collage に転送されます。

4 Collage で、 フ ァ イルが導入先フ ォルダにコ ピーされます。 資産プロパテ ィ に転送
の詳細が表示されます。

Version Manager で、 転送を示すラベルがフ ァ イルに付けられます。

転送対象のフ ァ イルを追跡するためのログフ ァ イルも作成されます。
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統合機能の設定の概要
統合機能の設定の概要

Version Manager と  Collage を イ ンス ト ールし、 転送する Version Manager フ ァ イルを特定した
ら、 統合機能を設定する こ とができます。 統合機能は、 Version Manager のホス ト システムで設定
する必要があ り ます。

Version Manager フ ァ イルと  Collage プロジ ェ ク ト との間の統合機能を設定するには、 以下を実行
する必要があ り ます。

� Version Manager と  Collage の設定

� セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの作成

� Collge と  Version Manager のログイン情報の設定

Version Manager と  Collage の設定

Version Manager を設定するには

1 Collage に転送する フ ァ イルのグループを特定し ます。

2 次のいずれかの作業を行います。

� バージ ョ ン ラベルを フ ァ イルに割り当てます。

� プロモーシ ョ ングループを フ ァ イルに割り当てるか、 フ ァ イルを同じ プロモーシ ョ ングルー
プにプロモー ト し ます。

バージ ョ ン ラベルと プロモーシ ョ ングループの詳細については、 『Serena ChangeMan Version 
Manager ユーザガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Collage を設定するには

1 複数の Collage サーバを実行し ている場合は、 どのサーバを使用し てフ ァ イルを転送するかを
決定し ます。 このサーバのホス ト 名または IP ア ド レス、 また場合によ ってはポー ト 番号が必要
と な り ます。

2 フ ァ イルの転送先とする Collage プロジ ェ ク ト をまだ作成し ていない場合は、 それを行います。

3 オプシ ョ ンで、 フ ァ イルの転送先とする導入フ ォルダを Collage で作成する こ と もできます。
導入フ ォルダを事前に作成し ない場合は、 フ ァ イルの転送時に自動的に作成されます。

4 Version Manager から転送するすべてのフ ァ イルタ イプに対応する MIME タ イプ と資産タ イプ
が Collage にある こ と を確認し ます。 フ ァ イルタ イプのう ち欠如し ている ものがある場合は、
その MIMIE タ イプ と資産タ イプを作成し ます。

MIME タ イプ と資産タ イプの表示と作成については、 『Serena Collage Project Manager's 
Guide』 を参照し て く だ さい。

5 以下のプロジ ェ ク ト メ タデータ フ ィ ールド を作成し、 それぞれを 「文字列」 タ イプ フ ィ ールド と
し て定義し ます。 各フ ィ ールドのデフ ォル ト の 「バージ ョ ン処理」 オプシ ョ ンをそのまま使用す
る こ と もできます。

注  メ タデータ フ ィ ールドは、 スペースや大文字の使用も含め、 こ こに記載された とおりに作成
する必要があ り ます。
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メ タデータ フ ィ ールドの作成については、 『Serena Collage Project Manager's Guide』 を参
照し て く ださい。

6 新しい各メ タデータ フ ィ ールド を Version Manager から転送する フ ァ イルタ イプに対応する資
産タ イプに関連付けます。 たと えば、 .BMP フ ァ イルを転送する場合は、 メ タデータ フ ィ ールド
を Collage の 「BMP イ メ ージ」 資産タ イプ と関連付けます。 こ こでは、 メ タデータ フ ィ ールド
を 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスのど こに表示するか、 つま り ［プロパテ ィ ］ － ［全般］
ビ ューまたは ［プロパテ ィ ］ － ［メ タデータ］ ビ ューのどち らに表示するかを選択する こ と もで
きます。

詳細については、 『Serena Collage Project Manager's Guide』 を参照し て く だ さい。

セ ッ ト ア ッ プフ ァ イルの作成

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルは、 単純な XML 形式のフ ァ イルで、 統合を完了するために必要な情報はこ こ
で指定し ます。 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのフ ォーマ ッ ト は、 以下のよ う にする必要があ り ます。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<VersionManagerXML>
<ProjectInfo VMPDBRoot="VM Project Database">
<VMProject>VM Subproject</VMProject>
<VMRecursive>true or false</VMRecursive>
<VMRevision>Promotion Group or Label</VMRevision>
<VMFileType>
<type>*.file extension</type>
</VMFileType>
<VMAppliedLabel>Label after transfer</VMAppliedLabel>
<CollageProject>Collage Project Name</CollageProject>
<CollageHost>Collage Host Name or IP:port number
</CollageHost>
<CollageLocation>Collage Folder</CollageLocation>
<Logfile>Log File</Logfile>
</ProjectInfo>
</VersionManagerXML>

メ タデータ フ ィ ールド 内容

VM Project Database （VM プロジ ェ
ク ト データベース）

ソースの Version Manager プロジ ェ ク ト データ
ベースの名前

VM Project Name （VM プロジ ェ ク ト
名）

ソースの Version Manager プロジ ェ ク ト の名前

VM Revision （VM リ ビジ ョ ン） Version Manager のリ ビジ ョ ン番号。 Collage に
も独自のリ ビジ ョ ン番号が維持されます。

VM Check in Description （VM 
チ ェ ッ ク イン コ メ ン ト ）

転送された リ ビジ ョ ンに関連付けられた リ ビジ ョ
ンのコ メ ン ト

重要！ これらのメ タデータ フ ィ ールド を作成する前に統合機能を実行する と、 フ ィ ールドは自
動的に作成されます。 ただし、 フ ィ ールド と正しい資産タ イプ との関連付けは自動的には行わ
れず、 値の書き込みも行われません。

注  これらのメ タデータ フ ィ ールドの値がユーザによ って変更されないよ う にするには、 〈ユー
ザによる編集〉 オプシ ョ ンで 「いいえ」 を選択し ます。 こ う する こ とによ り、 統合機能の実行
時以外はフ ィ ールドの値が変更されないよ う にな り ます。
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統合機能の設定の概要
Version Manager には、 複数のセ ッ ト ア ッ プテンプレー ト フ ァ イルが付属し ています。 そのう ちの 
1 つをテキス ト エデ ィ タ または XML エデ ィ タ で開いて、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの要素を定義し ます。
セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルは、 必要な数だけ作成する こ とができます。

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを作成するには

1 テンプレー ト フ ァ イルのう ちの 1 つをテキス ト エデ ィ タ または XML エデ ィ タ で開きます。

� UNIX では、 フ ァ イルは
VM_Install_dir/vm/cm/samples にあり ます。

� Windows では、 フ ァ イルは VM_Install_dir¥vm¥cm¥Samples にあ り ます。

2 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルの要素を次の表の説明に従って定義し ます。

要素 説明

VMPDBRoot 必ず設定

Version Manager のプロジ ェ ク ト データベース。

VMProject 設定は任意

Version Manager サブプロジ ェ ク ト のパス と名前。 指定し ない場
合、 転送はプロジ ェ ク ト データベースのルー ト から開始されます。

次にその例を示し ます。
/bridge/hlp

VMRecursive 必ず設定

サブプロジ ェ ク ト のフ ァ イルを転送するかど うかを指定し ます。 値
は true または false です。

VMRevision 必ず設定

このバージ ョ ン ラベルまたはプロモーシ ョ ングループを持つフ ァ イ
ルを転送するかど うかを指定し ます。 バージ ョ ン ラベルと プロモー
シ ョ ングループ名では、 大文字と小文字が区別されます。

VMFileType 必ず設定

転送する Version Manager フ ァ イルのタ イプ。 複数のタ イプを指
定できます。 すべてのフ ァ イルタ イプを指定するには、 *.* と入力
し ます。

VMAppliedLabel 設定は任意

転送後に Version Manager のフ ァ イルに適用する ラベル。 指定し
ない場合、デフ ォル ト の Collage<Collage Folder><Collage 
Revision> が使用されます。

CollageProject 必ず設定

転送先の Collage プロジ ェ ク ト の名前。

CollageHost 必ず設定

転送先の Collage マシン名。 これには、 ホス ト 名または IP ア ド レ
スおよび （必要な場合は） ポー ト 番号を指定し ます。 例 ：
CMServer:81
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3 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで複数の転送を定義するには

a <ProjectInfo VMPDBRoot> から </ProjectInfo> までのセクシ ョ ンを コ ピーし ま
す。

b コ ピーし たセクシ ョ ンを、 </ProjectInfo> の後の最初の転送の下に貼り付けます。

c 前出の表を参照し て、 2 番目の転送の要素を定義し ます。

d これらの手順を繰り返し て、 必要な数の転送を作成し ます。

4 フ ァ イルを保存し ます。

ログイン情報の設定

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを作成し たら、 転送コマン ド をセ ッ ト ア ッ プモー ド で実行し て、 Version 
Manager のプロジ ェ ク ト データベース と  Collage のプロジ ェ ク ト に対するログイン情報を取得する
必要があ り ます。 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルには、 ユーザ ID と暗号化パスワー ドの両方のセ ッ ト が保存
されます。

以下の場合には、 転送コマン ド をセ ッ ト ア ッ プモー ド で再実行する必要があ り ます。

� どの Version Manager プロジ ェ ク ト データベースまたは Collage プロジ ェ ク ト を指定するか
をセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで変更する場合

� 追加の転送をセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで定義する場合

ログイン情報を設定するには

1 コマン ド ラ インで次のコマン ド を実行し ます。

runvmcm -s setup.xml

こ こで、 setup.xml はセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのパス と名前です。

2 プロンプ ト が表示されたら、 Collage プロジ ェ ク ト のユーザ ID とパスワー ド を入力し ます。

CollageLocation 必ず設定

フ ァ イルの転送先とする Collage 導入フ ォルダ。 パスも含めます。
このフ ォルダが存在し ない場合は、 転送時に自動的に作成されま
す。

このパスをルー ト から開始するには、 / を使用し ます。

LogFile 設定は任意

Version Manager からどのフ ァ イルが転送され、 どのプロジ ェ ク
ト から転送されたかを表示するためのフ ァ イル。 ［表示］ － ［フ ィ
ルタ］ － ［バージ ョ ン ラベル］ を選択し、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで
指定されたラベルを入力する と、 どのフ ァ イルが転送されたかを確
認できます。

要素 説明

注  セ ッ ト ア ッ プテンプレー ト フ ァ イルには、 CollageLogin、 CollagePassword、 VMLogin、
および VMPassword とい う要素が含まれる場合があ り ます。 セ ッ ト ア ッ プモー ド で実行し て
これらの要素を正し く 定義するには、 要素を削除し て、 312 ページの 『ログイン情報の設定』
の手順に従って く ださい。
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Collage へのフ ァ イルの転送
3 プロンプ ト が表示されたら、 Version Manager プロジ ェ ク ト データベースのユーザ ID とパス
ワー ド を入力し ます。

4 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで指定し た各転送に対し て、 手順 2 と  3 を繰り返し ます。

Collage へのフ ァ イルの転送

セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを作成し、 それをセ ッ ト ア ッ プモー ド で実行したら、 次の 3 通りの方法で、
Collage へのフ ァ イルの転送を開始する こ とができます。

� 手動 ： コマン ド ラ インで runvmcm コマン ド を実行し ます。

� 自動 ： OS でスケジュールされた タ スクまたは Collage でスケジュールされたサーバコマン ド と
し て、 転送をスケジュールする こ とができます。

� Version Manager のデスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用 ： Version Manager で、 転送を開始
するためのツールバーボタ ンを作成し ます。

手動による フ ァ イルの転送

次のいずれかの作業を行います。

� コマン ド ラ インで次のコマン ド を実行し ます。

runvmcm setup.xml

こ こで、 setup.xml はセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのパス と名前です。

� 複数のセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで定義された転送を開始するには、 次のコマン ド を実行し ます。

runvmcm setup1.xml setup2.xml setup3.xml

こ こで、 setup1.xml、 setup2.xml、 および setup3.xml は、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのパ
ス と名前です。

フ ァ イルの自動転送

転送は、 OS でスケジュールされた タ スクまたは Collage でスケジュールされたサーバコマン ド と し
て設定する こ とができます。 コマン ド ラ インに関する説明で示したパラ メ ータ と同じ ものを使用し ま
す。 スケジュールされたタ スクまたはサーバコマン ドの設定については、 OS または Collage のマ
ニュアルを参照し て く ださい。

Windows サービスと し ての Collage の実行

Collage を Windows サービス と し て実行し ている場合は、 次の重要な点を考慮し て く だ さい。

� Windows サービスの実行に使用されるユーザアカウン ト が Version Manager のプロジ ェ ク ト
データベースフ ァ イルに対する十分なアクセス権を持っている こ と を確認し ます。 た と えば、 プ
ロジ ェ ク ト データベースが当初 UNC ネ ッ ト ワークパスを使用し て作成された場合、 その 

注  Version Manager のログイン ソースがホス ト  ID に設定されている場合は、 Version 
Manager のユーザ ID とパスワー ドの入力を求めるプロンプ ト は表示されません。
管理者ガイ ド 313



Collage サービスを実行するユーザアカウン ト はネ ッ ト ワーク Windows のド メ イ ンアカウン ト
である こ とが必要です。 ローカルシステムアカウン ト は、 UNC パスを解決できません。

� マ ッ プ された ド ラ イブ文字を使用し て作成されたプロジ ェ ク ト データベースから フ ァ イルを転送
する こ とはできません。 Collage をサービス と し て実行し ている場合は、 Version Manager の
プロジ ェ ク ト データベースは、 当初 UNC または別のネ ッ ト ワーク プロ ト コルを使用し て作成さ
れていなければな り ません。

Version Manager デスク ト ッ プク ラ イアン ト を使用したフ ァ イ
ルの転送

Version Manager では、 転送コマン ド と セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを指定する こ とによ り、 フ ァ イルの
転送を開始するツールバーボタ ンを作成する こ とができます。

Version Manager を使用し て転送を設定するには

1 Version Manager で、 ［管理］ － ［ツールの設定］ を選択し、 【追加】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

2 転送の名前を 〈名前〉 フ ィ ールド に入力し ます。

3 〈コマン ド〉 フ ィ ールド に、 runvmcm と入力し ます。 以下に例を示し ます。

コマン ド ： runvmcm 

引数 ： "D:¥Program Files¥Serena¥vm¥CMSamples¥vmcmsetup.xml"

4 〈引数〉 フ ィ ールド に、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルのパス と名前を入力し ます。 【OK】 を ク リ ッ ク し
ます。 

5 転送を開始するには、 ツールバーボタ ンを ク リ ッ ク し ます。
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転送したフ ァ イルの追跡
転送したフ ァ イルの追跡

Version Manager から Collage にフ ァ イルを転送し たら、 転送に関する フ ァ イルプロパテ ィ をプロ
グラムまたはログフ ァ イルから表示する こ とができます。

プログラムまたはフ ァ イル 転送情報を表示する手順 表示されるプロパテ ィ

Version Manager 1 ［表示］ － ［フ ィ ルタ］ － ［バージ ョ ン ラベ
ル］ を選択し ます。

2 適用し たラベル名 （セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルで 
<VMAppliedLabel> と し て定義された） を
入力し ます。

デフ ォル ト のラベルは、Collage<Collage 
Folder><Collage Revision> です。

デフ ォル ト ラベルの場合、 以下が
表示されます。

� フ ァ イルがコ ピーされた 
Collage 内の場所

� Collage 資産のバージ ョ ン

Collage 1 ［コ ンテンツ］ － ［フ ォルダの導入］ ビ ューを
選択し ます。

2 フ ァ イルに関する 〔プロパテ ィ 〕 ダイアログ
ボ ッ クスを表示し ます。

3 Version Manager の情報を表示する メ タ
データ フ ィ ールド をどのよ う に設定したかに
よ って、 プロパテ ィ が次のどち らかのビ ュー
で表示されます。

• ［プロパテ ィ ］ － ［全般］

• ［プロパテ ィ ］ － ［メ タデータ］

� フ ァ イルの転送元である 
Version Manager プロジ ェ
ク ト の名前

� フ ァ イルの転送元である 
Version Manager プロジ ェ
ク ト データベースの名前

� 転送された Version 
Manager リ ビジ ョ ンの番号

� 転送された リ ビジ ョ ンに関連
付けられた リ ビジ ョ ンの説明

ログフ ァ イル テキス ト エデ ィ タ でログァ イルを開きます。

ログフ ァ イルの名前と場所は、 セ ッ ト ア ッ プ フ ァ イ
ルで <LogFile> と し て定義されています。

注  コマン ド  runvmcm -r setup.xml を実行
する と、 ログフ ァ イルを再設定する こ とができま
す。

� 転送の日付と時刻

� 転送元の Version Manager 
フ ァ イルと リ ビジ ョ ンの ID

� 各フ ァ イルがコ ピーされた 
Collage 内の場所

� Collage 資産のバージ ョ ン
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はじめに

Serena ChangeMan Version Manager と  Microsoft Visual SourceSafe では異なる格納形式が使
用されるため、 SourceSafe フ ァ イルを Version Manager で使用するには、 まずフ ァ イルを 
Version Manager アーカ イブに変換する必要があり ます。 Serena では、 これを行う ための変換
ユーテ ィ リ テ ィ を提供し ています。

この付録では、 vss2vm 変換ユーテ ィ リ テ ィ について紹介し、 それを使用し て Visual SourceSafe 
から Version Manager へフ ァ イルを移動する方法について説明し ます。

変換によ り次の動作が実行されます。

� 変換する各 SourceSafe フ ァ イルに関する履歴と コ メ ン ト が保持されます。

� 変換中の SourceSafe プロジ ェ ク ト に対応した Version Manager プロジ ェ ク ト が作成されま
す。

� ユーザによ り定義されたラベルと コ メ ン ト が保持されます （318 ページの 『ユーザ定義ラベル』
参照）。

� ブラ ンチが変換されます。

� 変換中に見つかった共有フ ァ イルを使用するよ う プロジ ェ ク ト が設定されます。

ユーザ定義ラベル

SourceSafe は、 Version Manager とは異なる方法でユーザ定義ラベル （Version Manager では
バージ ョ ン ラベル） を割り当てます。 SourceSafe フ ァ イルのチ ッ プ （最新） バージ ョ ンにラベルを
割り当てるよ う選択する と、 割り当てる各ラベルご とに新しいバージ ョ ン （Version Manager では
リ ビジ ョ ン） のフ ァ イルが自動的に作成されます。

たと えば、 ラベルを フ ァ イル （チ ッ プ） のバージ ョ ン 1 に割り当てるよ う選択する と、 SourceSafe 
によ ってバージ ョ ン 2 のフ ァ イルが作成され、 ラベルがバージ ョ ン 2 に割り当てられます。 2 つの
ラベルをバージ ョ ン 1 のフ ァ イル （チ ッ プ） に割り当てるよ う選択する と、 バージ ョ ン 2 と  3 の
フ ァ イルが作成され、 一方のラベルがバージ ョ ン 2 に、 も う一方のラベルがバージ ョ ン 3 に割り当
てられます。

それに対し て Version Manager では、 ラベルがリ ビジ ョ ンに割り当てられる と きに新しいリ ビジ ョ
ンのフ ァ イルは作成されません。 たと えば、 ラベルを リ ビジ ョ ン 1.1 に割り当てるよ う選択する と、
Version Manager によ ってラベルはリ ビジ ョ ン 1.1 に割り当てられますが、 新しいリ ビジ ョ ンは作
成されません。 2 つのラベルを リ ビジ ョ ン 1.1 に割り当てるよ う選択する と、 新しいリ ビジ ョ ンが
各ラベルに対し て作成される とい う こ とはな く 、 両方のラベルがリ ビジ ョ ン 1.1 に割り当てられま
す。

変換ユーテ ィ リ テ ィ では、 SourceSafe フ ァ イルを変換する際に Version Manager のラベル付けス
キームが使用されます。 そのため、 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って SourceSafe バージ ョ ンのラベル

重要！ このユーテ ィ リ テ ィ を使用する前に、 変換するすべてのフ ァ イルが Visual SourceSafe に
チ ェ ッ ク イン されている こ と を確認し て く だ さい。

重要！ 『Serena ChangeMan Version Manager インス ト ールガイ ド』 に記載された対応ネ ッ ト
ワーク構成以外の構成で Version Manager を使用し ている場合、 変換は正し く 実行されない可能
性があ り ます。 変換を開始する前に、 320 ページの 『変換ユーテ ィ リ テ ィ の使用前の準備』 を参照
し て く ださい。
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制約
が検出された場合、 Version Manager のリ ビジ ョ ン番号は増えません。 た と えば、 バージ ョ ン 2、
3、 および 4 に対する ラベルがある場合、 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ ってすべてのラベルが同じ  
Version Manager リ ビジ ョ ンに割り当てられます。

SourceSafe を使用する と、 各バージ ョ ンのフ ァ イルに対する ラベルを定義する際に、 コ メ ン ト を入
力する こ とができます。 Version Manager では、 ラベルとそのコ メ ン ト は、 次に示すよ う に 
Version Manager の変更コ メ ン ト に含まれています。

これは変更コ メ ン ト です。
Label: ラベルのコ メ ン ト
Label2: ラベル 2 のコ メ ン ト

制約

変換ユーテ ィ リ テ ィ には以下の制約がああ り ます。

� ワークスペース設定は変換時に保持されません。

� ブラ ンチのラベルは、 それと同じ ものが変換先の ト ラ ン クにすでに存在する場合、 変換時にブラ
ンチ リ ビジ ョ ンには適用されません。 その代わりに、 ブラ ンチラベルは、 ブラ ンチ リ ビジ ョ ンに
関する Version Manager の変更コ メ ン ト に挿入されます。 同じ ラベルが ト ラ ン ク リ ビジ ョ ンに
ない場合は、 ブラ ンチに適用されます。

� Visual SourceSafe フ ァ イルのロ ッ クは変換時に保持されません。

� 最後にインス ト ールされたソースコー ド制御イン ターフ ェ イス （Visual SourceSafe または 
Version Manager SCC イン ターフ ェ イスなど） しか使用できない開発環境 （Visual C++ な
ど） が少な く あ り ません。 そのため、 ユーザが使用するすべての製品を同時に変換できるよ う、
計画する必要があ り ます。 たと えば、 Visual C++ の 2 つのプロジ ェ ク ト に Visual 
SourceSafe と  Source Code Control イン ターフ ェ イスの両方を使用するユーザがいる と し ま
す。 このユーザは、 Version Manager Source Code Control イン ターフ ェ イスを インス ト ー
ルし た後は、 Visual C++ プロジ ェ ク ト に対応した SourceSafe プロジ ェ ク ト にはアクセスで
きな く な り ます。

� アーカ イブは、 リ ビジ ョ ン ラ イブラ リ と メ タデータに分割されません。 Version Manager フ ァ
イルサーバで使用するためにアーカ イブを分割する場合、 それを変化後の別ステ ッ プ と し て行う
必要があ り ます。 詳細については、 158 ページの 『リ ビジ ョ ン ラ イブ ラ リの作成』 を参照し て
く ださい。

変換後のアーカ イブの場所

SourceSafe フ ァ イルが変換される と、 その Version Manager アーカ イブは、 フ ァ イルの変換時に
指定し た Version Manager プロジ ェ ク ト データベース配下のデ ィ レ ク ト リ に配置されます。 た と え
ば、 d:¥test¥archives では、 d:¥test が Version Manager プロジ ェ ク ト データベースの場
所にな り ます。

SourceSafe データベース全体を変換する場合、 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って、 データベースに存在
する各 SourceSafe プロジ ェ ク ト 用にサブデ ィ レ ク ト リが作成され、 変換後のアーカ イブが適切な
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デ ィ レ ク ト リに配置されます。 たと えば、 SourceSafe プロジ ェ ク ト が以下のよ う な構造を し ている
と し ます。

この場合、 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って、 Version Manager プロジ ェ ク ト データベースの場所の配
下にある archives とい う デ ィ レ ク ト リ内に、 archives¥src、 archives¥ss_new、 および 
archives¥test とい う  3 つのサブデ ィ レ ク ト リが作成されます。

また、 これと同じ名前の 3 つの Version Manager プロジ ェ ク ト も プロジ ェ ク ト データベースに作
成されます。

プロジ ェ ク ト を変換する場合は、 そのプロジ ェ ク ト の archives とい う デ ィ レ ク ト リの下に単一のサ
ブデ ィ レ ク ト リ （例 ： archives¥project） が作成され、 変換後のアーカ イブはそのサブデ ィ レ ク
ト リに配置されます。 また、 SourceSafe プロジ ェ ク ト と同じ名前の Version Manager プロジ ェ ク
ト も プロジ ェ ク ト データベースに作成されます。

ほかのプロジ ェ ク ト と共有されるアーカ イブを含む単一のプロジ ェ ク ト を変換する場合、 これらの
アーカ イブは、 アーカ イブの変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って検出された場合に共有マーク を付けられま
すが、 プロジ ェ ク ト の変換時には実際には変換されません。

変換されたアーカ イブのインポー ト 中に共有アーカ イブが検出された場合、 それと同じ名前のアーカ
イブが存在するかど うかを確認するために、 共有アーカ イブのも とのパスがチ ェ ッ ク されます。 同じ
名前のアーカ イブが存在する場合、 アーカ イブはプロジ ェ ク ト にインポー ト されます。

アーカ イブが見つからない場合、 共有アーカ イブの親が削除されていないかぎ り、 それを変換するた
めにアーカ イブの変換ユーテ ィ リ テ ィ が呼び出されます。 親が削除されている場合は、 共有アーカ イ
ブが使用されます。

単一のフ ァ イルを変換する場合、 変換後のアーカ イブは archives とい う デ ィ レ ク ト リに配置されま
す。 このフ ァ イルのためのデ ィ レ ク ト リは、 archives デ ィ レ ク ト リ配下には作成されません。

変換ユーテ ィ リ テ ィ の使用前の準備

vss2vm 変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に、 Visual SourceSafe プロジ ェ ク ト を Version 
Manager に変換するために必要な労力を評価し、 システム設定が変換プロセス と互換性がある こ と
を確認する必要があ り ます。 以下のセクシ ョ ンでは、 これらのタ スクについて説明し ます。

src
ss_new
test

$¥

注  このパスは、 Shared.log フ ァ イルに出力され、 共有フ ァ イルを示すために生成される .txt フ ァ
イルにも出力されます。

注  SourceSafe フ ァ イルを変換する際、 変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行元であるデ ィ レ ク ト リの下に 
convArch とい う デ ィ レ ク ト リが作成されます。 このデ ィ レ ク ト リには、 Version Manager のアー
カ イブが一時的に格納されます。 変換が完了する と、 このデ ィ レ ク ト リからはログフ ァ イル以外の
すべてのフ ァ イルが自動的に削除されます。
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VSS2VM 変換作業にかかる労力の評価

こ こに記載するガイ ド ラ インに従う と、 以下を実行できます。

� Visual SourceSafe プロジ ェ ク ト を Version Manager に変換するのに必要な労力を予測する

� 変換の難度を高める リ スク要因を特定する

変換を完了するのに必要な時間は、 以下のよ う な多 く の要素によ って決ま り ます。

� SourceSafe データの複雑性 （リ スク評価が低、 中、 高、 最高のど こにあてはまるか）

� VSS データベースのサイズ

� プロジ ェ ク ト の数

� アーカ イブの数

� 変換を実行するハー ド ウ ェ ア とネ ッ ト ワーク （該当する場合） の速度

� ツールおよびデータに対するユーザの熟練度

『Microsoft Visual SourceSafe Best Practices』 （英語版） に記載されたガイ ド ラ インに従う と、
Version Manager への変換作業を比較的すばや く 簡単に行える可能性が高 く な り ます。 詳細につい
ては、 下記の URL にアクセス し て く だ さい。
http://msdn.microsoft.com/ssafe/technical/articles.asp

ツールおよびデータに対するユーザの熟練度

Visual SourceSafe、 Version Manager、 コマン ド ラ イン、 スク リ プ ト 作成、 および SourceSafe 
データ自体に関する経験が豊富な場合、 問題が発生する可能性は低 く な り ます。 それと同様に、 これ
らの分野のどれか 1 つでもあま り精通し ていないものがある場合、 問題が起こ る可能性は当然高 く
な り ます。

Visual SourceSafe や Version Manager に対するユーザの熟練度が足り なかった り、 既存のプロ
ジ ェ ク ト に対するな じみが浅かった りする と、 問題のある フ ァ イルを手動でどのよ う に処理するかに
ついての決断を行うのが難し く な り ます。 また、 コマン ド ラ インやスク リ プ ト 作成の経験も、 問題の
ある フ ァ イルを処理する う えで重要なスキルです。 変換を担当するユーザにこれらの重要なスキルの
う ちどち らか一方でも欠けている場合は、 コ ンサルテ ィ ングサービスの利用を検討する必要があり ま
す。

以下は、 ユーザの経験が必要と なる重要な分野です。

� Version Manager に関するユーザの経験と スキル

� Visual SourceSafe （VSS） に関するユーザの経験と スキル

� DOS/ コマン ド ラ イ ンに関するユーザの経験と スキル

� ユーザのスク リ プ ト 作成スキル

� VSS データに関するユーザの精通度

注  Serena は、 変換作業にかかる時間については一切保証し ていません。
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リ スク要因

以下のセクシ ョ ンでは、 リ スク要因について要約し ます。 変換にかかる時間にこれらのリ スク要因が
どのよ う に影響するかについては、 324 ページの表 12-1 ： リ スク評価ワークシー ト を参照し て く だ
さい。

低レベルのリ スク

� 最小限のブラ ンチ－これは、 最高でも 2 レベルのブ ラ ンチ しかないこ と を意味し ます。

� ブラ ンチが削除されていない

� ロールバッ クがない

� 固定フ ァ イルがない

� アーカ イブ されたバージ ョ ンがない

� 共有がない

� プロジ ェ ク ト 名やフ ァ イル名に特殊文字 （括弧、 $、 & など） が使用されていない

� ユーザが Version Manager と  Visual SourceSafe に精通し ている

� 『Microsoft Visual SourceSafe Best Practices』 に従っている

� 最新バージ ョ ン以外のバージ ョ ン も保存し ている

� Visual SourceSafe のリポジ ト リが 500MB 未満である

中レベルのリ スク

� 中程度のブラ ンチ－これは、 最高でも 4 レベルのブ ラ ンチ しかないこ と を意味し ます。

� 一部のブラ ンチが削除されている

� 一部の共有が削除されている

� ロールバッ クがない

� 固定フ ァ イルがない

� ブラ ンチにアーカ イブ されたバージ ョ ンがない

� 最上位プロジ ェ ク ト で共有がない

� プロジ ェ ク ト 名やフ ァ イル名に特殊文字 （括弧、 $、 & など） が使用されていない

� ユーザが Version Manager と  Visual SourceSafe に精通し ている

� 『Microsoft Visual SourceSafe Best Practices』 に従っている

� 最新バージ ョ ン以外のバージ ョ ン も保存し ている

� Visual SourceSafe のリポジ ト リが 500MB ～ 1GB である

高レベルのリ スク

� 多数のブラ ンチ－これは、 5 レベル以上のブラ ンチがある こ と を意味し ます。

� 一部のブラ ンチが削除されている

� ロールバッ クがない

� フ ァ イルが固定されている
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� 最上位プロジ ェ ク ト で共有がない

� 共有が削除されている

� バージ ョ ンがアーカ イブ されている

� ユーザが変更コ メ ン ト やコ メ ン ト にコー ドの一部を含めている

� プロジ ェ ク ト 名やフ ァ イル名に特殊文字 （括弧、 $、 & など） が使用されている

� ユーザが Version Manager または Visual SourceSafe のどち らか一方にしか精通し ていない

� 『Microsoft Visual SourceSafe Best Practices』 に従っていない

� 最新バージ ョ ン以外のバージ ョ ン も保存し ている

� Visual SourceSafe のリポジ ト リが 1GB ～ 3GB である

最高レベルのリ スク

� 多数のブラ ンチ－これは、 5 レベル以上のブラ ンチがある こ と を意味し ます。

� 1 つまたは複数の VSS アーカ イブで複数のブラ ンチが削除されている

� 共有が削除されている

� ロールバッ クがある

� フ ァ イルが固定されている

� バージ ョ ンがアーカ イブ されている

� ユーザが変更コ メ ン ト やコ メ ン ト にコー ドの一部を含めている

� プロジ ェ ク ト 名やフ ァ イル名に特殊文字 （括弧、 $、 & など） が使用されている

� 最上位プロジ ェ ク ト で共有がある

� ユーザの Version Manager と  Visual SourceSafe に対する経験がほとんどない、 または皆無
である

� 『Microsoft Visual SourceSafe Best Practices』 のガイ ド ラ インが無視されている

� 最新バージ ョ ン しか保存されていない （下記の注を参照）

� Visual SourceSafe のリポジ ト リが 3GB 以上である

リ スク評価ワークシー ト

次のワークシー ト は、 Visual SourceSafe から Version Manager への変換が正し く タ イムリーに
完了するかを予測し、 プロジ ェ ク ト のリ スク レベルを判定するために使用できます。

「VSS リ スク要因」 とい う見出しの下には、 SourceSafe の各機能が列挙されています。 これらの機
能を使用する と、 Version Manager の変換時に問題が発生する危険性が高 く な り ます。 使用される
機能の数が多いほど、 変換の難度は高 く な り ます。

注  「最新バージ ョ ンだけを保存する」 機能を使用する と、 作業フ ァ イルの以前のコ ピーが削除され
ますが、 履歴は残り ます。 この機能を使用したオブジ ェ ク ト の取得を実行し ても、 フ ァ イルの最新
リ ビジ ョ ン しか取得できないので失敗に終わり ます。 この機能が有効になっている場合は、 最新
バージ ョ ンを取得し、 Version Manager の ［作業フ ァ イルの追加］ オプシ ョ ンを使用し て新しい
アーカ イブを作成し て く ださい。
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上記のリ スク要因に関するガイ ド ラ インに従って、 ワークシー ト に値を記入し て く だ さい。

表 12-1 ：  リ スク評価ワークシー ト

評価ワークシー ト の解釈

労力のレベルを判定するには、 表に記入し たエン ト リ を参照し て く だ さい。 「最高」 列にエン ト リが
ある場合は、 それにかかる労力は最高レベルである と見なすこ とができます。

右側の列のチ ェ ッ クマークが少ないほど、 タ スクは簡単にな り ます。 「高」 と 「最高」 の列に 4 つ以
上のチ ェ ッ クマークが付いている場合は、 複雑な VSS プロジ ェ ク ト データベースが使用されており、
変換作業にオンサイ ト のコ ンサルテ ィ ングサービスが必要と なる可能性がある こ と を意味し ます。

注  グレー表示になっているボッ クスは使用できません。 た と えば、 フ ァ イルを固定し ている場合、
最初から高レベルの労力であ り、 固定フ ァ イルの数が多いほど、 必要な労力も多 く な り ます。

VSS リ スク要因 低 中 高 最高

ブラ ンチ

共有が削除されている

共有アーカ イブ

Visual SourceSafe リポジ ト リのサイズ

Version Manager に対するユーザの経験 （経
験が多い場合は 「低」、 経験が少ない場合は
「最高」 を選択し ます）

ブラ ンチが削除されている

プロジ ェ ク ト 名またはフ ァ イル名で特殊文字が
使用されている

バージ ョ ンがアーカ イブ されている

フ ァ イルが固定されている

コー ドの一部が変更コ メ ン ト やコ メ ン ト で使用
されている

最上位プロジ ェ ク ト に共有がある

最新バージ ョ ンだけが保存されている

ロールバッ クがある

注  以下は、 変換タ スクにかかる期間を概算したものです。 変換はそれぞれ異な り ます。 特定の変換
作業が 「低」 と評価された場合でも、 下記の概算値よ り も時間がかかる可能性があ り ます。

リ スク評価 変換時間の推測値

低 1 日以下

中 1 ～ 5 日間

高 1 ～ 3 週間

最高 3 ～ 6 週間
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システムのセ ッ ト ア ッ プ値と設定の検証

変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に、 システムのセ ッ ト ア ッ プ値、 Visual SourceSafe の設定、
Version Manager の設定に関し て推奨される手順を完了する必要があり ます。

システムセ ッ ト ア ッ プ値の前提条件

1 ワークステーシ ョ ンまたはアクセス可能なネ ッ ト ワークサーバに Visual SourceSafe 5 または 
6 および Version Manager 6.5 以降がインス ト ールされている必要があ り ます。

2 ワークステーシ ョ ンまたはアクセス可能なネ ッ ト ワークサーバにコマン ド ラ インの実行可能フ ァ
イル ss.exe がインス ト ールされている必要があ り ます。

3 Visual SourceSafe と  Version Manager の実行可能フ ァ イルが PATH 文に記述されている必
要があ り ます。

<Visual SourceSafe のパスは、 ss.exe フ ァ イルが保存されているデ ィ レク ト リ を
指していなければならず、 Version Manager のデ ィ レク ト リは、 pvcsvmnt.exe フ ァ
イルが保存されている >Install Directory¥VM¥Win32¥bin デ ィ レ ク ト リにな り ます。

Version Manager でこの手順をテス ト するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で 「vcs 勃」 と入
力し ます。 Version Manager のバージ ョ ン と版権が表示されます。

Visual SourceSafe でこの手順をテス ト するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で 「ss」 と入力
し ます。 Visual SourceSafe のバージ ョ ン と版権が表示されます。

4 SSDIR 環境変数を、 変換するデータベースの SRCSAFE.INI フ ァ イルが保存されているデ ィ レ
ク ト リ を参照するよ う に設定する必要があ り ます。 このデ ィ レ ク ト リ を見つけるには、
SourceSafe で ［フ ァ イル］ － ［データベースを開 く ］ を選択し ます。 デ ィ レ ク ト リのパスが
データベース名の右に表示されます。

SSDIR 環境変数を設定するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で以下のよ う に入力し ます。

set SSDIR=¥¥<server_name>¥share¥vss

この手順をテス ト するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で以下のよ う に入力し ます。

ss dir -r

Visual SourceSafe データベースの内容が表示されます。 これがサイズの大きなデータベース
である場合は、 -r オプシ ョ ンは使用し ないで く だ さい。

Visual SourceSafe における前提条件

1 SourceSafe データベース内のユーザ ID が、 変換が開始される と きにログイン し ているユーザ
のネ ッ ト ワーク ID と一致する必要があ り ます。 このユーザは、 SourceSafe データベースに対
し て FULL 権限を持っている こ とが必要です。 ユーザの表示と追加には、 Visual SourceSafe 
Administrator が使用されます。

この手順をテス ト するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で以下のよ う に入力し ます。

ss whoami

2 Visual SourceSafe Administrator で、 「ネ ッ ト ワーク名を使用し て自動的にユーザをログイン
させる」 よ う に Visual SourceSafe を設定し ます （［ツール］ － ［オプシ ョ ン］ － ［全般］ を選
択し て 〔全般〕 タ ブを表示）。

3 SourceSafe データ を移動した場合は、 変換する SourceSafe データベースを参照するよ う に 
SRCSAFE.INI フ ァ イルの Data_Path 変数を設定し、 SourceSafe が正しいデータベースにア
クセスできるよ う にし ます。
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4 Visual SourceSafe で、 ソースデータベースに対し てデータベース分析を実行し ます。 エラー
が発生し た場合は、 Visual SourceSafe でエラーを手動で修正するか、 データベースの分析お
よび修正の各機能を実行し ます。

5 チ ェ ッ クアウ ト の更新日を維持するよ う  SourceSafe を設定し、 Version Manager がも との更
新日を持つリ ビジ ョ ンをチ ェ ッ ク インするよ う にし ます。 これを実行し ない場合、 Version 
Manager アーカ イブの更新日は、 実際の更新日ではな く  チ ェ ッ ク インの日付にな り ます。 更新
日を維持するには、 Visual SourceSafe Explorer で ［ツール］ － ［オプシ ョ ン］ － ［ローカル
フ ァ イル］ を選択し、 〔ローカルフ ァ イル〕 タ ブを表示し ます。 次に、 〈ローカルフ ァ イルの日付
と時刻〉 ド ロ ッ プダウン リ ス ト から 「変更時刻」 を選択し ます。

6 ［ツール］ － ［オプシ ョ ン］ を選択し て、 〈現在のプロジ ェ ク ト を基に作業フ ォルダを設定〉 と
〈作業フ ォルダを基にプロジ ェ ク ト を設定〉 の各オプシ ョ ンを選択解除し ます。 これらのオプ
シ ョ ンが選択されていない場合は、 何も行う必要はあ り ません。

7 変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に SourceSafe を終了し ます。

Version Manager における前提条件

1 Version Manager のマス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルで、 必要なコ ン フ ィ グレーシ ョ ン
設定を指定する必要があ り ます。 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルでは、 プロモーシ ョ ン
モデルが定義されていてはいけません。 定義されているプロモーシ ョ ンモデルがある場合、 変換
中はそれを無効にし ます。

2 マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルが埋め込まれている場合は、 変換の前に埋め込みを解除
し ます。 76 ページの 『マス ターコ ン フ ィ グレーシ ョ ン フ ァ イルの埋め込み』 を参照し て く だ さ
い。

3 変換時は、 キーワー ドの展開を無効にする必要があ り ます。 こ う する こ とによ り、 変換元の 
SourceSafe バージ ョ ンに含まれるキーワー ドが間違って展開されるのを防ぐ こ とができます。
変換が完了し たら、 このオプシ ョ ンを再び有効にする こ とができます。 この設定をオンに戻すに
は、 Version Manager デスク ト ッ プ ク ラ イアン ト で ［管理］ － ［アーカ イブ属性］ を選択する
か、 コマン ド ラ インイン ターフ ェ イスで次のよ う に入力し ます。

vcs +pk foo.c-arc 

こ こで、 foo.c-arc  は 1 つまたは複数のアーカ イブフ ァ イルの名前です。 99 ページの
『キーワー ド展開オプシ ョ ン』 を参照し て く だ さい。

4 変換時は、 Version Manager のアクセスコ ン ト ロールデータベースは無効にする こ と を強 く お
勧めし ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを無効にする場合、 次の手順を実行する必要が
あ り ます （Source Safe ユーザ ID を Version Manager のアクセスコ ン ト ロールデータベース
に追加する）。 詳細については、 235 ページの 『セキュ リ テ ィ の無効化』 を参照し て く だ さい。

5 Version Manager アクセスコ ン ト ロールデータベースを無効にした場合は、 SourceSafe デー
タベースにあるすべてのユーザ ID を Version Manager アクセスコ ン ト ロールデータベースに
追加する必要があ り ます。 アクセスコ ン ト ロールデータベースを無効にし ていない場合でも、 こ
の手順を実行する こ とは推奨されますが、 必須ではあ り ません。 詳細については、 202 ページ
の 『アクセスコ ン ト ロールデータベースについて』 を参照し て く だ さい。

注  別のアーカ イブ拡張子を使用するには、 まずアーカ イブを Version Manager フ ォーマ ッ ト
に変換し、 変換後のフ ァ イルのアーカ イブ拡張子を変更し ます。 アーカ イブ拡張子を変更する
には、 Convertarch ユーテ ィ リ テ ィ を変換後のアーカ イブに対し て実行し ます。 Convertarch 
ユーテ ィ リ テ ィ は、 Serena アンサーラ インから入手できます。 また、 Version Manager プロ
ジ ェ ク ト のデフ ォル ト のアーカ イブ拡張子も変更し て、 指定したアーカ イブ拡張子が今後作成
するアーカ イブに適用されるよ う にする必要があ り ます。
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6 SourceSafe プロジ ェ ク ト から作成される Version Manager プロジ ェ ク ト を配置するための 
Version Manager プロジ ェ ク ト データベースを作成する必要があり ます。 24 ページの 『プロ
ジ ェ ク ト データベースの作成』 を参照し て く だ さい。

7 環境変数 ISL VINI を、 ISLV.INI フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ を指すよ う定義しあ ｍ す。 デ
フ ォル ト では、 これ C:¥WINDOWS または C:¥WINNT またはです。

IDE プロジ ェ ク ト の変換

Microsoft のソースコー ド制御イン ターフ ェ イス （SCC） 標準に準拠する統合開発環境 （IDE） から
ソース管理下に置かれたフ ァ イルを変換する場合は、 こ こに概要を示す特定の IDE の手順に従う必
要があ り ます。

Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト の変換

Visual Studio .NET を通し て Visual SourceSafe に追加されたフ ァ イルを変換する場合、 次の変換
前および後手順を実行する必要があ り ます。

Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト の変換前手順

.NET プロジ ェ ク ト 変換の準備

1 Visual SourceSafe から Visual Studio .NET ソ リ ューシ ョ ン全体の最新のリ ビジ ョ ンを取得し
ます。

2 次の手順で、 IDE プロジ ェ ク ト を Visual SourceSafe から切断し ます。

a ［フ ァ イル］ － ［ソース管理］ － ［ソース管理の変更］ を選択し ます。

b ソ リ ューシ ョ ン と プロジ ェ ク ト を選択し て 【アンバイン ド】 を ク リ ッ ク し ます。

c ［フ ァ イル］ － ［すべてを保存］ を選択し ます。

d Visual Studio .NET を閉じ ます。

3 Windows エクスプローラ を使用し て IDE プロジ ェ ク ト のローカルコ ピー （手順 1 で得たフ ァ
イル） がある場所を参照し、 デ ィ レ ク ト リから次の拡張子を持つすべてのフ ァ イルを削除し ま
す。

� *.scc 

注  Visual SourceSafe が登録 SCC プロバイダでなければな り ません。 最後にインス ト ールし
たプロバイダが有効です。 

SCC プロバイダを Visual SourceSafe に変更するには、 レジス ト リキー 
Hkey_Local_Machine | Software | SourceCodeControlProvider
を編集し ます。
文字列 ProviderRegKey を 
Software¥Microsoft¥SourceSafe に設定し て IDE を再起動し ます。 

注  プロジ ェ ク ト を ソース管理に追加した方法によ っては、 一度のアンバイン ド操作ですべ
てのプロジ ェ ク ト を選択できない可能性があ り ます。 すべてのプロジ ェ ク ト がアンバイン ド
されるまで選択と アンバイン ド手順を繰り返し て く だ さい。
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� *.vspscc 

� *.vssscc 

4 次のいずれかの方法で、 SCC プロバイダ と し て Version Manager を設定し ます。

� まだ Version Manager を インス ト ールし ていなければインス ト ールし ます。 SCC プロバイ
ダはインス ト ール時に Version Manager に設定されます。 

� Version Manager がすでにイ ンス ト ールされているが SCC レジス ト リキーが別のプロバイ
ダで上書き されているか編集されている場合、 レジス ト リキー
Hkey_Local_Machine | Software | SourceCodeControlProvider
を編集し ます。
文字列 ProviderRegKey を
SOFTWARE¥Merant¥Integrations¥SCC に変更し て、 IDE を再起動し ます。

5 ソ リ ューシ ョ ンを Version Manager ソース管理に追加し ます （［フ ァ イル］ － ［ソース管理］
－ ［ソ リ ューシ ョ ンを ソース管理に追加］）。 追加手順の詳細については、 『Version Manager 
IDE ク ラ イアン ト 操作ガイ ド』 を参照し て く ださい。

上記手順を完了し たら 330 ページの 『変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行』 を参照し て く だ さい。

Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト の変換後手順

Visual SourceSafe フ ァ イルを Version Manager アーカ イブに変換し たら、 次の手順に従ってプ
ロセスを完成し ます。

変換し た .NET プロジ ェ ク ト のフ ァ イナラ イズ

1 Windows エクスプローラ を使用し て変換したアーカ イブがある場所を参照し、 デ ィ レ ク ト リか
ら次の拡張子を持つすべてのフ ァ イルを削除し ます。

� *.scc-arc 

� *.vspscc-arc 

� *.vssscc-arc 

� *.sln-arc 

� *.project_type-arc
例 ： *.csproj-arc or *.vbproj-arc 

2 Windows エクスプローラ を使用し ても とのアーカ イブの上に変換したアーカ イブを コ ピーし ま
す。 デ ィ レ ク ト リ構造が異なる場合は、 小さい単位で行う必要があ り ます。 

3 変換し たプロジ ェ ク ト をテス ト し ます。 これで Visual Studio .NET を使用し て以前のリ ビジ ョ
ン と履歴にアクセスする こ とができます。 

4 変換し たソ リ ューシ ョ ンに追加のワークステーシ ョ ンを接続するには、 各ワークステーシ ョ ンか
ら ［フ ァ イル］ － ［ソース管理］ － ［ソース管理で開 く ］ を選択し、 必要に応じ てダイアログと

注  ソ リ ューシ ョ ンに Web プロジ ェ ク ト が含まれている場合、 Web サーバでプロジ ェ ク ト
を探し てすべての *.scc および *.vspscc フ ァ イルを削除する必要があ り ます。

重要！ ソ リ ューシ ョ ンが Web プロジ ェ ク ト を含む場合、 ソ リ ューシ ョ ン全体ではな く 個々の
プロジ ェ ク ト を ソース管理に追加する こ と をお勧めし ます。
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確認メ ッ セージに応えます。 手順の詳細については、 『Version Manager IDE ク ラ イアン ト 操作
ガイ ド』 を参照し て く ださい。

他の SCC ベース IDE プロジ ェ ク ト の変換

Visual Studio .NET 以外の IDE を通し て Visual SourceSafe に追加されたフ ァ イルを変換する場
合、 次の変換前および後手順を実行する必要があ り ます。

他の SCC ベース IDE プロジ ェ ク ト の変換前手順

IDE プロジ ェ ク ト 変換の準備

1 Visual SourceSafe から全 IDE プロジ ェ ク ト の最新のリ ビジ ョ ンを取得し ます。

2 IDE 閉じ ます。

3 Windows エクスプローラ を使用し て IDE プロジ ェ ク ト のローカルコ ピー （手順 1 で得たフ ァ
イル） がある場所を参照し、 デ ィ レ ク ト リから拡張子 *.scc を持つすべてのフ ァ イルを削除し ま
す。

上記手順を完了し たら 330 ページの 『変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行』 を参照し て く だ さい。

重要！ ソース管理にソ リ ューシ ョ ン全体ではな く 個々のプロジ ェ ク ト を追加した場合、 以下を
行います。

1 新しいソ リ ューシ ョ ンを作成し ます。

2 ［フ ァ イル］ － ［ソース管理］ － ［ソース管理からプロジ ェ ク ト を追加］ を選択し ます。

3 追加するプロジ ェ ク ト を選択し て必要に応じ てダイアログと確認メ ッ セージに答えます。 追
加手順の詳細については、 『Version Manager IDE ク ラ イアン ト 操作ガイ ド』 を参照し て
く ださい。

4 各プロジ ェ ク ト について、 手順 2 と  3 を繰り返し ます。

5 ［フ ァ イル］ － ［すべてを保存］ を選択し ます。

重要！ Visual Studio .NET プロジ ェ ク ト を変換するには、 327 ページの 『Visual Studio .NET プ
ロジ ェ ク ト の変換』 を参照し て く ださい。

注  Visual SourceSafe が依然登録 SCC プロバイダでなければな り ません。 最後にインス ト ー
ルし たプロバイダが有効です。 

SCC プロバイダを Visual SourceSafe に変更するには、 レジス ト リキー 
Hkey_Local_Machine | Software | SourceCodeControlProvider
を編集し ます。
文字列 ProviderRegKey を 
Software¥Microsoft¥SourceSafe に設定し て IDE を再起動し ます。 
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他の SCC ベース IDE プロジ ェ ク ト の変換後手順

Visual SourceSafe フ ァ イルを Version Manager アーカ イブに変換し たら、 次の手順に従ってプ
ロセスを完成し ます。

変換し た IDE プロジ ェ ク ト のフ ァ イナラ イズ

1 Windows エクスプローラ を使用し て IDE プロジ ェ ク ト 用に変換したアーカ イブがある場所を
参照し、 デ ィ レ ク ト リから拡張子 *.scc を持つすべてのフ ァ イルを削除し ます。

2 次のいずれかの方法で Version Manager を SCC プロバイダに設定し ます。

� まだ Version Manager を インス ト ールし ていなければインス ト ールし ます。 SCC プロバイ
ダはインス ト ール時に Version Manager に設定されます。 

� Version Manager がすでにイ ンス ト ールされているが SCC レジス ト リキーが別のプロバイ
ダで上書き されているか編集されている場合、 レジス ト リキー
Hkey_Local_Machine | Software | SourceCodeControlProvider
を編集し ます。
文字列 ProviderRegKey を 
SOFTWARE¥Merant¥Integrations¥SCC に変更し て IDE を再起動し ます。

3 IDE で IDE のプロジ ェ ク ト を開きます。

4 IDE のプロジ ェ ク ト を ソース管理に追加し ます。 アーカ イブがすでに存在するので、 ワーク フ
ローを既存のアーカ イブに新規リ ビジ ョ ン と し てチ ェ ッ ク インするか尋ねられます。 「はい」 と
答えてそれを実行し ます。

5 変換し たプロジ ェ ク ト をテス ト し ます。 これで IDE を使用し て以前のリ ビジ ョ ン と履歴にアク
セスする こ とができます。 

6 必要に応じ て変換し たプロジ ェ ク ト に追加のワークステーシ ョ ンを接続し ます。 

変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行

変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 対話モー ド と非対話モー ドのどち らでも実行できます。 変換ユーテ ィ リ テ ィ
を実行する際は、 -# オプシ ョ ンを使用し て、 冗長ログフ ァ イルを作成し ます。 このログフ ァ イルは、
変換時に発生し たエラーの性質を判定する う えで役に立ちます。 -# オプシ ョ ンを使用し ない場合、
変換時には最小限のログ情報しか記録されません。

変換ユーテ ィ リ テ ィ を対話モー ド で使用するには、 コマン ド ラ インプロンプ ト で次のよ う に入力し ま
す。

vss2vm

変換ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 変換の実行に必要な情報の指定を求めるプロンプ ト が表示されます。 非
対話モー ドは、 変換ユーテ ィ リ テ ィ をスク リ プ ト 内で実行する と きに使用し ます。

注  IDE 固有のメ ニューコマン ドや手順の詳細については、 『Version Manager IDE ク ラ イアン ト
操作ガイ ド』 を参照し て く ださい。

重要！ 変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行する前に、 変換するすべてのフ ァ イルがチ ェ ッ ク イ ン されてお
り、 すべてのユーザが Visual SourceSafe から ログオフ し ている こ と を確認し ます。
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構文 非対話モー ドの構文 ：

vss2vm -srSS_database [/SS_project] 
[-saSS_file][-iduserid [:pwd] 
-prVM_PDB_location [-ppVM_project] 
[-#]

対話モー ドの構文 ：

vss2vm [-iduserid] [:pwd ][-#]

オプシ ョ ン

-sr -srSS_database [/SS_project]

-sa -saSS_archive

変換対象の SourceSafe データベース、 SourceSafe プロジ ェ ク ト 、 または単一の SourceSafe 
フ ァ イルを指定する必要があ り ます。 非対話モー ド を使用する場合、 これらのオプシ ョ ンのう ち 1 
つを指定する こ とが必須です。

SourceSafe データベース全体を変換するには、 コマン ド ラ インで -sr$/ を指定し ます。

SourceSafe プロジ ェ ク ト とその配下にあるすべてのプロジ ェ ク ト を変換するには、 コマン ド ラ イン
で -sr$/SS_project を指定し ます （例 ： -sr$/test）。

単一の SourceSafe フ ァ イルを変換するには、 フ ァ イルの所属先であるプロジ ェ ク ト またはプロ
ジ ェ ク ト データベース と フ ァ イルを指定し ます （例 ： -sa$/test/readme）。

-pr -prVM_PDB_location

変換後の SourceSafe プロジ ェ ク ト と フ ァ イルが配置される Version Manager プロジ ェ ク ト デー
タベースの場所を指定する必要があ り ます （例 ： -prd:¥SS_conversion）。 これは、 非対話モー
ド を使用する場合に必須です。

-pp -ppVM_project

このオプシ ョ ンは、 変換後の SourceSafe プロジ ェ ク ト と フ ァ イルが配置される、 Version 
Manager プロジ ェ ク ト データベース内の Version Manager プロジ ェ ク ト を指定し ます。 Version 
Manager プロジ ェ ク ト を指定する場合、 変換する SourceSafe プロジ ェ ク ト は Version Manager 
プロジ ェ ク ト の配下にサブプロジ ェ ク ト と し て配置されます。 た と えば、 checkers とい う  
SourceSafe プロジ ェ ク ト を変換する場合に、 games とい う  Version Manager プロジ ェ ク ト を指
定する と、 変換後プロジ ェ ク ト の checkers は、 プロジ ェ ク ト  games のサブプロジ ェ ク ト にな り ま
す （/games/checkers）。

-id -iduserid [:pwd]

このオプシ ョ ンの指定が必須と なるのは、 アクセスコ ン ト ロールデータベースが有効になっている 
Version Manager プロジ ェ ク ト データベースまたはプロジ ェ ク ト を指定する場合と、 アクセスコ ン
ト ロールデータベースで定義されているユーザ ID にパスワー ドが関連付けられている場合にユーザ 
ID やログイン ソースを取得するために使用されるログイ ン ソースが VLOGIN （ログインダイアロ
グ） である場合だけです。 これらの場合には、 このオプシ ョ ンに値を指定し なければな り ません。

重要！ コマン ド オプシ ョ ンは小文字で入力し て く だ さい。 
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-# このオプシ ョ ンは、 冗長モー ド を有効にし ます。 これによ り、 変換ユーテ ィ リ テ ィ の冗長出力がデ ィ
スプレ イ と  ss2pvcs.log とい う ログフ ァ イルに出力されます。 デフ ォル ト は、 出力を表示し ないこ
と です （非冗長モー ド。 このフ ァ イルを作成し ない）。 表示される出力は、 ログフ ァ イルに書き込ま
れた情報と同じにな り ます。

変換ユーテ ィ リ テ ィ を対話モー ド で実行するには

1 320 ページの 『変換ユーテ ィ リ テ ィ の使用前の準備』 に記載された手順を実行し ます。

2 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って convArch デ ィ レ ク ト リ を作成する場所にデ ィ レ ク ト リ を変更
（cd） し ます （319 ページの 『変換後のアーカ イブの場所』 参照）。 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト
リ を作成し ます。

3 次のよ う に入力し て、 このデ ィ レ ク ト リから変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。

vss2vm [-iduserid [:pwd] [-#]

変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って次のプロンプ ト が表示されます。

Enter the path to the Version Manager database where the converted 
archives will be placed:

4 Version Manager プロジ ェ ク ト データベースのパスを次の例のよ う に入力し ます。

d:¥test

5 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 2 つ目のプロンプ ト が次のよ う に表示されます。

Do you want to specify a Version Manager project where your archives 
will be stored? (y/n):

Version Manager プロジ ェ ク ト 名を入力するプロンプ ト を表示するには 「y」 を、 表示し ない
よ う にするには 「n」 を入力し ます。

6 「y」 を入力し た場合、 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ り次のプロンプ ト が表示されます。

Enter the Version Manager project where the converted archives will 
be placed:

Version Manager プロジ ェ ク ト の名前を次の例のよ う に入力し ます。

Temp

変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って次のプロンプ ト が表示されます。

Choose an option:
   1.) Convert entire VSS database
   2.) Convert one VSS project or subproject
   3.) Convert one VSS file

次のいずれかの作業を行います。

� SourceSafe データベース全体を変換するには 「1」 を選択し ます。 有効な入力値は 「 $/」
です。

データベース内のすべてのフ ァ イルと プロジ ェ ク ト が変換されます。 変換ユーテ ィ リ テ ィ に
よ り、 データベースに存在する各 SourceSafe プロジ ェ ク ト に対し てサブデ ィ レ ク ト リが作

注  変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行可能フ ァ イル （vss2vm） は移動し ないで く ださい。 移動する と、 変
換ユーテ ィ リ テ ィ は実行されません。
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国際化文字列
成され、 変換後のアーカ イブはこれらのデ ィ レ ク ト リに配置されます （319 ページの 『変換
後のアーカ イブの場所』 参照）。

� SourceSafe データベース内の単一のプロジ ェ ク ト またはサブプロジ ェ ク ト を変換するには
「2」 を選択し ます。 プロジ ェ ク ト またはサブプロジ ェ ク ト の名前を指定する必要があ り ま
す。 有効な入力値は以下のものです。

$/project 
$/project/subproject

変換ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 変換するプロジ ェ ク ト の名前を入力するプロンプ ト が表示され
ます。 プロジ ェ ク ト の名前を入力し ます。

� SourceSafe データベース内の単一のフ ァ イルを変換するには 「3」 を選択し ます。 フ ァ イ
ルの名前を指定する必要があ り ます。 有効な入力値は以下のものです。 

$/project/filename 
$/project/subjproject/filename

変換ユーテ ィ リ テ ィ によ り、 フ ァ イルの名前を入力するプロンプ ト が表示されます。 フ ァ イ
ル名を入力し ます。

変換ユーテ ィ リ テ ィ を非対話モー ド で実行するには

1 320 ページの 『変換ユーテ ィ リ テ ィ の使用前の準備』 に記載された手順を実行し ます。

2 変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って convArch デ ィ レ ク ト リ を作成する場所にデ ィ レ ク ト リ を変更
（cd） し ます （319 ページの 『変換後のアーカ イブの場所』 参照）。 必要に応じ て、 デ ィ レ ク ト
リ を作成し ます。

3 以下のいずれかを行って、 このデ ィ レ ク ト リから変換ユーテ ィ リ テ ィ を実行し ます。

� 非対話モー ドの vss2vm コマン ド ラ インを入力し ます （非対話モー ドの構文については、
331 ページを参照）。

     次にその例を示し ます。

vss2vm -sr$/test -prd:¥sample

この例では、test とい う名前の SourceSafe プロジ ェ ク ト が変換され、d:¥sample にある 
Version Manager データベースに配置されます。

� vss2vm コマン ド ラ インを含むスク リ プ ト を作成し ます。 以下は、 conversion.pcli とい う
名前の Version Manager PCLI スク リ プ ト の例です。

set -vSSprj $1
set -vVMpdb $2
run -e vss2vm -sr'$/'$SSprj -pr$VMpdb

国際化文字列

このユーテ ィ リ テ ィ は、 国際化文字列がメ ッ セージカ タ ログ （pvcsvm.cat） に含まれる場合にそれ
を使用するよ う設計されています。 変換ユーテ ィ リ テ ィ がカ タ ログフ ァ イルを表示できるよ う にする
には、 環境変数 NLSPATH を カ タ ログフ ァ イルの場所に設定する必要があ り ます。 デフ ォル ト で、 カ

注  変換ユーテ ィ リ テ ィ の実行可能フ ァ イル （vss2vm） は移動し ないで く ださい。 移動する と、 変
換ユーテ ィ リ テ ィ は実行されません。
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タ ログフ ァ イルは、 Version Manager がイ ンス ト ールされている場所の bin デ ィ レ ク ト リにあ り ま
す （例 ： C:¥Program Files¥Serena¥vm¥common¥bin¥win32）。

NLSPATH 変数を設定するには

1 ［ス ター ト ］ － ［コ ン ト ロールパネル］ － ［システム］ の順に選択し ます。 〔システムのプロパ
テ ィ 〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

2 〔詳細設定〕 タ ブを ク リ ッ ク し ます。

3 【環境変数】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 〔環境変数〕 ダイアログボ ッ クスが開きます。

4 【新規】 を ク リ ッ ク し ます。 〔新しいシステム変数〕 ダイアログボ ッ クスが表示されます。 

5 〈変数名〉 フ ィ ールド に 「NLSPATH」 と入力し ます。 

6 〈変数値〉 フ ィ ールド で、 pvcsvm.cat フ ァ イルの場所を指定し ます。 

7 各ダイアログボ ッ クスで 【OK】 ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

文字列がメ ッ セージカ タ ログに含まれる こ と を確認するには、 コマン ド プロンプ ト から  vss2vm -# 
を実行し ます。

文字列が英語で表示される場合は、 カ タ ログフ ァ イルに適切な文字列が含まれていないか、
NLSPATH が正し く あり ません。

ログフ ァ イル

変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 SourceSafe フ ァ イルの変換時に 4 つのログフ ァ イルを作成し ます。

デフ ォル ト で、 これらのフ ァ イルは、 それぞれ ss2pvcs.log、 ConvErr.log、 shared.log、 および 
dgb_path.log とい う名前で convArch デ ィ レ ク ト リに保存されます。

変換ユーテ ィ リ テ ィ は、 その実行元であるデ ィ レ ク ト リの下に convArch とい う デ ィ レ ク ト リ を作
成し ます。

変換が完了する と、 .log フ ァ イルと  .cfg フ ァ イルを除き、 convArch デ ィ レ ク ト リの内容は削除さ
れます。

変換が失敗し た場合や、 完了する前に中断された場合、 convArch の内容は削除されません。
convArch デ ィ レ ク ト リ を削除せずに変換を再実行する と、 convArch0 とい う別のデ ィ レ ク ト リが
作成され、 変換はこのデ ィ レ ク ト リ で行われます。 既存の convArch デ ィ レ ク ト リ を削除し ないと、
変換を実行するたびに新しい convArch デ ィ レ ク ト リが作成されます （convArch1、 convArch2 な
ど）。

ss2pvcs.log

ss2pvcs.log フ ァ イルには以下の情報が含まれます。

� 変換された SourceSafe フ ァ イルの名前

� 変換後のフ ァ イルが保存されている Version Manager アーカ イブの場所

注  ローカ ラ イズされた Visual SourceSafe プロジ ェ ク ト を変換する場合は、 変換を開始する前に 
Serena サポー ト にお問い合わせ く だ さい。 ご使用の言語専用のメ ッ セージカ タ ログフ ァ イルを提
供させていただきます。
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ログフ ァ イル
� 変換時に変換ユーテ ィ リ テ ィ によ って実行された動作 （アーカ イブの検索、 アーカ イブのイン
ポー ト 、 プロジ ェ ク ト の作成など）

convERR.log

convERR.log フ ァ イルは、 変換プログラムがアーカ イブを Version Manager プロジ ェ ク ト データ
ベースにインポー ト する と きに生成されます。 通常、 このフ ァ イルは空白ですが、 変換ユーテ ィ リ
テ ィ が冗長モー ド で実行されている場合、 い く つかの情報がこのフ ァ イルに記録されます。 このフ ァ
イルの情報は、 主に情報目的のために提供される もので、 エラーの内容などは含まれません。 た と え
ば、 このログフ ァ イルには、 パスやフ ァ イル名が記録されます。

Shared.log

shared.log フ ァ イルには、 共有フ ァ イルへの参照と共有元の場所が記録されます。

"path¥filename" shared from "parentpath¥filename"

共有フ ァ イルを示すためのテキス ト フ ァ イルも生成されます。 319 ページの 『変換後のアーカ イブ
の場所』 を参照し て く ださい。

dgb_path.log

このフ ァ イルは、 Serena サポー ト が使用し ます。
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